
カラー1　表紙A

2026年 新春
特集号
2026年 新春
特集号 大和御所道路の御所方面から橿原北IC方面を望む。

今春の開通に向けて工事が進む（仮称）橿原JCT
（大阪方面接続ランプ）
【国土交通省奈良国道事務所提供】

写真：京奈和自動車道

2026年（令和８年）１月１日（木） 第7884号 昭和41年10月18日第３種郵便物認可



カラー2

本年も何卒宜しくお願い申し上げます　1月1日

（第三種郵便物認可） 建 設 新 報 2026年(令和８年)１月１日(木)

https://www.sanwa-kk.co.jp

本 社

大阪支店

奈 良 市 西 大 寺 栄 町 ３ 番 １ ２ ‒ ６ 号
TEL.０７４２-３６-１１３８㈹　FAX.０７４２-３３-９４９６
大阪市中央区南本町４丁目５番７号東亜ビル10階
TEL.０6-6281-1838㈹　FAX.０6-6281-1836

迎 春 輝かしい新春を迎え心からお慶び申し上げます
本年も一層精進いたす所存でございますので
何卒倍旧のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます

　　令和８年　元旦　

地域の人に愛される会社であり続けるために

代表取締役社長

旧年中は格別のご愛顧を賜り
厚く御礼申し上げます
本年も倍旧のご指導とご鞭撻の程
宜しくお願い申し上げます

旧年中は格別のご愛顧を賜り
厚く御礼申し上げます
本年も倍旧のご指導とご鞭撻の程
宜しくお願い申し上げます

令和８年　元旦令和８年　元旦

環境・景観を創造・提案するイノベンチャーグループ

本 社
〒６４８-００１８
五 條 営 業 所
〒６３７-０００２

和 歌 山 県 橋 本 市 隅 田 町 垂 井 ２ ３ － １
ＴＥＬ０７３６－３３－１６７８　ＦＡＸ０７３６－３２－９７６５
奈 良 県 五 條 市 三 在 町１４２１ 五 條 生コン ㈱ 内
ＴＥＬ０７４７－２４－２５２５　ＦＡＸ０７４７－２４－４９１０

代表取締役 榮 林 裕 記

代表取締役 榮 林 正 起

緑と水を守る環境に貢献する

五 條 市 三 在 町 1 4 2 1
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ７ － ２ ４ － ２ ５ ２ ５ ㈹
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ７ － ２ ４ － ４ ９ １ ０ 　

本 社

五條生コン株式会社
ＪＩＳ表示認証工場

謹賀新年謹賀新年

代表取締役代表取締役 清 水 　 徹清 水 　 徹

株式会社株式会社

何なりとご相談ください。何なりとご相談ください。

情報化施工のことなら……情報化施工のことなら……
マシンコントロール　 マシンガイダンス

　　　　　　転圧管理システム
マシンコントロール　 マシンガイダンス

　　　　　　転圧管理システム

本 社
大淀営業所
飛鳥テクノセンター
橿原営業所
（レンタカー）

奈良県吉野郡下市町原谷４－１
奈良県吉野郡大淀町芦原５８５－８
奈良県高市郡高取町大字観覚寺７０１
奈良県橿原市久米町６２０－１２

ＴＥＬ０７４７－５２－０８５１
ＴＥＬ０７４７－５２－７７００

ＴＥＬ０７４４－２８－０８５４

本 社
大淀営業所
飛鳥テクノセンター
橿原営業所
（レンタカー）

奈良県吉野郡下市町原谷４－１
奈良県吉野郡大淀町芦原５８５－８
奈良県高市郡高取町大字観覚寺７０１
奈良県橿原市久米町６２０－１２

ＴＥＬ０７４７－５２－０８５１
ＴＥＬ０７４７－５２－７７００

ＴＥＬ０７４４－２８－０８５４

大 紀

旧年中は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます
本年も倍旧のご指導ご鞭撻の程お願い申し上げます

令和８年１月１日

旧年中は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます
本年も倍旧のご指導ご鞭撻の程お願い申し上げます

令和８年１月１日

https://www.daiki-net.jphttps://www.daiki-net.jp

中吉野開発中吉野開発株式会社株式会社

産業廃棄物中間処理業・総合建設業産業廃棄物中間処理業・総合建設業
更なる進化を目指して！更なる進化を目指して！

大紀グループ大紀グループ

奈 良 県 吉 野 郡 下 市 町 原 谷 １
ＴＥＬ０７４７－５２－１２９６
ＦＡＸ０７４７－５２－９２８８

奈 良 県 吉 野 郡 下 市 町 原 谷 １
ＴＥＬ０７４７－５２－１２９６
ＦＡＸ０７４７－５２－９２８８

〒６３８－００３２〒６３８－００３２

https://www.nakayoshino.jphttps://www.nakayoshino.jp 中吉野開発
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本年も何卒宜しくお願い申し上げます　1月1日

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）2026年(令和８年)１月１日(木)

工事成績優秀企業
近畿地方整備局

～こころへ、そして未来へ～

〒638-0812　奈良県吉野郡大淀町桧垣本1589
TEL 0747-52-3535　　   FAX 0747-54-2200
E - m a i l ： i n f o @ m o r i s h i t a g u m i . c o m
h t t p s : / / w w w . m o r i s h i t a g u m i . c o m

2025

松塚建設株式会社

総 合 建 設 業

年輪を重ね、技を重ねて心を尽くす

ISO 9001/14001認証取得

本 社

三重営業所

奈 良 県 宇 陀 市 榛 原 福 地６１０－１
☎ （ ０ ７ ４ ５ ） � １ ３ ７ １
三 重 県 伊 賀 市 長 田 ３０３４
☎ （ ０ ５ ９ ５ ） ㉖ ４ １ １ ５

代表取締役会長 松 塚 幾 善
代表取締役社長 井 上 清 利

工事成績優秀企業
１２年連続認定

2025

代表取締役 米 杉 伸 喜

米杉建設株式会社
〈建築・土木・住宅・リフォーム・太陽光ソーラー販売〉

《地域から信頼され、地域から求められる企業を目指します》

〒632-0006 奈良県天理市蔵之庄町49番地１
T E L ０７４３－６５－３１５１
〒632-0004 奈良県天理市櫟本町299-１
T E L ０７４３－６５－１１８５

本 社

住宅営業所
〈　 Style Box〉e工事成績優秀企業

近 畿 地 方 整 備 局

2025

総 合 建 設 業
奈良県知事許可（特－4）第１５４７３号
土木・建築・注文住宅・増改築・分譲マンション事業

〒６３９－１１２３ 大和郡山市筒井町51番地3
ＴＥＬ.0743－59－1281㈹ ＦＡＸ.0743－59－1284

本 社

代表取締役会長 藤 本 正 義
代表取締役社長 藤 本 正 成

奈良県香芝市旭ケ丘一丁目３１番地の１
ＴＥＬ０７４５－７６－６６２３
ＦＡＸ０７４５－７７－１２８８
上牧支店・三郷支店
ｋａｍｉ‒１＠ｓｍｉｌｅ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ

本 社
〒６３９－０２６６

支 店
Ｅ－ ｍａｉｌ

総 合 建 設 業

上 村 組株式会社

代表取締役 上村 智津子

国土交通大臣許可（特－3）第13850号
総 合 建 設 業

ISO　9001品質マネジメントシステム審査登録
ISO14001環境マネジメントシステム審査登録

代表取締役社長 北 村 宏 人

株式会社キタムラ

五 條 市 五 條１丁 目４―１９
ＴＥＬ．０７４７（２４）３３３０
大阪市浪速区元町２丁目３番１号

難波ユニオンビル東館５階

本　　店／

大阪支店／
工事成績優秀企業
近 畿 地 方 整 備 局

2025
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（第三種郵便物認可） 建 設 新 報 2026年(令和８年)１月１日(木)

限りある資源を大切に
環境事業に取り組んでいます
コンクリート、アスコンがら、その他がれき類受入、中間処理、再生砕石RC40製造・販売コンクリート、アスコンがら、その他がれき類受入、中間処理、再生砕石RC40製造・販売
ISO１４００１：２０１５認証取得ISO１４００１：２０１５認証取得 奈良県リサイクル認定製品（RC-40）奈良県リサイクル認定製品（RC-40）

株式会社　上田建設
　光リサイクルセンター

建設業許可（特－7）第7923号・産業廃棄物処分業許可第02922033375号

御 所 市 柏 原 １ ４ ８ ５ － ４
ＴＥＬ（０７４５）６５－１６００　ＦＡＸ（０７４５）６５－１６０３

〒６３９－２２４４

旧年中は格別のご愛顧を賜り厚く
御礼申し上げます
本年も倍旧のご指導とご鞭撻の程
宜しくお願い申し上げます
　　　　　　　令和８年　元旦

賀 正賀 正

迎春迎春
旧年中は格別のご愛顧を賜り
厚く御礼申し上げます
本年も倍旧のご指導とご鞭撻の程
宜しくお願い申し上げます

令和８年　元旦

本 社

大阪支店

奈 良 県 御 所 市 室 １ １ ９ ３ － １
☎（０７４５）６２－１２５６㈹ FAX（０７４５）６５－１３７４
大阪市天王寺区上汐３丁目１番６号 上本町ビル２階
☎（０６）４３９２－７４５８ FAX（０６）４３９２－７４５９
E - m a i l . i n f o @ g o s e k e n . c o . j p
h t t p s : / / www . g o s e k e n . c o . j p /

代表取締役 西 本 正 昭

総 合 建 設 業
大 臣 許 可（ 特 － 7 ）第 ９３４４ 号
山 土 販 売・土 地 造 成・不 動 産

旧年中は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます
本年も倍旧のご指導ご鞭撻の程お願い申し上げます

令和８年１月１日

旧年中は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます
本年も倍旧のご指導ご鞭撻の程お願い申し上げます

令和８年１月１日

奈良県生駒郡斑鳩町法隆寺南２－５－２０
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ５ ） ７ ４ － ２ ９ ０ １
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ５ ） ７ ４ － ５ １ ０ ７
奈良県生駒郡斑鳩町法隆寺東 2－ 3 7 － 1
Ｅ - m a i l i n f o @ t a i s i . c o . j p
Ｕ Ｒ Ｌ h t t p s : / / w w w . t a i s i . c o . j p

本 社
〒６３６－０１１３

幸前出張所

認証取得
ISO 9001
ISO 14001
ISO 45001

特定電気工事業（奈良県知事許可 特－6 第８１１８号）
高圧・低圧受変電設備工事／太陽光発電設備設置工事
新 築 ・ 改 築 電 気 設 備 設 計 ・ 施 工 ／ 空 調 設 備 工 事

代表取締役 青 木 智 子

謹賀新年 旧年中は格別のご愛顧を賜り
厚く御礼申し上げます
本年も倍旧のご指導とご鞭撻の程
宜しくお願い申し上げます

令和８年　元旦

常 駐 警 備 巡 回 警 備 交 通 警 備

保 安 警 備 イベントの巡視 その他警備全般

我々は“より安全に、より確実に、よりスピーディに”
建設工事現場のセキュリティをガードいたします。

ＴＥＬ（０７４３）６３－0111　FAX（０７４３）６３－８３３9

警備の依頼は当組合へ !!（優秀なスタッフを派遣します）
●半日・1日から５年・10年契約OK//１ヶ月以上常駐警備の場合割引有 //

奈良県指令商第59号

奈良セキュリティ協同組合
奈良県天理市守目堂町54番地1（三宝ビル）

企業の成長　      発展を護る

賀
正
賀
正



（昭和４１年１０月１８日第三種郵便物認可） （週３回刊・毎週火・木・土曜日発行）建 設 新 報(1) 第7884号 2026年(令和８年)１月１日(木)

年
頭
所
感

り
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

も
切
迫
し
て
い
る
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。ま
た
、埼
玉

県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事

故
を
踏
ま
え
た
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
対
策
等
の
事
前

防
災
や
減
災
の
計
画
的
な

事
業
の
推
進
に
は
大
い
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
場
を
支
え
る
私
た
ち
に

と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
県
の
道
路
整
備
の

遅
れ
は
深
刻
で
す
。全
国

最
下
位
級
と
い
わ
れ
県
土

の
発
展
を
阻
む
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。京
奈

和
自
動
車
道
や
紀
伊
半
島

ア
ン
カ
ー
ル
ー
ト
の
一
翼

を
担
う
国
道
１
６
８
号
・

１
６
９
号
、県
を
横
断
す

る
西
名
阪
道
路
・
名
阪
国

道
、国
道
１
６
３
号
、１
６

５
号
は
企
業
立
地
や
道
の

駅
の
利
用
者
な
ど
地
域
活

性
化
の
核
と
し
て
、ま
た
命

の
道
の
確
保
と
し
て
整
備

効
果
が
高
く
、整
備
箇
所

も
多
く
存
在
し
ま
す
。ま

誇れる仕事を次の世代へ！飛躍する奈良県建設業誇れる仕事を次の世代へ！飛躍する奈良県建設業
令
和
８
年
の
新
春
を
迎

え
、謹
ん
で
年
頭
の
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、当
協
会
の
事

業
活
動
並
び
に
運
営
に
対

し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、改
正
建
設
業

法
等
が
全
面
施
行
と
な
り

地
域
建
設
業
界
に
も
多
く

の
課
題
と
変
革
の
波
が
押

し
寄
せ
ま
し
た
。人
手
不

足
、資
材
価
格
の
高
騰
、頻

発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対

応
、技
術
革
新
が
求
め
ら

れ
る
施
工
現
場
の
在
り
方

な
ど
、こ
れ
ら
の
課
題
に

真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

継
続
的
な
対
応
を
全
力
で

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、従
事
者
の
高
齢

化
が
他
産
業
に
比
較
し
て

も
進
行
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、若
手
人
材
の
確
保
と

技
術
継
承
は
喫
緊
の
課
題

で
す
。若
者
に
選
ば
れ
る

産
業
と
な
る
た
め
、働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
に
は
、生
産

性
向
上
と
働
き
方
改
革
の

同
時
進
行
が
求
め
ら
れ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
や
デ
ジ
タ
ル

化
の
活
用
が
一
層
重
要
性

を
増
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
活
躍
・
定
着
促

進
を
進
め
る
こ
と
も
重
要

課
題
で
す
。人
材
確
保
の
観

点
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、す

べ
て
の
人
が
働
き
や
す
く

働
き
が
い
の
あ
る
魅
力
あ

る
建
設
産
業
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、昨
年
、青
年
部

会
が
主
体
と
な
っ
て
建
設

業
女
子
会
を
初
め
て
開
催

し
ま
し
た
。本
年
は「
女
性

部
会
」立
ち
上
げ
に
向
け

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
国
政
に
お
い
て

は
、奈
良
県
か
ら
初
の
女

性
総
理
・
高
市
早
苗
総
理

が
誕
生
し
た
こ
と
は
歴
史

的
快
挙
で
あ
り
、私
た
ち

に
と
っ
て
も
大
変
励
み
と

な
り
ま
す
。

地
域
建
設
業
は
今
、地

域
の
守
り
手
と
し
て
県
民

の
安
全
・
安
心
を
確
か
な
も

の
に
す
る
と
い
う
揺
る
ぎ
な

い
責
務
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、次
世
代
へ
持
続
可
能
な

社
会
を
引
き
継
ぐ
と
い
う

極
め
て
重
要
な
使
命
を
担

っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と

な
る
の
が
政
府
が
進
め
る

「
第
一
次
国
土
強
靭
化
実
施

中
期
計
画
」で
す
。地
震
や

台
風
、線
状
降
水
帯
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
災
害
が

頻
発
化
・
激
甚
化
し
て
お

た
、河
川
整
備
に
つ
い
て
も

必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。引
き
続
き
県
内
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
事
業
費

確
保
と
重
点
的
な
整
備
促

進
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、京
奈
和
自

動
車
道
・
大
和
御
所
道
路
の

（
仮
称
）橿
原
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン（
大
阪
方
面
接
続
ラ
ン

プ
）が
今
春
の
開
通
を
迎
え

る
こ
と
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

で
す
。そ
の
他
、リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
奈
良
市
附
近

駅
の
設
置
と
関
連
す
る
事

業
、強
靭
な
県
土
の
構
築
に

向
け
た
公
共
投
資
や
着
実

な
建
設
産
業
の
担
い
手
確

保
が
促
進
さ
れ
る
も
の
と

期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、２
０
３
１
年
に
は
第

８５
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

第
３０
回
全
国
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
開
催
が
奈
良
県

で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
が
こ
れ
ら
の
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト
に
対
応
す
る
た
め

に
は
山
積
す
る
課
題
を
克

服
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、奈
良
県
を
中
心

と
し
た
建
設
産
業
の
魅
力

を
発
信
す
る
協
議
会
等
の

立
ち
上
げ
に
協
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
会
で
は
、実
業
系
高

校
生
を
対
象
と
し
た
就
業

体
験
や
合
同
出
前
講
座
を

実
施
す
る
ほ
か
、合
同
企

業
説
明
会
を
開
催
す
る
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
新
規
入
職
者
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、引
き
続
き

ご
支
援
、ご
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、本
年
も
皆
様
に

と
っ
て
良
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、年
頭
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

  一般社団法人 奈良県建設業協会
　　　会　長　山 辺 元 康

地域インフラ維持の主力として地域インフラ維持の主力として

新
春
特
集
号
の
主
な
紙
面
構
成

新
春
特
集
号
の
主
な
紙
面
構
成

　

◇
１
面　

山
辺
奈
良
県
建
設
業
協
会
会
長
の

年
頭
所
感

　

◇
２
～
１２
・
１４
・
１６
・
１８
面　

山
下
奈
良
県
知

事
な
ど
県
関
係
部
署
、仲
川
奈
良
市
長
な
ど
県

内
市
町
村
長
、齋
藤
近
畿
地
方
整
備
局
長
や
奈

良
県
内
の
国
関
係
、出
先
機
関
、奈
良
県
内
関
係

団
体
・
民
間
等
の
ト
ッ
プ
の
年
頭
所
感

　
◇
19
面　

高
取
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通
へ

　
◇
２０
～
２４
面　

国
道
１
６
９
号
上
池
原
ト
ン

ネ
ル
他
工
事
は
鹿
島
建
設
と
契
約
締
結
、中
登

美
第
三
団
地
環
境
整
備
基
本
検
討
は
Ｄ
Ａ
Ｎ
・

Ｇ
Ｋ
‒
Ｄ
Ｓ
Ｈ
で
、医
大
新
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
、医
大
新
駅
の
設
置
等

に
関
す
る
基
本
協
定
、県
立
医
大
附
属
病
院
新

Ａ
棟
基
本
・
実
施
設
計
、新
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー

移
転
整
備
は
長
大
で
開
設
支
援
、運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
新
庁
舎
整
備
は
オ
オ
バ
で
造
成
工
事
設

計
、三
宅
町
県
有
地
活
用
基
本
計
画
等
策
定
は

日
本
総
合
研
究
所
で
、川
西
町
県
有
地
活
用
基

本
計
画
等
策
定
で
日
本
工
営
都
市
空
間
で
、県

営
競
輪
場
再
整
備
、富
雄
川
で
茶
の
前
井
堰
と

籠
池
取
水
井
堰
を
統
合
予
備
設
計

　
◇
30
～
34
面　

桜
井
市
認
定
子
ど
も
園
設
計

業
務
、生
駒
市
セ
イ
セ
イ
ビ
ル
整
備
事
業
、奈
良

市
高
の
原
駅
周
辺
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
構
築
支
援
、大

和
高
田
市
幼
保
再
編
計
画
策
定
支
援
、天
理
市

地
域
福
祉
・
福
祉
活
動
計
画
策
定
支
援
、香
芝
市

複
合
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定
、五
條
市（
仮

称
）市
民
交
流
施
設
整
備
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
等
、

御
所
市
認
定
こ
ど
も
園
整
備
基
本
計
画
策
定
、

宇
陀
市
企
業
誘
致
促
進
業
務
、大
和
郡
山
市
公

営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
策
定
、生
駒
市
生
駒
駅

周
辺
の
公
共
空
間
整
備
に
向
け
た
骨
子
案
策
定

支
援
、橿
原
市
小
・
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
改

修
、葛
城
市（
仮
称
）當
麻
複
合
施
設
周
辺
エ
リ

ア
の
活
用
、御
所
市
健
康
増
進
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
、田
原
本
町
学
校
給
食
Ｃ
設
計
施
工
監
理
、

桜
井
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
策
定
支
援
、奈

良
市
１
０
０
年
会
館
改
修
基
本
計
画
策
定
支

援
、明
日
香
村
飛
鳥
駅
前
整
備
計
画
策
定
、王
寺

町
小
学
校
跡
地
活
用
及
び
体
育
館
指
定
避
難
所

活
用
検
討
、桜
井
市
駅
南
口
広
場
再
整
備
基
本

計
画
策
定
支
援
、五
條
市
ク
リ
ー
ン・
オ
ア
シ
ス

等
包
括
業
務

　【
表
紙
】　

京
奈
和
自
動
車
道「（
仮
称
）橿
原

Ｊ
Ｃ
Ｔ
」

　

◇
カ
ラ
ー
紙
面　

団
体
・
企
業
イ
メ
ー
ジ
広

告
　

◇
１３
・
１５
・
１７
・
19
面
、２５
～
２９
面
、３５
～
４０

面　

企
業
・
各
種
団
体
イ
メ
ー
ジ
広
告

〒６３４−０００６
橿原市新賀町２０１−２
電 話�０７４４−２３−２５０７
ＦＡＸ�０７４４−２３−２９３４

発行所  建設新報社

組合員一同

謹　賀　新　年

奈良県緑化土木協同組合
〒６３０－８３０５

ＩＳＯ9001・ＩＳＯ14001認証取得

官 公 需 適 格 組 合
近畿経済産業局近畿第 3 0 号
奈良県知事許可（特－5）第18353号

奈 良 市 東 紀 寺 町 ２ 丁 目 ８ 番 ８ 号
ＴＥＬ：０７４２（２４）４１２８
ＦＡＸ：０７４２（２６）０１３８
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｒｙｏｋｋａ.ｏｒ.ｊｐ

謹賀新年
建設業労働災害防止協会
　　　　　　奈良県支部

独立行政法人　勤労者退職金共済機構

建退共奈良県支部

奈良県火薬類保安協会

奈良市高天町5-1　TEL：0742-22-3338（代）　FAX：0742-23-9121

謹賀新年

会長　山　辺　元　康

一　　般
社団法人 奈 良 県 建設業協会

会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長

中 村 光 良
木 村 隆 男
� 井 久 尚
中 尾 隆 成
佐 々 岡   均
植 田 洋 一
檜 尾 洋 希
田野 上 辰 也

奈良県北和建設業協会
郡 山 建 設 業 協 会
奈良県中南和建設業協会
奈良県中和建設業協会
奈良県宇陀建設業協会
吉 野 建 設 業 協 会
奈良県五條建設業協会
奈良県十津川建設業協会

一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人
一般社団法人

近畿地方整備局と意見交換会を開催（ホテル日航奈良）
　昨年９月30日、山辺会長は①奈良県のインフラ整備の促進について②地元建
設企業に対する受注機会の拡大について③入札・契約制度等について④設計・
積算について⑤地方公共団体への指導等について⑥工事施工について⑦事務の
簡素化について⑧営繕（建築）について－など8項目を要望した。
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誰もが安心して快適に誰もが安心して快適に
暮らせるまちづくりを推進暮らせるまちづくりを推進

奈良県まちづくり推進局奈良県まちづくり推進局
局　長　局　長　竹 林 義 之竹 林 義 之

砂防堰堤などの砂防堰堤などの
老朽化対策を着実に推進老朽化対策を着実に推進

奈良県県土マネジメント部奈良県県土マネジメント部
部　長　部　長　安 井 広 之安 井 広 之

奈良県環境森林部奈良県環境森林部
部　長　部　長　三 宅 　 浩三 宅 　 浩

奈良県知事奈良県知事

山 下 　 真山 下 　 真

令
和
８
年
の
新
年
を
迎

え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
県
で
は
令
和
２
年
４

月
に
施
行
し
た
「
奈
良
県

森
林
環
境
の
維
持
向
上
に

よ
り
森
林
と
人
と
の
恒
久

的
な
共
生
を
図
る
条
例
」

新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

奈
良
県
は
人
口
減
少
や
高

齢
化
な
ど
大
き
な
転
換
点

に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
局
は
、

本
年
も
「
誰
も
が
安
心
し

て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

県
で
は
市
町
村
と
連
携

し
、
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
広
域
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
中

で
も
、（
仮
称
）
医
大
新
駅

（
令
和
12
年
度
供
用
予
定
）

周
辺
で
は
、
新
駅
の
整
備

を
契
機
に
学
術
・
医
療
拠

点
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、

民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る

新
た
な
ア
リ
ー
ナ
の
整
備

な
ど
「
賑
わ
い
」
と
「
健

康
増
進
」
を
柱
と
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
地
元
市
と
連

携
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

ほ
ろ
ば
健
康
パ
ー
ク

で
は
全
て
の
人
が
楽
し
く

利
用
で
き
る
「
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
公
園
」
へ
の
整
備
を

進
め
、
平
城
宮
跡
歴
史
公

園
を
は
じ
め
と
す
る
県
営

都
市
公
園
で
は
民
間
活
力

の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
さ

雨
前
線
や
台
風
豪
雨
に
よ

る
山
地
の
被
災
箇
所
に
つ

い
て
、
治
山
事
業
に
よ
り

復
旧
を
図
る
と
と
も
に
、

昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
国
土
強
靱
化
実
施
中

期
計
画
を
踏
ま
え
、
山
地

災
害
の
予
防
・
軽
減
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
来
年
の
令
和
９

年
に
第
77
回
全
国
植
樹
祭

が
本
県
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

全
国
植
樹
祭
は
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
公
益
社
団
法
人
国
土

緑
化
推
進
機
構
と
、
開
催

都
道
府
県
の
共
催
に
よ
り

行
う
国
土
緑
化
運
動
の
中

心
的
行
事
で
す
。
全
国
植

樹
祭
の
開
催
が
、
本
県
の

豊
か
な
森
林
の
恵
み
を
次

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
県

民
の
意
識
の
醸
成
や
、
本

県
の
更
な
る
魅
力
を
発
信

す
る
機
会
と
な
る
よ
う
引

き
続
き
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
奈
良
県
に
と
っ

て
大
き
な
歴
史
的
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。女
性
初
、

そ
し
て
奈
良
県
出
身
と
し

て
初
め
て
高
市
早
苗
内
閣

総
理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し

た
。
今
後
「
強
い
経
済
」

の
実
現
に
向
け
、
国
土
強

靱
化
の
取
り
組
み
が
さ
ら

に
加
速
し
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
地
域
の
安
全
・
安
心

を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
の

よ
り
一
層
の
進
展
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
県
に
お
い
て
も
、

道
路
分
野
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
第
一
次
国
土

強
靱
化
実
施
中
期
計
画
の

一
環
と
し
て
、
地
震
や
豪

雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
備

え
る
た
め
、
幹
線
道
路
等

の
耐
震
補
強
や
改
良
工
事

を
着
実
に
進
め
ま
す
。
今

春
に
は
、
京
奈
和
自
動
車

道
の
（
仮
称
）
橿
原
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
（
大
阪
方
面

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功

や
奈
良
県
出
身
の
高
市
総

理
の
誕
生
な
ど
、
本
県
に

と
っ
て
は
明
る
い
話
題
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
一
方
で
、
非
常
に
暑

奈
良
の
可
能
性
を
拓
く
一
年
に

奈
良
の
可
能
性
を
拓
く
一
年
に

接
続
ラ
ン
プ
）
の
開
通
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

流
域
治
水
対
策
に
つ
い

て
は
、
河
川
改
修
や
直
轄

遊
水
地
の
整
備
促
進
、
奈

良
県
平
成
緊
急
内
水
対
策

事
業
や
全
国
初
と
な
る
貯

留
機
能
保
全
区
域
を
奈
良

県
内
で
指
定
す
る
な
ど
の

先
進
的
な
流
域
治
水
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き

続
き
対
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

土
砂
災
害
対
策
に
つ
い

て
は
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
に
立
地
す
る
避
難

所
や
緊
急
輸
送
道
路
な

ど
、
県
民
の
命
と
く
ら
し

を
守
る
施
設
の
優
先
的
な

保
全
対
策
を
進
め
る
と
と

も
に
、
砂
防
堰
堤
な
ど
の

老
朽
化
対
策
を
着
実
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

流
域
下
水
道
に
つ
い
て

奈良県フォレスターの順次配置を奈良県フォレスターの順次配置を

に
基
づ
き
、
施
策
を
効
果

的
に
推
進
す
る
た
め
に
策

定
し
た
「
奈
良
県
森
林
環

境
の
維
持
向
上
及
び
県
産

材
の
利
用
促
進
に
関
す
る

指
針
」
の
も
と
、
森
林
の

有
す
る
防
災
、
生
産
、
生

物
多
様
性
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
四
つ
の
機
能
を

高
度
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
新
た
な
森

林
環
境
管
理
制
度
の
導
入

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
昨

年
ま
で
の
３
年
間
に
、
こ

の
制
度
の
中
核
を
担
う
人

材
で
あ
る
奈
良
県
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
１５
名
を
１３
市
町
村

に
配
置
し
ま
し
た
。
本
年

以
降
も
順
次
市
町
村
へ
の

配
置
を
進
め
、
森
林
環
境

管
理
の
更
な
る
推
進
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
近
年
の
気
候
変

動
に
よ
り
激
化
す
る
集
中

豪
雨
等
に
伴
う
山
地
災
害

が
毎
年
の
よ
う
に
国
内
各

地
で
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
県
に
お
い
て
は
、
梅

ら
に
魅
力
あ
る
公
園
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

近
鉄
大
福
駅
周
辺
で
は

桜
井
市
と
協
力
し
、
多
世

代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
地
域
住
民
向
け
支

援
施
設
を
併
設
し
た
県
営

住
宅
の
集
約
建
替
を
進
め

て
い
ま
す
。

ま
た
県
南
部
・
東
部
に

お
い
て
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
土
地
利
用
制
度

の
運
用
を
図
り
、
持
続
的

な
地
域
振
興
を
目
指
し
ま

す
。さ

ら
に
、
地
震
か
ら
命

と
財
産
を
守
る
た
め
「
奈

良
県
耐
震
改
修
促
進
計

画
」
を
改
定
し
、
住
宅
・

建
築
物
の
耐
震
化
を
一
層

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
「
奈
良
に
住
ん

で
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い

た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に

局
一
丸
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

奈良県食農部奈良県食農部
部　長　部　長　中 野 泰 寿中 野 泰 寿

令
和
８
年
の
新
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
謹
ん
で

年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

本
県
の
食
と
農
の
振
興

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

４
月
に
策
定
し
た
、
食
と

農
に
関
す
る
施
策
の
総
合

用
の
支
援
と
し
て
、
農
地

の
大
区
画
化
・
か
ん
が
い

施
設
の
整
備
等
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
卸
売
市
場

の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、

食
の
流
通
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
強
化
し
、
奈
良
県

民
の
食
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る「
市
場
エ
リ
ア
」

と
、
本
市
場
の
機
能
や
立

地
を
活
か
し
、
地
域
の
賑

わ
い
を
創
出
す
る
「
賑
わ

い
エ
リ
ア
」
に
つ
い
て
、

親
和
性
の
あ
る
一
体
的
な

整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
県
の
食

と
農
の
振
興
に
当
た
り
、

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
っ
て
、
実
り
多
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

親和性のある一体的な整備を推進親和性のある一体的な整備を推進

的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を

図
る
た
め
の
基
本
的
な
計

画
「
奈
良
県
豊
か
な
食
と

農
の
振
興
計
画
」
に
基
づ

き
「
奈
良
の
食
の
魅
力
づ

く
り
」「
食
を
通
じ
た
健
康

増
進
と
子
ど
も
の
健
全
育

成
」「
戦
略
的
な
販
売
の
推

進
」「
生
産
振
興
」
の
四
つ

を
柱
と
し
て
、
各
施
策
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
本

年
は
第
１
期
計
画
の
実
績

を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
の
第
２
期
計
画
の

策
定
に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

主
な
施
策
の
一
例
と
し

て
、
農
地
の
有
効
活
用
と

農
業
の
生
産
性
向
上
を
図

る
た
め
、
農
業
振
興
施
策

を
集
中
的
・
優
先
的
に
推

進
す
る
区
域
と
し
て
、
本

県
独
自
の
取
組
で
あ
る
特

定
農
業
振
興
ゾ
ー
ン
を
３

市
３
町
の
９
地
区
で
設
定

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、

高
収
益
作
物
の
導
入
や
担

い
手
の
効
率
的
な
農
地
利

は
、
民
間
企
業
と
の
連
携

に
よ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ

Ｐ
導
入
を
推
進
し
、
効
率

的
な
施
設
の
更
新
や
維
持

管
理
に
よ
る
持
続
可
能
な

運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
年
も
引
き
続
き
、
県

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
奈

良
県
の
未
来
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、
県
政
の
重
要

課
題
に
対
し
て
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

本
年
も
、
森
林
環
境
の

適
正
な
管
理
に
努
め
、
災

害
に
強
い
森
林
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

く
長
い
夏
な
ど
地
球
温
暖

化
の
問
題
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
の
戦
争
な
ど
深
刻
な
問

題
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

奈
良
県
に
目
を
転
じ
ま

す
と
、私
が
知
事
就
任
後
、

県
の
発
展
に
向
け
て
蒔
い

て
き
た
様
々
な
種
が
少
し

だ
け
芽
を
出
し
は
じ
め
ま

し
た
。
教
育
や
子
育
て
支

援
の
分
野
で
様
々
な
政
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
効
果

も
あ
っ
た
の
か
、
令
和
６

年
の
奈
良
県
の
合
計
特
殊

出
生
率
は
１
・
１９
で
前
年

比
０
・
０２
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
減
少
幅

は
全
国
で
３
番
目
に
少
な

く
、
同
出
生
率
の
全
国
順

位
も
３５
位
か
ら
３０
位
へ
と

上
昇
し
ま
し
た
。

不
足
す
る
保
育
士
を
増

や
す
た
め
の
民
間
の
園
へ

の
給
与
加
算
制
度
も
令
和

６
年
度
か
ら
県
が
新
た
に

補
助
を
は
じ
め
た
こ
と
に

よ
り
、
制
度
を
導
入
し
た

市
町
村
が
５
市
か
ら
対
象

の
全
２５
市
町
村
と
な
り
、

県
内
就
職
率
も
５
・
５
ポ

イ
ン
ト
増
え
て
い
ま
す
。

高
校
授
業
料
の
実
質
無
償

化
は
、国
の
支
援
も
あ
り
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
所
得

の
高
い
世
帯
へ
の
支
援
も

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
や
観
光
の
分
野
で

も
良
い
兆
し
が
出
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
の
県
内
へ

の
新
規
の
工
場
立
地
件
数

は
４６
件
で
前
年
比
１８
件
の

増
加
。
全
国
順
位
も
１１
位

か
ら
６
位
に
上
昇
し
ま
し

た
。
ま
た
、
万
博
を
訪
れ

た
外
国
人
が
万
博
と
併
せ

て
訪
問
し
た
場
所
で
最
も

多
か
っ
た
の
は
、
奈
良
公

園
が
Ｕ
Ｓ
Ｊ
、
大
阪
城
、

清
水
寺
を
お
さ
え
て
の

堂
々
の
ト
ッ
プ
で
し
た
。

こ
う
し
た
政
策
を
進
め

る
た
め
、
県
職
員
の
皆
様

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
な
の
で
、
知
事

就
任
直
後
か
ら
働
き
方
や

職
場
環
境
の
改
善
を
進
め

た
結
果
、
県
職
員
の
長
期

病
休
者
の
割
合
は
令
和
５

年
度
ま
で
全
国
で
ワ
ー
ス

ト
２
位
で
し
た
が
、
令
和

６
年
度
は
新
規
の
病
休
者

の
数
が
前
年
度
比
３
割
減

と
な
り
ま
し
た
。

知
事
就
任
以
来
、
奈
良

県
が
持
つ
限
り
な
い
可
能

性
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、
県
民
の
皆
様
に
暮
ら

し
の
豊
か
さ
を
実
感
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組

み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

に
よ
り
、
少
し
は
そ
の
成

果
が
出
て
き
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少

子
高
齢
化
、
過
疎
化
と
東

京
一
極
集
中
、
人
と
人
と

の
繋
が
り
の
希
薄
化
、
地

球
温
暖
化
な
ど
、
現
代
の

日
本
が
直
面
す
る
問
題
は

深
刻
に
な
る
一
方
だ
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
引

き
続
き
、
県
職
員
と
一
丸

と
な
っ
て
粘
り
強
い
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
今
年
が
関
係
者
の

皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
と
な
る
こ
と
を
強
く

祈
念
し
ま
す
。
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道路舗装の修繕等を加速化道路舗装の修繕等を加速化
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん

で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

よ
り
、
奈
良
県
高
田
土
木

事
務
所
の
事
業
推
進
に
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
に
開
催
さ
れ
た
大

阪
・
関
西
万
博
が
盛
況
に

終
わ
り
、
こ
の
期
間
、
多

く
の
方
が
大
阪
だ
け
で
な

く
、
こ
の
奈
良
の
地
に
も

訪
れ
ら
れ
、
活
気
の
あ
る

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
令

和
８
年
に
つ
い
て
も
こ
の

活
気
を
一
過
性
の
も
の
と

せ
ず
、
今
後
の
奈
良
が
継

続
的
に
発
展
し
て
い
け
る

よ
う
イ
ン
フ
ラ
や
防
災
・

減
災
対
策
の
取
組
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
６
月
に
、
国
に
お

い
て
「
第
一
次
国
土
強
靱

化
実
施
中
期
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
そ
の
事
業
規
模

は
令
和
８
年
度
か
ら
令
和

１２
年
度
の
５
年
間
で
お
お

む
ね
２０
兆
円
強
程
度
を
目

途
と
し
、
今
後
の
資
材
価

格
・
人
件
費
高
騰
等
の
影

響
に
つ
い
て
は
予
算
編
成

過
程
で
適
切
に
反
映
し
、

各
年
度
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
災
害
の
発

新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
当

公
社
の
事
業
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
公
社
で
は
、
国
・
県

か
ら
の
受
託
に
基
づ
き
、

公
共
事
業
用
地
の
取
得
業

務
を
継
続
的
に
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業

務
は
、
奈
良
県
の
地
域
整

備
の
基
盤
づ
く
り
を
担
う

も
の
で
あ
り
、
業
務
の
遂

行
を
通
じ
て
、
国
・
県
の

下
支
え
を
し
っ
か
り
と
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

国
か
ら
の
受
託
事
業
で

は
、
国
道
１
６
３
号
清
滝

生
駒
道
路
（
生
駒
区
間
）

に
つ
い
て
、
先
行
取
得
業

務
を
継
続
的
に
推
進
し
て

お
り
、
着
実
に
成
果
を
収

め
て
き
て
お
り
ま
す
。

県
か
ら
の
受
託
事
業
で

は
、
道
路
改
良
、
河
川
整

備
及
び
都
市
計
画
事
業
に

係
る
資
金
代
行
業
務
の
ほ

か
、
国
道
１
６
９
号
下
北

山
村
災
害
復
旧
事
業
、
中

央
卸
売
市
場
再
整
備
事
業

は
令
和
７
年
度
に
全
対
象

地
の
取
得
を
終
え
、
国
道

１
６
８
号
香
芝
王
寺
道

路
、
御
所
Ｉ
Ｃ
工
業
団
地

周
辺
ア
ク
セ
ス
道
路
の
用

地
交
渉
業
務
を
継
続
的
か

公共事業用地取得業務の公共事業用地取得業務の
着実な推進着実な推進

つ
着
実
に
進
め
て
お
り
ま

す
。令
和
７
年
度
か
ら
は
、

新
た
に
結
崎
田
原
本
線
及

び
御
所
高
取
バ
イ
パ
ス
に

係
る
用
地
交
渉
業
務
を
受

託
し
て
い
ま
す
。
御
所
高

取
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

は
、
用
地
交
渉
の
準
備
段

階
か
ら
参
画
し
、
県
事
業

の
円
滑
な
推
進
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

奈
良
県
の
地
域
整
備
の

基
盤
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
よ
う
既
存
事
業
の
着
実

な
遂
行
及
び
新
規
案
件
へ

の
的
確
な
対
応
を
常
に
意

識
し
な
が
ら
、
職
員
一
同

が
誠
実
に
業
務
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

奈良県土地開発公社奈良県土地開発公社
理事長　理事長　山 下 保 典山 下 保 典

奈良県高田土木事務所奈良県高田土木事務所
所　長　所　長　松 田 拓 士松 田 拓 士

生
状
況
や
事
業
の
進
捗
状

況
、
経
済
情
勢
・
財
政
事

情
等
を
踏
ま
え
、機
動
的
・

弾
力
的
に
対
応
す
る
と
明

記
さ
れ
ま
し
た
。
高
田
土

木
事
務
所
管
内
に
お
い
て

も
道
路
・
河
川
の
強
靱
化

に
向
け
た
整
備
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

道
路
で
は
、
本
県
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨
格

を
担
う
幹
線
道
路
で
あ
る

国
道
１
６
８
号
王
寺
道

路
・
香
芝
王
寺
道
路
の
４

車
線
化
や
国
道
１
６
９
号

御
所
高
取
バ
イ
パ
ス
等
に

お
い
て
、
引
き
続
き
、
地

権
者
や
地
域
の
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
着
実
に
事
業

用
地
の
確
保
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
工
事
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
か

ら
快
適
な
道
路
空
間
を
道

路
利
用
者
に
提
供
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す

「
な
ら
の
道
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

い
て
は
、
道
路
舗
装
の
修

繕
等
を
加
速
化
し
て
い
き

ま
す
。

一
方
、
河
川
で
は
、
管

内
地
域
の
課
題
で
あ
る
広

瀬
川
や
葛
下
川
等
の
治
水

対
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
河
川
堤
防
の
維
持
補
修

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。県

西
部
地
域
の
４
市
４

町
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
担
う
事
務
所
と
し
て
、

引
き
続
き
、
事
業
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
一
年
、
建
設
業

が
大
き
く
飛
躍
す
る
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奈良県奈良公園事務所奈良県奈良公園事務所
所　長　所　長　岡 　 憲 司岡 　 憲 司

安全・安心を第一に、安全・安心を第一に、
奈良に相応しい文化財保存活用を奈良に相応しい文化財保存活用を

令
和
８
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
喜
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平

素
よ
り
奈
良
公
園
事
務
所

の
事
業
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
暑
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

奈
良
県
を
代
表
す
る
都

市
公
園
で
あ
る
県
営「
奈
良

公
園
」の
業
務
内
容
は
、平

坦
と
山
林
各
園
地
や
若
草

山
・
春
日
山
原
始
林
合
わ
せ

約
５
１
１
㌶
を
、一
部
駐
車

場
等
を
除
き
、３
６
５
日
直

営
で
、保
安
巡
視
、ト
イ
レ・

登
大
路
駐
車
場
・
奥
山
道
路

等
管
理
、倒
木
・
剪
定
や
公

園
施
設
維
持
補
修
、老
朽
施

設
更
新
と
多
岐
に
渡
り
ま

す
。事
務
所
は
、景
観
を
考

慮
し
W
造
で
、業
務
時
間
中

は
ト
イ
レ
も
開
放
し
て
い
ま

す
。ま
た
、吉
城
園
と
瑜
伽

山
園
地
で
は
、宿
泊
施
設
や

レ
ス
ト
ラ
ン
、茶
室
な
ど
便

益
施
設
を
誘
致
し
て
お
り

ま
す
。事
務
所
は
、観
光
局

所
管
と
な
り
、増
加
す
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
含
む
観
光
客
へ

の
お
も
て
な
し
対
応
や
、長

寿
命
化
計
画
に
よ
る
照
明

更
新
や
園
路
舗
装
補
修「
ぬ

く
も
り
あ
ふ
れ
る
公
園
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
ト
イ
レ・
授
乳

施
設
、駐
車
場
な
ど
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
整
備
も
進
め
る
べ
く

設
計
中
で
す
。伝
統
行
事

「
若
草
山
焼
き
」も
毎
年
職

員
が
松
明
を
制
作
し
、当
日

は
消
防
と
と
も
に
、火
の
管

理
な
ど
総
出
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。奈
良
市
宿
泊
客

数
は
、コ
ロ
ナ
禍
前
を
大
き

く
上
回
り
、観
光
入
り
込
客

数
も
増
加
し
、公
園
内
・
周

辺
社
寺
等
は
多
く
の
観
光

客
で
混
雑
し
ま
す
が
、夜
間

の
観
光
施
設
が
少
な
い
と
の

課
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
魅
力
と
し
て
、若
草

山
の
夜
景
な
ど
も
人
気
を

集
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。今
後

も
来
園
者
の
安
全
・
安
心
を

第
一
に
、世
界
遺
産「
古
都

奈
良
の
文
化
財
」で
あ
る
春

日
山
原
始
林
を
は
じ
め
、名

勝
奈
良
公
園
の
周
辺
関
係

者
と
も
連
携
し
、奈
良
に
相

応
し
い
文
化
財
保
存
活
用

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、念
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奈良県広域水道企業団奈良県広域水道企業団
事務局長事務局長　　岡 田 伸一郎岡 田 伸一郎

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
、
奈
良
県
広

域
水
道
企
業
団
水
道
事
業

安全、安心な水道水の安全、安心な水道水の
持続的供給を持続的供給を

の
推
進
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
関
係

各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
安

全
で
安
心
な
水
道
水
の
供

給
が
行
え
て
い
ま
す
こ
と

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

奈
良
県
で
は
、
水
需
要

の
減
少
に
伴
う
給
水
収
益

の
減
少
、
水
道
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
更
新
需
要
の

増
加
、
職
員
の
減
少
に
よ

る
技
術
力
の
低
下
な
ど
直

面
す
る
課
題
に
対
応
す
る

た
め
に
、
昨
年
４
月
か
ら

奈
良
県
、
２６
市
町
村
で
構

成
す
る
奈
良
県
広
域
水
道

企
業
団
が
運
営
を
開
始
し

ま
し
た
。
企
業
団
で
は
当

初
か
ら
基
本
的
に
水
道
料

金
を
統
一
し
た
事
業
統
合

の
形
態
を
と
っ
て
お
り
、

先
進
的
な
取
組
と
し
て
全

国
的
に
も
評
価
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
充
実
し
た

体
制
の
も
と
、
企
業
団
に

お
い
て
は
引
き
続
き
、
安

全
、
安
心
な
水
道
水
の
持

続
的
供
給
の
た
め
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

住
民
の
皆
様
に
は
、
奈
良

県
広
域
水
道
企
業
団
水
道

事
業
へ
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
ご
健
勝
で
幸
多
き

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

吉野室生寺針線・上笠間八幡吉野室生寺針線・上笠間八幡
名張線等の早期供用開始へ名張線等の早期供用開始へ

年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん

で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、

宇
陀
土
木
事
務
所
が
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
事
業
の

推
進
に
多
大
な
る
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
事
務
所
の
管
内
に
あ

た
り
ま
す
宇
陀
・
東
吉
野

地
域
は
深
い
山
々
と
和
や

か
な
里
山
、
清
流
が
織
り

な
す
自
然
と
、
先
人
ら
が

長
い
年
月
を
か
け
て
築
い

て
き
ま
し
た
歴
史
、
文
化

が
融
合
し
た
す
ば
ら
し
い

地
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
中
山
間
地
域
の

例
に
も
れ
ず
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
人
口
減
少
、
地

域
間
連
携
に
よ
る
地
域
経

済
活
性
化
の
遅
れ
等
々
の

課
題
が
多
い
の
も
事
実
で

あ
り
ま
す
。

奈
良
県
で
は
国
道
、
県

道
を
合
わ
せ
た
一
般
道
路

の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、

奈良県宇陀土木事務所奈良県宇陀土木事務所
所　長　所　長　吉 田 知 弘吉 田 知 弘

奈
良
県
の
経
済
発
展
の
基

本
と
な
る
道
路
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
宇

陀
土
木
事
務
所
で
は
、
吉

野
室
生
寺
針
線
や
上
笠
間

八
幡
名
張
線
等
に
早
期
の

供
用
開
始
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
山
間
で
の

安
全
・
安
心
を
支
え
る
取

り
組
み
で
は
、
自
然
災
害

に
伴
う
道
路
災
害
防
除
・

砂
防
・
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
を
重
点
課
題
と
し

て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宇
陀
土
木
事
務
所
は
、

地
域
の
発
展
、人
々
の
暮
ら

し
の
安
全
・
安
心
向
上
の
た

め
全
力
で
取
り
組
む
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ご
理

解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奈良県南部農林振興事務所奈良県南部農林振興事務所
所　長　所　長　岩 倉 章 久岩 倉 章 久

治山事業による荒廃林地の治山事業による荒廃林地の
整備・復旧にも注力整備・復旧にも注力

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
し
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
、

南
部
農
林
振
興
事
務
所
の

取
り
組
み
に
対
し
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
事
務
所
は
全
国
的
に

名
高
い
吉
野
林
業
地
域
や

国
内
屈
指
の
柿
の
生
産
量

を
誇
る
五
條
市
な
ど
、
五

條
・
吉
野
地
域
の
１
市
３

町
８
村
の
広
大
な
地
域
を

管
轄
し
て
お
り
、
こ
の
地

域
の
農
林
業
の
振
興
と
そ

の
基
盤
整
備
、
山
地
災
害

防
止
等
を
業
務
と
し
て
お

り
ま
す
。

農
業
で
は
意
欲
あ
る
担

い
手
の
育
成
・
確
保
や
集

落
営
農
組
織
へ
の
支
援
、

カ
キ
・
ウ
メ
・
ナ
シ
等
の

果
樹
、イ
チ
ゴ
等
の
野
菜
、

ハ
ナ
モ
モ
・
コ
ウ
ヤ
マ
キ

等
の
花
木
な
ど
の
生
産
振

興
に
取
り
組
み
、
そ
の
基

盤
整
備
と
し
て
農
道
の
開

設
、
ほ
場
整
備
、
用
水
供

給
用
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
整

備
等
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

林
業
で
は
森
林
の
多
面

的
機
能
の
持
続
的
発
揮
の

た
め
に
、
間
伐
の
推
進
と

県
産
木
材
の
生
産
促
進
、

林
道
・
森
林
作
業
道
の
路

網
整
備
等
を
実
施
し
、
さ

ら
に
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の

人
工
林
を
立
木
伐
採
と
広

葉
樹
植
栽
を
組
み
合
わ
せ

て
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が

混
じ
り
合
っ
た
森
林
へ
誘

導
す
る
針
広
混
交
林
誘
導

整
備
事
業
も
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
異

常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨

が
頻
発
し
山
地
災
害
の
危

険
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
治
山
事
業
に

よ
る
荒
廃
林
地
の
整
備
・

復
旧
に
も
力
を
入
れ
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
も
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
南
部
地
域

の
活
性
化
と
山
地
災
害
の

未
然
防
止
に
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



（第三種郵便物認可） 建 設 新 報 2026年(令和８年)１月１日(木) (4)

地域の皆様方・訪れていただく地域の皆様方・訪れていただく
方々の安全・安心を支える事業を方々の安全・安心を支える事業を

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

管内道路の適切な管内道路の適切な
維持管理を一層推進維持管理を一層推進

奈良県中和土木事務所奈良県中和土木事務所
所　長　所　長　渡 邉 義 明渡 邉 義 明

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令

和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
よ
り
吉
野
土

木
事
務
所
の
各
事
業
に
対

し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
午
（
う
ま
）
年

に
当
た
り
、
古
来
よ
り
午

は
「
勢
い
よ
く
前
へ
進

む
」「
道
を
切
り
拓
く
」
象

徴
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
干
支
に
あ
や
か
り
、

地
域
の
発
展
と
安
全
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
、

よ
り
一
層
力
強
く
推
進
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

当
管
内
は
、
風
光
明
媚

な
大
自
然
と
、
世
界
遺
産

を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な

歴
史
文
化
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
す
。
一
方
で
、
険
し

い
地
形
ゆ
え
に
自
然
災
害

が
発
生
し
や
す
く
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
は
じ

め
と
す
る
大
規
模
災
害
へ

備
え
た
国
土
強
靱
化
の
推

進
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地
域
生
活
や
経
済
活
動

を
支
え
る
「
命
の
道
」
で

あ
る
国
道
１
６
９
号
を
は

じ
め
、
道
路
の
安
全
確
保

に
向
け
、
落
石
等
に
対
す

る
災
害
防
除
対
策
、橋
梁
・

ト
ン
ネ
ル
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
舗
装
補
修
に
着
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
老
朽
化
が
進
む
国
道

１
６
９
号
の
前
鬼
橋
（
下

北
山
村
）
に
つ
い
て
は
、

補
修
で
は
な
く
架
け
替
え

に
向
け
た
新
橋
設
計
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

崩
土
等
に
よ
り
通
行
止
め

が
発
生
し
た
際
に
は
、
速

や
か
な
復
旧
に
向
け
全
力

で
対
応
い
た
し
ま
す
。

道
路
改
良
事
業
で
は
、

主
要
地
方
道
五
條
吉
野
線

の
阿
知
賀
バ
イ
パ
ス
、
高

野
天
川
線
・
赤
滝
五
條
線

の
整
備
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
令
和
８
年
度
供
用

予
定
の
大
峯
山
公
園
線

（
蛇
之
倉
工
区
）、
上
池
原

下
桑
原
線
（
深
瀬
工
区
）

の
整
備
を
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
水
害
対
策
と
し

て
、
紀
の
川
の
河
川
改
修

や
護
岸
補
修
、
堆
積
土
砂

の
除
去
な
ど
を
実
施
し
、

治
水
安
全
度
の
向
上
に
努

め
ま
す
。
加
え
て
、
砂
防

堰
堤
や
急
傾
斜
地
対
策
な

ど
の
ハ
ー
ド
整
備
に
加

え
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
見
直
し
等
の
ソ
フ
ト
対

策
も
一
体
的
に
推
進
い
た

し
ま
す
。

本
年
も
職
員
一
同
、
地

域
の
安
全
・
安
心
と
持
続

的
な
発
展
の
た
め
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

た
、
平
素
よ
り
五
條
土
木

事
務
所
の
各
事
業
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
当
事
務
所
は
、

五
條
市
、
野
迫
川
村
、
十

津
川
村
の
１
市
２
村
を
所

管
し
、
そ
の
面
積
は
県
土

の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
大
半

は
山
間
地
域
で
あ
り
、
公

共
交
通
機
関
が
乏
し
い
こ

と
か
ら
、
道
路
は
地
域
の

方
々
の
日
常
生
活
に
加

え
、
地
域
活
性
化
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
近
年
災
害
が

激
甚
化
、
頻
発
化
し
、
近

い
将
来
発
生
が
危
惧
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

の
大
規
模
災
害
へ
の
対
応

も
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
県

南
部
地
域
の
防
災
力
を
向

上
し
、
住
民
の
皆
様
が
安

奈良県五條土木事務所奈良県五條土木事務所
所　長　所　長　木 戸 正 二木 戸 正 二

地域の特性を活かし安全・安心な地域の特性を活かし安全・安心な
まちづくりを支える基盤整備を推進まちづくりを支える基盤整備を推進

奈良県吉野土木事務所奈良県吉野土木事務所
所　長　所　長　植 田 芳 弘植 田 芳 弘

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん
で

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
中

和
土
木
事
務
所
の
業
務
に

対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

中
和
土
木
事
務
所
は
、

橿
原
市
、
桜
井
市
、
川
西

町
、三
宅
町
、田
原
本
町
、

高
取
町
、
明
日
香
村
の
２

市
４
町
１
村
の
エ
リ
ア
を

管
内
と
し
て
お
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、市
町
村
と
連
携
し
て
、

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

京
奈
和
自
動
車
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
、

御
所
Ｉ
Ｃ
と
吉
野
地
域
を

連
結
す
る
高
取
バ
イ
パ
ス

及
び
御
所
高
取
バ
イ
パ
ス

の
整
備
、
三
宅
Ｉ
Ｃ
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
結

崎
田
原
本
線
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
県
道
三

輪
山
線
な
ど
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
道
路
整
備
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
大
和
川
、

寺
川
、
飛
鳥
川
、
曽
我
川

な
ど
に
お
い
て
河
川
改
修

や
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
進

め
る
と
と
も
に
、
土
砂
災

害
対
策
と
し
て
石
ヶ
谷
地

区
で
の
施
設
整
備
や
土
砂

災
害
警
戒
区
域
の
見
直
し

な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
も
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
は「
飛
鳥
・

藤
原
の
宮
都
」
を
本
年
、

世
界
遺
産
に
登
録
す
べ
く

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
奈
良
県
で
は
こ

れ
ま
で
に
世
界
遺
産
は
三

つ
登
録
さ
れ
て
お
り
、
今

回
登
録
さ
れ
る
と
県
内
に

四
つ
目
の
世
界
遺
産
が
登

録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。本

年
も
地
域
の
安
全
・

安
心
、
利
便
性
向
上
の
た

め
、
事
務
所
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
地
域
の
皆
様
を

は
じ
め
、
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
大
変
重

要
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま

す
。管

内
で
は
紀
伊
半
島
ア

ン
カ
ー
ル
ー
ト
の
一
部
で

あ
る
国
道
１
６
８
号
の
早

期
整
備
に
国
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当

事
務
所
で
は
、
現
在
「
新

天
辻
工
区
」
で
事
業
を
進

め
て
お
り
、
今
年
度
は
進

入
路
仮
橋
工
事
や
終
点
側

切
土
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
、

国
道
４
２
５
号
や
高
野
天

川
線
な
ど
の
整
備
も
鋭
意

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
さ
ら
に
、
道
路
の
災

害
を
防
ぐ
た
め
の
法
面
対

策
工
事
や
、
地
域
の
方
々

を
土
砂
災
害
か
ら
守
る
砂

防
事
業
、
老
朽
化
し
た
橋

梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
補
修
工

事
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
の
皆

様
方
を
は
じ
め
、
訪
れ
て

い
た
だ
く
方
々
の
安
全
・

安
心
を
支
え
る
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
関

係
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
良
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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所　長　所　長　辻 井 伸 治辻 井 伸 治

フルランプ化のフルランプ化の
早期着工に向けて準備を早期着工に向けて準備を

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年

頭
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
郡
山
土
木
事

務
所
が
推
進
す
る
事
業
に

対
し
、
皆
様
か
ら
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
大
阪
・
関
西

万
博
、
高
市
内
閣
発
足
な

ど
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
年

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で

八
潮
市
で
の
道
路
陥
没
、

異
常
な
猛
暑
、
米
価
格
の

高
騰
等
不
安
に
直
面
し
た

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

当
事
務
所
管
内
で
は
、

４
月
に
王
寺
三
郷
斑
鳩
線

（
三
郷
町
）
で
の
地
す
べ

り
に
よ
る
道
路
陥
没
が
発

生
、
現
在
も
通
行
止
め
が

続
い
て
お
り
多
く
の
方
々

に
ご
不
便
と
ご
心
配
を
お

掛
け
し
て
い
ま
す
。現
在
、

早
期
復
旧
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

郡
山
土
木
事
務
所
で

は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
災

害
か
ら
地
域
の
方
々
の
生

命
や
暮
ら
し
を
守
り
、
生

活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

道
路
で
は
、
城
廻
り
線

（
大
和
郡
山
市
）、
小
平
尾

バ
イ
パ
ス
（
生
駒
市
）、

椿
井
王
寺
線
（
三
郷
町
～

平
群
町
）
の
早
期
供
用
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
お

り
、ま
た
、辻
町
Ｉ
Ｃ
（
生

駒
市
）
の
フ
ル
ラ
ン
プ
化

に
つ
い
て
も
、
早
期
に
着

工
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

河
川
で
は
、富
雄
川（
斑

鳩
町
）、
竜
田
川
（
生
駒

市
）、
地
蔵
院
川
（
大
和

郡
山
市
）、
三
代
川
（
斑

鳩
町
）
で
水
害
か
ら
守
る

河
川
改
修
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
他
災
害
防
除
事

業
や
橋
梁
や
舗
装
等
の
老

朽
化
対
策
、
耐
震
補
強
、

砂
防
事
業
な
ど
の
事
業
も

着
実
に
進
行
中
で
す
。

今
年
は
「
丙
午
（
ひ
の

え
う
ま
）」
の
年
で
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
、

こ
れ
ま
で
停
滞
し
て
い
た

物
事
が
一
気
に
動
き
出
す

年
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
私
た
ち
も
引
き
続

き
努
力
を
重
ね
、
事
業
を

加
速
さ
せ
、
地
域
の
安
全

と
発
展
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

安全・安心な安全・安心な
社会資本整備等に取組社会資本整備等に取組

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令

和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り

奈
良
土
木
事
務
所
の
業
務

に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

当
事
務
所
の
管
轄
区
域

は
、
奈
良
市
、
天
理
市
及

び
山
添
村
の
２
市
１
村

で
、
県
人
口
の
約
３
割
が

生
活
を
営
む
地
域
で
あ

り
、
ま
た
世
界
遺
産
「
古

都
奈
良
の
文
化
財
」な
ど
、

豊
か
な
自
然
と
多
く
の
史

跡
・
名
勝
を
含
む
範
囲
で

す
。現

在
、
県
で
は
「
な
ら

の
道
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て

お
り
、
当
事
務
所
と
し
ま

し
て
も
、
観
光
客
が
多
く

訪
れ
る
奈
良
公
園
を
含
む

管
内
の
主
要
路
線
を
中
心

に
舗
装
修
繕
な
ど
を
重
点

的
に
進
め
て
お
り
、
奈
良

公
園
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で

あ
る
大
宮
通
り
の
歩
道
に

つ
い
て
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
進
め
て
い
ま
す
。

完
了
後
に
は
、
よ
り
通

行
し
や
す
い
道
路
を
提
供

で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
管
内
に
お
い
て

は
、
骨
格
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
国
道
３
６
９
号

大
保
道
路
及
び
枚
方
大
和

郡
山
線
中
町
工
区
、
天
理

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

す
る
天
理
環
状
線
九
条
バ

イ
パ
ス
な
ど
の
道
路
事
業

を
は
じ
め
、
近
年
頻
発
す

る
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど

の
対
策
と
し
て
秋
篠
川

（
西
ノ
京
・
中
山
町
）、
な

ど
の
河
川
改
修
事
業
や
砂

防
・
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
な
ど
地
域
の
安
全
・

安
心
を
支
え
る
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
老
朽
化
が
進

む
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化

対
策
や
通
学
路
等
の
交
通

奈良県奈良土木事務所奈良県奈良土木事務所
所　長　所　長　岸 田 　 宰岸 田 　 宰

安
全
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
鋭
意
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

本
年
も
、
奈
良
土
木
事

務
所
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
安
全
・
安
心
な
社
会

資
本
整
備
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
地

域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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未来に向けたインフラ整備と未来に向けたインフラ整備と
地域活性化の推進地域活性化の推進

奈良県幹線街路整備事務所奈良県幹線街路整備事務所
所　長　所　長　川 口 滑 也川 口 滑 也

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
が
健
や
か
に
新
春
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
奈
良
県
幹
線
街

路
整
備
事
務
所
の
事
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
大
阪
・
関
西
万

博
は
総
来
場
者
数
２
５
０

０
万
人
を
超
え
る
大
盛
況

と
な
り
、そ
の
効
果
は
関
西

全
体
に
広
が
り
ま
し
た
。訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
も
増

加
し
、奈
良
県
内
の
観
光

地
や
宿
泊
施
設
に
も
多
く

の
来
訪
者
が
見
ら
れ
る
な

ど
、地
域
経
済
へ
の
貢
献
を

実
感
で
き
る
一
年
で
し
た
。

当
事
務
所
で
は
、
奈
良

市
中
心
部
と
京
奈
和
自
動

車
道
（
仮
称
）
奈
良
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
結
ぶ
都

市
計
画
道
路
「
西
九
条
佐

保
線
」
や
「
大
安
寺
柏
木

線
」
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

の
高
架
化
事
業
や
京
奈
和

自
動
車
道
と
連
携
し
、
交

通
結
節
点
を
活
か
し
た
奈

良
の
新
た
な
玄
関
口
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
西
九
条
佐
保
線

の
本
体
工
事
に
加
え
、
Ｊ

Ｒ
高
架
橋
梁
や
新
駅
建
設

も
大
き
く
進
展
し
、
事
業

の
進
捗
が
目
に
見
え
る
段

階
に
は
い
り
ま
し
た
。

本
年
も
高
架
化
工
事
や

道
路
整
備
に
向
け
た
用
地

取
得
・
文
化
財
調
査
を
着

実
に
進
め
、
地
域
の
声
を

伺
い
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
工
事
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
は
、
ア
ク
セ
ス
向
上
や

渋
滞
緩
和
、
防
災
機
能
の

強
化
な
ど
を
通
じ
、
県
内

の
活
力
を
支
え
る
将
来
の

重
要
な
都
市
基
盤
と
な
り

ま
す
。
職
員
一
同
、
奈
良

県
の
未
来
を
見
据
え
、
安

心
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奈良県流域下水道センター奈良県流域下水道センター
所　長　所　長　松 並 喜代治松 並 喜代治

未来へつなぐ下水道の安全と安心未来へつなぐ下水道の安全と安心
令
和
８
年
の
新
春
を
迎

え
、謹
ん
で
お
喜
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。ま
た
、平
素

よ
り
奈
良
県
の
下
水
道
事

業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

奈
良
県
の
下
水
道
普
及

率
は
令
和
６
年
度
末
で

８３
・
８
％
と
な
り
、河
川
の

水
質
改
善
や
快
適
な
暮
ら

し
の
実
現
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

施
設
整
備
は
概
ね
完
了

し
、こ
れ
か
ら
は
安
全
で

安
定
し
た
運
営
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
ま
す
。

昨
年
１
月
、埼
玉
県
八

潮
市
で
下
水
道
管
の
破
損

が
起
因
と
さ
れ
る
道
路
陥

没
事
故
が
発
生
し
、尊
い

命
が
失
わ
れ
る
と
い
う
痛

ま
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。こ
れ
を
受
け
、国
で

は
対
策
検
討
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、全
国
的
な
重
点

調
査
の
実
施
や
地
下
空
間

の
管
理
の
高
度
化
な
ど
が

提
言
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、６
月
に
は「
国
土
強

靱
化
実
施
中
期
計
画
」が
決

定
さ
れ
、下
水
道
の
老
朽
化

対
策
や
災
害
時
の
機
能
確

保
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

奈
良
県
と
し
て
も
、こ
れ
ら

を
重
要
な
課
題
と
捉
え
、地

域
の
安
全
を
守
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、物
価
高
騰
、施

設
の
改
築
更
新
に
伴
う
費

用
増
加
に
対
応
す
る
た
め
ウ

ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
な

ど
官
民
連
携
に
よ
る
経
営
の

効
率
化
を
図
り
、持
続
可
能

な
下
水
道
事
業
を
目
指
し
、

汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
も
力
を

入
れ
、環
境
へ
の
配
慮
も
忘

れ
ず
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。引
き
続
き
、奈
良
県
の

下
水
道
事
業
に
お
力
添
え
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
に
、よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、新
し
い
年
が
皆

様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

近畿地方整備局近畿地方整備局
局　長　局　長　齋 藤 博 之齋 藤 博 之

地域を守り、未来を拓く地域を守り、未来を拓く
インフラ整備の推進インフラ整備の推進

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

近
畿
地
方
整
備
局
で

は
、国
民
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
向
け
て
、

本
年
も
引
き
続
き
「
流
域

治
水
」「
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
」
上
下
水
道
施
設

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
「
老

朽
化
対
策
」
な
ど
必
要
な

事
前
防
災
や
減
災
等
の
取

組
を
計
画
的
か
つ
機
動
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

近
畿
地
方
に
お
い
て

は
、
昨
年
４
月
か
ら
開
催

さ
れ
た
大
阪
・
関
西
万
博

は
１０
月
１３
日
に
成
功
裏
に

閉
幕
し
ま
し
た
が
、
万
博

以
降
も
な
に
わ
筋
線
、
北

陸
新
幹
線
の
延
伸
や
リ
ニ

ア
中
央
線
な
ど
、
民
間
主

導
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
多
く
あ
り
、
経
済
活

性
化
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
近

畿
地
方
整
備
局
が
事
務
局

と
な
り
関
西
の
長
期
的
な

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
る

「
関
西
広
域
地
方
計
画
」

の
策
定
作
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

は
し
っ
か
り
と
近
畿
の
明

る
い
未
来
を
お
示
し
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

奈
良
県
の
道
路
関
係
で

は
、
生
産
性
の
高
い
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
た
め
、
京
奈
和
自
動
車

道
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
大
和
御

所
道
路
の
（
仮
称
）
橿
原

Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
大
阪
方
面
接
続

ラ
ン
プ
）
で
は
、
令
和
８

年
春
の
開
通
に
向
け
て
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

大
和
川
で
は
、
保
田
遊

水
地
が
昨
年
６
月
１
日
よ

り
運
用
開
始
と
な
り
、
地

域
の
治
水
安
全
度
が
大
き

く
向
上
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
を

核
と
し
た
上
面
利
用
に
よ

る
地
域
活
性
化
に
も
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
窪
田
遊
水
地
を
は
じ
め

と
し
た
他
の
遊
水
地
に
つ

い
て
も
工
事
や
設
計
等
を

継
続
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
防
災
・
減

災
対
策
や
経
済
の
活
性
化

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
着
実
に
実
施
す
る
た
め

に
は
、
建
設
産
業
の
持
続

的
な
発
展
も
不
可
欠
で

す
。
建
設
産
業
は
、
自
ら

手
が
け
た
も
の
が
後
世
へ

目
に
見
え
る
形
で
残
せ
る

魅
力
的
な
も
の
で
あ
り
、

地
域
の
雇
用
を
支
え
る
と

同
時
に
、
人
々
の
生
活
を

支
え
、
豊
か
に
す
る
こ
と

や
、
地
方
経
済
の
活
性
化

に
も
寄
与
す
る
存
在
と
思

っ
て
お
り
、
様
々
な
取
組

に
よ
り
、担
い
手
の
確
保
・

育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

近畿地方整備局近畿地方整備局
　大和川河川事務所　大和川河川事務所

所　長　所　長　細 川 　 晋細 川 　 晋

「地域に寄り添う事務所」を目指して「地域に寄り添う事務所」を目指して

地域防災力を向上するための地域防災力を向上するための
啓発活動も実施啓発活動も実施

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
事
務
所
で
は
平
成
２３

年
９
月
の
紀
伊
半
島
大
水

害
に
よ
る
大
規
模
土
砂
災

害
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
箇
所
を
中
心
と
し

て
、
紀
伊
山
系
と
木
津
川

水
系
に
お
い
て
国
に
よ
る

直
轄
砂
防
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

紀
伊
半
島
大
水
害
で
は

多
く
の
河
道
閉
塞
が
発
生

し
て
お
り
、重
大
な
土
砂
災

害
に
つ
な
が
る
土
石
流
の
恐

れ
が
あ
っ
た
地
区
に
お
い
て

対
策
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。こ
の
う
ち
奈
良
県
五

條
市
赤
谷
地
区
に
つ
い
て
は

令
和
６
年
に
対
策
工
事
が

完
了
す
る
な
ど
、災
害
復
旧

の
対
策
工
事
を
着
実
に
進
め

て
い
ま
す
。木
津
川
水
系
で

は
、土
砂
災
害
か
ら
人
家
に

加
え
道
路
、鉄
道
な
ど
を
守

る
た
め
の
砂
防
堰
堤
な
ど

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

近
年
、土
砂
災
害
の
発
生

件
数
は
増
加
傾
向
と
な
っ

て
お
り
、災
害
復
旧
の
対
策

工
事
だ
け
で
な
く
、将
来
生

じ
う
る
災
害
に
備
え
た
対

近畿地方整備局近畿地方整備局
　紀伊山系砂防事務所　紀伊山系砂防事務所

所　長　所　長　竹 下 　 航竹 下 　 航

策
も
講
じ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。当
事
務
所
で

は
、災
害
の
前
か
ら
備
え
る

事
前
防
災
の
た
め
の
砂
防

施
設
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、大
規
模
土
砂
災
害

発
生
時
の
迅
速
な
状
況
把

握
の
た
め
の
ド
ロ
ー
ン
活
用

や
新
型
観
測
機
器
の
配
備

な
ど
、災
害
対
応
の
体
制
強

化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、土
砂
災
害
に
関

す
る
パ
ネ
ル
展
や
防
災
学

習
な
ど
地
域
防
災
力
を
向

上
す
る
た
め
の
啓
発
活
動

に
も
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、砂
防
施
設

の
整
備
推
進
と
と
も
に
、災

害
対
応
能
力
の
向
上
に
向

け
た
啓
発
活
動
等
の
取
組

も
積
極
的
に
実
施
し
、地

域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

奈良労働局奈良労働局
局　長　局　長　石 崎 琢 也石 崎 琢 也

安心して活躍できる安心して活躍できる
職場環境の改善を職場環境の改善を

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
、
建
設
業
関

係
者
の
皆
様
に
は
、
奈
良

労
働
局
の
行
政
運
営
に
格

別
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

賜
り
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
５
月
に
、

労
働
安
全
衛
生
法
及
び

作
業
環
境
測
定
法
が
改

正
さ
れ
、
令
和
８
年
１
月

１
日
か
ら
段
階
的
に
施
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。本

改
正
で
は
、
混
在
作

業
場
所
に
お
け
る
元
方
事

業
者
等
へ
の
措
置
義
務
対

象
が
個
人
事
業
者
等
を
含

む
作
業
従
事
者
に
拡
大
さ

れ
る
ほ
か
、
高
年
齢
労
働

者
の
労
働
災
害
防
止
措
置

が
事
業
者
の
努
力
義
務
と

な
る
な
ど
、
建
設
業
事
業

者
の
皆
様
に
も
関
係
す
る

内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
円
滑
な
施
行
に
向
け

て
周
知
等
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
ご
準
備
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
６
月
か
ら

改
正
労
働
安
全
衛
生
規

則
が
施
行
さ
れ
、
熱
中
症

の
重
篤
化
防
止
の
た
め
の

措
置
が
事
業
者
の
義
務
と

な
り
ま
し
た
。

近
年
、
夏
季
の
高
温
傾

向
が
著
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
年
も
早
い

段
階
か
ら
熱
中
症
対
策
を

徹
底
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
奈
良
労
働
局
で

は
「
働
き
や
す
い
奈
良
」

を
最
重
点
施
策
に
掲
げ
、

人
材
確
保
へ
の
支
援
、
多

様
な
人
材
が
そ
の
能
力
を

最
大
限
活
か
し
て
安
心
し

て
活
躍
で
き
る
職
場
環
境

の
改
善
等
を
目
指
し
た
取

組
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
奈
良
労
働
局
の
施

策
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様

方
に
と
っ
て
輝
か
し
い
繁

栄
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
和
川
（
奈
良
県
域
）

で
は
、
川
西
町
の
保
田
遊

水
地
が
昨
年
６
月
１
日
よ

り
運
用
開
始
と
な
り
、
地

域
の
治
水
安
全
度
が
大
き

く
向
上
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
を

核
と
し
た
上
面
利
用
に
よ

る
地
域
活
性
化
に
も
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
安
堵
町
の
窪
田
遊
水
地

を
は
じ
め
と
し
た
他
の
遊

水
地
や
河
道
掘
削
に
つ
い

て
も
工
事
や
設
計
等
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
流
域
治
水
関
連

法
案
改
正
後
、
全
国
で
初

め
て
「
特
定
都
市
河
川
」

へ
の
指
定
及
び
「
流
域
水

害
対
策
計
画
」
の
策
定
を

実
施
し
、
一
昨
年
７
月
に

は
、
水
害
リ
ス
ク
を
踏
ま

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
全
国
初
と
な

る
貯
留
機
能
保
全
区
域
を

川
西
町
唐
院
地
区
と
田
原

本
町
西
代
地
区
に
て
指
定

し
、
続
い
て
大
和
郡
山
市

番
条
地
区
に
て
指
定
し
ま

し
た
。
今
後
は
他
の
地
域

に
も
広
め
る
予
定
で
す
。

亀
の
瀬
地
す
べ
り
地
で

は
、一
昨
年
３
月
に
歴
史
資

料
室
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

昨
年
８
月
に
累
計
３
万
人

の
来
場
者
数
を
達
成
し
ま
し

た
。資
料
室
で
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
よ
る
案
内
や
地

元
事
業
者
に
よ
る
物
販
を

行
う
な
ど
、官
民
連
携
で
運

営
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
方
々
に

は
水
害
に
対
す
る
事
前
準

備
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
作
成
講
習
会
や
要
配
慮

者
支
援
施
設
に
お
け
る
避

難
訓
練
の
支
援
な
ど
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
大
和
川
河
川
事

務
所
が
「
地
域
に
寄
り
添

う
事
務
所
」
を
目
指
し
て

職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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近畿地方整備局近畿地方整備局
　木津川上流河川事務所　木津川上流河川事務所

所　長　所　長　臼 井 義 幸臼 井 義 幸

地域に愛される木津川、地域に愛される木津川、
名張川の整備を目指して名張川の整備を目指して

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
木
津
川
上
流

河
川
事
務
所
が
担
当
す
る

木
津
川
上
流
域
の
河
川
事

業
の
推
進
に
当
た
り
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
事
務
所
で
は
、淀
川

の
支
川
で
あ
る
木
津
川
上

流
域
の
河
川
整
備
や
維
持

管
理
を
行
っ
て
お
り
、流
域

全
体
で
水
害
を
軽
減
さ
せ

る
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
基
づ
き
、ハ
ー
ド
・ソ
フ
ト

一
体
と
な
っ
た
事
前
防
災

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、名
張
川
で
は「
名

張
か
わ
ま
ち
づ
く
り
一
体

型
浸
水
対
策
事
業
」
に
よ

り
、
安
全
で
賑
わ
い
あ
る

川
づ
く
り
を
目
指
し
て
工

事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
引
堤
工
事
と
旧

堤
防
の
撤
去
、
さ
ら
に
黒

田
橋
の
架
け
替
え
工
事
、

名
張
大
橋
の
延
伸
工
事
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
木
津
川
の
岩
倉
峡

上
流
に
位
置
す
る
伊
賀
市

で
は
、
昨
年
、
上
野
遊
水

地
の
運
用
開
始
か
ら
10
年

目
を
迎
え
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ

ら
な
る
治
水
安
全
度
の
向

上
を
図
る
た
め
、服
部
川
・

柘
植
川
の
堤
防
整
備
や
河

道
掘
削
、
伊
賀
上
野
橋
の

延
伸
工
事
な
ど
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
想
定
さ
れ
る
浸

水
深
を
ま
ち
な
か
に
標
識

と
し
て
設
置
す
る
「
ま
る

ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
や
マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
講
座
の
開
催
な

ど
、
地
域
の
方
々
と
共
に

職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

近畿地方整備局近畿地方整備局
　奈良国道事務所　奈良国道事務所

所　長　所　長　河 本 　 敦河 本 　 敦

奈良県の地域経済活性化と安全・安心に奈良県の地域経済活性化と安全・安心に
寄与する幹線道路ネットワーク整備を目指して寄与する幹線道路ネットワーク整備を目指して

令
和
８
年
の
新
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
謹
ん
で

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
道

路
行
政
を
は
じ
め
と
す
る

国
土
交
通
行
政
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
事
務
所
で
は
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
の

安
全
・
安
心
の
備
え
と
し

て
、
奈
良
県
の
屋
台
骨
と

な
る
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

県
内
の
幹
線
交
通
の
骨

格
を
担
う
京
奈
和
自
動
車

道
の
「
大
和
北
道
路
」
で

は
、
有
料
道
路
事
業
と
一

体
と
な
っ
て
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
「
大
和
御
所

道
路
」
の
（
仮
称
）
橿
原

Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
大
阪
方
面
接
続

ラ
ン
プ
）
で
は
、
今
春
の

開
通
に
向
け
、
最
終
工
程

と
な
る
舗
装
工
事
等
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

県
南
部
で
は
、
災
害
へ

の
対
応
を
高
め
る
紀
伊
半

島
ア
ン
カ
ー
ル
ー
ト
と
し

て
、
国
道
１
６
８
号
の
長

殿
道
路
、
五
條
新
宮
道
路

（
風
屋
川
津
・
宇
宮
原
工

区
）、十
津
川
道
路（
Ⅱ
期
）

及
び
国
道
１
６
９
号
の
伯

母
峯
峠
道
路
の
整
備
を
直

轄
権
限
代
行
に
よ
り
推
進

し
て
い
ま
す
。

更
に
、
国
道
１
６
９
号

奈
良
県
吉
野
郡
下
北
山
村

前
鬼
～
上
池
原
に
お
い

て
、
直
轄
権
限
代
行
に
よ

る
災
害
復
旧
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
奈
良
県
に
は
世

界
遺
産
を
は
じ
め
と
し
た

多
く
の
観
光
資
源
が
あ

り
、
近
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
回
復
基
調
の
中
、
人
と

物
の
流
れ
を
活
性
化
す
る

道
路
の
重
要
性
を
改
め
て

意
識
し
な
が
ら
整
備
を
推

進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

本
年
も
地
域
の
皆
様
方
か

ら
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整

備
を
目
指
し
て
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

関
係
各
位
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
し

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

近畿地方整備局近畿地方整備局
　国営飛鳥歴史公園事務所　国営飛鳥歴史公園事務所

所　長　所　長　栁 澤 秋 介栁 澤 秋 介

高松塚周辺地区の再整備を高松塚周辺地区の再整備を
はじめとした公園整備はじめとした公園整備

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
と
も

に
、
平
素
よ
り
、
国
営
飛

鳥
歴
史
公
園
事
務
所
が
行

う
事
業
の
推
進
に
当
た
り

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

当
事
務
所
は
、
現
在
、

飛
鳥
区
域
（
明
日
香
村
）

及
び
平
城
宮
跡
区
域
（
奈

良
市
）
の
２
ヵ
所
に
お
い

て
、
国
民
の
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
あ
る
文
化
的

資
産
の
保
存
及
び
活
用
を

図
る
た
め
、
国
営
公
園
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
飛
鳥
区
域
に

お
い
て
は
、
地
域
で
目
指

し
て
い
る
「
飛
鳥
・
藤
原

の
宮
都
」
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
の
取
り
組
み
に
引

き
続
き
協
力
す
る
一
方
、

高
松
塚
周
辺
地
区
の
再
整

備
を
は
じ
め
、
世
界
に
誇

る
飛
鳥
の
歴
史
的
風
土
を

守
り
育
て
る
公
園
整
備
を

引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
平
城
宮
跡
区
域
に

お
い
て
は
、
第
一
次
大
極

殿
院
の
復
原
を
引
き
続
き

進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

大
極
門
に
続
き
整
備
中
の

東
楼
に
つ
い
て
こ
の
春
に

完
成
予
定
で
あ
り
、
往
時

を
体
感
い
た
だ
け
る
空
間

づ
く
り
が
大
き
く
一
歩
前

進
し
ま
す
。

歴
史
・
文
化
を
活
か
し

た
公
園
の
整
備
・
管
理
・

運
営
を
通
じ
、
地
域
に
最

大
限
の
貢
献
が
で
き
る
よ

う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
、
引

き
続
き
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

治山事業・森林整備事業を治山事業・森林整備事業を
適切に実施し、安心・安全確保を適切に実施し、安心・安全確保を

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
、
建
設
業
関
係

の
皆
様
に
は
奈
良
森
林
管

理
事
務
所
の
業
務
運
営
に

対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
事
務
所
で
は

効
果
的
な
治
山
対
策
や
林

業
の
低
コ
ス
ト
化
・
省
力

化
及
び
木
材
の
安
定
供
給

な
ど
に
よ
る
「
森
林
・
林

業
施
策
推
進
へ
の
貢
献
」

天
然
林
等
の
保
護
に
よ
る

生
物
多
様
性
の
保
全
や
国

民
の
森
と
し
て
森
林
資
源

を
活
用
し
た
地
域
振
興
な

ど
に
よ
る
「
公
益
重
視
の

管
理
経
営
」
国
有
林
の
フ

ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
た
現

地
検
討
会
や
森
林
環
境
教

育
な
ど
に
よ
る
「
民
国
連

携
・
民
有
林
支
援
」
の
三

つ
の
大
き
な
柱
を
設
定
し

て
地
域
に
お
け
る
安
心
・

安
全
、
林
業
・
林
産
業
の

発
展
へ
の
寄
与
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
で
す
。

ま
た
、
近
年
気
候
変
動

の
影
響
に
よ
り
短
時
間
強

雨
や
線
状
降
水
帯
等
の
発

生
が
頻
発
化
し
激
甚
な
山

地
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

近畿中国森林管理局近畿中国森林管理局
　奈良森林管理事務所　奈良森林管理事務所

所　長　所　長　川 上 吉 伸川 上 吉 伸

こ
の
よ
う
な
中
、
紀
伊

半
島
大
水
害
で
の
大
規
模

崩
壊
地
の
早
期
復
旧
に
向

け
、
関
係
機
関
や
被
災
自

治
体
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
国
直
轄
の
民
有
林
治

山
事
業
の
実
施
や
森
林
の

維
持
・
造
成
を
通
じ
て
山

地
災
害
か
ら
国
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
森
林
整

備
等
に
つ
い
て
も
全
力
で

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
治
山
事
業
・

森
林
整
備
事
業
を
適
切
に

実
施
し
地
域
の
皆
様
の
安

心
・
安
全
の
た
め
各
種
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
建
設
業
界
の

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

大淀労働基準監督署大淀労働基準監督署
署　長　署　長　羽 山 暁 弘羽 山 暁 弘

死亡災害の撲滅、労働災害の防止死亡災害の撲滅、労働災害の防止
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、

大
淀
労
働
基
準
監
督
署
の

行
政
運
営
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
命
の
危
険
を
及
ぼ

す
よ
う
な
記
録
的
な
暑
さ

が
続
き
ま
し
た
。
建
設
業

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
た
に
労
働
安
全
衛

生
法
で
定
め
ら
れ
た
熱
中

症
対
策
を
講
じ
て
頂
き
、

労
働
者
の
健
康
管
理
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

ま
た
、
第
14
次
労
働
災

害
防
止
対
策
で
は
、
建
設

業
に
お
け
る
死
亡
災
害
を

防
止
す
る
た
め
、
特
に
墜

落
災
害
防
止
、
転
倒
災
害

防
止
等
の
徹
底
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
の
当
署
管
内
の
建

設
業
に
お
け
る
労
働
災
害

を
見
て
み
ま
す
と
昨
年
10

月
末
時
点
で
18
件
、
前
年

同
期
比
で
は
や
や
増
加
に

転
じ
て
い
る
も
の
の
、
死

亡
災
害
は
１
件
も
発
生
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

皆
様
の
積
極
的
な
労
働
災

害
防
止
活
動
の
成
果
の
賜

物
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

当
署
管
内
に
お
け
る
建

設
業
は
、五
條
、吉
野
方
面

に
お
け
る
道
路
や
治
山
治

水
な
ど
社
会
的
基
盤
の
維

持
・
管
理
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
と
も
に
、地
域

の
雇
用
を
創
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
極
め
て
重
要

な
産
業
に
な
り
ま
す
の

で
、引
き
続
き
、労
働
災
害

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
新
春
を
迎
え
、
心

新
た
に
死
亡
災
害
の
撲

滅
、
労
働
災
害
の
防
止
に

向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。

結
び
に
、
建
設
業
で
働

く
人
の
ご
安
全
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
ご
安
全
に
。

「きれいな水」「豊かな土地」「きれいな水」「豊かな土地」
「美しいふる里」を次世代に「美しいふる里」を次世代に

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

か
ら
農
林
水
産
関
係
の
各

施
策
の
推
進
に
ご
理
解
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

当
事
務
所
は
、
大
迫
、

津
風
呂
ダ
ム
及
び
下
渕
頭

首
工
の
運
用
管
理
と
と
も

に
、
奈
良
、
和
歌
山
県
の

農
業
水
利
施
設
の
保
全
管

理
、
土
地
改
良
事
業
を
実

施
す
る
た
め
の
調
査
計
画

等
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
気
候
変
動
等
に

よ
り
、
高
温
化
や
降
雨
な

ど
の
変
化
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
昨
年
、
近
畿
地
方
で

は
、
統
計
開
始
以
来
、
最

も
早
い
梅
雨
明
け
と
な

り
、
全
国
的
に
も
高
温
や

渇
水
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

が
連
日
流
れ
ま
し
た
。
県

内
で
も
ま
と
ま
っ
た
雨
も

少
な
く
、
各
地
の
た
め
池

で
も
貯
水
位
が
低
下
し
、

米
の
生
育
、
収
穫
を
心
配

す
る
農
家
の
声
も
新
聞
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
当
方

が
管
理
す
る
ダ
ム
貯
水
位

も
低
下
、
河
川
管
理
者
や

利
水
者
と
の
綿
密
な
調
整

の
下
、
か
ん
が
い
期
を
終

え
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

私
共
と
し
て
も
利
水
調

近畿農政局近畿農政局
　　南近畿土地改良調査管理事務所南近畿土地改良調査管理事務所

所　長　所　長　一 阪 郁 久一 阪 郁 久

整
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る

年
と
な
る
と
と
も
に
、
戦

後
、
総
合
開
発
計
画
に
基

づ
き
整
備
さ
れ
た
ダ
ム
な

ど
の
農
業
水
利
施
設
、
農

業
用
水
の
重
要
性
や
価
値

を
再
認
識
す
る
年
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環

境
変
化
に
も
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
各

施
設
の
運
用
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
年
１１
月

１７
日
に
第
４８
回
全
国
土
地

改
良
大
会
が
「『
き
れ
い

な
水
』『
豊
か
な
土
地
』『
美

し
い
ふ
る
里
』
水
土
里
が

育
て
る
ま
ほ
ろ
ば
の
奈

良
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

初
め
て
奈
良
県
で
開
催
さ

れ
「
農
業
・
農
村
の
重
要

性
」
と
「
農
業
農
村
整
備

が
果
た
す
役
割
」
を
改
め

て
認
識
し
、
農
業
の
将
来

を
見
据
え
た
土
地
改
良
の

大
切
さ
を
発
信
す
る
大
会

と
な
り
ま
す
。
私
共
と
し

て
も
水
源
と
な
る
源
流
地

域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
、
歴
史
的
な
財

産
で
あ
る
吉
野
川
分
水
の

安
定
供
給
と
次
世
代
へ
の

継
承
、
奈
良
県
の
持
続
的

な
農
業
農
村
の
振
興
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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桜井労働基準監督署桜井労働基準監督署
署　長　署　長　大 橋 光 男大 橋 光 男

建設業における建設業における
「危険ゼロ」を目指して「危険ゼロ」を目指して

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

素
よ
り
、
労
働
基
準
行
政

の
運
営
、
と
り
わ
け
建
設

業
の
労
働
災
害
防
止
に
格

別
の
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
建
設
業

界
は
、
資
材
価
格
の
高

騰
、
作
業
員
の
高
齢
化
や

人
手
不
足
等
、
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
な
状
況
に
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
労
働
災

害
発
生
件
数
は
中
長
期
的

に
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

こ
れ
は
長
年
に
わ
た
る
業

界
を
あ
げ
た
取
組
の
成
果

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
死
亡
災
害
は

全
国
で
全
産
業
の
３
割
程

度
を
占
め
て
お
り
、
作
業

現
場
に
は
大
き
な
リ
ス
ク

が
潜
み
、
ひ
と
た
び
災
害

が
発
生
す
る
と
重
篤
化
し

や
す
い
傾
向
は
変
わ
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

桜
井
労
働
基
準
監
督
署

で
は
、
令
和
５
年
度
～
９

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

第
１４
次
労
働
災
害
防
止
計

画
に
お
い
て
、
建
設
業
を

重
点
業
種
の
一
つ
と
位
置

付
け
、
足
場
、
屋
根
、

梁
、
母
屋
は
も
と
よ
り
は

し
ご
や
脚
立
か
ら
の
墜

落
・
転
落
災
害
防
止
対
策

の
徹
底
を
目
標
に
掲
げ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
、
高
年
齢
労
働
者
の
労

働
災
害
の
防
止
、
労
働
者

と
同
一
の
場
所
で
作
業
す

る
個
人
事
業
者
等
に
関
す

る
労
働
安
全
衛
生
法
令
の

適
用
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
実
施
義
務
を
５０
人
未
満

の
事
業
場
に
も
拡
大
す
る

と
し
た
労
働
安
全
衛
生
法

改
正
案
が
成
立
し
ま
し
た

の
で
、
今
後
、
施
行
に
向

け
準
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

建
設
業
に
携
わ
る
皆
様

の
安
全
、
安
心
の
た
め

「
危
険
ゼ
ロ
」
を
目
指

し
、
一
層
の
労
働
災
害
防

止
対
策
に
取
り
組
む
皆
様

を
、
桜
井
労
働
基
準
監
督

署
は
支
援
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

建設業における建設業における
労働災害防止に向けて労働災害防止に向けて

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

素
よ
り
、
労
働
基
準
行
政

の
運
営
、
と
り
わ
け
建
設

業
の
労
働
災
害
防
止
に
格

別
の
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
建
設
業
で
は
、

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り

時
間
外
労
働
に
関
す
る
規

制
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、

労
働
災
害
や
過
労
死
の
原

因
と
な
る
時
間
外
労
働
の

削
減
は
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
建
設
業
の
労
働

災
害
は
長
期
的
に
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

減
少
傾
向
は
鈍
化
し
て
い

ま
す
。
労
働
災
害
が
減
少

し
て
い
る
と
は
い
え
、
建

設
現
場
に
は
常
に
大
き
な

リ
ス
ク
が
潜
ん
で
お
り
、

さ
ら
な
る
安
全
水
準
の
向

上
へ
の
取
組
み
が
必
要
で

す
。な

お
、
昨
年
、
高
年
齢

労
働
者
の
労
働
災
害
の
防

止
、
労
働
者
と
同
一
の
場

所
で
作
業
す
る
個
人
事
業

者
等
に
関
す
る
労
働
安
全

衛
生
法
令
の
適
用
等
を
盛

り
込
ん
だ
改
正
労
働
安
全

衛
生
法
が
成
立
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
主
な
改
正
内
容

は
①
個
人
事
業
者
等
の
労

葛城労働基準監督署葛城労働基準監督署
署　長　署　長　梅 澤 正 史梅 澤 正 史

近畿地方整備局近畿地方整備局
　紀の川ダム統合管理事務所　紀の川ダム統合管理事務所

所　長　所　長　小長谷 　健小長谷 　健

ダムを活用したダムを活用した
地域の活性化貢献に地域の活性化貢献に

令
和
８
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
紀
の
川
ダ
ム

統
合
管
理
事
務
所
所
管
の

大
滝
ダ
ム
、
猿
谷
ダ
ム
の

管
理
・
運
用
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

紀
の
川
ダ
ム
統
合
管
理

事
務
所
は
、
紀
の
川
（
吉

野
川
）
上
流
の
川
上
村
に

建
設
さ
れ
た「
大
滝
ダ
ム
」

と
熊
野
川
（
十
津
川
）
上

流
の
五
條
市
大
塔
町
に
建

設
さ
れ
た
「
猿
谷
ダ
ム
」

の
運
用
及
び
維
持
・
管
理

を
目
的
に
平
成
１５
年
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
滝
ダ
ム
」
は
、
昭

和
３４
年
の
伊
勢
湾
台
風
に

よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
こ
と
を
契
機
に
計
画
さ

れ
、
平
成
２５
年
３
月
に
完

成
。
洪
水
調
節
、
水
道
・

工
業
用
水
の
供
給
、発
電
、

流
水
の
正
常
な
機
能
維
持

の
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
猿
谷
ダ
ム
」
は
「
十

津
川
・
紀
の
川
総
合
開
発

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

昭
和
３３
年
３
月
に
完
成
。

発
電
と
紀
伊
平
野
ヘ
の
不

特
定
か
ん
が
い
用
水
の
供

給
の
他
、
流
水
の
正
常
な

機
能
維
持
の
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。

気
候
変
動
の
影
響
に
よ

る
水
害
の
激
甚
化
を
踏
ま

え
、
両
ダ
ム
で
は
利
水
者

の
協
力
を
得
つ
つ
、
洪
水

調
節
機
能
の
強
化
を
図
る

た
め
予
測
降
雨
量
を
踏
ま

え
た
事
前
放
流
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

大
滝
ダ
ム
に
お
い
て
は
洪

水
後
の
水
位
操
作
に
よ
る

増
電
の
取
り
組
み
を
昨
年

か
ら
試
行
運
用
し
て
お
り

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
も
寄
与
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

働
災
害
防
止
の
た
め
の
措

置
強
化
②
労
働
者
50
人
未

満
の
事
業
場
へ
の
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
義
務
付
け
③

高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災

害
防
止
措
置
の
努
力
義
務

化
等
で
す
。
こ
れ
ら
は
早

い
も
の
で
今
年
１
月
か
ら

段
階
的
に
施
行
さ
れ
、
令

和
９
年
４
月
に
は
一
部
を

除
き
全
面
施
行
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
円
滑
な
施
行
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

葛
城
労
働
基
準
監
督
署

は
、
事
業
者
や
労
働
者
、

発
注
者
等
の
幅
広
い
関
係

者
が
、
職
場
に
お
け
る
安

全
衛
生
を
形
成
す
る
当
事

者
で
あ
る
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
と
も
に
安
全
衛
生

活
動
に
取
り
組
む
文
化
の

醸
成
の
た
め
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
両
ダ
ム
を
適
切

に
管
理
・
運
用
し
、
治
水
・

利
水
と
も
地
域
の
安
全
・

安
心
の
確
保
を
行
う
と
と

も
に
、
ダ
ム
を
活
用
し
た

地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献

で
き
る
よ
う
、
職
員
一
同

一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

まちづくり活動をまちづくり活動を
産官学民連携で推進産官学民連携で推進

一般社団法人 奈良県建築士会一般社団法人 奈良県建築士会
会　長　会　長　中 尾 七 隆中 尾 七 隆

令
和
８
年
の
新
年
を
迎

え
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
１１
月
に
大
分
市

で
大
規
模
火
災
が
発
生
し

奈良労働基準監督署奈良労働基準監督署
署　長　署　長　今 西 昭 男今 西 昭 男

「リスクアセスメントの実施」「リスクアセスメントの実施」
「メンタルヘルス対策」に取り組み「メンタルヘルス対策」に取り組み

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
奈

良
監
督
署
の
今
西
で
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
、

奈
良
労
働
基
準
監
督
署
の

行
政
運
営
に
格
別
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
関
西
に
取
り

ま
し
て
、
大
阪
万
博
の
開

催
、
京
大
・
阪
大
の
先
生

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
、
阪

神
の
リ
ー
グ
優
勝
等
、
と

て
も
良
き
出
来
事
が
続
き

ま
し
た
。

奈
良
署
管
内
に
お
き
ま

し
て
も
、
今
年
も
正
倉
院

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

も
の
す
ご
い
人
気
で
し
た
。

今
回
は
、
蘭
奢
待
（
ラ
ン

ジ
ャ
タ
イ
）
が
出
展
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

も
人
気
の
理
由
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
観

光
客
に
人
気
が
あ
る
こ
の

状
況
が
続
く
こ
と
を
祈
り

ま
す
。

一
方
、
全
国
的
に
み
ま

す
と
、
熊
の
被
害
が
大
き

な
話
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

熊
と
い
え
ば
、
何
年
か

前
に
、
島
根
局
に
赴
任
し

て
い
た
こ
ろ
、
熊
被
害
に

よ
る
労
働
災
害
が
発
生
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
奈

良
で
は
、
熊
の
出
没
は
少

な
い
で
す
が
、
油
断
は
出

来
ま
せ
ん
。

安
全
で
働
き
や
す
い
社

会
の
実
現
に
は
、
全
方
位

に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ま
す
。

奈
良
労
働
基
準
監
督
署

で
は
、
本
年
も
引
き
続
き

「
死
亡
災
害
の
撲
滅
」
そ
の

た
め
の
「
墜
落
災
害
防
止

の
徹
底
」「
過
重
労
働
の
抑

制
」「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
実
施
」「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
」
に
取
り
組
み
、

全
方
位
体
制
で
望
む
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

私
個
人
の
年
始
の
抱
負

と
し
ま
し
て
は
、
健
康
と

安
全
の
た
め
「
飲
み
方
改

革
」を
進
め
る
予
定
で
す
。

何
の
飲
み
方
な
の
か
は
、

聞
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
結
び
に
、

本
年
が
、
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
、
輝
か
し
い
繁
栄

の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
が

お
ら
れ
た
こ
と
は
残
念
で

す
が
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
多
く
の
命
を
守

れ
た
こ
と
も
今
後
の
防
災

に
取
り
組
む
う
え
で
参
考

に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

我
々
建
築
士
は
、
過
去

の
災
害
を
検
証
し
、
京
町

家
な
ど
の
先
進
事
例
も
参

考
に
、
同
様
な
集
落
・
町

家
に
お
け
る
防
災
対
策
、

空
き
家
対
策
、
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
防
止
と
な
る
断

熱
改
修
と
同
時
に
す
べ
き

耐
震
改
修
等
、
多
種
多
様

な
課
題
の
解
決
に
向
け
、

前
向
き
か
つ
具
体
的
に
実

行
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
脱
炭

素
社
会
に
貢
献
す
る
た

め
、
地
元
の
木
（
住
宅
用

サ
イ
ズ
の
県
産
材
）
を
使

い
、地
元
の
手
（
設
計
者
・

ゼ
ネ
コ
ン
・
大
工
さ
ん
）

で
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
非

住
宅
木
造
建
築
物
が
つ
く

れ
る
よ
う
自
ら
の
ス
キ
ル

を
あ
げ
、発
注
者
（
民
間
・

公
共
）
に
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、
左
記

の
通
り
、
今
年
予
定
し
て

い
る
主
な
活
動
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
行
政
と
当
会
と
で
歴

史
的
建
造
物
保
存
活
用
に

向
け
た
条
例
づ
く
り
を
目

指
し
継
続
的
な
勉
強
会
を

実
施・

近
畿
建
築
祭
奈
良
大

会（
１１
月
２８
日
）を
「
三
輪

山
会
館
」
で
開
催
し
、
平

和
な
国
づ
く
り
を
再
認
識

・
前
記
大
会
に
向
け
、

地
域
文
化
遺
産
の
ガ
イ
ド

人
材
育
成
講
座
、
活
動
紹

介
（
防
災
の
取
組
や
調
査

状
況
）

・
将
来
の
建
築
士
増
と

県
内
雇
用
を
目
指
し
、
当

会
員
所
属
企
業
と
連
携

し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
業
実
施

・
士
業
（
弁
護
士
・
社

会
福
祉
士
・
司
法
書
士
・

行
政
書
士
・
建
築
士
）
等

に
よ
る
災
害
対
応
体
制
の

強
化・

全
国
植
樹
祭
（
Ｒ
９

年
５
月
予
定
）
で
天
皇
陛

下
が
着
座
さ
れ
る
木
造
ス

テ
ー
ジ
を
当
会
メ
ン
バ
ー

で
提
案

・
県
産
材
で
つ
く
る
非

住
宅
木
造
講
習
の
実
施
及

び
公
民
の
発
注
者
へ
公
共

建
築
木
造
化
推
進
を
要
望

・
近
畿
建
築
士
協
議
会

で
は
各
部
会
（
青
年
・
女

性
・
ま
ち
づ
く
り
）
に
よ

る
視
察
・
研
修
・
交
流
実

施
以
上
、
災
害
連
携
体
制

強
化
、
脱
炭
素
社
会
へ
の

貢
献
、
県
内
雇
用
増
、
人

材
育
成
と
技
術
向
上
等
、

様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
産
官
学
民
連
携
に
よ
り

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今

年
も
、皆
様
方
の
ご
支
援
・

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

に
お
願
い
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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一般社団法人 奈良県建築士事務所協会一般社団法人 奈良県建築士事務所協会
会　長　会　長　中 西 治 夫中 西 治 夫

講習会・勉強会の積極的実施で講習会・勉強会の積極的実施で
技術力アップを技術力アップを

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
8
年
年
頭
に
当
た

り
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
に
於
か

れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
（
一
社
）
奈
良

県
建
築
士
事
務
所
協
会
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
高
市
早
苗
先

生
が
総
理
大
臣
に
就
任
さ

れ
る
と
い
う
誠
に
喜
ば
し

い
ニ
ュ
ー
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
奈
良
県
民
と
し

て
ま
た
建
築
人
と
し
て
誇

り
に
思
う
と
と
も
に
、
今

後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
心

よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
我
々
建
築
設
計

事
務
所
は
、国
民
の
安
心
・

安
全
と
質
の
高
い
暮
ら
し

の
確
保
、
そ
し
て
持
続
可

能
な
社
会
の
構
築
に
深
く

関
わ
る
専
門
家
組
織
と
し

て
、
国
民
福
祉
の
向
上
と

建
築
文
化
の
振
興
に
貢
献

す
る
責
務
を
負
う
と
同
時

に
、
建
築
設
計
の
業
務
独

占
の
権
利
と
引
き
換
え

に
、
職
業
倫
理
の
遵
守
と

業
務
の
厳
正
な
履
行
、
そ

し
て
、
最
新
の
技
術
や
法

制
度
に
精
通
し
、
資
質
・

能
力
を
高
度
に
維
持
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
建
築
主
の
み
な
ら
ず

広
く
社
会
の
期
待
に
応
え

て
い
く
義
務
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
左
記
三
つ
を
基

本
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
例
年
に
引
き
続
き
、

（
一
社
）奈
良
建
築
士
会
、

（
公
社
）
日
本
建
築
家
協

会
奈
良
会
、当
協
会
の「
設

計
三
会
」
で
協
力
し
、
建

築
業
界
の
発
展
の
為
、
市

町
村
へ
の
ご
理
解
を
求
め

る
べ
く
要
望
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

②
建
築
士
事
務
所
の
開

設
者
・
管
理
建
築
士
の

方
々
へ
の
情
報
提
供
、
ま

た
最
新
技
術
を
習
得
し
て

頂
く
為
に
も
引
き
続
き
当

協
会
へ
の
入
会
案
内
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
建
築
技
術
者
の
技
術

力
ア
ッ
プ
の
為
、講
習
会
・

勉
強
会
を
積
極
的
に
行
い

ま
す
。
特
に
も
の
づ
く
り

の
楽
し
さ
・
設
計
の
魅
力

を
若
い
世
代
に
発
信
し

て
、
建
築
業
界
の
明
る
い

未
来
に
繋
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
々
は
人
間
生
活
の
基

本
で
あ
る「
衣
食
住
」の
う

ち「
住
」を
担
っ
て
い
る
建

築
の
技
術
者
集
団
で
す
。

た
だ
残
念
な
が
ら
、建
築

設
計
の
技
術
者
不
足
も
他

業
界
に
同
じ
く
、大
き
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
異
常
気
象
や
経

年
劣
化
に
よ
る
設
備
の
改

修
等
、
設
備
関
連
の
工
事

が
大
幅
に
増
え
て
お
り
、

設
備
設
計
者
の
ニ
ー
ズ
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
が
裏
腹
に
、
設
備
設

計
者
が
減
少
し
て
い
る
印

象
は
拭
え
ま
せ
ん
。

設
備
技
術
者
の
み
な
ら

ず
、そ
の
他
の
分
野
の
技

術
者
も
減
少
し
続
け
て
い

る
昨
今
、建
築
技
術
者
へ
の

道
を
志
す
若
者
が
増
え
る

こ
と
を
望
む
ば
か
り
で
す
。

「
住
」と
い
う
重
要
な
役

割
を
担
う
者
と
し
て
、現

状
を
捉
え
今
何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、ま
た

10
年
20
年
先
ま
た
そ
の
先

を
見
据
え
て
の
活
動
を
コ

ツ
コ
ツ
実
施
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
当
協

会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々

の
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

生活安全産業として、生活安全産業として、
社会の安全・安心に貢献する警備業社会の安全・安心に貢献する警備業

一般社団法人 奈良県警備業協会一般社団法人 奈良県警備業協会
会　長　会　長　若 原 邦 弘若 原 邦 弘

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
、
奈

良
県
警
備
業
協
会
加
盟
社

を
は
じ
め
と
す
る
警
備
業

界
各
社
に
対
し
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
夏
は
東
北
か

ら
九
州
、
特
に
西
日
本
を

中
心
に
大
雨
特
別
警
報
が

連
続
し
て
発
せ
ら
れ
る
な

ど
、
各
地
で
は
大
雨
に
よ

る
甚
大
な
自
然
災
害
が
発

生
し
、
警
備
業
界
も
少
な

か
ら
ず
そ
の
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
猛
暑
日

の
延
べ
日
数
は
過
去
最
多

を
記
録
し
、
隊
員
の
健
康

管
理
と
熱
中
症
対
策
に
心

血
を
注
ぎ
ま
し
た
。　

中
で
も
、
大
阪
・
関
西

万
博
に
お
い
て
は
、
酷
暑

の
中
に
お
け
る
警
備
業
務

は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
が
、
隊
員
の
職

責
を
完
遂
す
る
と
い
う
強

い
心
で
業
務
に
集
中
し
た

結
果
、特
に
大
き
な
事
件
・

事
故
の
発
生
も
な
く
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　

こ
れ
も
皆
様
方
の
ご
指

導
と
ご
協
力
の
お
陰
と
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
警
備
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
は
誠

に
厳
し
い
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、社
会
公
共
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
一
層

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
警
備
の
こ
と
な
ら
当

協
会
加
盟
各
社
に
ご
相

談
・
ご
依
頼
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。皆

様
方
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
発
展
を
祈
念
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国土の姿を適切に捉える国土の姿を適切に捉える
「未来を創るはじまりの仕事」「未来を創るはじまりの仕事」

公益社団法人 奈良県測量設計業協会公益社団法人 奈良県測量設計業協会
会　長　会　長　松 嶋 秀 典 松 嶋 秀 典 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
国
・
奈
良

県
を
は
じ
め
と
す
る
発
注

機
関
の
皆
様
、
ま
た
協
会

顧
問
の
先
生
方
、
及
び
各

関
係
者
の
方
々
に
は
、
公

益
社
団
法
人
奈
良
県
測
量

設
計
業
協
会
（
奈
測
協
）

の
運
営
に
対
し
ま
し
て
格

別
な
る
ご
理
解
・
ご
協
力

ま
た
ご
支
援
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、奈
測
協
顧
問
高

市
早
苗
衆
議
院
議
員
が
、

憲
政
史
上
初
の
女
性
内
閣

総
理
大
臣
に
ご
就
任
さ
れ

ま
し
た
。奈
良
県
民
と
し
て

誠
に
光
栄
な
こ
と
と
誇
ら

し
く
、安
全
で
豊
か
な
日
本

の
未
来
を
築
く
上
で
、今
日

ま
で
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
、

懸
命
に
取
り
組
む
姿
勢
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
般
、標
高
成
果
が
衛

星
測
位
を
基
盤
と
す
る
最

新
の
値「
測
地
成
果
２
０
２

４
」に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

測
量
技
術
は
１
９
９
０
年

代
後
半
か
ら
飛
躍
的
に
進

化
し
、今
や
ア
ナ
ロ
グ
で
の

測
量
は
遺
物
と
も
い
え
る

遠
い
過
去
の
も
の
で
す
。そ

の
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、

研
修
会
や
講
習
会
を
開
催

し
、会
員
全
体
の
知
識
・
技

術
力
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。ま
た
自
然
災

害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
や
老

朽
化
が
進
む
社
会
イ
ン
フ

ラ
に
お
い
て
、奈
良
県
・
国

土
交
通
省
と
締
結
し
て
お

り
ま
す「
災
害
時
に
お
け
る

緊
急
対
応
業
務
に
関
す
る

協
定
」に
備
え
、平
成
２３
年

に
県
内
で
発
生
し
た
紀
伊

半
島
大
水
害
の
災
害
復
旧

で
の
経
験
や
全
国
各
被
災

地
の
業
界
か
ら
の
情
報
収

集
に
よ
り
知
識
習
得
し
、講

習
会
や
実
働
訓
練
を
重
ね

な
が
ら
、来
る
災
害
に
向
け

て
協
会
全
体
で
対
応
力
の

強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

現
在
、新
技
術
の
機
器

が
次
々
登
場
す
る
デ
ジ
タ

ル
時
代
の
中
で
極
め
て
重

要
と
さ
れ
る
こ
と
は
、そ
の

段
階
ご
と
に
技
術
や
経
験

を
積
み
重
ね
、高
度
な
技

術
力
と
豊
富
な
経
験
を
有

す
る「
人
＝
測
量
技
術
者
」

そ
し
て
測
量
技
術
へ
の
追

求
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

奈
良
県
測
量
設
計
業
協

会
は
、
昭
和
５４
年
の
設
立

以
来
、
測
量
設
計
業
を
営

む
地
域
企
業
の
集
団
と
し

て
会
員
一
同
、
地
域
に
精

通
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
守
り

手
と
し
て
「
県
内
の
仕
事

は
県
内
の
業
者
が
責
任
を

持
っ
て
果
た
す
」
と
い
う

強
い
信
念
を
持
ち
、
真
に

人
し
か
で
き
な
い
測
量
技

術
の
実
績
を
生
か
し
、
新

技
術
の
追
求
と
自
己
研
鑽

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
喫

緊
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
経
営

基
盤
の
強
化
と
同
時
に
、

引
き
続
き
く
ら
し
を
支
え

る
「
未
来
を
創
る
は
じ
ま

り
の
仕
事
」
と
し
て
「
女

性
が
い
き
い
き
と
活
躍
す

る
建
設
業
」
を
目
指
し
、

積
極
的
に
幅
広
い
世
代
へ

と
建
設
産
業
の
魅
力
発
信

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

測
量
設
計
業
お
よ
び
建

設
産
業
全
体
の
健
全
な
る

発
展
と
と
も
に
、
奈
良
県

の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し

に
つ
な
が
る
社
会
基
盤
整

備
の
推
進
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発

展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

西日本建設業保証株式会社西日本建設業保証株式会社
奈良支店長　奈良支店長　尾 木 佐知夫尾 木 佐知夫

公共工事の適正な施工サポートで公共工事の適正な施工サポートで
地域建設業発展の一助に地域建設業発展の一助に

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

当
社
事
業
に
多
大
な
る
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、１
月
に
埼
玉
県

八
潮
市
で
起
き
た
大
規
模

な
道
路
陥
没
事
故
に
端
を

発
し
、イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

対
策
の
必
要
性
が
改
め
て

強
く
認
識
さ
れ
る
年
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、毎
年
の

よ
う
に
線
状
降
水
帯
な
ど

に
よ
り
記
録
的
な
豪
雨
が

頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

災
害
に
対
す
る
備
え
の
重

要
性
に
つ
い
て
も
認
識
が
広

ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
建
設
業

界
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
担

い
手
と
し
て
、
ま
た
、
災

害
発
生
時
に
は
最
前
線
に

立
つ
「
地
域
の
守
り
手
」

と
し
て
の
役
割
を
安
定
的

に
果
た
し
て
い
く
た
め
に

は
、
資
材
価
格
高
騰
や
人

件
費
の
上
昇
を
踏
ま
え
た

公
共
事
業
予
算
・
事
業
量

の
確
保
、
働
き
方
改
革
・

適
正
な
工
期
設
定
・
近
年

の
酷
暑
に
対
応
し
た
労
働

環
境
の
整
備
と
そ
の
た
め

の
費
用
の
確
保
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
課
題
は
山
積
し
て

い
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

当
社
は「
前
払
金
保
証
」

「
中
間
前
払
金
保
証
」「
契

約
保
証
」
な
ど
の
保
証
事

業
、
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会

社
の
事
業
を
通
じ
、
公
共

工
事
の
適
正
な
施
工
を
サ

ポ
ー
ト
し
地
域
建
設
業
発

展
の
一
助
と
な
る
よ
う
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、皆
様
の
利
便
性
向
上
・

業
務
効
率
化
に
資
す
る
た

め
、
保
証
手
続
き
の
電
子

化
（
電
子
保
証
）
の
普
及

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
公
共
事
業
に
携

わ
る
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
建

設
産
業
の
発
展
に
貢
献
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公益社団法人 日本建築家協会 近畿支部 奈良地域会公益社団法人 日本建築家協会 近畿支部 奈良地域会
地域会長　地域会長　山 本 光 良山 本 光 良

建築文化向上を通して建築文化向上を通して
貢献できることを貢献できることを

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令

和
８
年
が
皆
様
に
と
っ
て

よ
り
良
き
年
に
な
り
ま
す

様
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
公
益
社
団

法
人
日
本
建
築
家
協
会

（
Ｊ
Ｉ
Ａ
）
の
活
動
へ
の

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え

る
葛
城
み
ら
い
の
も
り
コ

ン
ペ
の
実
施
事
業
へ
の
サ

ポ
ー
ト
、
文
化
財
建
築
維

持
保
存
の
た
め
の
協
力
や

見
学
会
、
行
政
と
の
対
話

等
、
建
築
文
化
向
上
の
た

め
の
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
は
社

会
の
急
激
な
変
化
に
対
応

す
べ
く
こ
れ
ま
で
同
様
、

建
築
設
計
監
理
の
専
門
家

に
よ
る
公
益
社
団
法
人
と

し
て
奈
良
の
建
築
文
化
発

展
の
た
め
の
活
動
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
奈
良

出
身
の
女
性
総
理
大
臣
が

誕
生
し
今
年
か
ら
本
格
的

に
活
動
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
建
築
関
係
分
野
の
発

展
に
も
追
い
風
と
な
る
事

で
し
ょ
う
。

社
会
の
変
化
が
進
ん
で

い
ま
す
、
同
時
に
社
会
の

新
た
な
課
題
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
建
築
の
周
り
で

は
自
然
環
境
破
壊
な
ど
環

境
問
題
へ
の
対
応
、
少
子

化
、
高
齢
化
や
全
国
で
９

０
０
万
戸
に
達
し
た
空
き

家
対
策
等
の
喫
緊
の
課
題

解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
更
に
様
々
な
災
害
へ

の
対
応
と
対
策
、
社
会
活

動
の
基
本
と
な
る
経
済
問

題
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
更

新
、
維
持
管
理
体
制
の
充

実
、建
築
工
事
費
の
高
騰
、

奈
良
県
産
木
材
の
利
用
促

進
、
建
築
に
関
わ
る
人
材

不
足
等
、
大
き
な
課
題
も

山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
多
く
の
課
題
に
対
し

て
当
協
会
は
建
築
文
化
向

上
を
通
し
て
貢
献
で
き
る

こ
と
を
微
力
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

奈
良
の
建
築
文
化
発
展

の
た
め
に
、
皆
様
の
ご
指

導
と
応
援
を
賜
れ
ば
幸
い

で
す
。
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ICT・DX の導入による働き方改革など、ICT・DX の導入による働き方改革など、
多面的な取り組みを多面的な取り組みを

一般社団法人 奈良県空調衛生工業協会一般社団法人 奈良県空調衛生工業協会
会　長　会　長　森 村 彰 博森 村 彰 博

地域の人材育成拠点としての地域の人材育成拠点としての
役割・責任を役割・責任を

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　奈良支部独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　奈良支部
奈良職業能力開発促進センター（ポリテクセンター奈良）奈良職業能力開発促進センター（ポリテクセンター奈良）

所　長　所　長　山 田 裕 介山 田 裕 介

令
和
８
年
の
新
春
を
迎

え
、
皆
様
に
は
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、

当
機
構
の
事
業
運
営
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
奈
良
に
お
い
て
は
、

職
業
訓
練
の
質
の
向
上
と

地
域
産
業
へ
の
人
材
供
給

の
強
化
を
目
指
し
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
な
ど

の
離
職
者
訓
練
の
各
訓
練

コ
ー
ス
に
お
け
る
訓
練
内

容
の
充
実
や
指
導
技
法
の

向
上
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

の
訓
練
を
受
講
す
る
メ
リ

ッ
ト
を
広
く
求
職
者
の

方
々
に
知
っ
て
頂
け
る
よ

う
広
報
の
強
化
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
の
生
産
現

場
が
抱
え
る
課
題
解
決
や

従
業
員
の
育
成
を
図
る
た

め
に
実
施
し
て
お
り
ま
す

在
職
者
訓
練
（
愛
称
：
能

力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
）
に
お

い
て
も
、
新
規
コ
ー
ス
の

企
画
に
取
り
組
み
、
建
築

関
係
で
は
新
規
コ
ー
ス
の

「
W
造
住
宅
の
架
構
設
計

技
術
」
の
受
講
者
満
足
度

が
１
０
０
％
に
達
す
る
な

ど
、
多
く
の
訓
練
コ
ー
ス

で
受
講
者
の
皆
様
か
ら
高

い
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
地
域
産
業
の

活
性
化
と
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
よ

り
一
層
の
人
材
育
成
支
援

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
特
に
、
若
年
層
・
女

性
・
シ
ニ
ア
層
な
ど
多
様

な
人
材
の
活
躍
を
支
え
る

訓
練
環
境
の
整
備
や
、
企

業
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
柔
軟

な
在
職
者
訓
練
の
企
画
と

展
開
、
そ
し
て
地
域
と
の

連
携
強
化
を
重
点
施
策
と

し
て
掲
げ
て
お
り
、
地
域

に
お
け
る
人
材
育
成
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
と
責
任

を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。

最
後
に
本
年
が
皆
様
に

と
っ
て
実
り
あ
る
年
と
な

る
よ
う
心
か
ら
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
奈
良
県
出
身

で
あ
り
、
か
つ
女
性
と
し

て
も
初
め
て
と
な
る
高
市

早
苗
総
理
大
臣
が
誕
生

し
、
県
民
に
大
き
な
誇
り

と
希
望
を
も
た
ら
す
歴
史

的
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し

た
。
奈
良
か
ら
国
の
舵
取

り
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
企
業
活
動
の
後
押

し
に
繋
が
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
設
備
・

建
設
分
野
に
お
い
て
も
、

防
災
力
向
上
、脱
炭
素
化
、

省
エ
ネ
推
進
な
ど
、
国
の

政
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
な

が
ら
、
よ
り
良
い
社
会
基

盤
の
整
備
に
貢
献
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
た

ち
の
業
界
が
直
面
す
る
最

大
の
課
題
は
依
然
と
し
て

深
刻
な
人
手
不
足
で
あ
り

ま
す
。
熟
練
技
術
者
の
高

齢
化
が
進
み
、
若
い
世
代

の
入
職
も
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

建
設
産
業
が
社
会
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
「
魅
力
あ

る
産
業
」
で
あ
る
こ
と
を

積
極
的
に
発
信
し
、
若
い

皆
さ
ん
に
こ
の
業
界
を
選

ん
で
も
ら
え
る
環
境
づ
く

り
が
不
可
欠
で
す
。
将
来

に
希
望
を
持
っ
て
長
く
現

場
を
支
え
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、教
育
体
制
の
強
化
、

女
性
や
未
経
験
者
が
入
り

や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
の
導
入
に

よ
る
働
き
方
改
革
、
処
遇

改
善
な
ど
、
多
面
的
な
取

り
組
み
を
当
協
会
と
し
て

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
・
教
育
機

関
・
地
域
企
業
と
の
連
携

「多様でありながらひとつ」の「多様でありながらひとつ」の
組織力で組織力で

奈良県広域生コンクリート協同組合奈良県広域生コンクリート協同組合
理事長　理事長　船 尾 好 平船 尾 好 平

皆
様
、
令
和
８
年
の
新

春
を
迎
え
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平

素
よ
り
当
協
組
の
運
営
に

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
国
内
外
で
様
々

な
騒
動
に
振
り
回
さ
れ
た

一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世
界
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
関

税
に
よ
る
貿
易
戦
争
や
限

り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
争
奪
戦
、
未
だ
終
結
が

見
え
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

ロ
シ
ア
、
緊
迫
が
解
け
な

い
中
東
情
勢
が
燻
っ
て
お

り
ま
す
。

国
内
で
は
令
和
の
米
騒

動
や
記
録
的
な
猛
暑
と
少

雨
、
ク
マ
被
害
、
そ
し
て

石
破
政
権
か
ら
高
市
政
権

へ
の
交
代
で
、
こ
こ
「
大

和
の
国 

奈
良
」
か
ら
日

本
初
の
女
性
内
閣
総
理
大

臣
が
誕
生
し
大
き
な
話
題

を
博
し
ま
し
た
。
株
価
も

一
時
初
の
５
万
円
台
を
突

破
し
、
責
任
あ
る
積
極
財

政
で
物
価
高
対
策
に
取
組

む
姿
勢
に
国
民
は
今
度
こ

そ
と
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
お
り
ま
す
。

一
方
関
西
で
は
、
圧
巻

の
大
屋
根
リ
ン
グ
が
シ
ン

ボ
ル
の
大
阪
万
博
が
開

催
、
多
様
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
共
に
未
来
へ
の
期
待
感

を
伝
え
大
盛
況
を
収
め
、

ま
た
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の

リ
ー
グ
最
短
優
勝
で
関
西

が
更
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。当

協
組
は
、
組
合
員
・

登
録
販
売
店
の
両
輪
の
潤

滑
油
と
し
て
の
役
割
を
担

い
、
県
内
の
防
災
・
減
災

及
び
県
民
の
皆
様
の
安

心
・
安
全
・
快
適
な
社
会

づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
貢

献
し
て
お
り
ま
す
。
相
互

扶
助
の
精
神
で
輸
送
問
題

の
解
消
、
省
力
化
に
取
組

み
、
工
組
と
共
に
環
境
Ｗ

Ｇ
研
究
活
動
に
勤
し
み
、

関
西
広
域
と
の
連
携
も
密

と
し
情
報
共
有
に
努
め
た

一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
域
化
と
な
り
５
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、
気
付
け
ば

多
く
の
女
性
が
活
躍
し
て

お
り
「
女
子
会
」
と
称
し

て
協
組
・
両
輪
の
垣
根
を

越
え
て
交
流
し
、
親
睦
を

深
め
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
、
需
要
家
の
皆

様
に
品
質
の
確
保
と
安
定

供
給
を
お
約
束
し
「
多
様

で
あ
り
な
が
ら
ひ
と
つ
」

の
組
織
力
で
盤
石
の
体
制

で
臨
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。ま

た
、
多
様
な
生
き
方

を
選
択
で
き
る
時
代
に
、

選
ば
れ
る
業
界
へ
と
、
よ

り
一
層
パ
ワ
ー
と
情
熱
を

持
っ
て
生
コ
ン
産
業
化
に

向
け
て
技
術
者
の
育
成
に

励
み
、
更
な
る
経
営
の
安

定
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
建
設
業
界
の

益
々
の
ご
繁
栄
と
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

関係機関や地域社会との連携で関係機関や地域社会との連携で
安心・安全なまちづくりを安心・安全なまちづくりを

令
和
７
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
（
一
社
）
奈

良
県
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
協
会
に
格
別
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
会
長
就
任
か

ら
半
年
が
経
過
し
、
あ
ら

た
め
て
前
会
長
の
多
大
な

る
ご
功
績
に
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。

近
年
、
地
震
や
気
候
変

動
に
伴
う
災
害
は
年
々
甚

大
化
し
、
さ
ら
に
令
和
12

年
に
は
建
設
後
５０
年
以
上

を
経
過
す
る
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
は
、
道
路
橋
で
５４

％
、
ト
ン
ネ
ル
で
３５
％
、

河
川
管
理
施
設
で
４２
％
、

下
水
道
函
渠
で
１６
％
と
深

刻
な
状
況
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

地
域
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
は
、
初
動
対
応
を

担
う
「
地
域
の
守
り
手
」

と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
続
け
る
責
務
を
負
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
会
的
使
命

を
果
た
す
た
め
に
は
、
地

域
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
が
健
全
か
つ
持
続
可

能
な
経
営
を
維
持
し
、
未

来
を
担
う
若
手
技
術
者
の

確
保
・
育
成
に
尽
力
し
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、

安
定
的
・
持
続
的
な
事
業

量
の
確
保
を
図
る
べ
く
、

社
会
資
本
整
備
の
着
実
な

推
進
を
引
き
続
き
関
係
機

関
に
訴
え
て
い
く
と
と
も

に
、
当
協
会
が
実
施
す
る

各
種
事
業
を
通
じ
、
関
係

機
関
や
地
域
社
会
と
の
連

携
を
一
層
深
め
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
当
協
会

へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

一般社団法人 奈良県建設コンサルタント業協会一般社団法人 奈良県建設コンサルタント業協会
会　長　会　長　多根井 則 博多根井 則 博

を
深
め
、
建
設
産
業
の
価

値
や
使
命
を
社
会
全
体
で

共
有
し
、
人
材
確
保
の
機

運
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
関
係
機
関
並

び
に
会
員
皆
様
方
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

若手従事者の確保・育成に注力若手従事者の確保・育成に注力

一般社団法人 奈良県設備設計事務所協会一般社団法人 奈良県設備設計事務所協会
会　長　会　長　辻 　 邦 昭辻 　 邦 昭

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
の
初
め
を
迎

え
、
皆
様
に
は
健
や
か
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
当
協
会
活
動
に

ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、気
象
変
動
・
環
境

問
題
に
起
因
す
る
自
然
災

害
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
襲

い
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

建
設
業
界
と
り
わ
け
建

築
設
備
業
界
に
携
わ
る

我
々
は
、命
を
守
る
安
心・財

産
を
守
る
安
全
を
追
求
し
、

災
害
に
強
い
設
備
を
追
求

し
て
、住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
、
昭
和
45
年
に

開
催
さ
れ
た
大
阪
万
博
か

ら
５５
年
の
節
目
に
あ
た

り
、
関
西
万
博
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
成
功
裏
に
終

了
し
ま
し
た
。

新
た
な
将
来
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
が
進
む
中
、

当
県
出
身
の
日
本
初
の
女

性
首
相
が
誕
生
し
、
新
し

い
国
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

新
規
事
業
を
進
め
て
い

く
上
で
、
計
画
・
設
計
・

施
工
・
維
持
管
理
に
携
わ

る
少
子
化
に
よ
る
人
材
不

足
は
、
避
け
て
通
れ
な
い

大
き
な
ハ
ー
ド
ル
で
す
。

人
材
確
保
の
観
点
か
ら

も
建
築
従
事
者
は
魅
力
と

夢
の
あ
る
産
業
で
あ
る
事

を
引
き
続
き
発
信
し
、
若

手
従
事
者
の
確
保
・
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
関
係
官
庁
・

団
体
・
会
員
・
賛
助
会
の

皆
様
の
ご
協
力
を
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
皆
様
方
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
繁
栄
を
祈
念

し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

環境配慮型コンクリートの環境配慮型コンクリートの
実験など取組実験など取組

奈良県生コンクリート工業組合奈良県生コンクリート工業組合
理事長　理事長　磯 田 龍 治磯 田 龍 治

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お

健
や
か
に
新
春
を
お
む
か

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
奈
良
県
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
に

対
し
ま
し
て
ご
支
援
を
い

た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
関
西
に
お
い
て

大
阪
万
博
が
４
月
～
１０
月

の
半
年
間
で
大
い
に
賑
わ

っ
た
中
、
こ
の
奈
良
の
地

に
お
い
て
も
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
た
こ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
宿
泊
施
設
が

少
な
い
と
か
道
路
が
混
雑

す
る
な
ど
問
題
が
残
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
史
上
初
の
奈
良

県
出
身
者
女
性
総
理 

高

市
早
苗
総
理
大
臣
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
県
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
も
期
待
を
し
て
い
ま

す
。

生
コ
ン
業
界
の
環
境
に

お
き
ま
し
て
は
昨
今
の
原

材
料
の
高
騰
は
と
ど
ま
る

こ
と
が
な
く
、
業
界
と
し

て
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま

す
。工

業
組
合
の
技
術
活
動

と
し
ま
し
て
は
Ｃ
Ｏ
２
削

減
に
伴
う
環
境
配
慮
型
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
実
験
や
戻

り
コ
ン
、
残
コ
ン
の
対
策

を
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
品
質
管
理

の
向
上
に
周
知
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
お
力
添

え
を
お
願
い
し
、
ご
健
勝

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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秀長が残した輪は秀長が残した輪は
今もここにある今もここにある

大和郡山市大和郡山市
市　長　市　長　上 田 　 清上 田 　 清

新
年
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
昭
和
５５
年
、
近
鉄

郡
山
駅
の
東
に
開
店
し
た

「
西
友
」
は
、
市
内
唯
一

の
複
合
商
業
施
設
と
し
て

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
２７
年
に
閉
店
と
な

り
、
市
民
の
間
に
衝
撃
が

走
り
ま
し
た
。

そ
の
後
同
年
１１
月
、
同

建
物
で
再
オ
ー
プ
ン
し
た

の
が「
ア
ス
モ
大
和
郡
山
」

で
、
多
く
の
方
々
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
老
朽

化
が
進
む
な
か
、
近
鉄
郡

山
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
こ
の
建
物
を

解
体
し
、
そ
の
跡
地
に
店

舗
付
公
共
駐
車
場
を
建
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
す
で
に
解
体
工
事
が

は
じ
ま
り
、
令
和
１０
年
度

中
に
新
施
設
が
完
成
、
子

育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
も
併
設
す
る
予
定

で
す
。

こ
の
計
画
が
公
表
さ
れ

る
と
同
時
に
、
あ
ち
こ
ち

で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
「
ど
こ
で
買
い
物

を
し
た
ら
い
い
？
」
と
い

う
お
声
で
し
た
。

そ
こ
で
、
地
元
店
を
応

援
し
た
い
と
い
う
願
い
も

込
め
、
駅
周
辺
の
店
舗
を

紹
介
す
る
「
お
買
い
物
マ

ッ
プ
」
を
作
成
、
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄

弟
！
」
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。秀

長
さ
ん
ゆ
か
り
の
ま

ち
と
し
て
、
家
臣
団
の
結

束
の
輪
や
民
と
の
信
頼
の

輪
、
自
治
の
輪
な
ど
「
秀

長
が
残
し
た
輪
は
今
も
こ

こ
に
あ
る
」
を
合
言
葉
に

訪
れ
て
い
た
だ
く
方
々
に

も
「
お
買
い
物
マ
ッ
プ
」

を
活
用
い
た
だ
き
な
が

ら
、
地
元
の
方
々
と
広
く

交
流
い
た
だ
け
れ
ば
、
誠

に
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

今
年
も
、
ど
う
ぞ
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

五條市五條市
市　長　市　長　平 岡 清 司平 岡 清 司

市民交流施設の整備を推進市民交流施設の整備を推進
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
健
や
か
に

令
和
８
年
の
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
を
生
き
る
今
、私

た
ち
は
、少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
や
人
口
構

造
の
変
化
、地
域
社
会
の

変
化
、地
球
規
模
で
の
環

境
問
題
な
ど
、様
々
な
社

会
問
題
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
が
、誰
も
が
生
き
生

き
と
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
市
は
令
和
６
年
か
ら

県
内
１２
市
で
初
め
て
公
立

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
奨
学
金
の
返
還

を
支
援
す
る
制
度
の
新
設

や
、
新
婚
生
活
の
ス
タ
ー

ト
を
応
援
す
る
制
度
の
継

続
実
施
な
ど
、
五
條
市
へ

の
定
住
促
進
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
な
施
策
の
推
進

を
実
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
イ
オ
ン
五
條

店
跡
に
お
い
て
、
民
間
商

業
施
設
と
連
携
し
た
図
書

館
機
能
を
中
心
と
す
る

（
仮
称
）
五
條
市
市
民
交

流
施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
よ
り
良
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施

設
と
な
る
よ
う
令
和
１１
年

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

そ
し
て
、
母
な
る
清
流

吉
野
川
を
は
じ
め
、
市
内

各
地
で
市
民
の
皆
様
が
楽

し
く
わ
く
わ
く
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
定
期
的
に
計
画
し

て
お
り
、
今
後
も
官
民
連

携
で
五
條
市
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

情
報
、
五
條
市
支
援
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ

め
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て

い
ま
す
の
で
是
非
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

「大阪・関西万博」に引けを「大阪・関西万博」に引けを
取らない空間を目指して取らない空間を目指して

奈良市奈良市
市　長　市　長　仲 川 げ ん仲 川 げ ん

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
令
和
８
年
の
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
本

市
の
建
築
行
政
に
多
大
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
「
大
阪
・
関
西
万
博
」

が
開
催
さ
れ
、
各
パ
ビ
リ

オ
ン
に
お
き
ま
し
て
は
世

界
各
地
の
風
土
や
文
化
の

特
色
が
色
鮮
や
か
に
表
現

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
や
地
域
が
大
切
に
し

て
き
た
暮
ら
し
や
技
術
、

自
然
と
の
共
生
を
体
感
で

き
る
空
間
に
驚
嘆
す
る
も

の
ば
か
り
で
し
た
。

本
市
で
も
、
国
宝
級
と

も
評
価
さ
れ
る
遺
物
が
出

土
し
た
富
雄
丸
山
古
墳
の

近
隣
に
、
古
墳
出
土
遺
物

の
展
示
施
設
、
埋
蔵
文
化

財
調
査
セ
ン
タ
ー
、
収
蔵

庫
、
史
料
保
存
の
館
な
ど

の
機
能
を
集
約
し
た「（
仮

称
）
奈
良
市
文
化
財
セ
ン

タ
ー
」を
建
設
予
定
で
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
富
雄

丸
山
古
墳
の
整
備
活
用
の

推
進
や
、
近
隣
す
る
道
の

駅
「
ク
ロ
ス
ウ
ェ
イ
な
か

ま
ち
」
と
の
相
互
連
携
を

と
り「
大
阪
・
関
西
万
博
」

に
引
け
を
取
ら
な
い
空
間

を
目
指
し
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
に

は
、
様
々
な
角
度
か
ら
ま

ち
の
魅
力
向
上
の
た
め
に

更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

新
し
い
年
が
幸
多
き
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
を
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

「暮らす価値のあるまち」という「暮らす価値のあるまち」という
都市ブランドの確立へ都市ブランドの確立へ

生駒市生駒市
市　長　市　長　小 紫 雅 史小 紫 雅 史

旧
年
中
は
本
市
行
政
に

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
大
阪
・
関
西

万
博
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
市
も
４
月
に
生

駒
山
観
光
の
Ｖ
Ｒ
体
験

を
、
５
月
に
は
高
山
茶
筌

の
実
演
を
、
更
に
７
月
に

は
、
お
茶
を
通
し
て
つ
な

が
っ
た
４
市
と
連
携
し

て
、
展
示
・
体
験
型
企
画

「
Ｔ
ｅ
ａ
（
テ
ィ
ー
）
Ｊ

ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ
（
ジ
ャ
ー

ニ
ー
）
～
日
本
茶
の
文
化

と
風
味
を
楽
し
む
～
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
高
山
茶

筌
は
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア

ワ
ー
ド
を
受
賞
。
こ
れ
ら

を
通
し
て
本
市
の
魅
力
を

広
く
世
界
に
発
信
し
ま
し

た
。ま

た
、
本
市
で
は
、
将

来
都
市
像
の
「
自
分
ら
し

く
輝
け
る
ス
テ
ー
ジ
・
生

駒
」
の
実
現
に
向
け
て
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
り
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
豊
か
に
し
つ
つ

「
住
む
」「
働
く
」「
楽
し
む
」

が
融
合
し
、
多
様
な
暮
ら

し
方
が
叶
う
ま
ち
へ
と
進

化
す
る
施
策
を
進
め
て
い

ま
す
。

特
に
、
ま
ち
づ
く
り
の

取
組
と
し
て
は
、
生
駒
の

ま
ち
を
も
っ
と
魅
力
的
に

す
る
た
め
、
国
家
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
関
西
文
化
学
術

研
究
都
市
高
山
地
区
第
２

工
区
や
、そ
の「
玄
関
口
」

で
あ
る
、
学
研
北
生
駒
駅

北
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
が

動
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
長
年
望
ま
れ
て

い
た
東
生
駒
駅
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
整
備
な
ど
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け

て
、
近
畿
日
本
鉄
道
㈱
と

協
力
し
て
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
Ａ
Ⅰ
、
民
間
の
サ
ー

ビ
ス
も
積
極
的
に
活
用
し

「
暮
ら
す
価
値
の
あ
る
ま

ち
」
と
い
う
都
市
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
に
向
け
て
、
協

創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
の
で
、
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。本

年
が
、
皆
様
に
と
っ

て
、
す
ば
ら
し
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

宇陀市宇陀市
市　長　市　長　金 剛 一 智金 剛 一 智

「宇陀をもっと良くしたい」「宇陀をもっと良くしたい」
という誇りと熱量をもってという誇りと熱量をもって

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
、
健
や
か
に
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
１８
年
１
月
１
日
に
大

宇
陀
・
菟
田
野
・
榛
原
・

室
生
の
旧
４
町
村
が
理
想

と
希
望
を
抱
き
大
和
高
原

に
宇
陀
市
が
誕
生
し
て
２０

年
目
の
春
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
今
日
ま
で
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
皆
様
方
に
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。「宇

陀
を
も
っ
と
良
く

し
た
い
」
と
い
う
誇
り
と

熱
量
を
も
っ
て
過
去
か
ら

の
課
題
を
先
送
り
せ
ず
解

決
へ
果
敢
に
取
り
組
み
ま

す
。
そ
し
て
今
お
住
い
の

皆
様
の
暮
ら
し
を
第
一
に

守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
公
民
連
携
」
を
て
こ

に
し
て
地
域
活
性
化
を
進

め
ま
す
。
国
の
食
糧
安
全

保
障
戦
略
の
中
で
令
和
４

年
１１
月
に
全
国
初
の
「
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
人
材
育
成
で
は
国
か

ら
「
若
者
女
性
に
選
ば
れ

る
ま
ち
」
に
採
択
さ
れ
る

な
ど
評
価
、
応
援
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。奈

良
、
三
重
の
６
市
が

連
携
し
て
国
道
１
６
５
号

中
和
津
道
路
整
備
促
進
協

議
会
を
立
ち
上
げ
沿
線
地

域
の
経
済
活
性
化
、
観
光

振
興
、
ま
ち
づ
く
り
、
国

土
強
靭
化
の
促
進
を
め
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

経
産
省
や
奈
良
高
専
、
企

業
と
連
携
し
て
「
中
速
中

型
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
の

実
装
」
へ
挑
戦
を
は
じ
め

ま
し
た
。

宇
陀
を
も
っ
と
元
気
に

!
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

スポーツ公園プールと二上駅前スポーツ公園プールと二上駅前
芝生広場からはじまる新たな街の活力芝生広場からはじまる新たな街の活力

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
な
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

香
芝
市
で
は
、
令
和
８

年
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の

拠
点
が
２
ヵ
所
誕
生
し
ま

す
。一

つ
は
「
香
芝
市
ス
ポ

ー
ツ
公
園
プ
ー
ル
」で
す
。

本
市
で
は
、
市
民
の
誰
も

が
安
全
で
多
様
な
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
公
園
と
し

て
整
備
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
一
部
で
あ
る
プ
ー
ル

施
設
が
令
和
８
年
４
月
に

開
園
し
ま
す
。

屋
内
に
は
ス
ロ
ー
プ
付

き
２５
㍍
温
水
プ
ー
ル
と
ジ

ャ
グ
ジ
ー
プ
ー
ル
を
、
屋

外
に
は
流
水
プ
ー
ル
、
ベ

ビ
ー
プ
ー
ル
、
キ
ッ
ズ
プ

ー
ル
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ

イ
ダ
ー
、
巨
大
バ
ケ
ツ
を

備
え
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
快

適
に
利
用
で
き
る
施
設
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ク
セ
ス
向
上

の
た
め
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

運
行
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
拠
点
は

香芝市香芝市
市　長　市　長　三 橋 和 史三 橋 和 史

「
二
上
駅
前
芝
生
広
場
」

で
す
。
同
駅
は
、
近
鉄
大

阪
線
に
お
け
る
奈
良
県
内

の
急
行
列
車
停
車
駅
以
外

で
乗
降
客
数
が
最
も
多

く
、
周
辺
の
人
通
り
も
多

い
場
所
で
す
。
こ
う
し
た

立
地
を
生
か
し
、
北
側
駅

前
広
場
の
一
部
を
芝
生
化

し
、
複
合
遊
具
等
を
設
置

し
て
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
と
な
る
よ
う
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園

プ
ー
ル
と
二
上
駅
等
を
結

ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

と
も
連
携
し
、
市
内
外
か

ら
子
育
て
世
代
を
中
心
と

し
て
様
々
な
世
代
が
集
ま

る
憩
い
の
空
間
と
し
て
、

周
辺
地
域
の
更
な
る
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ

て
、
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出

を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
皆
様

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

「
よ
り
良
い
教
育
環
境

を
子
ど
も
た
ち
へ
」と
い
う

思
い
の
も
と
、昨
年
よ
り
新

し
い
学
校
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

市
内
7
小
学
校
4
中
学
校

を
再
編
し
、新
た
に
義
務

教
育
学
校
1
校
を
整
備
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、令

和
１３
年
４
月
の
開
校
を
目

指
し
、着
実
に
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も

「
人
口
減
少
、少
子
高
齢

化
、そ
れ
に
伴
う
地
場
産

業
の
担
い
手
不
足
、農
林

資
源
の
荒
廃
化
」と
い
う
過

疎
地
域
に
共
通
の
様
々
な

懸
案
事
項
を
抱
え
て
お

り
、そ
の
影
響
は
、教
育
機

会
の
不
均
衡
を
も
招
き
、

将
来
的
な
社
会
参
画
、地

域
づ
く
り
力
、地
域
の
持

続
性
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、日
常
的
に
多
様

な
感
性
に
触
れ
な
が
ら
、学

び
、育
ち
、そ
し
て
伝
統
文

化
、地
場
産
業
、自
然
体
験

を
通
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
確
立
し
、地
域
へ
の
愛

着
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、こ
れ
ま
で
の
校
種

間
連
携
も
含
め
、プ
ラ
ス
の

要
素
を
付
加
し
た
教
育
環

境
の
構
築
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
と
も
に
拓
き 

と
も
に

創
る 

ご
せ
の
未
来
」の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と「
来
る
人
も 

暮
ら
す
人
も 

心
穏
や
か
に

過
ご
せ
る
ま
ち　

ご
せ
」の

実
現
に
向
け
、こ
れ
か
ら
も

全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「災害に強いまちづくり」「災害に強いまちづくり」
「子育てしやすいまちづくり」等を基軸に「子育てしやすいまちづくり」等を基軸に

大和高田市大和高田市
市　長　市　長　堀 内 大 造堀 内 大 造

新
年
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対

応
し
、
安
定
か
つ
継
続
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
た
め
、
市
町
村

連
携
の
一
環
と
し
て
、
本

市
を
含
む
周
辺
８
市
町
で

「
公
共
施
設
の
相
互
利
用

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

い
た
し
ま
し
た
。
自
治
体

同
士
が
相
互
連
携
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
皆
様
に
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

本
年
も
「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」「
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
等

を
基
軸
に
、
誰
も
が
住
み

続
け
た
い
大
和
高
田
の
実

現
に
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
・
減
災
と
し
て
は
、

災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓

や
課
題
を
踏
ま
え
た
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
や
、

避
難
情
報
の
変
更
に
基
づ

く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更

新
等
に
よ
り
、
地
域
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
分
野

に
つ
い
て
は
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
宣
言
」
を
掲
げ
、

妊
娠
期
か
ら
学
齢
期
・
若

者
期
ま
で
切
れ
目
な
い
支

援
を
拡
充
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
支
援
の
総
合
窓
口
と

な
る
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
に
関
連
事
業
を
集

約
し
、
相
談
・
支
援
・
関

係
機
関
連
携
を
一
体
的
に

推
進
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
大
和
高
田
」
と

し
て
、
商
業
施
設
・
大
型

宿
泊
施
設
・
大
学
の
三
つ

の
誘
致
の
可
能
性
の
研
究

を
進
め
、平
日
も
週
末
も
、

昼
も
夜
も
、
人
が
集
い
、

交
流
し
挑
戦
で
き
る
大
和

高
田
を
育
て
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
内
で
の

繋
が
り
を
一
層
大
切
に

し
、事
業
者
同
士
の
共
創
、

学
校
や
福
祉
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
で
の
連
携
を
通

じ
、
ま
ち
の
魅
力
と
誇
り

を
高
め
、
子
ど
も
達
が
将

来
に
希
望
を
持
て
る
大
和

高
田
を
築
い
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

橿原市橿原市
市　長　市　長　亀 田 忠 彦 亀 田 忠 彦 

奈良県の中心都市として奈良県の中心都市として
大きく発展する第一歩になる年に大きく発展する第一歩になる年に

新
年
、明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今

年
は
６０
年
に
一
度
の
丙
午

の
年
で
す
が「
午
」は
躍
動

感
や
力
強
さ
を「
丙
」は
太

陽
の
よ
う
な
強
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
象
徴
し
、物
事
が

順
調
に
進
み
、幸
運
が
駆

け
込
ん
で
く
る
年
、新
し

い
挑
戦
に
光
が
差
し
込
む

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
年
に
我
が

橿
原
市
は
、令
和
８
年
２

月
１１
日
に
市
政
７０
周
年
を

迎
え
、さ
ら
な
る
発
展
の
好

機
を
迎
え
ま
す
。令
和
１３
年

に
は
、奈
良
県
で
２
回
目
と

な
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

全
国
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
が
予
定
さ
れ
、橿
原

市
で
は
天
皇
、皇
后
両
陛

下
ご
臨
席
の
開
会
式
や
、皇

族
の
皆
さ
ま
が
ご
出
席
の

閉
会
式
と
と
も
に
、１０
種
目

の
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、奈
良
県
立

医
科
大
学
附
属
病
院
前
に

新
駅
が
設
置
さ
れ
、奈
良

県
初
と
な
る
５
０
０
０
人

収
容
の
ア
リ
ー
ナ
も
建
設

さ
れ
る
計
画
が
進
行
中
で

す
。橿
原
市
で
は
、国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
契
機
と
し

て
、市
民
の
健
康
増
進
と
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
、橿
原
運
動

公
園
内
に
新
た
な
体
育
館

と
屋
内
プ
ー
ル
の
建
設
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。ま

た
、京
奈
和
自
動
車
道
の

橿
原
市
内
早
期
全
線
開
通

に
向
け
、国
へ
の
要
望
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、順

調
に
進
み
ま
す
と
、７
月
に

開
催
さ
れ
る
国
際
記
念
物

遺
跡
会
議
で
の
評
価
に
よ
り

「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」が
世

界
文
化
遺
産
へ
登
録
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、今
後
数
年

間
で
橿
原
市
が
奈
良
県
の

中
心
都
市
と
し
て
大
き
く

発
展
す
る
第
一
歩
に
な
る

年
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

橿
原
市
が
さ
ら
に
輝
く

ま
ち
、
ま
た
、
奈
良
県
の

中
心
的
な
ま
ち
と
な
る
た

め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

「ハブシティ」の実現に向け、「ハブシティ」の実現に向け、
大きな飛躍の年に大きな飛躍の年に

桜井市桜井市
市　長　市　長　松 井 正 剛松 井 正 剛

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

初
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
全
国
各
地
で

地
震
や
風
水
害
な
ど
災
害

が
多
数
発
生
し
、
多
く
の

方
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
米
不
足
に
よ
る
米

価
格
の
上
昇
を
は
じ
め
と

し
た
物
価
上
昇
、
ク
マ
に

よ
る
被
害
な
ど
、改
め
て
、

市
民
の
皆
様
の
生
活
の
安

全
・
安
心
を
守
る
取
り
組

み
の
重
要
性
を
認
識
す
る

一
年
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、昨
年
９
月
に
は
、

市
域
南
部
に
あ
る
山
田
寺

跡
が
構
成
資
産
と
な
っ
て

い
る
世
界
遺
産
候
補
「
飛

鳥
・
藤
原
の
宮
都
」
に
つ

い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関

で
あ
る
イ
コ
モ
ス
に
よ
る

現
地
調
査
も
行
わ
れ
、
本

年
の
登
録
に
向
け
、
着
実

に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
世

界
遺
産
登
録
が
実
現
で
き

れ
ば
、
桜
井
市
は
、
ヤ
マ

ト
王
権
発
祥
の
地
で
あ
る

「
山
の
辺
地
域
」
と
、
律

令
国
家
成
立
の
地
で
あ
る

「
飛
鳥
・
藤
原
地
域
」
の

歴
史
資
産
を
つ
な
ぐ
拠
点

の
ま
ち
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な

り
ま
す
。
本
年
が
、
桜
井

市
が
持
つ
歴
史
的
・
地
理

的
な
背
景
（
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
）
を
活
か
し
、
近
隣
市

町
村
と
も
広
域
的
な
連
携

を
深
め
て
、
中
南
和
地
域

の
歴
史
・
文
化
・
観
光
の

拠
点
の
都
市
、
す
な
わ
ち

「
ハ
ブ
シ
テ
ィ
」
の
実
現

に
向
け
、
大
き
な
飛
躍
の

年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
市
制
施

行
７０
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
あ
り
ま
す
。
全
国
に

向
け
て
桜
井
市
を
広
く
発

信
す
る
と
と
も
に
、
一
年

を
通
じ
て
記
念
事
業
を
開

催
し
、市
を
挙
げ
て
祝
い
、

先
人
の
功
績
を
た
た
え
る

と
と
も
に
、
桜
井
市
の
さ

ら
な
る
発
展
に
行
政
の
力

と
市
民
の
力
を
結
集
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま

し
て
良
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

義務教育学校の令和１３年義務教育学校の令和１３年
４月の開校を目指して４月の開校を目指して

「やまとecoクリーンセンター」が「やまとecoクリーンセンター」が
市屈指の人気スポットに市屈指の人気スポットに

天理市天理市
市　長　市　長　並 河 　 健並 河 　 健

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し

い
年
明
け
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

令
和
７
年
度
は
本
市
を

含
む
県
内
１０
市
町
村
に
よ

る
広
域
化
事
業
の
新
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
と

ｅ
ｃ
ｏ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
」
が
稼
働
開
始
し
ま
し

た
。
安
全
で
適
正
な
ご
み

処
理
は
も
ち
ろ
ん
、
廃
棄

物
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
や
省

エ
ネ
に
よ
る
脱
炭
素
社
会

へ
の
貢
献
等
、
環
境
に
や

さ
し
い
施
設
と
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。本
施
設
は
、

熱
源
を
利
用
し
た
温
浴
施

設
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
併

設
し
て
お
り
、従
来
の
「
ご

み
処
理
施
設
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
一
新
し
ま
し
た
。
稼

働
開
始
か
ら
平
日
休
日
と

も
多
く
の
方
が
来
場
さ

れ
、
す
で
に
来
場
者
数
は

月
１
万
３
０
０
０
人
以

上
、
７
ヵ
月
累
計
で
８
万

５
０
０
０
人
を
超
え
、
本

市
で
も
屈
指
の
人
気
ス
ポ

ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
は
こ
れ
ま

で
の
幼
保
連
携
の
こ
ど
も

園
化
の
取
り
組
み
に
引
き

続
き
、
老
朽
化
し
た
山
の

辺
小
学
校
、
柳
本
小
学
校

の
２
校
の
建
て
替
え
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
単
に
建

て
替
え
を
行
う
だ
け
で
な

く
、
小
学
校
に
公
民
館
の

機
能
を
統
合
し
、
地
域
連

携
型
の
学
校
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
学

校
の
姿
を
天
理
か
ら
示

す
」と
い
う
理
念
の
も
と
、

令
和
１０
年
度
中
の
供
用
を

目
指
し
ま
す
。

建
設
業
界
並
び
に
貴
紙

の
さ
ら
な
る
発
展
と
、
皆

様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
、
新
春

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

御所市御所市
市　長　市　長　山 田 秀 士山 田 秀 士

地域資源を磨きながら、地域資源を磨きながら、
持続的な成長目指して持続的な成長目指して

山添村山添村
村　長　村　長　野 村 栄 作野 村 栄 作

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
９
月
よ
り
、
山
添

村
長
と
し
て
２
期
目
の
任

を
預
か
り
ま
し
た
。
改
め

ま
し
て
皆
様
の
ご
信
頼
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
責
任

の
重
さ
を
胸
に
刻
み
、
地

域
の
未
来
に
向
け
て
一
層

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
、
非
常
に
嬉
し
い

こ
と
に
奈
良
県
出
身
の
高

市
総
理
大
臣
が
誕
生
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
本
年
は
郷
土
奈
良

が
新
た
な
発
展
の
可
能
性

を
見
出
す
年
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
山
添
村
も
そ
の

流
れ
を
活
か
し
、
地
域
資

源
を
磨
き
な
が
ら
、
持
続

的
な
成
長
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

一
方
で
、
わ
が
村
は
高

齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
等

へ
の
支
援
の
充
実
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
の
教
育
投
資

を
惜
し
ま
ず
、
次
代
を
築

く
力
を
育
ん
で
ま
い
り
ま

す
。さ

ら
に
、
老
朽
化
し
た

道
路
や
公
共
施
設
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
待
っ
た

な
し
の
課
題
で
あ
り
、
安

全
で
快
適
な
生
活
基
盤
を

確
保
す
る
た
め
、
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。村

民
一
人
一
人
が
村
に

誇
り
を
持
ち
、
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
山
添
村
を
築
く
こ

と
が
私
の
使
命
で
す
。
本

年
も
皆
様
と
心
を
合
わ

せ
、
未
来
に
向
け
て
歩
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
挨
拶
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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未来に向けたまちづくりを推進未来に向けたまちづくりを推進

安堵町安堵町
町　長　町　長　西 本 安 博西 本 安 博

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
新
年
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
は
安
堵
町
に
と
り

ま
し
て
、
昭
和
６１
年
４
月

１
日
の
町
制
施
行
以
来
、

４０
周
年
を
迎
え
る
大
き
な

節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

安
堵
町
は
奈
良
盆
地
の

北
西
部
に
位
置
し
、
町
内

に
は
か
つ
て
聖
徳
太
子
が

斑
鳩
宮
と
飛
鳥
を
行
き
来

し
た
と
さ
れ
る
古
道
「
太

子
道
」
が
通
っ
て
お
り
、

今
も
そ
の
名
残
を
残
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
南

に
大
和
川
、西
に
富
雄
川
、

中
央
に
岡
崎
川
が
流
れ
、

難
波
の
津
と
飛
鳥
を
結
ぶ

水
運
の
要
衝
と
し
て
、
豊

か
な
歴
史
と
文
化
が
こ
の

地
に
集
積
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
代
陶
芸
の
巨

匠
で
あ
る
富
本
憲
吉
を
は

じ
め
、
奈
良
県
再
設
置
の

立
役
者
で
あ
る
今
村
勤

三
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
確
立

し
予
防
医
学
の
基
盤
を
打

ち
立
て
た
今
村
荒
男
な

ど
、
多
く
の
偉
人
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。

多
く
の
先
人
達
の
御
尽

力
、
そ
し
て
住
民
の
皆
様

の
お
力
添
え
の
も
と
、
安

堵
町
は
今
日
ま
で
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
安
堵

町
が
誇
る
歴
史
と
文
化
を

次
代
に
繋
げ
る
と
と
も

に
、
世
代
を
超
え
て
誰
も

が
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、
未
来
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
に
お
願
い
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
益
々
の
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日本遺産「龍田古道・亀の瀬」を日本遺産「龍田古道・亀の瀬」を
発信するビジターC がオープン発信するビジターC がオープン

三郷町三郷町
町　長　町　長　木 谷 慎一郎木 谷 慎一郎

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆

さ
ま
に
は
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
５５
年
ぶ
り
に
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
大
阪
・
関
西

万
博
で
は
世
界
最
大
級
の

木
造
建
築
物
と
な
っ
た

「
大
屋
根
リ
ン
グ
」
や
多

彩
な
パ
ビ
リ
オ
ン
を
通

じ
、
日
本
が
誇
る
技
術
力

に
触
れ
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
ま
た
、
世
界
中
か
ら

来
日
さ
れ
た
方
々
と
の
交

流
で
盛
り
上
が
り
、
世
界

が
連
帯
し
創
り
出
す
、
輝

か
し
い
未
来
を
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
三
郷
町
は

町
制
施
行
６０
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
時
を
迎
え
ら
れ

る
の
も
、
地
域
を
支
え
続

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
が
あ
っ

て
こ
そ
と
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
春
に
は
日
本

遺
産
「
龍
田
古
道
・
亀
の

瀬
」
を
発
信
す
る
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、

江
戸
時
代
に
舟
航
し
て
い

た
魚
簗
船
の
拠
点
で
あ
っ

た
場
所
に
「
亀
の
瀬
東
口

駅
」
と
し
て
建
設
さ
れ
、

龍
田
古
道
の
歴
史
や
文

化
、
地
域
の
特
産
品
の
紹

介
だ
け
で
な
く
、
地
形
を

生
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
体
験
で
き
る
場
所
に

な
る
予
定
で
す
。
古
く
か

ら
大
阪
と
奈
良
を
つ
な
ぎ

続
け
て
き
た
こ
の
場
所

を
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る

「
交
流
の
場
」
と
し
て
、

ま
た
、
新
た
な
観
光
拠
点

と
し
て
、
地
域
に
に
ぎ
わ

い
を
も
た
ら
す
こ
と
を
心

よ
り
期
待
し
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
、
笑
顔

と
希
望
に
満
ち
た
一
年
と

な
る
こ
と
を
願
い
、
今
後

と
も
末
永
い
お
力
添
え
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

将来世代に誇れる将来世代に誇れる
まちづくりに向けた挑戦まちづくりに向けた挑戦

斑鳩町斑鳩町
町　長　町　長　中 西 和 夫中 西 和 夫

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

私
事
な
が
ら
、
昨
年
１１

月
の
町
長
選
挙
で
、
引
き

続
き
ご
信
任
を
賜
り
、
3

期
目
の
重
責
を
お
預
か
り

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
確
か
な
成
果
へ

結
び
つ
け
、
次
代
へ
引
き

継
ぐ
覚
悟
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
藤
ノ
木
古
墳

の
第
一
次
調
査
か
ら
40
周

年
の
年
で
あ
り
、
多
く
の

方
に
足
を
お
運
び
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
人
の
営
み

と
文
化
を
今
に
伝
え
る
斑

鳩
の
歴
史
資
源
は
、
私
た

ち
に
学
び
と
誇
り
、
そ
し

て
未
来
へ
の
指
針
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
今
後
も
、

文
化
財
の
保
存
・
活
用
を

一
層
進
め
、
学
術
・
教
育
・

観
光
の
各
分
野
で
町
の
価

値
を
高
め
る
取
組
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
来
年
は
斑
鳩
町

制
80
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
を
迎
え
ま
す
。
８０
年

の
歴
史
に
敬
意
を
表
し
つ

つ
、
将
来
世
代
に
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
挑

戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅

南
側
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
、
奈
良
県
西
和
医
療
セ

ン
タ
ー
の
移
設
を
は
じ

め
、交
通
網
の
整
備
な
ど
、

町
だ
け
で
な
く
国
や
県
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

生
活
道
路
の
安
全
対
策
や

渋
滞
緩
和
、
観
光
の
周
遊

性
を
高
め
る
広
域
ア
ク
セ

ス
を
着
実
に
整
え
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
と
し
て
い
け
る
よ

う
努
め
ま
す
。

斑
鳩
町
の
確
か
な
強

み
、世
界
に
誇
る
文
化
財
、

温
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

堅
実
な
基
盤
を
磨
き
あ
げ

「
住
み
続
け
た
い
」「
訪
れ

た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
町
へ
、
具
体
的
な
成

果
で
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

子どもたちが安心して子どもたちが安心して
学べる教育環境の確保など学べる教育環境の確保など

平群町平群町
町　長　町　長　西 脇 洋 貴西 脇 洋 貴

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
群
町
で
は
、近
年
の
激

甚
化
す
る
自
然
災
害
に
備

え
、地
域
防
災
力
の
一
層
の

向
上
を
図
る
べ
く
、消
防
団

や
関
係
機
関
と
連
携
し
た

実
践
的
な
訓
練
の
充
実
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。加

え
て
、令
和
7
年
度
に
は
複

数
の
民
間
企
業
と
防
災
協

定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

災
害
支
援
物
資
や
宿
泊
施

設
の
提
供
、災
害
発
生
時
の

産
業
廃
棄
物
処
理
な
ど
、

多
方
面
か
ら
災
害
へ
の
備

え
を
固
め
、生
活
基
盤
の
安

全
性
の
強
化
に
確
実
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
各
小
・
中

学
校
の
施
設
に
つ
い
て
も

長
寿
命
化
計
画
が
本
格
的

に
稼
働
し
て
ま
い
り
ま
す
。

計
画
的
な
改
修
や
機
能
更

新
を
進
め
る
こ
と
で
、
平

群
町
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ

る
教
育
環
境
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、深
刻
化
す
る
少

子
高
齢
化
・
人
口
の
減
少

に
対
し
て
は
、結
婚
や
子

育
て
を
支
え
る
各
種
支
援

制
度
の
充
実
に
加
え
、地

域
の
空
き
家
の
利
活
用
も

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

で
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。実
際
空
き

家
バ
ン
ク
を
利
用
し
、町
内

に
住
ま
れ
て
い
る
方
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
登
録
な
ど
、住
ま

い
の
循
環
と
地
域
活
力
の

向
上
を
図
り
、平
群
町
へ
の

移
住
・
定
住
を
促
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、町
民
の
皆
様

の
声
を
大
切
に
、誰
も
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

誰もが未来への希望を持ち誰もが未来への希望を持ち
住み続けたいと思えるまちづくり住み続けたいと思えるまちづくり

上牧町上牧町
町　長　町　長　阪 本 正 人阪 本 正 人

皆
様
に
は
健
や
か
な
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
本
町
行
政
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
令
和
８
年
の
幕

が
開
け
ま
し
た
。
私
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
町
長
と

し
て
は
じ
め
て
の
新
春
を

迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。「誰

も
が
未
来
へ
の
希

望
を
持
ち 
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

五
つ
の
政
策
を
掲
げ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
で

あ
る
「
学
び
の
環
境
で
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で

は
、
本
年
４
月
に
本
町
２

校
の
中
学
校
が
統
合
し
、

新
た
な
中
学
校
が
誕
生
し

ま
す
。
新
中
学
校
の
開
校

に
当
た
り
「
学
ぶ
・
つ
な

が
る
・
創
造
す
る
」
を
基

本
と
し
た
統
合
コ
ン
セ
プ

ト
を
設
定
し
、
学
校
教
育

目
標
は
「
４
つ
の
育
み
」

を
掲
げ
ま
し
た
。
急
速
に

変
化
す
る
社
会
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
に
は
思
考
力

や
判
断
力
な
ど
の
資
質
、

能
力
の
育
成
が
重
要
と
な

り
、
統
合
し
、
互
い
の
良

さ
を
持
ち
寄
り
団
結
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
環
境
が
豊
か
に
育

ま
れ
る
と
考
え
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
郷
土
を
知

り
、
地
域
を
愛
し
、
地
域

の
未
来
を
創
造
し
て
い
く

存
在
へ
成
長
し
て
い
く
こ

と
が
、
本
町
の
希
望
で
あ

り
ま
す
。

「
学
校
・
家
庭
・
地
域
」

の
協
働
を
さ
ら
に
進
め
、

子
ど
も
た
ち
が
誇
り
を
も

っ
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り

に
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
廃
校
施
設
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
実
情
や
、
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
な
が
ら
計
画
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
午
年
は
「
前

進
」「
成
功
」
を
象
徴
す
る

年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

漸
進
的
に
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
！
本

年
も
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

リニア時代と言われる次のリニア時代と言われる次の
100 年に向けて新たな一歩を100 年に向けて新たな一歩を

王寺町王寺町
町　長　町　長　平 井 康 之平 井 康 之

本
年
、
大
正
１５
年
２
月

１１
日
に
町
制
施
行
以
来
、

１
０
０
周
年
と
い
う
重
要

な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
は
町
民
の
皆
様
を

は
じ
め
、
歴
代
の
町
政
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
支

援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で

あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
６
月
よ
り
１
０
０

周
年
を
冠
と
し
た
記
念
事

業
で
は
、
多
様
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
町
の
歴
史

や
魅
力
を
改
め
て
感
じ
て

い
た
だ
く
機
会
を
提
供
で

き
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
中
で
も
、
奈
良
県
知

事
や
多
く
の
来
賓
を
お
迎

え
し
た
町
制
施
行
１
０
０

周
年
記
念
式
典
や
「
王
寺

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」
で
の

約
１
万
５
０
０
０
人
の
来

場
者
は
、
町
の
活
気
を
象

徴
す
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
２
月
１１
日
に

は
、
当
日
イ
ベ
ン
ト
と
し

て「
１
０
０
人
の
合
唱
隊
」

を
王
寺
町
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し
、
町
民

の
皆
様
と
の
絆
を
深
め
る

コ
ン
サ
ー
ト
と
な
る
予
定

で
す
。

多
く
の
先
人
た
ち
に
よ

り
築
き
上
げ
ら
れ
た
１
０

０
年
の
歴
史
に
敬
意
を
表

し
な
が
ら
、
リ
ニ
ア
時
代

と
言
わ
れ
る
次
の
１
０
０

年
に
向
け
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可

能
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
町
民
の
皆
様
と
と
も

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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松 

田 

る
み
子

旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
地
元
斑
鳩
町
を
始
め
、

地
域
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

一層
の
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

〈
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代
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取
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　大

　輔

代
表
取
締
役
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　康

　幸

代
表
者

　西
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代
表
取
締
役

　春

　山

　芳

　徳

代
表
取
締
役

　辻

　本

　高

　志

㈱
楠
本
工
務
店

㈱

春

山

組

賢
土
木
開
発
㈱

北
川
工
務
店

㈱

清

川

組

会

長

副
会
長

会

計

㈱
正
心
建
設

西

谷

建

設

㈲
北
西
興
業

㈲
和
興
建
設

王
寺
町
建
設
業
協
会

旧
年
中
は
格
別
の
ご
愛
顧
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
一
層
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　
　
令
和
八
年
　
元
旦

奈 良 県 北 葛 城 郡 上 牧 町 上 牧 ３ ３ ５ ２ － ６
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代表取締役 田野上　辰也

ISO9001:2015　認証取得 ISO14001:2015　認証取得



（第三種郵便物認可） 建 設 新 報 2026年(令和８年)１月１日(木) (14)

閉校した小学校が活気閉校した小学校が活気
あふれるコミュニティの場にあふれるコミュニティの場に

河合町河合町
町　長　町　長　森 川 喜 之森 川 喜 之

穏
や
か
で
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
、
大
阪
・
関

西
万
博
が
開
催
さ
れ
て
世

界
中
の
注
目
を
集
め
ま
し

た
。
未
来
へ
の
夢
と
希
望

を
与
え
る
と
共
に
、
多
方

面
に
わ
た
り
経
済
効
果
を

も
た
ら
し
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
で
、人
命
に
関
わ
る

深
刻
な
問
題
と
し
て
、イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。ま

た
、地
球
温
暖
化
に
よ
る

「
異
常
気
象
」の
影
響
が
幅

広
い
分
野
に
及
び
、災
害

に
よ
る
被
害
が
増
加
し
、

農
業
・
漁
業
に
も
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。人
口
問
題
で
は
、引
き

続
き
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
を
取
り
ま
く
社

会
・
環
境
は
急
変
し
て
お

り
、
迅
速
な
意
思
決
定
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
持
続
可
能
な
町

政
運
営
を
行
い
、
住
民
の

生
活
の
質
を
高
め
る
施
策

を
進
め
る
こ
と
が
至
上
命

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

の
取
り
組
み
の
一
例

と
し
て
、閉
校
し
た
小
学

校
を
整
備
・
利
活
用
し
、大

型
の
防
災
備
蓄
倉
庫
を
設

け
、老
朽
化
し
た
町
立
体

育
館
と
中
央
公
民
館
を
移

転
し
ま
し
た
。敷
地
全
体

を
高
機
能
な
避
難
場
所
機

能
を
有
す
る
施
設
と
す
る

と
共
に
、活
気
あ
ふ
れ
る

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

と
し
て
広
く
住
民
の
皆
さ

ま
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
午
年
で

す
。
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
が
、
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
力
強
く
駆
け
抜

け
、
躍
動
す
る
一
年
と
す

る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の

益
々
の
ご
健
勝
と
、
ご
多

幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

新たな産業拠点の創出に向けて、新たな産業拠点の創出に向けて、
インフラ環境整備をインフラ環境整備を

広陵町広陵町
町　長　町　長　吉 村 裕 之吉 村 裕 之

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
は
、
１
月
に
埼
玉
県
八

潮
市
で
発
生
し
た
下
水
道

管
の
破
損
に
起
因
す
る
道

路
陥
没
事
故
を
は
じ
め
、

１１
月
に
は
沖
縄
県
の
水
道

管
破
損
に
よ
る
大
規
模
断

水
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
と
い
う
社
会
問
題
が

多
く
の
人
々
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
顕
在
化
し
た

一
年
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
問

題
以
外
に
も
、
近
年
は
災

害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
が

顕
著
と
な
り
、
幸
い
に
も

本
町
で
は
大
き
な
災
害
は

発
生
し
て
い
な
い
も
の

の
、
大
災
害
へ
の
備
え
と

し
て
、
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
こ
と
の
重
要
性
は

日
々
増
し
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
広
陵
町
で

は
、
浸
水
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
に
平
成
緊
急
内
水

対
策
事
業
と
し
て
町
内
３

ヵ
所
で
調
整
池
整
備
を
進

め
て
お
り
、
本
年
３
月
に

は
古
寺
川
調
整
池
（
貯
留

量
約
３
万
立
方
㍍
）
が
完

成
い
た
し
ま
す
。
残
る
２

ヵ
所
の
調
整
池
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
整
備
を
進

め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
か
ね
て
か
ら
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
箸
尾
工
業
団
地
が
昨

年
４
月
に
完
成
し
、
６
月

に
は
多
数
の
関
係
者
に
ご

参
列
い
た
だ
き
、
盛
大
に

完
成
式
典
を
催
し
ま
し

た
。
す
で
に
本
地
区
で
は

８
社
の
企
業
進
出
が
決
定

し
、
操
業
に
向
け
た
工
場

立
地
が
進
み
、
本
町
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
県
道
中
和
幹

線
沿
線
の
大
塚
地
区
な

ど
、
新
た
な
産
業
拠
点
の

創
出
に
向
け
て
、
周
辺
道

路
等
の
イ
ン
フ
ラ
環
境
整

備
を
、
行
政
、
民
間
事
業

者
の
皆
さ
ま
と
共
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
発
展
に
と
っ
て

公
共
事
業
に
よ
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
欠
か
せ
ず
、
国

土
強
靱
化
対
策
を
は
じ
め

と
し
た
支
援
策
よ
り
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
国
や
奈

良
県
、
そ
し
て
、
広
陵
町

を
支
え
る
建
設
関
係
事
業

者
の
皆
様
方
に
は
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

「
住
民
対
話
で
、
明
日

を
つ
く
る
。」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
こ
れ
か
ら
も
町

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

重
要
な
責
務
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

いよいよ、「飛鳥 ･ 藤原の宮都」の世界遺産登録へいよいよ、「飛鳥 ･ 藤原の宮都」の世界遺産登録へ
明日香まるごと博物館づくりは佳境に明日香まるごと博物館づくりは佳境に

明日香村明日香村
村　長　村　長　森 川 裕 一森 川 裕 一

今
、
世
界
中
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
ガ
ザ
地
区
な
ど
の

戦
い
が
続
き
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
豪
雨
・
洪
水
・

干
ば
つ
・
山
火
事
な
ど
の

災
害
が
拡
大
し
て
い
る
な

か
、
国
内
に
お
い
て
は
、

世
界
に
類
の
な
い
少
子
高

齢
化
、
先
の
見
え
な
い
イ

ン
フ
レ
・
物
価
高
、
急
速

に
進
む
地
方
の
人
口
減

少
・
熊
な
ど
の
獣
害
の
増

大
と
、
様
々
な
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

一
方
、昨
年
10
月
か
ら
、

働
く
内
閣
を
謡
っ
て
奈
良

県
初
、
女
性
初
の
総
理
の

も
と
、
高
市
内
閣
が
誕
生

し
、
日
本
の
国
を
強
く
豊

か
に
し
、
地
方
の
暮
ら
し

と
安
全
を
守
り
、
元
気
を

起
し
て
く
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
明

日
香
村
は
、
昨
年
秋
に
世

界
観
光
機
構
よ
り
ベ
ス
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
レ
ッ
ジ
に

認
定
さ
れ
、
今
年
夏
に
は

い
よ
い
よ
「
飛
鳥
・
藤
原

の
宮
都
」
の
世
界
遺
産
登

録
が
な
さ
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
加
え

て
、
高
松
塚
古
墳
壁
画
の

保
存
管
理
公
開
活
用
施
設

の
建
設
が
加
速
化
し
て
お

り
ま
す
し
、
併
せ
て
、
昨

年
夏
に
は
長
谷
工
コ
ー
ポ

レ
イ
シ
ョ
ン
が
ブ
ラ
ン
シ

エ
ラ
ビ
ラ
石
舞
台
テ
ラ
ス

を
オ
ー
プ
ン
し
、
来
年
に

は
星
野
リ
ゾ
ー
ト
が
「
星

の
や
飛
鳥
」
を
開
業
さ
れ

る
と
も
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。
明
日
香
村
で
は
、
世

界
遺
産
登
録
を
機
に「
に

ぎ
わ
い
の
街
づ
く
り
」
が

本
格
的
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

明
日
香
村
が
、
豊
か
さ

と
誇
り
が
溢
れ
る
活
力
あ

る
村
へ
と
歩
み
出
せ
る
よ

う
令
和
8
年「
飛
躍
の
年
」

と
な
り
ま
す
よ
う
努
め
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支

援
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

子ども達に残したい子ども達に残したい
学校のあり方を検討学校のあり方を検討

三宅町三宅町
町　長　町　長　森 田 浩 司森 田 浩 司

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
の
複
合
機
能
を
備

え
た
新
た
な
施
設
、
三
宅

町
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ
も
オ
ー

プ
ン
よ
り
４
年
が
経
ち
、

町
内
の
方
々
の
利
用
は
も

と
よ
り
町
外
、
県
外
か
ら

の
利
用
者
も
増
え
、
お
か

げ
さ
ま
で
公
共
施
設
と
し

て
は
高
い
水
準
の
稼
働
率

を
保
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
全
国
各
地
か
ら
た
く

さ
ん
視
察
に
き
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
お
互
い
の
ま

ち
、
施
設
が
持
つ
魅
力
や

課
題
等
の
情
報
交
換
も
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
こ
ど
も
た
ち
が
、
ま
ち

の
み
ん
な
が
、
も
っ
と
三

宅
を
好
き
に
な
る
た
め

に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今

後
も
様
々
な
企
画
を
通
し

て
一
人
で
も
多
く
の
町
民

の
皆
様
の
伴
走
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
に
お
き
ま

し
て
は
令
和
１１
年
に
築
６０

年
を
向
か
え
る
三
宅
小
学

校
の
建
て
替
え
が
控
え
て

お
り
ま
す
。
小
さ
な
町
に

と
っ
て
学
校
の
建
て
替
え

は
１
０
０
年
に
１
度
の
大

事
業
と
も
言
え
る
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
「
も
し
三
宅

町
に
新
た
な
学
校
を
作
る

な
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

す
る
な
ど
「
未
来
の
学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う

取
組
を
始
め
て
お
り
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
、
昨
今
す
ご
い
勢

い
で
変
化
を
求
め
ら
れ
る

学
校
教
育
の
中
身
を
町
全

体
で
考
え
る
機
会
に
し
、

未
来
の
三
宅
の
子
ど
も
達

に
残
し
た
い
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

対
話
を
続
け
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
に
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町内事業者との協働で町内事業者との協働で
新たな産業の創出を目指して新たな産業の創出を目指して

田原本町田原本町
町　長　町　長　高 江 啓 史高 江 啓 史

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
初
に
あ
た
り
、
謹
ん

で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
道
の
駅
レ

ス
テ
ィ
唐
古
・
鍵
は
、
お

か
げ
さ
ま
で
創
業
７
周
年

を
迎
え
、
令
和
６
年
度
に

は
過
去
最
高
と
な
る
４
億

円
の
売
上
を
記
録
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
あ
り
、
改
め
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
町
内
産
業
の
発

展
の
た
め
多
く
の
地
元
事

業
者
の
皆
様
の
大
変
な
ご

尽
力
は
も
と
よ
り
、
町
で

は
企
業
誘
致
を
通
じ
た
土

地
利
用
の
促
進
に
も
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
国
に
よ
る
農

用
地
除
外
の
規
制
強
化
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

工
夫
が
求
め
ら
れ
る
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、町
で
は

新
た
な
産
業
の
集
積
と
地

域
産
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、ReGACY Innovation 

Group

株
式
会
社
、奈
良
中

央
信
用
金
庫
、田
原
本
町

商
工
会
と「
新
産
業
創
出

に
よ
る
地
域
活
性
化
に
関

す
る
連
携
協
定
」を
締
結
し

「
た
わ
ら
も
とR

eB
O

R
N

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
令
和
７

年
１
月
に
始
動
さ
せ
ま
し

た
。今

後
は
奈
良
中
央
信
用

金
庫
旧
本
店
を
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
と
し
、
有
力

な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
持

つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

や
起
業
家
を
誘
致
し
、
町

内
事
業
者
と
の
協
働
に
よ

っ
て
新
た
な
産
業
の
創
出

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

次の 50 年に向け、新たな出発次の 50 年に向け、新たな出発

川西町川西町
町　長　町　長　小 澤 晃 広小 澤 晃 広

　
「
町
制
５０
周
年
」
を

迎
え
た
令
和
７
年
「
結
崎

駅
併
設
施
設 

え
き
の
キ

ッ
チ
ン
」「
こ
ど
も
・
子
育

て
広
場 

も
く
い
く
」「
オ

ー
バ
ル
パ
ー
ク
か
わ
に

し
」
の
３
施
設
が
完
成
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

新
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
人

と
人
、
人
と
町
が
「
ち
か

い
町
」
で
あ
る
特
徴
を
活

か
し
、
川
西
町
で
の
幸
せ

な
暮
ら
し
の
実
現
、
持
続

可
能
な
未
来
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
結
崎
駅
併
設
施
設 

え

き
の
キ
ッ
チ
ン
」で
は
、１

か
月
あ
た
り
３０
店
を
超
え

る
川
西
町
や
周
辺
地
域
の

出
店
者
様
が
工
夫
を
凝
ら

し
た
お
菓
子
や
お
弁
当

を
、日
替
わ
り
で
販
売
を
し

て
下
さ
っ
て
お
り
、さ
ら
な

る
賑
わ
い
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
こ
ど
も
・
子
育
て
広

場 

も
く
い
く
」
は
、
オ

ー
プ
ン
か
ら
半
年
で
７
０

０
０
名
の
方
々
が
ご
利
用

登
録
を
い
た
だ
く
等
、
大

変
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
更

に
子
育
て
支
援
の
強
化

や
、
多
世
代
で
の
交
流
促

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
オ
ー
バ
ル
パ
ー
ク
か
わ

に
し
」は
、大
和
川
の
増
水

時
に
河
川
の
水
を
貯
め
る

遊
水
地
の
上
面
を
利
用
し

て
設
置
し
た
、日
本
初
の
国

際
基
準
に
準
拠
し
た
イ
ン

ラ
イ
ン
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

の
オ
ー
バ
ル
ト
ラ
ッ
ク
を
備

え
た
公
園
で
、７
年
は
イ
ン

ラ
イ
ン
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

の
全
国
大
会
を
開
催
い
た

だ
き
ま
し
た
。８
年
春
に

は
、一
般
の
方
に
も
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

次
の
５０
年
に
向
け「
ち
か

い
町
か
わ
に
し
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、多
彩
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
進
め
る
川
西

町
に
、ご
注
目
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
八
年
　
元
旦

令
和
八
年
　
元
旦

私たちは地域社会の発展に努めます私たちは地域社会の発展に努めます
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旧
年
中
は
格
別
の
ご
愛
顧
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
一
層
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

旧
年
中
は
格
別
の
ご
愛
顧
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
一
層
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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（第三種郵便物認可） 建 設 新 報 2026年(令和８年)１月１日(木) (16)

村内主要幹線道路の整備で村内主要幹線道路の整備で
更なる産業振興に期待更なる産業振興に期待

天川村天川村
村　長　村　長　車 谷 重 高車 谷 重 高

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
春
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
天
川
村
で
は
「
美

し
い
自
然
、悠
久
の
歴
史
、

心
や
す
ら
ぐ
源
流
の
む
ら 

天
川
」
を
将
来
像
に
「
み

ん
な
で
支
え
合
う
、
思
い

や
り
の
あ
る
む
ら
づ
く

り
」「
村
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
む
ら
づ
く
り
」「
持

続
可
能
な
開
発
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
を
め
ざ
す
む
ら
づ
く

り
」
の
三
つ
を
基
本
姿
勢

に
据
え
、
連
綿
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
歴
史
・
文
化

を
活
か
し
た
村
づ
く
り
や

産
業
の
活
性
化
に
取
組
を

若
い
世
代
の
定
住
や
子
育

て
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く

事
が
む
ら
づ
く
り
の
基
本

姿
勢
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

具
体
的
に
は
観
光
産
業

の
振
興
と
新
た
な
価
値
づ

く
り
「
企
業
の
森
」
に
代

表
さ
れ
る
林
業
振
興
と
雇

用
の
創
出
、
洞
川
夏
イ
チ

ゴ
や
ト
ラ
フ
グ
の
陸
上
養

殖
な
ど
の
農
業
・
水
産
の

新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

な
ど
を
強
く
推
し
進
め
て

お
り
ま
す
。

特
に
観
光
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
成
果
が
出
始
め
、
年

間
１
０
０
万
人
を
超
え
る

観
光
客
の
来
訪
が
あ
り
、

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
村
内

の
主
要
と
な
る
地
域
の
狭

隘
区
間
に
お
い
て
慢
性
的

な
渋
滞
が
発
生
す
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

産
業
振
興
に
道
路
整
備

は
不
可
欠
で
あ
り
、
村
内

主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
国

道
３
０
９
号
・
主
要
地
方

道
高
野
天
川
線
・
県
道
大

峯
山
公
園
線
の
整
備
を
行

う
事
で
更
な
る
産
業
の
振

興
が
期
待
で
き
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の

道
路
は
紀
伊
半
島
を
東
西

に
繋
ぐ
数
少
な
い
路
線
で

あ
り
、
紀
伊
半
島
ア
ン
カ

ー
ル
ー
ト
を
補
完
す
る
ル

ー
ト
と
し
て
地
域
の
安
心

安
全
を
守
る
た
め
に
積
極

的
に
県
や
国
へ
の
要
望
活

動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。最

後
と
な
り
ま
す
が
、

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
実
り
あ
る
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

地域の魅力を最大限に地域の魅力を最大限に
発揮できる環境づくり発揮できる環境づくり

黒滝村黒滝村
村　長　村　長　植 田 忠三郎植 田 忠三郎

黒
滝
村
よ
り
新
年
の
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
４
月
、道
の
駅
「
吉

野
路
黒
滝
」
に
お
い
て
、

黒
滝
村
森
林
組
合
が
主
体

と
な
り
「
モ
ン
ベ
ル
ル
ー

ム
吉
野
路
黒
滝
」
が
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
ア

ウ
ト
ド
ア
需
要
の
高
ま
り

と
相
ま
っ
て
、
来
訪
者
数

の
増
加
が
見
ら
れ
、
地
域

の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
下
市
町
に
開
業

し
た
体
験
型
複
合
施
設

「KITO
 foresut m

arket 
shim

oichi

」や
、
天
川
村

洞
川
地
区
に
新
設
さ
れ
た

温
浴
施
設
「
洞
川
温
泉
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」な
ど
、

周
辺
地
域
の
魅
力
的
な
拠

点
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

で
、
広
域
的
な
観
光
回
遊

性
が
高
ま
り
、
黒
滝
村
を

含
む
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

向
上
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、

県
道
赤
滝
五
條
線
の
先
線

が
調
査
路
線
に
位
置
付
け

ら
れ
た
こ
と
は
、
早
期
の

線
形
確
定
と
整
備
実
現
へ

の
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、

地
域
住
民
の
生
活
利
便
性

向
上
は
も
と
よ
り
、
観
光

振
興
や
防
災
面
に
お
い
て

も
極
め
て
重
要
な
意
味
を

持
ち
ま
す
。

今
後
も
、
道
路
整
備
の

促
進
に
向
け
て
関
係
機
関

と
の
連
携
を
深
め
、
地
域

の
魅
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

「いつまでもみんなで誇りの持てる「いつまでもみんなで誇りの持てる
水源地の村づくり」を水源地の村づくり」を

川上村川上村
村　長　村　長　泉 谷 隆 夫泉 谷 隆 夫

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
川

上
村
の
村
民
の
皆
様
を
は

じ
め
、
奈
良
県
内
の
県
民

の
皆
様
に
と
っ
て
、
令
和

8
年
が
健
や
か
で
喜
び
に

満
ち
た
一
年
と
な
る
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
村
長
と
し
て
の

任
を
拝
し
、
村
民
の
皆
様

と
と
も
に
新
体
制
の
一
年

目
を
歩
み
ま
し
た
。
本
年

は
、
そ
の
基
盤
を
さ
ら
に

深
め
、
実
行
が
成
果
と
し

て
結
実
し
て
い
く
一
年
と

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。「安

心
安
全
の
村
づ
く

り
」
で
は
、
防
災
体
制
の

強
化
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
継
続
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
村
の
実
現
に
取
り
組

み
ま
す
。「
林
業
・
木
材

産
業
の
振
興
」
に
つ
い
て

は
、
林
業
・
木
材
業
を
支

え
る
仕
組
み
を
総
合
的
に

見
直
し
整
理
を
行
い
、
流

通
・
販
売
・
人
材
を
含
め

た
構
造
の
全
体
最
適
を
図

り
な
が
ら
、
吉
野
林
業
の

再
興
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
い
て
は
、
村
内

外
と
の
交
流
や
事
業
活
動

を
通
じ
、
さ
ら
な
る
地
域

循
環
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
「
福
祉
の
充

実
」「
教
育
・
子
育
て
支
援

の
拡
充
」に
も
取
り
組
み
、

全
て
の
世
代
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
を

目
指
し
、
そ
の
基
盤
を
確

か
な
も
の
と
し
て
ま
い
り

ま
す
。

本
年
も
「
い
つ
ま
で
も

み
ん
な
で
誇
り
の
持
て
る

水
源
地
の
村
づ
く
り
」
を

合
言
葉
に
、
村
民
の
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
歩
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

春頃、診療所が春頃、診療所が
庁舎敷地内に開所庁舎敷地内に開所

下北山村下北山村
村　長　村　長　南 　 正 文南 　 正 文

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
令
和
８
年
の
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、令
和
７
年
６
月
に「
下

北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」
が

「
道
の
駅 

き
な
り
の
郷
下

北
山
」と
し
て
登
録
さ
れ
、

ま
た
奈
良
県
で
２
番
目
と

な
る
「
防
災
道
の
駅
」
に

も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。　

今
年
度
開
駅
を
目
指

し
、
現
在
旧
Ｊ
Ａ
シ
ョ
ッ

プ
を
観
光
案
内
・
特
産
物

販
売
所
と
し
て
整
備
を
進

め
、
ま
た
既
存
ト
イ
レ
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

の
１
階
部
分
を
コ
イ
ン
ラ

ン
ド
リ
ー
と
し
て
改
修
し

て
い
ま
す
。
国
道
１
６
９

号
の
土
砂
崩
れ
の
影
響
の

ほ
か
、
様
々
な
要
因
に
よ

り
村
の
観
光
入
り
込
み
客

数
が
減
少
す
る
中
、
下
北

山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
全
体
が

道
の
駅
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
は
本
村
の
観
光
振
興
の

起
爆
剤
に
な
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
、
海
と
山
を

結
ぶ
道
の
駅
と
し
て
、
近

隣
市
町
村
の
観
光
力
、
防

災
力
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。そ

し
て
、
本
村
で
は
令

和
６
年
度
か
ら
庁
舎
敷
地

内
に
新
た
に
施
工
し
て
お

り
ま
し
た
診
療
所
の
移
転

新
築
工
事
が
完
成
し
、
現

在
外
構
工
事
・
医
療
機
器
・

備
品
等
の
導
入
を
行
っ
て

お
り
、
令
和
８
年
春
頃
に

開
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

下
北
山
村
は
、
人
口
が

少
な
く
て
も
都
市
と
は
異

な
る
独
自
の
価
値
を
持
っ

て
い
る
村
で
す
。

村
特
有
の
多
様
で
豊
か

な
地
域
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
と

は
違
う
新
た
な
生
活
の
仕

組
み
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス

を
興
す
こ
と
が
で
き
る
人

材
の
育
成
、
あ
る
い
は
人

材
を
呼
び
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
新
し
い
仕
組
み
を

構
築
し
、
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
、
健
や

か
で
幸
多
い
年
と
な
る
こ

と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

村内９つのブロックに村内９つのブロックに
防災拠点の整備を防災拠点の整備を

十津川村十津川村
村　長　村　長　玉 置 広 之玉 置 広 之

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
昨
年
４
月

に
十
津
川
村
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
命
の
道
」国
道
１
６
８

号
五
條
・
新
宮
道
路
に
お

き
ま
し
て
は
、国
に
よ
る

直
轄
権
限
代
行
事
業
を
村

内
３
ヵ
所
で
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。道
路
の

早
期
整
備
な
ど
の
要
望
活

動
に
お
き
ま
し
て
は
、資

材
価
格
や
人
件
費
の
高
騰

に
よ
り
、前
年
以
上
の
事

業
量
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、こ
れ
ま
で
以
上
の
予
算

が
必
要
と
な
り
ま
す
。こ
の

こ
と
か
ら
、昨
年
６
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た「
第
１

次
国
土
強
靭
化
実
施
中
期

計
画
」に
基
づ
い
て
、当
初

予
算
や
補
正
予
算
を
し
っ

か
り
と
確
保
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
国
土
交
通
省
や

財
務
省
、国
会
議
員
の
先

生
方
に
要
望
を
行
っ
て
い

ま
す
。あ
わ
せ
て
、近
畿
地

方
整
備
局
の
体
制
強
化
と

「
奈
良
南
部
災
害
復
旧
対

策
出
張
所
」の
恒
久
的
な

設
置
に
つ
い
て
も
要
望
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、本
村
に
お
き
ま

し
て
は
、今
後
発
生
が
危

惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定

し
、村
内
九
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
防
災
拠
点
の
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。災
害
時
に
は
、避

難
所
と
し
て
災
害
対
策
本

部
と
し
っ
か
り
情
報
伝
達

が
で
き
、平
常
時
に
も
地

域
の
安
心
拠
点
と
し
て
利

用
で
き
る
機
能
を
有
し
た

拠
点
に
す
る
た
め
、住
民

の
皆
様
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
も
皆
様

に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

未来へつなぐ新たな一歩未来へつなぐ新たな一歩
――町制70周年を見据えて――――町制70周年を見据えて――

吉野町吉野町
町　長　町　長　中 井 章 太中 井 章 太

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
穏
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
大
阪
・
関
西

万
博
の
開
催
に
お
い
て
、

町
と
し
て
も
そ
の
機
運
を

見
据
え
な
が
ら
、
吉
野
の

魅
力
を
発
信
す
る
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

万
博
会
場
で
は
、
奈
良
県

ブ
ー
ス
を
通
じ
て
本
町
の

木
材
や
文
化
が
紹
介
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
に
吉

野
町
の
資
源
の
魅
力
を
知

っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
奥
村

組
と
旧
吉
野
小
学
校
跡
地

利
活
用
事
業
に
関
す
る
契

約
を
締
結
し
、
令
和
9
年

4
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

た
新
た
な
拠
点
づ
く
り
が

い
よ
い
よ
本
格
始
動
い
た

し
ま
し
た
。
町
の
未
来
を

見
据
え
「
地
域
の
活
性
化

と
交
流
拠
点
創
出
」
へ
と

繋
が
る
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
す
一
年
と
な
り
ま
し

た
。喫

緊
の
課
題
で
あ
る
役

場
庁
舎
の
老
朽
化
に
伴
う

新
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
見
据
え
た
、
安

全
で
安
心
し
て
利
用
で
き

る
庁
舎
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
併
せ

て
、
人
と
経
済
が
循
環
す

る
拠
点
形
成
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
め

ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
令
和
8
年
度
に

は
、
町
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町

を
築
い
て
こ
ら
れ
た
多
く

の
先
人
の
努
力
に
感
謝
し

な
が
ら
、
次
の
時
代
へ
つ

な
ぐ
節
目
の
年
と
し
て
、

よ
り
誇
り
あ
る
吉
野
町
を

目
指
し
て
歩
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ

て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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総 合 建 設 業

奈良県吉野郡吉野町南大野３８７番地１
ＴＥＬ（０７４６）３６－６０１８，６１０４
ＦＡＸ（０７４６）３６－６１０２　　　　　
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辰 巳 組株式会社

代表取締役 辰巳 伊佐子

吉 野 郡 大 淀 町 桧 垣 本 ７ ２ １ － １
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ７ ） � ５ ７ ７ ０
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ７ ） � ８ ４ ０ ３

キクヨシ有限会社

代表取締役 菊川　富士大

土木・一般貨物自動車運送業

綜 合 建 設 業

ISO　9001
ISO　14001
認証取得

奈良県吉野郡吉野町宮滝２７２－３
ＴＥＬ.０７４６（３２）８７００㈹
ＦＡＸ.０７４６（３２）８８２７　
奈 良 県 橿 原 市 五 井 町 ２ ２ ８ － ４
E-mail:info@uedakoumuten.co.jp

本 店
〒6 3 9－3 4 4 3

本 社
〒6 3 4－0 8 3 2

上 田 秀 幸代表取締役

上 田 幸 宗専務取締役

奈良県吉野郡下北山村下桑原１３番地
ＴＥＬ（０７４６８）６－９０１０
ＦＡＸ（０７４６８）６－９０１１
E-mail:yamamoto.dennkisyoukai@kcn.jp

〒６３９－３８０７

Yamamoto
Electrical

Company

代表取締役 山 本 直 寛

総 合 建 設 業

代表取締役 皿 谷 竹 弥

車谷建設株式会社

奈良県吉野郡天川村大字洞川６３２－１
ＴＥＬ（０７４７）６４－０７７７
ＦＡＸ（０７４７）６４－０７１１
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黒滝村建設組合

吉 野 郡 黒 滝 村 寺 戸 ２ ９ ５ － １
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ７ － ６ ２ － ２ ０ ４ ８

事務局

組 合 長 辻 内 章 浩
組 合 員 一 同

代 表 取 締 役 城 内   義 裕

城 内 組株式会社

本　社　〒６３９－３５４２ 奈 良 県 吉 野 郡 川 上 村 西 河 ６ ２ ６
ＴＥＬ ０７４６－５３－２４２５　 ＦＡＸ ０７４６－５３－２７５５
営業所　〒634－0045 奈良県橿原市石川町２８６－１（ラフレーズ巻口101）
ＴＥＬ ０７４４－４７－２７７１　 ＦＡＸ ０７４４－４７－２８３０
E - m a i l ： i n f o @ j y o n a i . c o . j p
I S O 9 0 0 1 ・ I S O 1 4 0 0 1 認 証 取 得

工事成績優秀企業
近 畿 地 方 整 備 局

2025年度

大和建設株式会社

Dream Pursue Challenger

代表取締役 清 水 巌 一

〒６３８－０８１２ 
奈良県吉野郡大淀町桧垣本２２１４－１８
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ７ － ５ ２ － ９ ０ １ ２
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ７ － ５ ２ － ９ ０ １ ３工事成績優秀企業

近 畿 地 方 整 備 局

2025

建 築 業

柳 瀬 工 務 店
代 表 者 柳 瀬 憲 三 郎

吉 野 郡 十 津 川 村 川 津 ７ ０ ６ － １ １
ＴＥＬ・ＦＡＸ（０７４６）６７－０３０９

総 合 建 設 業

吉 野 郡 野 迫 川 村 大 字 中 ３ ０ － １
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ７ ） ３ ７ － ２ ６ ３ ５
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ７ ） ３ ７ － ２ ８ ３ ８

福田建設株式会社
代表取締役 福田　眞里子

総 合 建 設 業

吉 野 郡 十 津 川 村 小 原 ３ １ ５ － ２
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ６ ） ６ ３ － ０ ５ ５ ５
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ６ ） ６ ２ － ０ ０ ２ ５

代表取締役 太 田 知 一

ISO9001／ISO14001認証取得

太 田 建 設 ㍿
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曽爾高原へのアクセス道に曽爾高原へのアクセス道に
おける整備を継続おける整備を継続

曽爾村曽爾村
村　長　村　長　芝 田 秀 数芝 田 秀 数

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
私
が
平

成
２６
年
２
月
に
村
長
に
就

任
し
て
か
ら
１１
年
余
り
が

経
過
す
る
年
と
な
り
ま
し

た
が
、
村
政
運
営
の
付
託

を
受
け
て
以
来
、
私
の
村

づ
く
り
に
対
す
る
基
本
的

な
認
識
は
「
住
み
続
け
た

い
故
郷
曽
爾
村　

小
さ
く

と
も
光
り
輝
く
オ
ン
リ
ー

ワ
ン　

ぬ
る
べ
の
郷
曽
爾

村
」
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
曽
爾
村
の
素
晴
ら
し

い
豊
か
な
自
然
、
歴
史
と

風
土
に
恵
ま
れ
た
伝
統
文

化
、
地
域
資
源
な
ど
を
次

世
代
へ
引
き
継
ぎ
、
農
林

業
や
観
光
の
振
興
・
地
域

の
活
性
化
・
定
住
の
促
進
、

子
育
て
や
高
齢
者
支
援
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

観
光
事
業
に
お
き
ま
し

て
は
、
毎
年
ス
ス
キ
の
見

頃
と
な
る
秋
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
に
は
、
曽
爾
高
原
へ

多
く
の
観
光
客
が
来
ら
れ

ま
す
。
昨
年
は
、
灯
籠
の

老
朽
化
な
ど
に
よ
り
中
止

と
な
っ
て
い
た
曽
爾
高
原

山
灯
り
イ
ベ
ン
ト
を
３
年

ぶ
り
に
復
活
い
た
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
観

光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の

整
備
、
観
光
の
振
興
促
進

の
た
め
に
曽
爾
高
原
付
近

に
森
林
公
園
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
、

曽
爾
高
原
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
に
お
け
る
道
路
改
良
事

業
、村
道
舗
装
修
繕
工
事
、

簡
易
水
道
管
布
設
替
工
事

な
ど
を
引
き
続
き
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
持
続
可
能

な
村
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
も
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
夢
と
希

望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

所
感
と
い
た
し
ま
す
。

安心して暮らせる安心して暮らせる
村づくりを着実に推進村づくりを着実に推進

御杖村御杖村
村　長　村　長　伊 藤 収 宜伊 藤 収 宜

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
御
杖
村
で
は
村

内
交
通
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

村
の
唯
一
の
公
共
交
通
と

し
て
村
内
全
域
を
運
行
し

て
き
た
村
営
路
線
バ
ス

（
通
称
：
ふ
れ
あ
い
バ
ス
）

に
代
え
、
昨
年
１２
月
か
ら

予
約
制
の
デ
マ
ン
ド
交
通

を
導
入
し
ま
し
た
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
村
内

全
域
を
運
行
範
囲
と
し
、

車
両
に
は
脱
炭
素
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
電
気
自

動
車
を
導
入
、
狭
い
道
に

も
対
応
で
き
る
軽
自
動
車

を
使
用
す
る
こ
と
で
自
宅

か
ら
目
的
地
ま
で
、
原
則

ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の
送
迎
を

可
能
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
バ
ス
停
ま

で
の
徒
歩
移
動
や
バ
ス
の

待
ち
時
間
の
ご
負
担
も
軽

減
し
、
各
バ
ス
停
を
経
由

す
る
従
来
の
ル
ー
ト
に
比

べ
目
的
地
ま
で
の
所
要
時

間
を
短
縮
で
き
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
院
や
買
い
物

と
い
っ
た
日
常
的
な
活
動

に
お
い
て
も
利
用
機
会
が

広
が
り
、
生
活
の
質
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
外
出
機
会

の
増
加
、
健
康
づ
く
り
に

も
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
導
入
後

に
お
い
て
も
、
住
民
ニ
ー

ズ
を
聞
き
な
が
ら
必
要
な

改
善
を
行
う
な
ど
住
民
の

皆
様
に
と
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、本
年
も
皆
様
に

と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東吉野創生に向け東吉野創生に向け
一歩一歩確実に一歩一歩確実に

東吉野村東吉野村
村　長　村　長　水 本 　 実水 本 　 実

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
史
上
初
の
女

性
と
し
て
、
そ
し
て
、
我

ら
奈
良
県
か
ら
初
と
な
る

内
閣
総
理
大
臣
ご
就
任
は

大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
奈

良
県
は
も
と
よ
り
東
吉
野

村
の
さ
ら
な
る
発
展
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り

ま
す
。

村
で
は
「
都
市
と
の
つ

な
が
り
を
築
き
、
移
住
・

交
流
を
促
進
し
、
新
し
い

人
の
流
れ
を
も
た
ら
す
村

づ
く
り
」「
安
全
安
心
で
住

み
や
す
く
、
多
様
多
彩
な

人
々
が
お
互
い
を
尊
重
し

な
が
ら
、
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
村
づ
く
り
」「
森
林
と

清
流
な
ど
の
自
然
資
源
、

深
遠
な
歴
史
・
文
化
、
豊

か
な
農
林
水
産
物
等
の
地

域
資
源
が
生
か
さ
れ
、
村

内
外
の
多
様
な
人
々
が
活

動
す
る
魅
力
あ
る
村
づ
く

り
」
を
村
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
、
繁
栄
す
る
村

を
目
指
し
て
、
若
者
移
住

定
住
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
施

策
の
一
つ
、
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構
想
を

さ
ら
に
推
進
し
、
ク
リ
エ

イ
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た

移
住
者
を
増
や
す
た
め
、

多
様
な
住
宅
需
要
に
対
応

す
る
村
営
住
宅
、
移
住
定

住
促
進
住
宅
の
整
備
、
さ

ら
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
多
く

の
方
が
移
住
し
、
住
民
主

導
の
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ

や
お
祭
り
が
企
画
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
活
気
が
沸
い

て
き
て
お
り
ま
す
。
地
域

住
民
の
安
心
安
全
で
末
永

く
住
ん
で
い
た
だ
け
る
地

域
づ
く
り
と
、
さ
ら
な
る

東
吉
野
創
生
に
向
け
一
歩

一
歩
確
実
に
推
し
進
め
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

と
共
に
、
ご
健
勝
と
ご
繁

栄
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

健康づくりＣの健康づくりＣの
リニューアルオープン目指してリニューアルオープン目指して

大淀町大淀町
町　長　町　長　辻 本 眞 宏辻 本 眞 宏

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
奈
良
県
出
身

の
高
市
早
苗
氏
が
内
閣
総

理
大
臣
に
就
任
さ
れ
、
日

本
史
上
初
の
女
性
首
相
が

誕
生
さ
れ
た
こ
と
が
記
憶

に
残
り
ま
す
。
特
に
「
奈

良
の
女
で
す
」
と
語
ら
れ

た
そ
の
言
葉
に
は
、
私
た

ち
奈
良
県
民
と
し
て
誇
り

を
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
の
大
淀
町

の
主
な
事
案
と
し
て
、
町

立
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

に
関
し
て
、
改
修
費
用
の

抑
制
や
財
源
の
確
保
な
ど

諸
課
題
を
乗
り
越
え
て
全

面
再
開
に
向
け
て
継
続
し

て
取
り
組
み
ま
す
。
今
後

は
、
設
計
業
務
や
運
営
業

務
委
託
先
の
選
定
、
改
修

工
事
等
の
工
程
を
経
て
、

令
和
10
年
４
月
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ

し
て
業
務
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

次
に
、
昨
年
４
月
か
ら

奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団

に
よ
る
広
域
行
政
に
移
行

し
た
上
水
道
事
業
に
つ
い

て
、
老
朽
化
が
著
し
い
浄

水
場
の
改
修
工
事
や
排
水

施
設
の
更
新
工
事
を
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
資
本
投
資

と
併
せ
て
水
需
要
の
減
少

に
よ
り
水
道
料
金
を
引
き

上
げ
る
必
要
が
生
じ
て
ま

い
り
ま
す
が
、
広
域
化
の

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
国
・
県

補
助
金
に
よ
る
財
源
の
確

保
等
に
努
め
、
将
来
に
渡

る
安
定
し
た
水
供
給
に
向

け
て
、
上
水
道
施
設
の
老

朽
化
対
策
と
災
害
に
対
す

る
強
靭
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
物
価
高
騰
対
策

や
子
育
て
支
援
施
策
を
実

施
し
、
継
続
し
て
福
祉
の

向
上
・
質
の
高
い
教
育
環

境
の
整
備
・
農
林
商
工
業

の
活
性
化
・
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
削
減
等
の
環
境
施
策
の

充
実
な
ど
の
各
分
野
に
お

け
る
行
政
課
題
の
解
決
に

向
け
て
計
画
的
に
対
応

し
、
大
淀
町
を
持
続
可
能

な
魅
力
あ
る
ま
ち
と
し
て

次
世
代
に
引
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
に
と

っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

無人化された無人化された
壺阪山駅舎の活用を検討壺阪山駅舎の活用を検討

高取町高取町
町　長　町　長　中 川 裕 介中 川 裕 介

本
町
に
あ
る
高
取
城
跡

は
、
日
本
三
大
山
城
の
１

つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
豊
臣
秀
長
の
命
を

受
け
家
臣
に
よ
り
整
備
拡

充
さ
れ
た
、
秀
長
ゆ
か
り

の
城
で
も
あ
り
ま
す
。
本

年
１
月
か
ら
放
送
さ
れ
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
豊

臣
兄
弟
！
」
は
豊
臣
秀
長

が
主
人
公
で
す
。
本
町
と

し
て
も
、
奈
良
県
が
舞
台

と
な
る
５５
年
ぶ
り
の
大
河

ド
ラ
マ
を
契
機
に
、
積
極

的
に
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一

環
と
し
て
、
高
取
町
の
公

式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
た
か
と
り
ん
」
が

昨
年
５
月
に
誕
生
し
ま
し

た
。「た

か
と
り
ん
」
は
、

町
内
外
か
ら
多
数
の
応
募

を
い
た
だ
い
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
候
補
の
中
か
ら
、
人

気
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ

ま
し
た
。
本
町
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る「
た
か
と
り
ん
」

の
活
躍
に
も
今
後
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

本
年
は
、
大
河
ド
ラ
マ

な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
例

年
以
上
に
観
光
客
が
訪
れ

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
。
本
町
と
し
て
も
、
壺

阪
山
駅
前
の
修
景
や
、
観

光
ト
イ
レ
、
案
内
看
板
の

設
置
な
ど
、
観
光
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
、
土
佐

街
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
の
改

良
工
事
に
着
手
し
、
無
人

化
さ
れ
た
壺
阪
山
駅
舎
の

活
用
を
近
鉄
、
奈
良
県
と

連
携
し
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
町
政
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
、
引
き
続
き

観
光
振
興
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

本
年
も
、
町
民
の
皆
様

と
と
も
に
「
健
や
か
に
住

み
続
け
た
く
な
る
高
取

町
」
を
め
ざ
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

防災情報伝達手段の防災情報伝達手段の
構築などに取組構築などに取組

下市町下市町
町　長　町　長　仲 嶋 久 雄仲 嶋 久 雄

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新

年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
全
国
で
は
豪
雨
災
害

や
林
野
火
災
に
よ
る
災
害

が
あ
り
、
改
め
て
自
然
の

脅
威
と
日
頃
か
ら
の
「
備

え
」
の
重
要
性
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
幸
い
下

市
町
で
は
大
き
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

い
つ
ど
の
よ
う
な
災
害
が

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

町
民
の
皆
様
の
か
け
が

え
の
な
い
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
は
、
行
政
に
よ

る
「
公
助
」
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ま
ず
は
自
ら
の

命
を
守
る
「
自
助
」
そ
し

て
地
域
で
互
い
に
助
け
合

う
「
共
助
」
の
力
が
不
可

欠
で
す
。
近
い
将
来
に
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
に
備
え
て
、

下
市
町
と
し
ま
し
て
も
町

民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

危
機
を
想
定
し
た
防
災
・

減
災
対
策
に
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
防

災
情
報
伝
達
手
段
の
構
築

や
災
害
用
備
蓄
品
の
充
実

な
ど
防
災
体
制
の
強
化
な

ど
を
進
め
、
今
後
も
町
民

の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
最
大
限
努

力
す
る
こ
と
を
改
め
て
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
本
年
が
皆
様
に

と
っ
て
安
全
で
幸
多
き
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



本年も何卒宜しくお願い申し上げます　1月1日

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）(19) 2026年(令和８年)１月１日(木)

高取バイパス高取バイパス
８年度全線開通へ　槌音高く８年度全線開通へ　槌音高く建設進む建設進む 中

南
和
地
域
の
活
性
化
及
び

災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
向
け
て

写真提供：奈良県中和土木事務所写真提供：奈良県中和土木事務所

一般国道169号高取バイパスは、紀伊半島アンカールート一般国道169号高取バイパスは、紀伊半島アンカールート
の一部を形成する道路であり、県中和地域と南和地域の広の一部を形成する道路であり、県中和地域と南和地域の広
域ネットワークを形成する幹線道路。令和8年度の全線開域ネットワークを形成する幹線道路。令和8年度の全線開
通に向け、本線部分の舗装、排水構造物、区画線、交通安全施通に向け、本線部分の舗装、排水構造物、区画線、交通安全施
設等の工事が実施される。設等の工事が実施される。

♦事業概要
事業区間：�高市郡高取町兵庫
　　　　　～高市郡高取町清水谷
事業延長：3.4㎞
構造規格：第３種第２級
設計速度：60㎞／h
車 線 数：２車線
道路幅員：8.5ｍ

♦事業の経緯
平成９年　　：都市計画決定
平成10年　　：事業化
平成24年４月：部分供用
　　　　　　 （１工区1.4㎞区間）
平成26年度　：松山高架橋完成
平成30年度　：高取トンネル完成
令和２年度　：上辻トンネル完成
令和５年度　：清水谷高架橋完成
令和８年度　：高取バイパス供用予定
　　　　　　 （２工区2.0㎞区間）

本 社
〒６３９－０２６５

奈 良 県 香 芝 市 上 中 2 7 1 番 地
ＴＥＬ０７４５（７６）４００９㈹　ＦＡＸ０７４５（７６）２４５６
E-mai l dyshowhouse@nif ty .com
h t t p s : / / d y s h ow h o u s e . c o . j p /

代表取締役 清原　千惠美

藤 原 電 気 工 業 株 式 会 社
本 社
〒６３０－8453

大 阪 営 業 所
〒５３２－００１１

奈 良 市 西 九 条 町 ２ － ５ － １ ４
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ２ － ５ ０ － ３ ０ ０ ０
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ２ － ５ ０ － ３ １ ０ ０
大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 ５－７－１４－５０２
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ６ － ６ ８ ８ ５ － ３ ４ １ ０
Ｆ Ａ Ｘ ０ ６ － ６ ８ ８ ５ － ３ ４ １ ４

代表取締役 藤 原 良 輔
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鹿
島
建
設
と
契
約
締
結

鹿
島
建
設
と
契
約
締
結

国
道
１
６
９
号
上
池
原
ト
ン
ネ
ル
他
工
事

国
道
１
６
９
号
上
池
原
ト
ン
ネ
ル
他
工
事

近 畿 地 整近
畿
地
方
整
備
局
は
、

令
和
５
年
１２
月
に
発
生
し

た
崩
土
被
害
に
対
す
る
災

害
復
旧
工
事
で
あ
る
「
国

道
１
６
９
号
上
池
原
ト
ン

ネ
ル
他
工
事
」
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ

適
用
の
総
価
契
約
単
価
合

意
方
式
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
、
鹿
島
建
設
関
西

支
店
（
大
阪
市
中
央
区
城

見
）
と
１
４
８
億
１
１
５

契
約
額
１
４
８
億
１
１
５
０
万
円

契
約
額
１
４
８
億
１
１
５
０
万
円

基
本
方
針
書
を
作
成

基
本
方
針
書
を
作
成

中
登
美
第
三
団
地
環
境
整
備

中
登
美
第
三
団
地
環
境
整
備

Ｄ
Ａ
Ｎ
・
Ｇ
Ｋ
―
Ｄ
Ｓ
Ｈ
で

Ｄ
Ａ
Ｎ
・
Ｇ
Ｋ
―
Ｄ
Ｓ
Ｈ
で

都市再生機構

特記仕様書より

　

独
立
行
政
法
人
都
市

再
生
機
構
西
日
本
支
社

は
、
中
登
美
第
三
団
地
に

お
い
て
今
後
の
団
地
環
境

整
備
設
計
の
指
針
と
な
る

よ
う
、
屋
外
整
備
メ
ニ
ュ

ー
と
め
ざ
す
将
来
像
及
び

デ
ザ
イ
ン
の
ト
ー
ン
＆
マ

ナ
ー
を
整
理
し
た
団
地
環

境
整
備
に
お
け
る
基
本
方

針
書
を
作
成
す
る
。

中
登
美
第
三
団
地
で

は
、
団
地
魅
力
向
上
施
策

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸

成
と
そ
れ
に
資
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
な
ど
の
ソ
フ

ト
施
策
に
重
点
を
置
い
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
団
地

の
改
修
に
当
た
っ
て
は
今

あ
る
団
地
内
の
資
源
・
魅

力
を
最
大
限
活
か
し
な
が

ら
、
ソ
フ
ト
施
策
の
効
果

の
最
大
化
及
び
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
の
最
適
化
に
よ
る

団
地
の
更
な
る
魅
力
向
上

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
般
競
争
入
札
「
０７
―

中
登
美
第
三
団
地
環
境
整

備
基
本
検
討
業
務
」
に
よ

り
Ｄ
Ａ
Ｎ
・
Ｇ
Ｋ
―
Ｄ
Ｓ

Ｈ
設
計
Ｊ
Ｖ
（
大
阪
市
中

央
区
大
手
通
）
に
業
務
を

委
託
し
た
。
業
務
は
屋
外

空
間
の
現
況
調
査
・
分
析
、

団
地
環
境
整
備
基
本
方
針

の
検
討
、
団
地
環
境
整
備

基
本
方
針
書
の
作
成
、
有

識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
委
託

０
万
円
込
（
予
定
価
格
１

４
８
億
２
１
３
６
万
７
０

０
０
円
込
）
で
昨
年
６
月

３０
日
に
契
約
を
締
結
し
た
。

鹿
島
建
設
関
西
支
店
は

「
国
道
１
６
９
号
上
池
原

ト
ン
ネ
ル
他
工
事
に
係
る

技
術
協
力
業
務
」
に
お
い

て
、
提
出
さ
れ
た
技
術
提

案
書
を
審
査
し
た
結
果
、

技
術
提
案
交
渉
方
式
を
適

用
し
た
当
該
業
務
の
事
業

目
的
達
成
の
た
め
、
最
も

有
効
な
技
術
力
を
備
え
て

い
る
と
判
断
し
、
優
先
交

渉
権
者
と
し
て
選
定
さ
れ

て
い
た
。「
国
道
１
６
９

号
上
池
原
ト
ン
ネ
ル
他
工

事
に
お
け
る
技
術
提
案
・

交
渉
方
式
の
専
門
部
会
」

で
設
計
内
容
・
価
格
が
妥

当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

鹿
島
建
設
関
西
支
店
が
唯

一
の
契
約
相
手
と
判
断
し

た
も
の
。

工
事
場
所
は
下
北
山
村

前
鬼
～
上
池
原
。
工
事
内

容
は
工
事
延
長
２
８
７
０

㍍
、
道
路
ト
ン
ネ
ル
（
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｍ
）（
標
準
部
内
空
断

面
積
５３
平
方
㍍
）、
掘
削

２
７
７
８
㍍
、
覆
工
２
７

７
８
㍍
、
坑
門
工
２
基
、

仮
設
工
１
式
。
工
期
１１
年

２
月
２８
日
。

ま
た
、
奈
良
国
道
事
務

所
は
、
簡
易
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
「
国
道
１
６
９

号
上
池
原
ト
ン
ネ
ル
詳
細

設
計
他
業
務
」に
お
い
て
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
を
１
０
３
満
点
中

１
０
０
・
５
点
で
特
定
し

て
業
務
を
行
っ
た
。
他
の

技
術
提
案
書
の
提
出
者
は

八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン

グ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
中

央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
。
そ
れ
以
外
の
参
加
表

明
書
の
提
出
者
は
ニ
ュ
ー

ジ
ェ
ッ
ク
、
建
設
技
術
研

究
所
、
千
代
田
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
東
京
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
。
業
務
は
、
国
道

１
６
９
号
上
池
原
ト
ン
ネ

ル
詳
細
設
計
他
。
業
務
場

所
は
奈
良
市
。
委
託
期
間

１２
月
２６
日
。
主
な
業
務
内

容
は
次
の
通
り
▽
一
般
構

造
物
設
計
（
一
般
構
造
物

詳
細
設
計
）
＝
場
所
打
ち

法
枠
（
１
ヵ
所
）
１
式
、

擁
壁
安
定
検
討（
２
ヵ
所
）

１
式
、
落
石
防
護
網
（
１

ヵ
所
）
１
式
▽
ト
ン
ネ
ル

設
計
（
山
岳
ト
ン
ネ
ル
詳

細
設
計
）
＝
山
岳
ト
ン
ネ

ル
詳
細
修
正
設
計
（
Ｌ
２

７
７
２
㍍
）
１
式
、
支
保

構
造
検
討（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
解
析
）

３
断
面
、
工
事
用
ト
ン
ネ

ル
詳
細
設
計
（
Ｌ
１
２
５

㍍
）１
式
▽
橋
梁
設
計（
橋

梁
詳
細
設
計
）
＝
鋼
製
永

久
桟
橋
詳
細
設
計（
図
面
、

数
量
）（
Ｌ
１
２
６
㍍
）
１

橋
▽
共
通
（
設
計
業
務
）

（
打
合
せ
等
）
＝
関
係
機

関
打
合
せ
協
議
１
式
。

国
道
１
６
９
号
下
北
山

村
上
池
原
で
発
生
し
た
崩

土
災
害
の
早
期
復
旧
に
向

け
て
「
奈
良
南
部
災
害
復

旧
対
策
出
張
所
」
を
、
大

淀
町
下
渕
１
０
０
０
の
奈

良
県
南
和
労
働
会
館
２
階

に
開
所
し
た
。

併
せ
て
現
在
、
国
の
権

限
代
行
に
よ
り
事
業
中
の

国
道
１
６
８
号
長
殿
道

路
、
五
條
新
宮
道
路
（
風

屋
川
津
・
宇
宮
原
工
区
）、

十
津
川
道
路
（
Ⅱ
期
）
及

び
国
道
１
６
９
号
伯
母
峯

峠
道
路
の
業
務
も
新
出
張

所
に
一
元
的
に
所
掌
さ

せ
、
引
き
続
き
整
備
促
進

を
図
っ
て
い
く
。

期
間
６
月
１２
日
。
昨
年
度

に
実
施
し
た
０６
―
中
登
美

第
三
団
地
色
彩
計
画
等
景

観
デ
ザ
イ
ン
業
務
も
同
設

計
Ｊ
Ｖ
で
行
っ
て
い
る
。

担
当
は
技
術
監
理
部
企
画

第
１
課
（
電
話
０
６
―
４

７
９
９
―
１
１
１
２
）。

業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

【
屋
外
空
間
の
現
況
調

査
・
分
析
】

屋
外
空
間（
住
棟
周
り
、

道
路
、歩
行
者
専
用
道
路
、

施
設
街
区
、
公
園
２１
ヵ
所

等
）
を
対
象
に
、
周
辺
地

域
を
含
め
た
屋
外
に
お
け

る
景
観
と
動
線
及
び
利
用

特
性
の
調
査
・
分
析
を
行

う
。
但
し
調
査
計
画
立
案

に
当
た
っ
て
図
に
示
す
本

団
地
に
お
け
る
実
施
予
定

事
業
を
参
考
に
す
る
①
対

象
団
地
及
び
周
辺
地
域
に

お
け
る
景
観
特
性
の
調
査

②
主
要
な
屋
外
空
間
に
お

け
る
利
用
状
況
（
空
間
の

使
わ
れ
方
）
及
び
動
線
に

関
す
る
調
査
③ 

「
重
点
エ

リ
ア
」（
施
設
街
区
、
主
要

な
団
地
入
口
付
近
、
歩
行

者
専
用
通
路
等
の
３
エ
リ

ア
程
度
）
の
設
定
及
び
特

性
の
分
析
。

屋
外
空
間
の
利
用
実
態

と
利
用
意
向
及
び
今
後
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
把
握

す
る
た
め
、団
地
居
住
者
・

団
地
管
理
者
・
利
用
者
・

活
動
団
体
等
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
等
を
行
う
①
団

地
居
住
者
等
を
対
象
と
し

た
屋
外
空
間
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
②

団
地
居
住
者
・
利
用
者
等

を
対
象
と
し
た
屋
外
空
間

利
用
に
関
す
る
意
向
把
握

の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
ま
た
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
等
の
実
施
。

団
地
の
特
徴
及
び
問
題

点
を
勘
案
し
た
う
え
で
、

今
後
の
屋
外
改
修
の
参
考

と
な
る
団
地
屋
外
空
間
及

び
公
共
空
間
等
の
整
備
プ

ロ
セ
ス
に
係
る
事
例
の
調

査
・
分
析
を
行
う
①
景
観

資
源
、
地
域
資
源
等
を
活

か
し
た
も
の
で
か
つ
改
修

整
備
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
住
民
・
利
用
者
等
の
意

向
を
採
り
入
れ
る
形
で
行

わ
れ
た
屋
外
改
修
事
例
を

３
事
例
程
度
（
例
と
し
て

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
空
間
、
都

市
農
園
、
シ
ニ
ア
層
の
活

動
を
意
識
し
た
屋
外
、
施

設
街
区
活
性
化
）
抽
出
す

る
。
屋
外
空
間
の
規
模
及

び
設
備
等
の
整
備
状
況
の

ほ
か
意
向
把
握
の
プ
ロ
セ

ス
・
手
法
と
利
用
の
ス
キ

ー
ム
・
管
理
運
営
体
制
等

に
つ
い
て
も
調
査
を
行
う

（
例
と
し
て
移
動
支
援
カ

ー
ト
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
、
健
康
器
具
系
施
設
）

②
団
地
（
住
宅
棟
、
施
設

街
区
等
）
の
特
徴
及
び
問

題
点
に
つ
い
て
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

ハ
ー
ド
面
及
び
ソ
フ
ト
面

か
ら
団
地
の
価
値
向
上
を

図
る
た
め
の
手
法
等
に
つ

い
て
の
分
析
を
行
う
③
以

上
の
調
査
に
つ
い
て
こ
の

団
地
へ
の
導
入
に
当
た
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
と
課
題
及
び
概
算
金

額
を
比
較
検
討
が
可
能
な

よ
う
取
り
ま
と
め
る
。

【
団
地
環
境
整
備
基
本

方
針
の
検
討
】

屋
外
空
間
の
現
況
調

査
・
分
析
に
基
づ
い
て
屋

外
空
間
の
コ
ン
セ
プ
ト
及

び
整
備
方
針
（
全
体
、
エ

リ
ア
別
）
の
検
討
を
行
う

①
別
途
履
行
中
業
務
で
検

討
中
の
「
中
登
美
第
三
団

地
景
観
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
及
び
団
地
居
住

者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

踏
ま
え
た
屋
外
空
間
全
体

の
コ
ン
セ
プ
ト
及
び
整
備

方
針
の
設
定
②
想
定
さ
れ

る
ソ
フ
ト
施
策
に
基
づ
く

「
重
点
エ
リ
ア
」
に
お
け

る
整
備
方
針
の
設
定
（
パ

タ
ー
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の

手
法
を
用
い
た
場
所
別
の

方
針
検
討
を
想
定
）。

「
重
点
エ
リ
ア
」
に
お

け
る
要
素
別
の
整
備
方
針

の
検
討
を
行
う
。
但
し
管

理
に
係
る
負
担
を
考
慮
す

る
①
植
栽
、
サ
イ
ン
と
照

明
や
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
類
な

ど
屋
外
空
間
全
体
に
係
る

項
目
別
の
整
備
方
針
の
設

定
（
具
体
的
な
設
計
や
メ

ー
カ
ー
品
番
で
は
な
く
イ

メ
ー
ジ
な
ど
で
整
備
方
針

を
伝
え
る
も
の
）
②
外
壁

色
彩
計
画
及
び
団
地
再
生

事
業
の
計
画
と
馴
染
む
よ

う
な
屋
外
デ
ザ
イ
ン
ト
ー

ン
＆
マ
ナ
ー
の
整
理
③
ハ 

団
地
内
回
遊
動
線
と
滞
在

拠
点
創
出
等
に
向
け
た
整

備
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
④
設

計
時
点
で
精
査
す
べ
き
課

題
の
整
理
。

「
重
点
エ
リ
ア
」
に
お

け
る
ハ
ー
ド
整
備
後
の
ソ

フ
ト
面
の
取
組
み
と
連

携
・
協
働
し
た
め
ざ
す
べ

き
将
来
像
（
パ
ー
ス
等
）

を
作
成
す
る
。

他
団
地
へ
の
横
展
開
に

当
た
り
改
修
に
際
し
て
検

討
・
留
意
す
べ
き
点
と
整

備
プ
ロ
セ
ス
・
メ
ニ
ュ
ー

及
び
優
先
度
等
に
つ
い
て

整
理
す
る
（
こ
の
業
務
に

お
け
る
検
討
過
程
の
フ
ロ

ー
チ
ャ
ー
ト
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
）。

【
団
地
環
境
整
備
基
本

方
針
書
の
作
成
】

中
登
美
第
三
団
地
の

「
景
観
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
及
び
「
色
彩
計

画
書
」
を
参
考
に
以
上
の

内
容
を
と
り
ま
と
め
た
基

本
設
計
に
繋
が
る
方
向
性

を
示
し
た
団
地
環
境
整
備

基
本
方
針
書
を
作
成
す
る
。

【
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
】

業
務
全
体
を
通
じ
て
有

識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
を
３
回
程
度
行
う
（
有

識
者
へ
の
謝
礼
の
支
払
い

も
含
む
）。な
お
有
識
者
の

選
定
に
当
た
っ
て
は
機
構

担
当
者
と
協
議
す
る
こ

と
。
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１２１２
年
度
中
の
供
用
開
始
め
ざ
す

年
度
中
の
供
用
開
始
め
ざ
す

ＰＦＩ事 業 を 支 援ＰＦＩ事 業 を 支 援
県
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

医大新駅周辺まちづくり民活導入医大新駅周辺まちづくり民活導入

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
１
月

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
１
月
２９２９
日
に
開
札

日
に
開
札

西
側
エ
リ
ア
は
新
ア
リ
ー
ナ

西
側
エ
リ
ア
は
新
ア
リ
ー
ナ

東
側
エ
リ
ア
は
民
間
活
用
等

東
側
エ
リ
ア
は
民
間
活
用
等

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

局
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

は
、
医
大
新
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
に
お
い
て
、
西
側

エ
リ
ア
に
お
け
る
ア
リ
ー

ナ
に
係
る
整
備
運
営
事
業

に
合
わ
せ
、
民
間
の
活
力

を
活
用
し
た
新
駅
の
東
側

エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り

（
公
有
地
の
）
民
間
活
用

等
を
付
帯
事
業
と
し
て
含

め
る
こ
と
も
計
画
し
て
お

り
、
東
側
エ
リ
ア
の
利
用

を
含
む
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ

く
実
施
方
針
等
の
公
表
か

ら
整
備
運
営
事
業
者
選
定

及
び
契
約
締
結
、
そ
の
他

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
開
始
ま
で
に

必
要
と
な
る
一
連
の
手
続

き
等
を
行
う
。

一
般
競
争
入
札
「（
仮

称
）
医
大
新
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
業
務
委
託（
医
大
・

周
辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
事

業
）
第
４
１
０
―
委
―
２

県
と
橿
原
市

新駅設置で基本協定新駅設置で基本協定
県立医大南側地区まちづくり県立医大南側地区まちづくり

奈
良
県
は
昨
年
３
月
、

橿
原
市
と
奈
良
県
立
医
科

大
学
附
属
病
院
南
側
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

（
仮
称
）
医
大
新
駅
の
設

置
等
に
関
す
る
基
本
協
定

を
締
結
し
た
。
新
駅
に
つ

い
て
は
令
和
７
年
度
に
基

本
設
計
を
進
め
、
１２
年
度

中
の
供
用
開
始
を
め
ざ

す
。
引
き
続
き
周
辺
の
賑

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
関
係
者
で
連

携
・
協
働
し
て
取
組
み
を

進
め
る
。

新
駅
設
置
は
県
事
業
と

し
て
費
用
を
県
・
市
・
近

鉄
で
負
担
、
工
事
は
近
鉄

が
施
工
。
費
用
負
担
割
合

号
」
を
１
月
２９
日
に
開
札

し
、
一
連
の
手
続
き
等
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
支

援
を
行
う
業
務
を
委
託
す

る
。
業
務
場
所
は
橿
原
市

四
条
町
他
。
業
務
概
要
は

（
仮
称
）
医
大
新
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託
１

式
。
委
託
期
間
２
月
６
日

（
予
定
）
～
９
年
１０
月
２９

日
。予
定
価
格
は
非
公
表
。

問
い
合
わ
せ
先
等
は
地
域

構
想
・
市
街
地
整
備
係（
電

話
０
７
４
２
―
２
７
―
７

５
２
１
）。

県
が
整
備
す
る
新
駅
に

合
わ
せ
、
新
ア
リ
ー
ナ
を

含
む
新
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
を
計
画
し
て
お
り
、
新

駅
の
西
側
エ
リ
ア
に
ア
リ

ー
ナ
・
ア
ク
セ
ス
道
路
・

駐
車
場
・
駅
前
広
場
・
自

由
通
路
・
駐
輪
場
等
を
設

置
す
る
。

ア
リ
ー
ナ
は
「
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

多
く
の
県
民
が
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
や
活
動
に
よ

り
快
適
に
取
り
組
め
る
環

境
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
、
令
和
１３
年
度
に

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
お
け
る
競
技
等
の
開
催

と
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
大
会
後
の
活
用

を
見
据
え
、
６
年
度
に
お

い
て
橿
原
公
苑
の
あ
り

方
、
各
施
設
機
能
規
模
の

概
略
検
討
、
事
業
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
の
検
討
内
容
を

ま
と
め
た
「
橿
原
公
苑
再

整
備
基
本
構
想
」及
び「
新

ア
リ
ー
ナ
適
地
検
討
業
務

委
託
」
の
策
定
な
ど
を
行

っ
た
。 

７
年
度
に
お
い
て
は
基

本
構
想
等
を
基
に
ア
リ
ー

ナ
に
関
す
る
計
画
を
具
現

化
す
る
た
め
、
当
該
事
業

費
及
び
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
精
査
並
び
に
財
源
と

事
業
ス
キ
ー
ム
及
び
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し

「
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
整

備
基
本
計
画
」
を
策
定
し

た
。ア

リ
ー
ナ
に
係
る
整
備

運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、

基
本
計
画
内
で
の
民
間
活

力
導
入
可
能
性
調
査
の
結

果
よ
り
上
記
コ
ン
セ
プ
ト

実
現
の
た
め
に
「
民
間
資

金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共

施
設
等
の
整
備
等
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」（
Ｐ
Ｆ
Ｉ

法
）
に
基
づ
く
整
備
運
営

事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

【（
仮
称
）
医
大
新
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
】

▽
（
仮
称
）
医
大
新
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
運

営
事
業
開
始
ま
で
の
詳
細

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
＝

ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
は
基

本
計
画
で
作
成
し
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
精
査
し
、
ア

リ
ー
ナ
を
含
め
た
医
大
新

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
本

業
務
着
手
か
ら
整
備
運
営

事
業
開
始
ま
で
の
一
連
の

手
続
等
に
係
る
詳
細
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
作
成

す
る
。

▽
（
仮
称
）
医
大
新
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
運

営
事
業
ス
キ
ー
ム
（
案
）

の
精
査
＝
基
本
計
画
に
お

い
て
検
討
し
た
事
業
ス
キ

ー
ム
（
事
業
手
法
、
法
令

及
び
支
援
制
度
の
整
理
、

事
業
範
囲
、
事
業
期
間
、

資
金
調
達
方
法
、
官
民
リ

ス
ク
分
担
、
民
間
収
益
事

業
の
実
現
可
能
性
）（
案
）

に
係
る
項
目
内
容
の
精
査

の
ほ
か
、
事
業
ス
キ
ー
ム

に
係
る
①
東
側
エ
リ
ア
利

用
の
用
途
・
事
業
ス
キ
ー

ム
②
事
業
範
囲
（
特
に
ア

リ
ー
ナ
整
備
運
営
以
外
の

新
駅
自
由
通
路
・
ロ
ー
タ

リ
ー
や
周
辺
道
路
の
整
備

に
係
る
分
担
）
③
事
業
収

支
の
検
討
・
精
査
（
施
設

利
用
料
金
（
単
価
等
）、

県
財
政
負
担
額
の
算
定
等

含
む
）
④
支
払
い
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
検
討
（
プ
ロ
フ
ィ

ッ
ト
シ
ェ
ア
・
レ
ベ
ニ
ュ

ー
シ
ェ
ア
／
ロ
ス
シ
ェ
ア

導
入
等
検
討
含
む
）
⑤
事

業
終
了
時
の
取
扱
の
検
討

⑥
事
業
継
続
困
難
時
の
措

置
の
検
討
⑦
そ
の
他
必
要

と
な
る
事
項
の
項
目
内
容

に
つ
い
て
併
せ
て
検
討

し
、事
業
ス
キ
ー
ム（
案
）

を
作
成
す
る
。
な
お
、
精

査
及
び
検
討
に
当
た
り
、

事
業
ス
キ
ー
ム
案
が
複
数

あ
る
場
合
は
比
較
検
討
を

行
い
、
民
間
事
業
者
の
創

意
工
夫
及
び
ノ
ウ
ハ
ウ
等

が
充
分
に
発
揮
で
き
る
こ

と
を
念
頭
に
検
討
等
を
行

う
。▽

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
検

討
支
援
＝
各
段
階（
設
計
、

工
事
、
維
持
管
理
運
営
、

事
業
終
了
時
等
）
に
お
け

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
係
る

①
体
制
②
項
目
③
実
施
方

法
④
評
価
方
法
⑤
評
価
結

果
に
よ
る
措
置
内
容
（
要

求
水
準
未
達
に
係
る
対
応

内
容
等
）
⑥
そ
の
他
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
必
要

な
事
項
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
提
案
す
る
。

▽
什
器
備
品
調
達
の
検

討
等
支
援
＝
ア
リ
ー
ナ
施

設
に
係
る
什
器
備
品
に
関

す
る
①
調
達
対
象
の
特
定

②
数
量
等
の
設
定
③
費
用

見
積
及
び
調
達
リ
ス
ト
の

作
成
④
そ
の
他
什
器
備
品

の
検
討
に
係
る
必
要
な
事

項
の
支
援
を
行
う
。

▽
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
＝
作
成

し
た
事
業
ス
キ
ー
ム（
案
）

等
の
内
容
に
基
づ
き
、
必

要
な
資
料
等
を
作
成
し
、

参
画
意
向
等
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実

施
す
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
当
た
っ

て
は
基
本
計
画
で
は
検
討

対
象
と
し
て
い
な
い
東
側

エ
リ
ア
利
用
に
つ
い
て
特

に
留
意
す
る
。

▽
（
仮
称
）
医
大
新
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
運

営
事
業
ス
キ
ー
ム
（
案
）

の
提
案
＝
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
結
果
内
容

等
を
踏
ま
え
、
当
該
事
業

ス
キ
ー
ム
（
案
）
を
提
案

す
る
。
提
案
に
当
た
っ
て

基
本
計
画
時
に
実
施
し
た

定
量
評
価
（
Ｖ
Ｆ
Ｍ
、
財

政
負
担
額
の
算
定
等
）
等

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う

必
要
が
あ
る
場
合
は
行
う

な
ど
事
業
ス
キ
ー
ム
案
の

提
案
に
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
検
討
整
理
す
る
。

▽
奈
良
県
（
仮
称
）
医

大
新
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

事
業
者
選
定
委
員
会
組
成

支
援
＝
（
仮
称
）
医
大
新

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備

運
営
事
業
者
選
定
に
向
け

て
、
外
部
有
者
に
よ
る
選

定
委
員
会
の
組
成
を
行

う
。
同
審
査
会
組
成
に
向

け
て
①
選
定
委
員
会
体
制

検
討
②
選
定
委
員
候
補
者

選
定
③
選
定
委
員
選
定
に

関
す
る
資
料
作
成
④
選
定

委
員
交
渉
支
援
を
行
う
。

▽
実
施
方
針
公
表
支
援

＝
実
施
方
針
の
公
表
は
令

和
８
年
７
月
頃
を
予
定
し

て
お
り
、
実
施
方
針
公
表

に
係
る
①
実
施
方
針（
案
）

の
作
成
②
要
求
水
準
書

（
案
）
の
作
成
③
実
施
方

針
公
表
に
係
る
関
連
書
類

の
整
理
及
び
作
成
④
公
表

に
係
る
質
問
回
答
及
び
意

見
招
請
⑤
そ
の
他
実
施
方

針
公
表
に
係
る
必
要
な
事

項
の
支
援
を
行
う
。

▽
特
定
事
業
の
選
定
及

び
公
表
支
援
＝
特
定
事
業

の
選
定
は
令
和
８
年
９
月

頃
を
予
定
し
て
お
り
、
特

定
事
業
の
選
定
及
び
公
表

に
係
る
①
定
量
評
価
（
Ｖ

Ｆ
Ｍ
等
）
及
び
定
性
評
価

の
実
施
②
総
合
評
価
の
実

施
③
特
定
事
業
選
定
公
表

資
料
案
等
の
作
成
④
そ
の

他
特
定
事
業
の
選
定
及
び

公
表
に
必
要
な
事
項
の
支

援
を
行
う
。

▽
整
備
運
営
事
業
者
選

定
準
備
支
援
＝
整
備
運
営

事
業
者
選
定
準
備
に
係
る

①
募
集
要
項
（
公
告
を
含

む
）
の
作
成
②
募
集
関
連

様
式
（
様
式
集
）
の
作
成

③
要
求
水
準
書
（
案
）
の

修
正
④
基
本
協
定
書（
案
）

の
作
成
⑤
事
業
契
約
書

（
案
）
の
作
成
⑥
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
基
本
計
画
（
案
）

の
作
成
⑦
そ
の
他
募
集
関

連
書
類
の
作
成
⑧
整
備
運

営
事
業
者
選
定
審
査
基
準

（
案
）
の
作
成
⑨
そ
の
他

選
定
準
備
に
必
要
な
事
項

の
支
援
を
行
う
。

▽
整
備
運
営
事
業
者
選

定
支
援
＝
①
整
備
運
営
事

業
者
募
集
に
関
す
る
質
問

回
答
②
説
明
会
開
催
支
援

③
審
査
資
料
（
案
）
の
作

成
④
選
定
事
業
の
Ｖ
Ｆ
Ｍ

算
定
⑤
審
査
講
評
（
案
）

及
び
審
査
公
表
関
連
資
料

（
案
）
の
作
成
⑥
そ
の
他

整
備
運
営
事
業
者
選
定
に

必
要
な
事
項
の
支
援
。

▽
事
業
契
約
等
締
結
支

援
＝
①
事
業
契
約
締
結
ま

で
の
整
備
運
営
予
定
事
業

者
等
と
の
調
整
支
援
②
そ

の
他
事
業
契
約
締
結
等
に

必
要
な
事
項
の
支
援
を
行

う
。 ▽

奈
良
県
（
仮
称
）
医

大
新
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

事
業
者
選
定
委
員
会
開
催

運
営
＝
令
和
８
年
度
に
つ

い
て
は
選
定
委
員
会
開
催

を
５
回
予
定
し
て
い
る
①

選
定
委
員
会
開
催
運
営
支

援
②
選
定
委
員
会
資
料
案

及
び
開
催
議
事
録
作
成
③

そ
の
他
選
定
審
査
委
員
会

運
営
に
必
要
な
事
項
の
支

援
を
行
う
。

▽
庁
内
説
明
等
支
援
＝

①
（
仮
称
）
医
大
新
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
運
営

事
業
に
係
る
県
財
政
負
担

額
説
明
資
料
作
成
②
（
仮

称
）
医
大
新
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
整
備
運
営
事
業
内

容
資
料
作
成
。
作
成
想
定

時
期
は
・
実
施
方
針
公
表

時
・
特
定
事
業
選
定
時
・

運
営
事
業
者
決
定
時
／
基

本
協
定
締
結
時
・
事
業
契

約
締
結
時
。

【
新
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
エ
リ
ア
に
お
け
る
用
途

地
域
等
変
更
手
続
支
援
】

▽
新
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
エ
リ
ア
予
定
地
周
辺
用

途
地
域
等
見
直
し
方
針
に

つ
い
て
＝
新
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
エ
リ
ア
予
定
地
周

辺
に
係
る
用
途
地
域
及
び

高
度
地
区
に
つ
い
て
、
見

直
し
地
区
及
び
見
直
し
後

の
用
途
地
域
及
び
高
度
地

区
に
係
る
方
針
に
つ
い
て

整
理
す
る
。

▽
用
途
地
域
等
見
直
し

地
区
に
係
る
都
市
計
画
変

更
手
続
関
連
図
書
（
案
）

の
作
成
等
＝
新
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
エ
リ
ア
予
定
地

周
辺
に
お
け
る
用
途
地
域

及
び
高
度
地
区
の
見
直
し

に
係
る
都
市
計
画
変
更
手

続
き
に
必
要
な
①
協
議
図

書
・
縦
覧
図
書
の
作
成（
総

括
図
・
計
画
図
・
変
更
理

由
書
含
む
計
画
書
等
）
②

都
市
計
画
審
議
会
用
資
料

の
作
成
③
住
民
説
明
会
用

資
料
の
作
成
④
そ
の
他
必

要
な
参
考
図
書
の
作
成

（
経
緯
表
、
計
画
書
・
総

括
図
・
計
画
図
の
新
旧
対

照
表
、
そ
の
他
必
要
参
考

図
書
等
）
を
作
成
す
る
。

成
果
物
の
提
出
期
限

（
予
定
）
は
詳
細
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
表
３
月
２３
日
、
都

市
計
画
変
更
手
続
関
連
図

書
８
月
３１
日
、
中
間
業
務

報
告
書
９
年
３
月
１９
日
、

業
務
報
告
書
９
年
１０
月
２２

日
。

特記仕様書より特記仕様書より

の
考
え
方
は
「
都
市
・
地

域
交
通
戦
略
推
進
事
業
」

の
活
用
を
想
定
（
補
助
率

１
／
３
）
①
国
費
を
除
い

た
残
額
の
１
／
２
を
県
が

負
担
②
全
体
事
業
費
の
１

／
９
を
近
鉄
が
負
担
③
国

費
と
県
及
び
近
鉄
の
負
担

額
を
除
い
た
残
額
に
つ
い

て
県
と
市
で
等
分
負
担
。

担
当
は
ま
ち
づ
く
り
推
進

局
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
。

県
と
橿
原
市
は
、「
医

大
及
び
附
属
病
院
を
核
と

す
る
『
橿
原
キ
ャ
ン
パ
ス

タ
ウ
ン
』
の
形
成
」
を
め

ざ
し
、
平
成
２７
年
に
「
医

大
周
辺
地
区
」
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包

括
協
定
を
締
結
。
令
和
４

年
１１
月
に
は
県
・
医
大
・

橿
原
市
・
近
鉄
の
４
者
で

医
大
附
属
病
院
南
側
地
区

（
図
参
照
）
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
取
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
連

携
協
定
を
締
結
。

こ
れ
ま
で
測
量
調
査
や

文
化
財
調
査
、
さ
ら
に
新

駅
利
用
者
の
需
要
予
測
や

新
駅
の
設
置
位
置
、
構
造

等
の
検
討
な
ど
を
行
い
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
関
係
者
で

協
議
を
重
ね
て
き
た
。
ま

た
、
新
駅
の
西
側
を
新
ア

リ
ー
ナ
の
建
設
予
定
地
と

し
、
東
側
に
つ
い
て
は
渋

滞
対
策
と
し
て
医
大
附
属

病
院
第
１
駐
車
場
を
拡
張

す
る
こ
と
と
し
た
。
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長
大
で
開
設
支
援

長
大
で
開
設
支
援

県 病 院
マネジメント課

新
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
整
備

新
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
整
備

１１１１
年
４
月
着
工
め
ざ
し

年
４
月
着
工
め
ざ
し
１０１０
年
内
に
設
計
を
完
了

年
内
に
設
計
を
完
了

延
べ
約
３
万
８
８
３
４
平
方
㍍

延
べ
約
３
万
８
８
３
４
平
方
㍍

附属病院新Ａ棟基本・実施設計附属病院新Ａ棟基本・実施設計

一般競争１月２７日開札一般競争１月２７日開札県
立
医
大

奈
良
県
立
医
科
大
学

は
、
附
属
病
院
新
Ａ
棟
整

備
を
計
画
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象

の
総
合
評
価
落
札
方
式
一

般
競
争
入
札
を
１
月
２７
日

に
開
札
し
て
委
託
す
る
基

本
・
実
施
設
計
を
令
和
１０

年
末
に
ま
と
め
、
建
設
工

期
と
し
て
１１
年
４
月
～
１４

年
３
月
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
法
人
企
画

部
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

企
画
係
（
電
話
０
７
４
４

―
２
３
―
９
１
２
２
）。

業
務
場
所
は
橿
原
市
四

条
町
８
４
０
番
地
。
業
務

概
要
は
新
Ａ
棟
（
延
べ
面

積
約
３
万
８
８
３
４
平
方

㍍
〈
連
絡
通
路
１
２
５
０

平
方
㍍
含
む
〉）の
建
築
、

電
気
設
備
工
事
、
機
械
設

備
工
事
及
び
外
構
整
備
工

事
に
係
る
基
本
・
実
施
設

計
。
委
託
期
間
１０
年
１２
月

３１
日
。
予
定
価
格
１０
億
５１

棟別部門配置案

設計与条件書より

奈
良
県
福
祉
医
療
部
医

療
政
策
局
病
院
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
課
は
、「
令
和
７
年

度
新
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー

開
設
支
援
業
務
」
を
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り

長
大
奈
良
事
務
所
（
三
郷

町
立
野
南
）
に
託
し
て
実

施
し
て
い
る
。

業
務
は
６
年
度
ま
で
に

策
定
し
た
基
本
構
想
と
基

本
計
画
骨
子
案
及
び
基
本

計
画
に
基
づ
き
①
設
計
発

万
６
０
０
０
円
込
、
調
査

基
準
価
格
８
億
１
８
３
０

万
１
０
０
０
円
込
。

敷
地
面
積
７
万
５
４
８
・

４３
平
方
㍍
（
県
立
医
科
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
北
側
エ
リ

ア
）
の
う
ち
教
育
研
修
棟

と
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
棟
・
看

護
学
科
旧
棟
敷
地
エ
リ
ア

（
教
育
研
修
棟
、
ス
キ
ル

ス
ラ
ボ
棟
及
び
看
護
学
科

旧
棟
を
解
体
し
た
跡
地
）

約
７
４
０
０
平
方
㍍
に
建

設
す
る
。
既
存
Ｃ
棟
低
層

階
と
渡
り
廊
下
で
接
続
す

る
。
建
物
規
模
は
地
下
１

階
地
上
７
階
建
を
想
定
し
、

延
べ
面
積
約
３
万
８
８
３

４
平
方
㍍
（
連
絡
通
路
１

２
５
０
平
方
㍍
含
む
）
を

構
想
。
問
い
合
わ
せ
は
法

人
企
画
部
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
課
企
画
係
（
電
話
０

７
４
４
―
２
３
―
９
１
２

２
）。新Ａ

棟
整
備
の
基
本
構

想
は
シ
ス
テ
ム
環
境
研
究

所
大
阪
事
務
所
、
基
本
計

画
は
シ
ス
環
・
明
豊
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
ワ
ー
ク
ス
Ｊ
Ｖ

に
委
託
し
て
策
定
し
た
。

医
学
部
機
能
の
一
部
を
新

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
、
附

属
病
院
は
現
敷
地
に
お
い

て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

的
に
提
供
し
て
い
く
一
方

で
、
施
設
の
老
朽
化
や
最

新
医
療
へ
の
対
応
の
た
め

に
施
設
整
備
が
必
要
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
現
Ａ
棟
を
建
て
替
え
る
。

基
本
構
想
検
討
時
点
で

の
附
属
病
院
整
備
に
係
る

基
本
的
方
向
性
は
、
新
Ａ

棟
は
新
築
す
る
と
し
て
①

免
震
建
物
に
収
容
す
べ
き

必
要
性
が
高
い
機
能
②
外

来
診
療
・
救
急
医
療
と
連

動
性
が
高
い
機
能
③
主
に

患
者
利
用
施
設
④
機
能
的

寿
命
が
短
い
ま
た
は
固
定

的
で
重
量
な
も
の
―
を
配

置
す
る
。
新
棟
竣
工
の
頃

に
築
約
３０
年
で
建
替
期
を

迎
え
る
Ｂ
・
Ｃ
棟
に
つ
い

て
も
一
体
の
施
設
と
し
て

整
備
す
る
（
新
棟
竣
工
１０

年
程
度
で
救
急
セ
ン
タ
ー

や
放
射
線
部
門
更
新
の
た

め
に
外
来
診
察
室
か
ら
離

れ
た
場
所
に
建
物
を
整
備

と
い
っ
た
事
態
を
回
避
す

る
）。
Ｂ
・
Ｃ
棟
に
は
①

耐
震
建
物
で
許
容
す
る
機

能
②
入
院
医
療
（
病
棟
）

と
連
動
性
が
高
い
機
能
③

主
に
職
員
利
用
施
設
④
機

能
的
寿
命
が
長
い
ま
た
は

可
動
的
で
比
較
的
軽
量
な

も
の
―
を
配
置
す
る
。
新

Ａ
棟
整
備
の
前
提
条
件
は

次
の
通
り
。

▽
耐
震
性
能
向
上
及
び

一
定
の
耐
震
性
の
あ
る
建

物
の
継
続
利
用
＝
①
既
存

の
耐
震
性
に
劣
る
建
物
は

解
体
撤
去
す
る
こ
と
を
前

提
に
解
体
対
象
建
物
に
あ

る
機
能
及
び
部
門
を
集
約
、

外
来
機
能
を
中
心
に
耐
震

性
に
優
れ
た
新
Ａ
棟
に
移

転
整
備
を
行
う
②
新
Ａ
棟

は
既
存
棟
と
一
体
的
に
利

用
す
る
た
め
連
絡
通
路
で

Ｃ
棟
南
面
と
接
続
す
る
。

▽（
仮
称
）医
大
新
駅
整

備
を
前
提
と
し
来
院
者
、

来
院
車
両
の
動
線
整
備
、

駐
車
場
整
備
を
行
う
＝
①

１２
年
度
中
の
供
用
開
始
を

め
ざ
す
近
鉄
橿
原
線
（
仮

称
）医
大
新
駅
整
備
に
伴

う
新
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
踏
ま
え
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
た
来

院
患
者
動
線
が
現
行
と
大

き
く
変
化
す
る
こ
と
を
想

定
し
、
そ
れ
ら
が
円
滑
か

つ
安
全
で
利
便
性
が
高
い

も
の
と
な
る
よ
う
に
新
Ａ

棟
の
整
備
及
び
医
大
第
一

駐
車
場
拡
張
整
備
を
行
う
。

▽
畝
傍
山
キ
ャ
ン
パ
ス

先
行
整
備
計
画
及
び
四
条

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
と

の
整
合
を
図
る
＝
①
７
年

度
よ
り
供
用
開
始
と
な
っ

た
畝
傍
山
キ
ャ
ン
パ
ス
先

行
整
備
計
画
を
踏
ま
え
、

畝
傍
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

転
後
の
部
分
、
四
条
キ
ャ

ン
パ
ス
で
引
き
続
き
整
備

が
必
要
な
臨
床
研
修
系
の

機
能
等
を
区
分
し
、
新
Ａ

棟
及
び
既
存
棟
も
活
用
し

総
合
的
に
整
備
を
行
う
。

な
お
新
Ａ
棟
建
設
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
順
守
を
考
慮

し
、
教
育
研
修
棟
及
び
ス

キ
ル
ス
ラ
ボ
棟
に
あ
る
機

能
、
部
門
は
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
仮
移
転
を
行
う
②
先

行
整
備
対
象
部
分
で
あ
る

既
存
体
育
館
は
移
転
済
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
解
体

し
、
跡
地
は
新
Ａ
棟
整
備

に
当
た
り
利
用
可
能
敷
地

と
し
有
効
利
用
を
図
る
。

▽
持
続
可
能
な
事
業
計

画
＝
①
一
定
の
耐
震
性
を

持
つ
既
存
建
物
を
継
続
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
全
体

と
し
て
利
用
可
能
面
積
が

確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、

基
本
計
画
に
お
い
て
は
持

続
可
能
な
財
務
・
経
営
計

画
の
観
点
か
ら
基
本
構
想

の
規
模
設
定
を
見
直
し
、

新
Ａ
棟
の
延
べ
面
積
を
約

３
万
８
８
３
４
平
方
㍍

（
連
絡
通
路
１
２
５
０
平

方
㍍
含
む
）
と
す
る
②
ま

た
、
地
域
医
療
機
能
の
集

約
等
、
将
来
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
附
属
病
院
機

能
の
整
備
を
行
う
。

新
Ａ
棟
に
配
置
す
る
部

門
は
①
外
来
機
能
を
優
先

的
に
確
保
・
拡
充
す
る
②

外
来
に
付
随
す
る
各
種
診

療
・
検
査
・
供
給
機
能
も

優
先
的
に
確
保
・
拡
充
す

る
③
先
般
の
新
型
コ
ロ
ナ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
の
さ
ま

ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
考
慮
し
、
新
Ａ
棟
に
指

定
感
染
症
病
棟（
第
Ⅰ
種
、

Ⅱ
種
感
染
症
病
室
）、
指

定
感
染
症
外
来
、
臨
時
感

染
症
病
棟
を
整
備
す
る
④

新
Ａ
棟
は
外
来
に
関
わ
る

診
療
機
能
と
患
者
利
便
機

能
を
中
心
に
配
置
す
る
―

の
観
点
を
考
慮
し
て
い
る
。

新
Ａ
棟
の
主
な
機
能
は

受
付
、
医
事
、
外
来
、
中

央
処
置
室（
仮
称
）、採
血
、

検
体
検
査
、
生
理
検
査
、

薬
剤
、
中
央
放
射
線
、
内

視
鏡
、
デ
イ
サ
ー
ジ
ャ
リ

ー
、
周
術
期
管
理
セ
ン
タ

ー
、
外
来
化
学
療
法
、
患

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）、
患
者
利
便
機
能

等
。
地
階
に
中
央
内
視
鏡

部
門
・
薬
剤
部
・
患
者
利

便
施
設
、
１
階
に
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
・
医
事
・
処
方
・

患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
２

階
に
中
央
放
射
線
部
門
・

中
央
臨
床
検
査
部
門
、
３

階
に
デ
イ
サ
ー
ジ
ャ
リ

ー
・
周
術
期
管
理
セ
ン
タ

ー
・
中
央
臨
床
検
査
部
門
、

４
階
～
５
階
に
外
来
、
６

階
に
外
来
・
外
来
化
学
療

法
・
が
ん
相
談
、
７
階
に

病
棟
（
現
Ａ
棟
４
階
病
棟

の
移
転
先
、
指
定
感
染
症

病
棟
）
を
配
す
る
試
案
を

持
っ
て
い
る
。

新
Ａ
棟
施
設
整
備
方
針

に
お
け
る
施
設
面
で
の
前

提
条
件
は
▽
耐
震
性
に
劣

る
病
院
本
館
旧
館
・
管
理

棟
・
医
局
棟
と
、
そ
れ
ら

と
一
体
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る
定
位
放
射
線
棟
及
び

そ
の
増
築
部
と
病
歴
保
管

庫
を
解
体
し
、
そ
れ
ら
の

機
能
を
新
Ａ
棟
に
移
転
し
、

か
つ
既
存
病
棟
の
機
能
再

配
置
に
よ
り
各
部
門
の
最

適
化
を
図
る
。
教
育
研
修

棟
と
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
棟
の

機
能
に
つ
い
て
は
新
Ａ
棟

建
設
前
に
現
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
別
建
物
に
仮
移
転
が

完
了
し
、
看
護
学
科
棟
の

機
能
も
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に

移
転
完
了
さ
せ
る
▽
看
護

学
科
棟
新
棟
及
び
現
Ａ
棟

は
継
続
使
用
す
る
▽
現
状

の
高
度
地
区
を
踏
ま
え
て

建
物
高
さ
は
塔
屋
を
含
め

３１
㍍
以
下
と
し
、
現
状
の

高
さ
制
限
の
範
囲
内
で
整

備
す
る
。
施
設
計
画
の
基

本
方
針
は
以
下
の
通
り
。

▽
高
度
医
療
へ
の
対
応

＝
①
最
先
端
の
高
度
な
医

療
を
行
う
た
め
に
機
能
的

で
先
進
性
の
あ
る
施
設
・

設
備
計
画
と
す
る
②
求
め

ら
れ
る
機
能
の
整
備
を
行

う
た
め
の
必
要
規
模
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
将
来

の
治
療
・
研
究
の
ニ
ー
ズ

の
変
更
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
フ
レ
キ
シ
ビ

リ
テ
ィ
の
あ
る
施
設
計
画

と
す
る
。

▽
災
害
に
強
い
施
設
整

備
＝
①
基
幹
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
大
地
震
時
で
も

医
療
機
能
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
免
震
構
造
と
す
る

②
イ
ン
フ
ラ
途
絶
時
に
お

い
て
も
一
定
期
間
自
立
で

き
医
療
機
能
を
継
続
で
き

る
よ
う
な
設
備
計
画
と
す

る
③
新
興
感
染
症
の
ア
ウ

ト
ブ
レ
イ
ク
等
へ
の
対
応

を
含
み
、
あ
ら
ゆ
る
感
染

局
面
に
お
い
て
も
柔
軟
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
最
新

の
知
見
と
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
盛
り
込
ん
だ
感
染
に
強

い
施
設
・
設
備
と
す
る
④

浸
水
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、

浸
水
対
策
に
配
慮
し
た
水

害
に
強
い
施
設
・
設
備
を

検
討
す
る
。

▽
合
理
的
で
機
能
的
な

施
設
整
備
。

▽
持
続
可
能
な
施
設
整

備
。

注
に
向
け
た
条
件
の
資
料

作
成
及
び
②
都
市
計
画
の

変
更
手
続
き
等
に
係
る
協

議
資
料
作
成
を
目
的
と
す

る
。委
託
期
間
１２
月
２６
日
。

施
設
の
老
朽
化
や
耐
震

性
が
低
い
こ
と
か
ら
早
期

の
移
転
・
再
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
西

和
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
６
年
度
ま
で
に
策
定

し
た
基
本
構
想
と
基
本
計

画
骨
子
案
及
び
基
本
計
画

に
基
づ
き
①
設
計
発
注
に

向
け
た
条
件
の
資
料
作
成

及
び
②
都
市
計
画
の
変
更

手
続
き
等
に
係
る
協
議
資

料
作
成
を
７
年
に
実
施
す

る
。６

年
度
当
初
予
算
に
は

病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
が

新
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
整

備
基
本
計
画
策
定
事
業
と

し
て
２
４
０
０
万
円
を
確

保
、
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
南
側

地
区
へ
の
移
転
建
替
に
向

け
て
整
備
基
本
計
画
策
定

の
た
め
の
調
査
を
行
っ
た
。

７
年
度
当
初
予
算
で

は
、
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー

の
移
転
整
備
に
２
億
５
９

０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

想
定
規
模
は
４
階
建
程
度

（
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
免

震
構
造
）
で
延
べ
床
面
積

２
万
７
０
０
０
平
方
㍍
程

度
（
３
０
０
床
）。
１３
年

頃
の
移
転
開
院
を
め
ざ
し

て
①
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
南
側

地
区
へ
の
移
転
建
替
に
向

け
て
設
計
に
着
手
（
１
億

６
０
０
万
円
）。
道
路
交

差
点
設
計
、
新
規
に
造
成

設
計
と
建
築
設
計
②
用
地

取
得
に
向
け
た
関
連
手
続

き
を
実
施
（
１
億
５
４
０

０
万
円
）
で
用
地
取
得
に

向
け
た
補
償
調
査
、
不
動

産
鑑
定
調
査
等
と
関
係
機

関
と
の
協
議
等
を
実
施
。

候
補
地
は
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺

駅
と
い
か
る
が
ホ
ー
ル
の

中
間
に
当
た
る
斑
鳩
町
興

留
９
丁
目
・
１０
丁
目
の
農

地
約
５
㌶
で
、
移
転
用
地

は
約
３
㌶
。
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺

駅
は
利
便
性
が
高
く
駅
か

ら
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

良
い
。

４
年
８
月
に
「
新
西
和

医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本

構
想
」
を
策
定
し
た
。 

５
年
度
に
は
移
転
候
補
地

の
再
検
討
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ

法
隆
寺
駅
南
側
地
区
（
斑

鳩
町
）
に
決
定
す
る
と
と

も
に
、
診
療
規
模
及
び
事

業
収
支
計
画
等
の
検
討
を

行
い
、
新
西
和
医
療
セ
ン

タ
ー
整
備
基
本
計
画
骨
子

案
を
策
定
し
た
。
い
ず
れ

も
業
務
は
長
大
に
委
託
。

担
当
は
病
院
機
構
・
西
和

医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
支
援

係
（
電
話
０
７
４
２
―
２

７
―
８
６
８
２
）。

１２
月
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、
新
西
和
医
療
セ

ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
策

定
事
業
に
８
年
度
債
務
負

担
行
為
２
０
０
０
万
円
を

計
上
、
６
年
度
に
検
討
し

た
基
本
計
画
案
に
つ
い
て

県
立
病
院
機
構
の
経
営
改

善
方
針
や
物
価
高
騰
等
を

踏
ま
え
見
直
し
を
行
う
。
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大
和
平
野
中
央
構
想

三宅町県有地活用プロジェクト三宅町県有地活用プロジェクト

日本総合研究所で進む日本総合研究所で進む
７～８年 度 で 基 本 計 画 を 策 定 へ７～８年 度 で 基 本 計 画 を 策 定 へ

奈
良
県
地
域
創
造
部
大

和
平
野
中
央
構
想
・
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
推
進
課
は
、

県警察本部

オ
オ
バ
で
造
成
工
事
設
計

オ
オ
バ
で
造
成
工
事
設
計

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
新
庁
舎
整
備

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
新
庁
舎
整
備

１３１３
年
度
内
供
用
へ
９
年
度
か
ら
造
成

年
度
内
供
用
へ
９
年
度
か
ら
造
成

　

奈
良
県
地
域
創
造
部

大
和
平
野
中
央
構
想
・
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
推
進
課

奈
良
県
警
察
本
部
は
、

１３
年
度
内
に
供
用
を
め
ざ

し
て
い
る
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
新
庁
舎
整
備
に
先
立

ち
、
９
年
度
か
ら
の
造
成

工
事
に
必
要
な
基
本
設
計

と
実
施
設
計
及
び
開
発
許

可
申
請
を
行
う
こ
と
で
円

滑
か
つ
適
正
な
整
備
事
業

の
推
進
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

一
般
競
争
入
札
「
運
転

免
許
セ
ン
タ
ー
新
庁
舎
整

備
事
業
造
成
工
事
設
計
業

務
委
託
第
０７
―
１９
―
設

号
」
に
よ
り
オ
オ
バ
（
東

京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町

３
―
７
―
１
興
和
一
橋
ビ

ル
。
奈
良
営
業
所
は
奈
良

市
大
宮
町
５
―
３
―
１４
不

動
ビ
ル
）
に
業
務
を
委
託

し
て
進
め
て
い
る
。

業
務
場
所
は
田
原
本
町

大
字
阪
手
他
。
業
務
は
基

本
設
計（
設
計
、防
災
等
）、

日
本
工
営
都
市
空
間
で

日
本
工
営
都
市
空
間
で

大和平野
中央構想
川
西
町
県
有
地
活
用
基
本
計
画
等
策
定

川
西
町
県
有
地
活
用
基
本
計
画
等
策
定

「
令
和
７
年
度
三
宅
町
県

有
地
活
用
基
本
計
画
等
策

定
業
務
委
託
」
を
公
募
型

敷
地
面
積
６
万
２
０
０
０

平
方
㍍
、
業
務
内
容
は
開

発
許
可
申
請
等
、
実
施
設

計
（
整
地
、
防
災
等
）。

委
託
期
間
９
年
３
月
３１

日
。
担
当
は
警
務
部
施
設

装
備
課
営
繕
係
（
電
話
０

７
４
２
―
２
３
―
０
１
１

０
内
線
２
２
９
７
）。

造
成
設
計
業
務
の
実
施

に
当
た
り
、Ｃ
Ｍ
業
務（
発

注
者
の
利
益
を
確
保
す
る

た
め
技
術
的
な
中
立
性
を

保
ち
な
が
ら
発
注
者
側
の

立
場
に
立
っ
て
計
画
検

討
、
工
事
費
の
削
減
検

討
、
工
程
計
画
の
検
討
な

ど
の
各
種
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
う
）
は
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
阪
急
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
大
阪
市
北

区
梅
田
２
丁
目
２
番
２２

号
、
井
坂
博
一
代
表
取
締

役
社
長
）
で
実
施
し
て
い

る
。日

本
工
営
都
市
空
間
に

委
託
し
て
ま
と
め
た
基
本

計
画
で
は
、
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
再
整
備
に
つ
い
て

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を

事
業
方
式
と
し
て
事
業
費

８９
億
円
で
、
７
年
度
か
ら

事
業
者
選
定
を
始
め
て
９

年
度
上
半
期
に
は
事
業
者

を
決
定
し
、
９
年
度
か
ら

の
４
～
５
年
間
を
施
設
整

備
（
設
計
・
建
設
）
に
充

て
１３
年
度
内
に
供
用
開
始

し
て
３４
年
度
ま
で
の
１５
年

間
を
維
持
管
理
・
運
営
機

関
と
す
る
。
７
年
度
か
ら

発
掘
調
査
と
造
成
設
計
を

進
め
、
９
年
度
～
１１
年
度

上
半
期
に
造
成
工
事
、
１４

年
度
か
ら
の
既
存
施
設
解

体
・
撤
去
に
向
け
て
１２
年

度
か
ら
設
計
を
行
う
―
と

し
た
。

７
年
度
当
初
予
算
で
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
施
設
整

備
事
業
に
６
６
１
２
万
１

０
０
０
円
と
債
務
負
担
行

為
５
４
７
４
万
７
０
０
０

円
を
確
保
し
、
老
朽
化
に

伴
う
移
転
建
替
整
備
の
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
委
託

と
造
成
設
計
業
務
委
託
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
業
務
委
託
ほ
か
を

行
う
と
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
業
務
は
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
ア
ト

ラ
ス
ワ
ー
ク
ス
（
東
京
都

中
央
区
日
本
橋
２
丁
目
１

―
１７
丹
生
ビ
ル
）に
委
託
。

こ
れ
は
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
再
整
備
基
本
計
画
及
び

官
民
連
携
導
入
可
能
性
調

査
に
基
づ
き
、
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
新
庁
舎
整
備
事

業
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
定
め
る

事
業
方
式（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
）

で
実
施
す
る
に
当
た
り
、

実
施
方
針
の
作
成
と
公
表

か
ら
事
業
者
の
選
定
及
び

事
業
契
約
締
結
に
至
る
一

連
の
業
務
に
つ
い
て
業
務

実
施
上
必
要
な
支
援
を
行

い
、
併
せ
て
必
要
と
な
る

調
査
・
検
討
及
び
資
料
作

成
等
を
行
う
も
の
。

一
方
、「
仮
称
新
第
二

庁
舎
整
備
等
調
査
検
討
業

務
委
託
第
０７
―
２３
―
調

号
」
も
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
オ
オ
バ
に
委
託
し
て

進
め
て
い
る
。
業
務
は
施

設
の
現
状
把
握
と
課
題
の

整
理
、
整
備
候
補
地
周
辺

状
況
の
調
査
・
把
握
、
整

備
基
本
方
針
の
作
成
、
仮

称
新
第
二
庁
舎
の
整
備
に

必
要
な
敷
地
・
庁
舎
規
模

の
検
討
、
事
業
計
画
の
検

討
（
配
置
図
等
の
作
成
、

概
算
事
業
費
の
算
定
、
事

業
手
法
の
検
討
）。

事
業
方
式
の
評
価
で

は
、
従
来
方
式
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
の
比
較
し
た
結
果

（
事
業
費
は
従
来
方
式
が

１
０
９
億
２
２
０
０
万

円
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
が
８９
億

円
）
を
踏
ま
え
、
民
間
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と

で
品
質
向
上
や
建
設
・
維

持
管
理
等
の
効
率
化
に
伴

う
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削

減
等
が
期
待
で
き
る
観
点

か
ら
、
事
業
の
実
施
に
お

い
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
（
Ｂ
Ｔ

Ｏ
方
式
）
に
よ
り
事
業
を

進
め
る
こ
と
と
し
た
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
日

本
総
合
研
究
所
大
阪
本
社

（
大
阪
市
西
区
土
佐
堀
２

丁
目
２
番
４
号
、
内
川
淳

代
表
取
締
役
社
長
）
に
委

託
し
て
進
め
て
い
る
。
委

託
期
間
３
月
２４
日
。

こ
れ
は
、
三
宅
町
石
見

地
区
の
県
有
地
で
「
次
世

代
を
担
う
学
生
×
企
業
の

ま
ち
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｅ
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
ヤ
ン
グ
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス（
仮
称「
Ｙ
Ｉ
Ｒ
」）

及
び
企
業
誘
致
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お

り
、
予
定
地
の
土
地
利
用

及
び
Ｙ
Ｉ
Ｒ
の
概
略
検
討

並
び
に
企
業
誘
致
に
係
る

基
本
方
針
を
定
め
た
「
三

宅
町
県
有
地
活
用
基
本
構

想
」
の
検
討
内
容
を
具
現

化
す
る
た
め
、
実
現
性
の

あ
る
事
業
ス
キ
ー
ム
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
踏
ま
え

た
「
三
宅
町
県
有
地
活
用

基
本
計
画
」
を
２
ヵ
年
に

分
け
て
策
定
す
る
。

今
年
度
は
基
本
構
想
を

ベ
ー
ス
に
Ｙ
Ｉ
Ｒ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
な
る
ユ
ー
ザ
ー

層
や
参
入
候
補
と
な
る
企

業
等
へ
の
リ
サ
ー
チ
に
よ

り
計
画
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ

テ
ィ
ー
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た

Ｙ
Ｉ
Ｒ
の
コ
ン
セ
プ
ト
・

ユ
ー
ザ
ー
候
補
・
提
供
す

べ
き
価
値
・
機
能
を
具
体

化
す
る
。
ま
た
、
施
設
の

整
備
・
管
理
手
法
を
検
討

し
、
建
物
の
配
置
だ
け
で

な
く
エ
リ
ア
全
体
で
の
戦

略
的
な
土
地
利
用
プ
ラ
ン

を
検
討
し
、
８
年
度
の
ハ

ー
ド
面
の
検
討
（
造
成
計

画
、
建
築
計
画
等
）
に
繋

げ
る
。
担
当
の
電
話
０
７

４
２
―
２
７
―
８
９
４
６
。

石
見
地
区
は
近
鉄
石
見

駅
南
西
部
の
約
７
・
７
㌶

（
市
街
化
調
整
区
域
）。
大

和
平
野
中
央
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

で
は
「
県
立
大
学
を
核
と

し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
」
と
し
て
い
た

が
、
山
下
知
事
に
よ
り
見

直
し
、「
学
生
の
居
住
拠

点
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
誘
致
」
を
基
本
的
な
方

針
と
す
る
学
生
の
居
住
拠

点
を
県
が
整
備
す
る
▽
若

者
が
生
活
し
な
が
ら
成
長

で
き
る
ヤ
ン
グ
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

＝
①
県
内
の
大
学
院
・
大

学
・
高
専
・
高
校
の
学
生
・

留
学
生
・
社
会
人
が
世
代

や
背
景
・
言
語
を
超
え
た

交
流
が
で
き
る
全
く
新
し

い
タ
イ
プ
の
学
生
寮
（
入

寮
１
０
０
名
程
度
）
②
３

つ
の
機
能
（
居
住
、
企
業

や
地
域
と
の
学
び
･
交

流
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）を

有
し
、
県
内
大
学
や
高
専

や
企
業
及
び
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
と
の
連
携
で
学
生
と

企
業
が
生
活
し
な
が
ら
成

長
。
多
様
な
学
び
・
交
流

を
創
出
▽
ま
ち
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
賛
同
す
る
研
究
や

新
産
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
企
業
の
誘
致
＝
①
地
域

課
題
や
先
鋭
的
な
技
術
を

研
究
す
る
企
業
②
学
び
・

交
流
拠
点
に
お
い
て
学
生

と
の
交
流
を
積
極
的
に
図

る
企
業
。「
三
宅
町
県
有

地
活
用
基
本
構
想
等
作
成

業
務
委
託
」
は
オ
オ
バ
奈

良
営
業
所
が
担
当
。
今
回

の
業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

【
前
提
条
件
調
査
】
▽

マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
調
査
▽

事
業
者
・
関
係
者
等
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
▽
企
業

誘
致
に
係
る
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
▽
調
査
結
果
を

踏
ま
え
た
方
針
の
設
定
。

【
各
種
計
画
等
の
検
討

ま
た
は
作
成
】
▽
交
通
計

画
（
ア
ク
セ
ス
計
画
）
▽

土
地
利
用
計
画
▽
動
線
計

画
▽
施
設
配
置
計
画
▽
建

築
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
検
討
▽

施
設
整
備
・
管
理
運
営
ス

キ
ー
ム
の
具
体
的
検
討
等

▽
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
案
）
の
作
成
▽
概
算
事

業
費
の
算
出
。

は
、「
川
西
町
県
有
地
活

用
基
本
計
画
等
策
定
業
務

委
託
」
を
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
に
よ
り
日
本
工
営

都
市
空
間
奈
良
事
務
所

（
奈
良
市
西
大
寺
赤
田
町

１
丁
目
２
―
１３
）
に
委
託

し
て
進
め
て
い
る
。
委
託

期
間
３
月
１９
日
。

川
西
町
下
永
地
区
の
県

有
地
で
は
「
子
ど
も
を
中

心
に
多
様
な
交
流
が
生
ま

れ
る
ま
ち
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
る
。
こ
の
業
務
は
、

県
有
地
の
土
地
利
用
や
施

設
の
整
備
と
施
設
管
理
・

運
営
及
び
企
業
誘
致
に
係

る
基
本
方
針
を
ウ
エ
ス
コ

に
委
託
し
て
定
め
た
「
川

西
町
県
有
地
活
用
基
本
構

想
」
を
具
現
化
す
る
と
と

も
に
概
算
事
業
費
と
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
具
体

的
な
検
討
を
行
い
「
川
西

町
県
有
地
活
用
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
も
の
。

担
当
の
電
話
（
０
７
４
２

―
２
７
―
８
９
４
６
）。

県
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
食

と
農
が
融
合
す
る
ウ
ェ
ル

ネ
ス
タ
ウ
ン
」
と
し
て
い

た
大
和
平
野
中
央
構
想
を

見
直
し
、
川
西
町
下
永
地

区
１５
㌶
の
用
地
活
用
に
つ

い
て
「
世
界
的
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
の
関
連
拠
点
を
誘

致
す
る
」
こ
と
を
基
本
的

な
方
針
と
し
、
活
用
テ
ー

マ
の
基
に
▽
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
も
資
す
る

世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
関
連
拠
点
を
誘
致
▽
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
り
、

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る

企
業
を
誘
致
―
を
め
ざ
す
。

業
務
で
は
基
本
計
画
の

策
定
と
し
て
▽
基
本
計
画

方
針
▽
施
設
配
置
計
画
▽

動
線
計
画
▽
造
成
計
画
▽

建
築
計
画
建
築
計
画
▽
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（
空
間
デ

ザ
イ
ン
）・
外
構
計
画
▽

設
備
概
略
計
画
▽
イ
ン
フ

ラ
整
備
計
画
▽
概
算
事
業

費
の
算
出
▽
事
業
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
（
案
）
の
作
成
▽

イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
の
作
成

を
行
い
、
農
振
農
用
地
除

外
に
必
要
な
手
続
き
関
連

図
書
（
計
画
図
書
）
と
地

区
計
画
作
成
に
必
要
な
手

続
き
関
連
図
書
（
計
画
図

書
）（
案
）
を
作
成
す
る
。
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茶
の
前
井
堰
と
籠
池
取
水
井
堰
を
統
合

茶
の
前
井
堰
と
籠
池
取
水
井
堰
を
統
合

日
建
設
計
Ｃ
Ｍ
で
進
む

日
建
設
計
Ｃ
Ｍ
で
進
む

県
営
競
輪
場
再
整
備
設
計
・
施
工・
運
営
で

県
営
競
輪
場
再
整
備
設
計
・
施
工・
運
営
で

要
求
水
準
書
等
作
成
及
び
事
業
者
選
定
支
援

要
求
水
準
書
等
作
成
及
び
事
業
者
選
定
支
援

県経営支援課

業平橋から見た計画地周辺業平橋から見た計画地周辺

奈
良
県
郡
山
土
木
事
務

所
は
、
一
級
河
川
富
雄
川

河
川
改
修
で
茶
の
前
井
堰

と
籠
池
取
水
井
堰
を
統
合

す
る
井
堰
の
予
備
設
計
及

び
統
合
井
堰
か
ら
取
水
し

た
水
を
受
益
農
地
へ
繋
ぐ

用
排
水
路
の
設
計
を
今
秋

に
か
け
て
行
う
。
な
お
、

井
堰
予
備
設
計
は
計
画
地

点
の
河
状
と
近
接
構
造

物
・
土
地
利
用
状
況
や
地

形
・
地
質
・
流
量
等
か
ら

堰
の
位
置
や
断
面
形
状
と

構
造
形
式
・
基
礎
形
式
等

に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行

い
、
最
適
な
堰
の
形
式
を

選
定
す
る
。

一
級
河
川
富
雄
川
の
富

雄
橋
よ
り
下
流
区
間
は
、

「
大
和
川
水
系
河
川
整
備

計
画 

生
駒
い
か
る
が
圏

域
」
に
お
い
て
整
備
区
間

と
し
て
位
置
付
け
を
さ
れ

て
い
る
。
順
次
可
道
拡
幅

と
護
岸
整
備
並
び
に
河
川

構
造
物
の
改
築
等
に
よ
る

郡 山 土 木郡 山 土 木

新
た
な
井
堰
の
予
備
設
計

新
た
な
井
堰
の
予
備
設
計

一
級
河
川
富
雄
川
河
川
改
修
事
業
で

奈
良
県
産
業
部
経
営
支

援
課
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
「
奈
良
県
営
競
輪

場
再
整
備
要
求
水
準
書
等

作
成
及
び
事
業
者
選
定
支

援
業
務
委
託
」
で
日
建
設

計
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
東

京
都
文
京
区
後
楽
１
丁
目

４
番
２７
号
、
水
野
和
則
代

表
取
締
役
社
長
）
を
事
業

者
に
特
定
し
、
業
務
を
進

め
て
い
る
。

こ
れ
は
、敷
地
全
体
に

点
在
す
る
老
朽
化
し
た
施

設
を
建
替
等
に
よ
り
集
約

化
す
る（
仮
称
）奈
良
県
営

競
輪
場
再
整
備
事
業
に
つ

い
て
、設
計
・
施
工
・
運
営
一

括
方
式
に
よ
る
事
業
者
公

募
を
行
う
た
め
、必
要
書

類
の
作
成
か
ら
事
業
者
選

定
・
契
約
締
結
に
至
る
一
連

の
事
業
者
選
定
プ
ロ
セ
ス

等
を
委
託
す
る
も
の
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
リ

河
川
改
修
事
業
を
進
め
て

い
る
。

現
在
、
西
安
堵
井
堰
の

上
流
側
取
合
部
分
の
改
修

ま
で
完
了
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
上
流
の
１
・
８

㌔
㍍
付
近
に
位
置
す
る
阿

波
興
留
井
堰
に
つ
い
て
も

３
年
度
に
詳
細
設
計
が
内

外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に

委
託
し
て
完
了
し
て
い

る
。さ

ら
に
そ
の
上
流
に
位

置
す
る
茶
の
前
井
堰
・
籠

池
取
水
井
堰
・
軒
井
堰
及

び
高
安
上
井
堰
の
４
井
堰

に
つ
い
て
は
、
高
安
水
利

組
合
と
井
堰
統
廃
合
に
向

け
た
協
議
を
重
ね
て
き

た
。
６
年
度
に
は
茶
の
前

井
堰
と
籠
池
取
水
井
堰
を

統
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て

賛
同
が
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
統
合
井
堰
の
予
備
設

計
等
を
行
う
も
の
。
県
庁

の
担
当
は
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
河
川
整
備
課
河
川

整
備
係
（
電
話
０
７
４
２

―
２
７
―
７
４
６
９
）。

業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

【
井
堰
予
備
設
計
】

▽
設
計
計
画
＝
業
務
計

画
書
を
作
成
す
る
。ま
た
、

貸
与
す
る
既
往
の
業
務
成

果
等
を
確
認
し
て
地
域
の

課
題
な
ど
を
把
握
す
る
。

▽
現
地
踏
査
＝
貸
与
資

料
を
基
に
現
地
踏
査
を
行

い
、
現
況
施
設
の
状
況
や

予
定
地
周
辺
の
河
川
の
状

況
と
地
形
・
地
質
・
近
接

構
造
物
及
び
土
地
利
用
状

況
・
河
川
の
利
用
形
態
等

を
把
握
し
、
合
わ
せ
て

事
用
道
路
・
仮
排
水
路
・

施
工
ヤ
ー
ド
等
の
施
工
の

観
点
か
ら
現
地
状
況
を
把

握
し
、
整
理
す
る
。

▽
基
本
事
項
の
検
討
＝

①
設
計
与
条
件
の
確
認
②

堰
位
置
及
び
堰
軸
の
検
討

（
現
況
及
び
河
道
計
画
の

河
道
断
面
形
状
・
取
水
口

位
置
・
基
礎
地
盤
条
件
・

周
辺
環
境
条
件
を
勘
案
し

て
治
水
及
び
利
水
計
画
の

必
要
条
件
を
満
足
す
る
堰

位
置
と
堰
軸
を
２
案
程
度

比
較
し
た
う
え
で
決
定
す

る
）
③
河
道
横
断
形
状
の

検
討
（
堰
位
置
の
河
道
横

断
形
状
と
し
て
計
画
の
河

床
高
・
高
水
敷
高
・
高
水

位
・
堤
防
高
・
河
道
幅
・

低
水
路
高
・
堤
防
天
端
高

を
設
定
す
る
）
④
径
間
割

り
の
検
討
（
計
画
規
模
に

対
し
て
構
造
令
・
水
理
性
・

操
作
性
・
安
全
性
・
経
済

性
等
か
ら
径
間
割
り
を
２

案
程
度
比
較
し
た
う
え
で

決
定
す
る
）
⑤
ゲ
ー
ト
形

式
の
検
討
（
治
水
・
利
水

計
画
の
必
要
与
条
件
か
ら

ゲ
ー
ト
形
式〈
引
上
げ
式
、

転
倒
式
、
ゴ
ム
引
き
布
製

起
伏
式
等
）
を
決
定
す
る

⑥
本
体
構
造
形
式
の
検
討

（
決
定
し
た
ゲ
ー
ト
形
式

と
径
間
割
り
に
対
応
し
た

全
体
構
造
に
つ
い
て
検
討

し
、
構
造
形
式
を
決
定
す

る
。
ま
た
、
平
面
図
・
縦

横
断
図
の
一
般
図
を
作
成

し
て
設
計
方
針
・
構
造
物

全
体
配
置
・
形
状
の
検
討

を
す
る
）
⑦
付
帯
施
設
の

検
討
（
与
条
件
の
調
査
結

果
に
基
づ
い
て
魚
道
の
必

要
性
と
対
象
魚
の
設
定
・

舟
通
し
・
土
砂
吐
き
・
管

理
橋
の
必
要
性
及
び
能
力

の
条
件
を
設
定
す
る
）
⑧

取
水
工
の
検
討
（
既
存
資

料
及
び
現
地
踏
査
の
結
果

に
基
づ
い
て
統
合
井
堰
か

ら
受
益
農
地
の
用
排
水
路

ま
で
の
取
水
工
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
。
具
体
的
に

は
現
況
施
設
の
取
水
能
力

や
受
益
農
地
に
お
け
る
必

要
用
水
量
と
水
路
に
お
け

る
ロ
ス
率
等
か
ら
計
画
用

水
量
を
設
定
し
、
取
水
口

の
必
要
断
面
や
形
状
等
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
。
ま

た
、
統
合
前
井
堰
の
現
取

水
工
の
処
理
方
法
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
う
）。

▽
設
計
図
＝
①
設
計
条

件
と
構
造
諸
元
の
設
定
と

し
て
準
拠
す
べ
き
規
則
・

基
準
・
示
方
書
・
通
達
或

い
は
参
考
図
書
を
整
理
し

て
設
計
条
件
項
目
ご
と
に

適
応
性
を
検
討
設
定
す

る
。
計
画
条
件
及
び
基
本

事
項
に
基
づ
い
て
堰
の
各

部
構
造
の
基
本
構
造
諸
元

（
堰
地
点
・
堰
形
式
・
堰

径
間
長
・
堰
径
間
数
・
堰

天
端
高
・
堰
敷
高
・
ゲ
ー

ト
形
式
と
ゲ
ー
ト
高
・
魚

道
、
土
砂
吐
き
・
計
画
取

水
位
・
計
画
取
水
量
）
を

整
理
し
て
最
終
決
定
す
る

②
基
礎
工
及
び
本
体
工
の

検
討
と
し
て
基
礎
工
・
本

体
工
と
水
叩
き
工
・
護
床

工
・
遮
水
工
を
検
討
す
る

③
操
作
室
の
検
討
④
ゲ
ー

ト
工
の
検
討
⑤
魚
道
の
検

討
⑥
付
帯
工
の
検
討
⑦
基

本
図
面
（
全
体
図
と
計
画

一
般
図
）
の
作
成
。

▽
施
工
計
画
検
討
＝
樋

門
予
備
設
計
に
準
じ
て
施

工
計
画
検
討
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

▽
概
算
工
事
費
＝
設
計

業
務
の
成
果
に
基
づ
い
て

概
算
工
事
費
を
算
定
す
る
。

▽
照
査
。

▽
報
告
書
作
成
。

【
用
排
水
路
設
計
】

▽
用
排
水
路
設
計
＝
既

存
資
料
及
び
現
地
踏
査
の

結
果
に
基
づ
い
て
用
排
水

系
統
の
計
画
と
、
流
量
計

算
及
び
用
排
水
構
造
物
の

形
状
等
に
つ
い
て
設
計
を

行
っ
て
排
水
系
統
図
を
作

成
す
る
。
特
に
現
地
に
お

け
る
既
設
の
関
連
用
排
水

現
況
と
将
来
計
画
と
の
整

合
を
考
慮
し
て
設
計
を
行

う
。▽

設
計
図
作
成
＝
平
面

図
・
横
断
図
・
詳
細
図
・

そ
の
他
必
要
な
図
面
作
成

す
る
。

▽
数
量
計
算
＝
設
計
業

務
の
成
果
に
従
い
数
量
計

算
を
実
施
し
て
数
量
計
算

書
を
作
成
す
る
。

▽
報
告
書
作
成
。

８
年
１０
月
末
ま
で
に
Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
者
選
定
へ

１２
年
ま
で
の
完
成
め
ざ
し
事
業
費
約
９５
億
円

ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催
（
令

和
１２
年
度
）
ま
で
の
工
事

完
了
に
向
け
、
１０
月
末
ま

で
の
設
計
・
施
工
・
運
営

一
括
方
式
「
Ｄ
Ｂ
Ｏ
（
デ

ザ
イ
ン
・
ビ
ル
ド
・
オ
ペ

レ
ー
ト
）
方
式
」
に
よ
る

事
業
者
の
選
定
及
び
契
約

を
め
ざ
し
て
い
る
。
こ
の

業
務
は
事
業
推
進
に
必
要

な
諸
条
件
等
の
検
討
及
び

精
査
と
Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
者
公

募
に
向
け
た
必
要
書
類
の

作
成
か
ら
事
業
者
選
定
・

契
約
締
結
に
至
る
一
連
の

事
業
者
選
定
プ
ロ
セ
ス
等

に
つ
い
て
総
合
的
に
支
援

す
る
。
問
い
合
わ
せ
先
は

商
工
団
体
・
地
域
産
業
振

興
係
「
奈
良
県
営
競
輪
場

再
整
備
支
援
業
務
」
担
当

（
電
話
０
７
４
２
―
２
７

―
８
８
０
４
）。

委
託
期
間
１２
月
２５
日
。

再
整
備
事
業
の
建
設
場
所

は
奈
良
市
秋
篠
町
９８
番
地

ほ
か
（
奈
良
県
営
競
輪

場
）、
概
算
事
業
費
約
９５

億
円
込
を
想
定
（
６
年
度

末
時
点
。
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
に

お
け
る
運
営
業
務
の
履
行

に
係
る
費
用
は
除
く
）。

業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
・

運
営
業
務
】

▽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

業
務
＝
①
関
係
者
（
県
、

受
託
者
、Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
者
、

関
係
機
関
、民
間
事
業
者
、

競
輪
場
関
係
者
等
）
役
割

分
担
表
の
作
成
・
更
新
②

マ
ス
タ
ー
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
作
成
・
管
理
③
発
注
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
・
管

理
④
コ
ス
ト
の
把
握
と
対

応
⑤
Ｖ
Ｆ
Ｍ
の
算
定
・
評

価
⑥
事
業
の
進
行
管
理
。

▽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営

業
務
＝
①
関
連
資
料
の
作

成
②
説
明
会（
５
回
程
度
）

の
開
催
・
運
営
支
援
そ
の

他
関
連
業
務
の
実
施
。

【
要
求
水
準
書
作
成
及

び
公
募
準
備
支
援
業
務
】

▽
施
設
・
設
備
等
検
討

業
務
＝
①
検
討
条
件
の
整

理
②
イ
ン
フ
ラ
状
況
の
整

理
③
余
剰
地
（
敷
地
北
側

を
除
く
）
活
用
の
基
本
方

針
の
検
討
（
民
間
ノ
ウ
ハ

ウ
の
導
入
）
④
敷
地
進
入

路
及
び
駐
車
場
の
検
討
⑤

関
係
機
関
と
の
協
議
実
施

⑥
民
間
事
業
者
へ
の
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
⑦
他
の

競
輪
場
へ
の
事
例
等
調
査

⑧
競
輪
場
関
係
者
と
の
調

整
⑨
施
設
等
の
配
置
計
画

及
び
概
略
設
計
（
配
置
ゾ

ー
ン
同
士
の
動
線
計
画
や

ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
と
最
適

な
施
設
配
置
等
を
検
討
し

て
整
備
方
針
を
ま
と
め
、

施
設
及
び
設
備
等
の
概
略

設
計
）
⑩
基
本
計
画
図

（
案
）
⑪
工
事
ス
テ
ッ
プ

の
検
討
⑫
建
設
工
事
需
給

状
況
の
確
認
及
び
財
政
負

担
額
等
の
算
定
⑬
イ
メ
ー

ジ
パ
ー
ス
の
作
成
⑭
運
営

業
務
に
係
る
検
討
。

▽
実
施
方
針
の
公
表
に

関
す
る
支
援
業
務
＝
①
実

施
方
針
（
案
）
の
作
成
②

要
求
水
準
書
（
案
）
の
作

成
③
民
間
事
業
者
等
か
ら

の
質
疑
対
応
支
援
。

▽
Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
者
公
募

準
備
支
援
業
務
＝
①
公
募

に
係
る
資
料
作
成
②
要
求

水
準
書
の
作
成
③
基
本
協

定
書（
案
）・
各
契
約
書（
案
）

の
作
成
④
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

方
法
等
の
作
成
⑤
そ
の
他

公
募
関
連
書
類
の
作
成
。

【
事
業
者
選
定
・
契
約

支
援
業
務
】

▽
Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
者
選
定

支
援
業
務
＝
①
応
募
予
定

者
等
か
ら
の
質
疑
対
応
支

援
②
提
案
審
査
の
支
援
③

（
仮
称
）
奈
良
県
営
競
輪

場
再
整
備
事
業
者
選
定
委

員
会
等
の
運
営
支
援
。

▽
契
約
等
締
結
支
援
業

務
＝
①
基
本
協
定
の
締
結

支
援
②
事
業
契
約
の
締
結

支
援
。
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「技術で地域社会に貢献します」

代表取締役 山 上 武 宏
〒６３１－００６５ 奈 良 市 鳥 見 町 １ 丁 目 １ － ３

ＴＥＬ０７４２－４４－００６３
ＦＡＸ０７４２－４９－０３６４工事成績優秀企業

近 畿 地 方 整 備 局

2025中 村 光 良代表取締役

U R L . h t t p s : / / 8 - n a k a m u r a . c o . j p /

大 阪 支 社
〒541-0048

大阪市中央区瓦町３-２-１６
キューアス瓦町ビル43
ＴＥＬ０６－６２２０－０１００

本 　 　 社
〒630-8013

奈良市三条大路１丁目１番４８号
ＴＥＬ０７４２－３３－１００１㈹
ＦＡＸ０７４２－３５－４４５５

奈 良 県 磯 城 郡 田 原 本 町 1 3 2 － 1 0
0 7 4 4 － 3 3 － 3 3 1 5

本　店
T E L

：
：

理 事 長 高 田 知 彦

応援します　あなたの事業

西田会計事務所

相続税等の税務相談、申告、決算、記帳、財産管理相談指導
　法人税　相続税　贈与税　所得税　

ＴＥＬ ０７４５－５２－１２３１ ＦＡＸ ０７４５－２２－５５５３
〒６３５－００９５ 大和高田市大中７６

税理士　社会保険労務士
行政書士　宅地建物取引士

西田吉富   西田知生   西田美恵子

ＩＳＯ認証取得

JQA-QM6689
JQA-EM6885

代表取締役社長 尾 田 安 信

大阪営業所　大阪市中央区南本町１－３－２　ＴＥＬ ０６－６２６１－９１０３
奈良市高畑町７３８－２　ＴＥＬ ０７４２－２６－６０１１　ＦＡＸ ０７４２－２２－６８１１

東九条倉庫　奈良市東九条町７７２　　柳生工場　奈良市興ヶ原町４０９－１
ＵＲＬ：h t t p s：/ / s y o k u s a n . o h y ama t o . j p

本 社

大阪営業所

：

：

奈 良 市 藤 ノ 木 台 １ 丁 目 ２ － １ ５
ＴＥＬ０７４２－４３－９１９１ＦＡＸ０７４２－４９－２７９４
河 内 長 野 市 中 片 添 町 ３ － １ － ３ ０ １
ＴＥＬ０７２１－６２－０１００ＦＡＸ０７２１－６２－０１２０

代表取締役 杉 本 朝 順

大倭殖産株式会社
―地域社会の環境創造― 認 証

ISO 9001：2015
ISO14001：2015

☆森髙建設株式会社は
　　奈良とみんなの未来に貢献するSDGs活動に取り組んでいます☆

森髙建設株式会社
代表取締役 森 髙 美 樹

ISO9001・14001 承認取得
〒６３０－８０３１ 奈 良 市 柏 木 町 ３８３ 番 地
ＴＥＬ０７４２－３５－０９８８㈹　ＦＡＸ０７４２－３５－１３０２
URL https://www.moritaka-kensetsu.co. jp/

総 合 建 設 業

代表取締役 谷 　 慎 吾

谷建設株式会社

本社での認証
ISO 9001

14001

奈 良 市 南 紀 寺 町 ２ の １ ４ ７
ＴＥＬ０７４２（２６）０３００㈹ ＦＡＸ０７４２（２７）２１８１
三 重 県 伊 賀 市 法 花 １ ６ ０ ６
ＴＥＬ０５９５（５１）０４５２㈹ ＦＡＸ０５９５（５１）５０３２

E-Mail:info@tanikensetsu.com　URL:https://www.tanikensetsu.com

本 社
〒６３０－８３０３
上 野 支 店
〒５１８－００３６

奈 良 市 茗 荷 町 １ ０ ３ ３
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） � ０ ３ ２ ６ ㈹
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ２ ） � ０ ３ ２ ８

本 社

� 田 茂 男
本 社

機材センター

森 建 設 株 式 会 社

〒６３０－８２９６　 奈良市後藤町２１番地　 ＴＥＬ０７４２－２５－０５６７㈹
ＦＡＸ０７４２－２５－０５６９（総務）・０７４２－２４－０２０５（営業・工事）
〒６３０－８４４２ 奈良市北永井町５２番地
https://morikensetu.stars.ne.jp/

代表取締役会長 森 　 � 三 郎
代表取締役社長 森 　 隆 士



本年も何卒宜しくお願い申し上げます　1月1日

（第三種郵便物認可） 建 設 新 報 (26)2026年(令和８年)１月１日(木)

～大切にしています　技術と心～

代表取締役 　松 田 英 志

008
ISO9001
JUSE-RA-1699

ISO 9001認証取得（品質マネジメントシステム）JIS Q 9001:2015
ISO14001認証取得（環境マネジメントシステム）JIS Q 14001:2015

奈 良 市 恋 の 窪 一 丁 目 十 番 十 四 号
tel:0742-34-4351／fax:0742-35-4137

matsudagumi.com

総 合 建 設 業

奈 良 市 奈 良 阪 町 １ ０ ８ ５
ＴＥＬ０７４２－２３－６７６８
ＦＡＸ０７４２－２３－６７６９
奈 良 市 鹿 野 園 町 ５ ６ ７
ＴＥＬ０７４２－２３－６７６８
ＦＡＸ０７４２－８１－７２３８
h t t p : / / s h o s e i k e n s e t s u . c o . j p

翔星建設株式会社

本 社

ストックヤード

代表取締役 吉 田 　 裕 史

大栄建設工業㍿

綜 合 建 設 業

代表取締役 大 木 　 茂

文化財関係工事施工

奈 良 市 法 蓮 町 ９ ８ ６ － １ ０ ７
Ｔ Ｅ Ｌ（ ０ ７ ４ ２ ）２ ２ － ３ ６ ７ ８
Ｆ Ａ Ｘ（ ０ ７ ４ ２ ）２ ２ － ３ ７ ６ ８
Ｔ Ｅ Ｌ（ ０ ７ ４ ２ ）２ ２ － ７ ９ ５ ０

本 社
事 務 所

工 場

代表取締役 奥 村 大 隆

奥村設備株式会社
衛生・空調　防災設備／設計・施工・管理

〒６３０－８４５２
奈 良 市 北 之 庄 西 町 １ 丁 目 ９ 番 １ ３ 号
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） ６ ３ － ５ ７ ３ ５
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ２ ） ６ ３ － ５ ７ ３ ６
E - m a i l : o k - s @ v i o l a . o c n . n e . j p
h t t p : / / w w w . o k s - k k . c o m /

代表取締役 竹 村 宗 規

電気設備工事・設計施工

〒６３０－８４４３ 奈良県奈良市南永井町４０５
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ２ － ６ ２ － ０ ８ ６ １
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ２ － ６ ２ － ８ ８ ７ ７
h t t p : / / t a k e m u r a - d e n k i . c o . j p

衛生設備・住宅設備機器の資材販売

植田商事株式会社

代表取締役 植田　眞司

本　　　社 　奈良市四条大路1丁目4番32号　TEL0742-33-7271　FAX0742-34-4587

橿原支店 　橿原市十市町4 2 0番地　　　 　　TEL0744-22-5595　FAX0744-22-9409

https://morimurasetsubi.co.jp

〒630-8014　奈良市四条大路三丁目2番73号
TEL　0742（34）6400　　FAX　0742（34）7471

森 村 彰 博代表取締役

代表取締役 萩 本 勝 美

奈良不二サッシ株式会社

奈良市北之庄西町1丁目12番地の2
T E L 0 7 4 2 － 6 2 － 4 1 1 1
F A X 0 7 4 2 － 6 2 － 2 0 2 0

〒630－8452

窓から夢をひろげていきます

代表取締役 和 田 敬 司

奈 良 市 六 条 ２ 丁 目 ２ ０ 番 ３ ５ 号
ＴＥＬ（０７４２）４１－２１１１㈹
ＦＡＸ（０７４２）４１－２０１１　
URL:h t tp ://www.asukadenko .co . jp/
E-mail:business@asukadenko.co.jp

〒６３０ー８０４３

『信頼と安心・確かな技術』
電気設備工事
情報通信工事　設計・施工

〒630-8434　奈 良 市 山 町 ６ ４ ５ 番 地
　TEL（0742）61－2277　FAX（0742）61－2279
E-ma i l：s imo@fu j i t e t su .co . j p
h t tp : / /www. fu j i t e t su .co . j p

鉄骨・建材製品
杭柱一体工法　耐震補強工事

代 表 取 締 役 下 田 　 博

（株）フ ジ テ ツ

総合電気工事　設計・施工

〒630－8305 奈 良 市 東 紀 寺 町 2 丁 目 6 番 6 号
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） ㉖ ５ ０ ５ ０
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ２ ） ㉖ ５ ０ ５ ２

代表取締役 福 本 幸 一

福本電工㍿　

上下水道設備工事、冷暖房空調工事、ガス設備工事
電気設備工事、LPガス販売

奈良市四条大路５丁目４番３５号
ＴＥＬ０７４２－３３－２８０３
ＦＡＸ０７４２－３４－００６９
h t t p s : / / k y o e i - j y u s e t u . c o m

〒６３０－８０１４

代表取締役 堀 内 眞 治

奈 良 市 丸 山 ２ 丁 目 ４４９８－１１９
ＴＥＬ（０７４２）４８－５９３８
ＦＡＸ（０７４２）４８－５０９１

〒631－0056

川村左官工業
奈良県知事許可第７２８２号

｝左 官 工 事・補 修 工 事
Ｇ Ｌ 工 法 施 工 一式請負

代 表 者 川 村 憲 一

奈良市法華寺町３５１番地２
ＴＥＬ０７４２－３４－０００９
ＦＡＸ０７４２－３４－００１８

本 社
〒６３０－８００１

代表取締役 守 谷 俊 則

総合建設業
一級建築士事務所

ホームページ:mo r i y a g um i . i n f o

塗 料 の 百 貨

取締役会長 米 澤 博 之
代表取締役 米 澤 清 次

米 澤 塗 料 ㍿

奈 良 市 北 之 庄 西 町 １ 丁 目 １ ０ － ５
ＴＥＬ（０７４２）６１－６３３３㈹　６３－３７４０・６３－３７４１
ＦＡＸ（０７４２）６１－６３７４・６３－３７４３

奈 良 市 六 条 町 １ １ ４ ― １
☎ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ４ ― ５ ６ ６ ６ ㈹
F A X （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ４ ― ５ ６ ６ ８

総 合 建 設 業

代表取締役 左 野 和 男

左野工業㍿
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日鉄神鋼建材㈱・㈱ダイクレ
朝日スチール工業㈱・積水樹脂㈱

奈 良 市 今 小 路 町 ６ ８ 番 地
ＴＥＬ０７４２－２６－５７５７
ＦＡＸ０７４２－２２－５３１８

〒６３０－８２０７

代表取締役 吉 村 克 彦

左官工事一式

〒６３２－００５１ 天 理 市 中 山 町 １ ０ ７ ７ － １ ２
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ３ － ６ ７ － ３ ２ ２ ２
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ３ － ６ ７ － ３ ２ ２ ３

代表取締役 國 本 英 輔

・左 官 工 事 ・ブ ロ ッ ク 工 事
・外 構 工 事 ・各リフォーム工事

Ａ・Ｓ・Ｋグループ
事 業 内 容

奈良県知事許可（般̶5）第１５６２８号

Ａ・Ｓ・Ｋ左官工業株式
会社

奈 良 市 法 華 寺 町 1 4 3 0 （ 一 条 高 北 ）
Ｔ Ｅ Ｌ ( 0 7 4 2 ) � 2 5 6 4
Ｆ Ａ Ｘ ( 0 7 4 2 ) � 1 5 2 1

代表取締役 若 原 邦 弘

～水と空気で確かな技術をあなたのもとへ～

給排水設備・空調工事  設計・施工

竹田水道工業株式会社
代表取締役 竹 田 知 弘

ISO 9001
ISO 14001 認証取得

〒６３１－００５２　奈良市中町235－1
ＴＥＬ ０７４２－４６－２９５５　ＦＡＸ ０７４２－４６－２９５６
〒６３０－0262　生駒市緑ヶ丘１419－1
ＴＥＬ ０７４３－85－5178

本 社

生駒営業所

奈 良 市 恋 の 窪 二 丁 目 ６ 番 ２ 号
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ４ － ７ ０ ０ ３
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ６ － １ ５ ２ ８

総 合 建 設 業

代表取締役 石 田 浩 子

㍿ 石 田 建 設

組合員一同

奈良県緑化土木協同組合

奈 良 市 東 紀 寺 町 ２ 丁 目 ８ 番 ８ 号
Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ７ ４ ２ （ ２ ４ ） ４ １ ２ ８
Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ７ ４ ２ （ ２ ６ ） ０ １ ３ ８
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｒｙｏｋｋａ.ｏｒ.ｊｐ

〒６３０－８３０５

ＩＳＯ9001・ＩＳＯ14001認証取得

官 公 需 適 格 組 合
近畿経済産業局近畿第 3 0 号
奈良県知事許可（特－5）第18353号

奈 良 市 法 蓮 町 ９ ６ ２ 番 地 １ ９
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） ２ ２ － ６ ２ ０ １
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ２ ） ２ ２ － ７ ６ ８ ５

西 商 店株式会社

代表取締役社長 西 　 精 男

生コンクリート・建材・販売

総 合 建 設 業

代表取締役 吉 田 良 金

奈 良 市 神 殿 町 １ １ － １
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） ６ ３ － ８ １ ０ ０
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ２ ） ６ ３ － ８ １ ０ １

㍿ 良 金 興 業

BRINGING EXCELLENCE INTO THE FUTURE

ISO9001・14001取得

日誠建設株式会社

〒６３２－００７２ 天 理 市 富 堂 町 ３３－１
Ｔ Ｅ Ｌ 　 ０ ７ ４ ３ － ６ ８ － １ ５ ７ ０
Ｆ Ａ Ｘ 　 ０ ７ ４ ３ － ６ ８ － １ ５ ７ ６

代表取締役 森 田 　 徹

代表取締役　和田　欣也

こども達の未来を考える

一級建築士事務所

株式会社和田工務店

新築・リフォーム

耐震診断・古民家再生

ZEHビルダー登録済

〒632-0072　奈良県天理市富堂町211-1
tel : 0743-63-1010  fax : 0743-62-3990

mail : wadakoumuten@wada-co.com
https://www.wada-co.com

代表取締役 岡 部 充 起

総 合 建 設 業

岡部工務店株式会社

〒６３２－００５５ 奈 良 県 天 理 市 遠 田 町 柳 枝 ２ ０ １ － １
ＴＥＬ（０７４３）６７－２２９１ ＦＡＸ（０７４３）６６－３５２２
E -m a i l : k . k . o ka b e ko um u t e n@ c h i v e . o c n . n e . j p

奈良県天理市二階堂上ノ庄町９５－２５
ＴＥＬ（０７４３）６４－２５２６
ＦＡＸ（０７４４）４８－３５６２
E - m a i l : i h a r a j u k i @ g m a i l . c o m

〒６３２－００８１

代表取締役 井 原 義 一

㍿ 井 原 重 機

ク レ ー ン 工 事 一 式
鋼 材 リ ー ス ・ 販 売 ・ 施 工

奈良県知事許可（般－5）第16368号

建築・板金工事一式
三洋工業KK奈良県特約店

中辻正鈑金属興業㍿
代表取締役 中 辻 安 則

奈 良 市 南 京 終 町 １ － ７ ２
☎（ ０ ７ ４ ２ ）６ ２ － ０ ７ ６ １ ㈹
Ｆ Ａ Ｘ（ ０ ７ ４ ２ ）６ ２ － ３ ６ ４ ６

代 表 者 福 永 　 悟

奈 良 市 南 紀 寺 町 ３ 丁 目 ２ ８ １ － １ ３
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） ２ ３ － ４ １ ０ ６ ㈹

道路切断工事
ウォールカッティング工事
ダイヤモンド穿孔工事

奈良カッター工業

奈良県知事許可第１６２０２号
（一 社）日 本 塗 装 工 業 会 会 員

吉野塗装株式会社

奈 良 市 七 条 東 町 ３ － １ ４ － １
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ３ － ２ ６ ２ ９ ㈹ 
 Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ３ － ２ ６ ４ ６ 　
大 和 郡 山 市 白 土 町 ６ ８ １ － ４
E - m a i l : y o s i n o . t @ p o e m . o c n . n e . j p

本 店
〒６３０―８０５２

大和郡山営業所
〒６３９―１１１２

代表取締役 伊 藤 政 夫
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奈 良 県 葛 城 市 疋 田 １ ４ ０ － ３
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ５ － ６ ９ － ９ ８ ２ ８
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ５ － ６ ９ － ９ ８ ２ ８

〒６３９－２１０１

代表取締役 西 本 智 彦

総 合 建 設 業

ソ レ イ ユ株式会社

代表取締役社長 鍜治田 八彦

価 値 空 間 創 造 会 社
私たちは提案型企業をめざします

奈 良 本 社

本店・大阪本社

／

／

〒639－2216　奈 良 県 御 所 市 1 5 0 － 3
TEL.0745－65－2131㈹ FAX.0745－65－2192

〒541－0044　大 阪 市 中 央 区 伏 見 町 3－ 2－ 6
TEL.06－4707－1351㈹ FAX.06－4707－1352

東京支店・名古屋支店

No.2659-ISO9001
No.E2151-ISO14001

建 設 資 材 総 合 商 社
各種新建材・各種銘木・住宅機器
内装工事・ALC工事・サイディング工事

代表取締役 正 司 茂 希
御 所 市 茅 原 ７ ８ 番 地 の １
☎（０７４５）６２－９７８３㈹ ＦＡＸ（０７４５）６２－８６７０
大 和 郡 山 市 矢 田 ４ ７ ７ ３
☎（０７４３）５８－５５５６ ＦＡＸ（０７４３）５８－５５５７
h t t p s : / / w w w . t a k a d a - b i l l t e c . c o m

本 社
〒６３９－２２４１
配送センター
〒６３９－１０５８

奈良県大和高田市大字松塚１０５４番地の４
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ５ ） ５ ２ － ２ １ ０ ４
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ５ ） ２ ２ － ３ １ ０ ４

道路標示・道路標識・道路反射鏡
薄 層 舗 装・交 通 安 全 施 設

代表取締役 津 田 勝 規

大和株式会社
ヤ　マ ト

大 和 高 田 市 礒 野 新 町 １ － ３ ３
ＴＥＬ０７４５－５２－８８８０
ＦＡＸ０５０－６８７７－６２７７
E-mai l　morimoto_6m@yahoo .co . jp

〒６３５－００６３

代表取締役 森 本 大 介

構造物メンテナンスのエキスパート
奈良県知事許可（般－６）第１６６３４号

㍿シックス・エム 株式会社 西川タイル

〒639-2207 奈 良 県 御 所 市 今 城 5 4 番 地

ＴＥＬ ０７４５ ６２－３８０８㈹

ＦＡＸ ０７４５ ６２－１５９５

Ｅ-mail: nishikawa-t@email.plala.or.jp

代表取締役 石 本 宗 人

奈 良 県 御 所 市 柏 原 １ ４ ２ ６
石 本 工 業  ☎０７４５ 6 5 ０２２５  ＦＡＸ０７４５ 6 5 ０５８５ 
御 所 生 コン  ☎０７４５ 6 5 ０２２１  ＦＡＸ０７４５ 6 5 ０２２３

綜 合 建 設 業 ISO9001 認証取得

生コンクリート製造販売 JIS A5308 認証取得

石 本 工 業株式会社

御所生コンクリート株式会社

国 土 交 通 省
Ｍ グ レ ード 認 定 工 場

㍿安川鉄工建設

奈 良 県 葛 城 市 忍 海 １ ７ ０ 番 地
ＴＥＬ ０７４５－６２－０９７９㈹
ＦＡＸ ０７４５－６２－０７０１　

（本社工場）
〒639－2123

代表取締役社長 安 川 浩 嗣

NISHIMOTOGUMI CO.,LTD

建築から塗装までトータルでお任せ下さい

奈 良 県 葛 城 市 葛 木 １ ５ ４ 番 地 ４
ＴＥＬ（０７４５）６９－６４７９ ＦＡＸ（０７４５）４８－８２１２

建築工事　塗装工事　防水工事　看板工事

精密機械塗装　機械焼付塗装　各種メッキ　アルマイト加工

奈良県橿原市新堂町３１３番地１ 奈良県ハイテク工場団地協同組合内
ＴＥＬ（０７４４）２４－６６２６ ＦＡＸ（０７４４）２４－６６２７

代表取締役 江 頭 義 内

代表取締役 江 頭 　 司
江 頭 建 装株式会社

エ ガ シ ラ 塗 装株式会社

建築・土木・防水
吹付超速硬化ウレタン、ポリウレア樹脂

本 　 社 奈 良 県 葛 城 市 弁 之 庄 ５ ９ － ７
営 業 所 奈 良 県 葛 城 市 北 道 穗 １ ３ ８ － １
ＴＥＬ０７４５－６９－５７７７　ＦＡＸ０７４５－６９－５７７８
h t t p : / / w w w . e v e r - k o g y o . c o . j p /
E - m a i l : i n f o @ e v e r - k o g y o . c o . j p

有限
会社エバー工業
代表取締役 大 野 敏 和

代表取締役 山 本 昭 博

〠６３５－００２５大和高田市神楽三丁目９－３マツダビル２F２号
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ５ － ４ ４ － ９ １ ０ ５
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ５ － ４ ４ － ９ １ ０ ６
E - m a i l y a 8 1 2 @ m i l d . o c n . n e . j p

山本組株式会社
請負 ｝コンクリート杭頭処理工事 ダイヤモンドコア穴明工事

斫 り 工 事 一 式 鉄骨・鉄筋・木造・解体工事

土木総合請負業

大 和 高 田 市 市 場 ５ ４ １ － ８
ＴＥＬ０７４５－２５－００７２
E-mail : yamabegumi@arrow.ocn.ne.jp

株式会社

〒635－0074

代表取締役

奈良県知事許可（特-4）第15328号

山 組
山 敏 治

大 和 高 田 市 旭 南 町 ８ ─ ３ ６
☎（０７４５）２２─７１６１㈹

代表取締役社長 中 井 俊 之

大和ガス住宅設備㍿

㍿ 上 埜 タ イ ル
上 埜 喜 章代表取締役

大 和 高 田 市 築 山 １ １ ７ － １
ＴＥＬ（０７４５）２２－２３０６㈹
ＦＡＸ（０７４５）２２－１５２２　

タイル・大理石・サイディングパネル・レンガ・ブロック・インターロッキング
住設機器施工及び販売

大 和 高 田 市 日 之 出 西 本 町 ４ － ９
ＴＥＬ０７４５－２２－４４５５㈹
ＦＡＸ０７４５－２２－２７８８　

本 社
〒６３５－００２４

https://www.sun48.co.jp

土木総合請負業

親海建設㍿
〒６３５－００７４　大和高田市市場５５７－５
ＴＥＬ（０７４５）２２－０７８８
ＦＡＸ（０７４５）５１－０８８８

代表取締役 前 川 雄 洋

奈良県知事許可（般－３）第１3644号
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代表取締役 嘉 藤 良 道

『 夢 咲 く 住 ・ 空 間 』
建 設 業 許 可 奈 良（ 特 － ４ ）第 ２ ９ ４ ５ 号

本 店 〒６３４－０８０４ 橿 原 市 内 膳 町 １ 丁 目 ４ 番 ９ 号
TEL 0744（２２）９１００　FAX ０７４４（２２）１８８３

U R L 　 h t t p s : / / w w w . k a t o - k e n s e t u . j p /建 設

株式会社

桜 井 市 桜 井 ２ ８ １ － １ １
☎ （ ０ ７ ４ ４ ） ４ ２ － ９ ０ ０ １
URL https://www.yamato-shinkin.co.jp/

本 店

理 事 長 中 村 正 德

奈 良 県 桜 井 市 浅 古 １ ６ １
ＴＥＬ０７４４－４３－３３２３
ＦＡＸ０７４４－４２－４５６６

〒６３３－００５２

株式
会社

クレーン工事一式

代表取締役 梶 川 勝 好

綜 合 建 設 業

代表取締役 石 橋 昌 憲

石 橋 組株式会社

〒６３３－００７７ 桜 井 市 大 西 ７ ８ １ － ２
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ４ － ４ ５ － ０ ７ ２ ７
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ４ － ４ ５ － ０ ７ ４ ６

代表取締役　吉田 敦彦
〒633-0065　奈良県桜井市吉備 557

TEL︓0744-42-2124　FAX︓0744-45-4766
https://www.yoshidaseizai.co.jp/

国産無垢材の製造・加工・販売
不燃木材、特注造作材など承ります

吉田製材株式会社

〒633－0112 　

髙 岸

本　　　社

代表取締役 髙 岸 典 雄

誠意と技術であしたを拓く

株式会社

奈良県桜井市初瀬２４３７
ＴＥＬ（０７４４）４７－７７２２
ＦＡＸ（０７４４）４７－７０７０

SEIWA株式会社

奈良県公安委員会認定第６４０００２６８号
(一社)全国警備業協会加盟(一社)奈良県警備業協会加盟

〒６３３－００６７　奈良県桜井市大福1 9 6番地の１０
ＴＥＬ０７４４－４２－４１１１　ＦＡＸ０７４４－２８－１２３４
E - m a i l s e i w a . k e i b i @ g m a i l . c o m

本　社

代表取締役 菊 岡 徳 高

奈 良 県 桜 井 市 外 山 6 0 4
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ４ ） ４ ３ － ４ ５ １ ８ ㈹
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ４ ） ４ ２ － ２ ５ ９ ６

本 社

エスティエフ株式会社

奈良県公安委員会認定第64000358号
一般建設業奈良県知事許可（般－3）第17859号

警備の事なら・・・

〒６３４－００４２　奈良県橿原市菖蒲町４丁目２９番１１号
ＴＥＬ０７４４－２８－０４０２　ＦＡＸ０７４４－２８－１２３４
　大阪支店　大阪府堺市深井沢町３２２９

本社

代表取締役 長 谷 忠 直

有限
会社 飛 鳥 工 業

〒６３４－００３４ 橿 原 市 飛 騨 町 ２ ５ － ２
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ４ － ２ ５ － ０ ７ ２ ２
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ４ － ２ ９ － ７ ５ ７ ７

E - m a i l : a s k - h a s e @ k c n . n e . j p

防水工事　止水工事　責任施工
内外塗装吹付工事　責任施工

電気工事業、消防施設工事業、管工事業
機械器具設置工事業、清掃、警備業全般

ビル総合管理・建設工事

橿 原 市 八 木 町 １－８－１５（ ヤ マトー 八 木 ４ F ）
ＴＥＬ（０７４４）㉒７０１２ ＦＡＸ（０７４４）㉕４８０２
大阪市中央区南船場３－３－２６（大阪ジュエリービル７F）
ＴＥＬ（０６）６２４３－９６９２ ＦＡＸ（０６）６２４３－９６９３

ｈｔｔｐ： / / w w w . h a n s h i n - k a n r i . c o . j p

本 社
〒６３４－００７８
大 阪 支 店
〒５４２－００８１

阪神管理サービス㍿
代表取締役社長 清 水 克 益

総 合 建 設 業

〒634-0831 奈良県橿原市曽我町３５２―４
ＴＥＬ：０７４４―２２―３８００
ＦＡＸ：０７４４―２５―４３７３

代表取締役 吉 崎 真 仁

建築・土木・解体・舗装

［BUILD］つくるその先に価値を

◇ ◇ ◇  土と水で郷土を築く  ◇ ◇ ◇

代表取締役　山 下　善 一

大東建設株式会社

〒634-0014　奈良県橿原市石原田町297番地の12
　　TEL　0744-29-1648
　　FAX　0744-29-1645
https://daitou-kensetsu.com/

代 表 者 大 倉 房 男

大倉ビジネスコンサルティングセンター

奈 良 県 桜 井 市 粟 殿 ７３４
☎（ ０７４４ ）� ７５３５ ㈹
ＦＡＸ（０７４４）�３２５１　

行政書士・社会保険労務士

建設業許可・入札参加願・労働保険
社会保険・各種官公庁提出書類

申　請　代　行

代表取締役 中 川 茂 宣

総 合 建 設 ・ 解 体 工 事 業

中 川 組株式会社

本社 〒６３４－０８４７ 奈良県橿原市飯高町１１３－２
ＴＥＬ０７４４－２５－８７８７　ＦＡＸ０７４４－２５－３７９７
E－mail:general-affairs@nakagawagumi.org
H P h t t p : / /www . n a k a g aw a - g um i . j p /
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ト
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築
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援

奈 良 市

生駒市

公
立
保
育
所
等
の
老
朽
化
の
進
行
等
に
よ
り

公
立
保
育
所
等
の
老
朽
化
の
進
行
等
に
よ
り

幼
保
再
編
計
画
の
策
定
支
援

幼
保
再
編
計
画
の
策
定
支
援

大和高田市

桜

井

市 認 定こども園 設 計 業 務認 定こども園 設 計 業 務

11年３月頃の開園目指して11年３月頃の開園目指して

現状及び地域課題等整理支援など現状及び地域課題等整理支援など天

理

市 地域福祉・福祉活動計画策定支援地域福祉・福祉活動計画策定支援

桜
井
市
は
「（
仮
称
）

旧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等

敷
地
認
定
こ
ど
も
園
設
計

業
務
委
託
」
を
桝
谷
設
計

に
委
託
し
て
進
め
て
い

る
。
委
託
期
間
は
６
月
30

日
。

セ
イ
セ
イ
ビ
ル
整
備
事
業

セ
イ
セ
イ
ビ
ル
整
備
事
業

「
イ
コ
マ
ド
」の
機
能
を
拡
張

「
イ
コ
マ
ド
」の
機
能
を
拡
張

生
駒
市
は
「
生
駒
市
セ

イ
セ
イ
ビ
ル
整
備
事
業
設

計
及
び
工
事
監
理
業
務
委

託
」
を
ウ
チ
ダ
シ
ス
テ
ム

ズ
に
委
託
し
て
進
め
て
い

る
。
委
託
期
間
は
３
月
31

日
。同

市
で
は
、
第
６
次
総

合
計
画
第
２
期
基
本
計
画

奈
良
市
は
「
高
の
原
駅

周
辺
地
区
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
構
築
支
援
業
務
委

託
」
を
市
浦
ハ
ウ
ジ
ン
グ

＆
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
オ
ー

プ
ン
エ
ー
共
同
企
業
体
に

委
託
し
て
進
め
て
い
る
。

委
託
期
間
は
10
年
３
月
31

日
。同

業
務
は
、
高
の
原
駅

前
広
場
を
核
と
す
る
高
の

原
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
地

域
・
民
間
事
業
者
等
を
主

体
と
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
組
織
に
よ
る
持
続

的
な
公
共
空
間
の
運
営
に

向
け
た
同
市
事
業
の
包
括

的
な
伴
走
支
援
を
行
う
も

の
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
の

原
エ
リ
ア
の
特
性
を
生
か

し
た
自
立
的
か
つ
継
続
的

な
公
民
連
携
で
の
運
営
体

制
を
確
立
さ
せ
る
と
と
も

に
、
高
の
原
駅
前
広
場
が

住
区
の
境
を
越
え
た
地
域

の
交
流
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
、 

受
注
者
の
専
門
知

識
・
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
な
が
ら
、 

関
係

者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

大
和
高
田
市
は
「
大
和

高
田
市
幼
保
再
編
計
画

（
個
別
施
設
計
画
）
策
定

支
援
」
を
船
井
総
合
研
究

所
に
委
託
し
て
進
め
て
い

る
。
委
託
期
間
は
９
年
１

天
理
市
は
「
天
理
市
地

域
福
祉
計
画
及
び
天
理
市

地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

支
援
業
務
」
を
名
豊
に
委

託
し
て
進
め
て
い
る
。
計

画
の
策
定
は
３
月
31
日

で
、
８
年
度
か
ら
計
画
に

基
づ
い
た
事
業
を
実
施
す

る
。同

市
で
は
、
社
会
福
祉

法
の
規
定
に
基
づ
く
地
域

福
祉
計
画
及
び
地
域
福
祉

活
動
計
画
の
一
体
策
定
に

あ
た
り
、
市
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
を
洗
い
出
し

整
理
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
市
の
方
向
性
を
明
確

に
計
画
へ
反
映
す
る
こ
と

が
必
要
。
第
１
期
計
画
内

容
を
踏
ま
え
て
第
２
期
計

画
に
反
映
し
、
新
た
な
地

計
画
施
設
で
あ
る
（
仮

称
）
旧
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
等
敷
地
認
定
こ
ど
も
園

は
、
延
べ
面
積
約
２
３
０

０
平
方
㍍
、
施
設
定
員
１

８
２
人（
０
歳
～
５
歳
児
）。

耐
震
安
全
性
は
構
造
体
Ⅱ

類
・
建
築
非
構
造
部
材
Ｂ

類
・
建
築
設
備
乙
類
。
対

象
と
な
る
敷
地
は
大
字
河

西
96
、97
―
１
、98
、99
、１

０
０
、１
０
１
、１
０
４
―

１
、２
０
０
、２
０
５
―

１
、２
０
６
、２
０
７
、２

０
８
、２
０
９
、２
１
０
、

２
２
２
、２
２
３
、２
２

４
、７
９
４
、７
９
５
番

地
。敷
地
面
積
約
８
８
１

２
平
方
㍍
。
必
要
所
室
は

０
歳
～
５
歳
児
の
保
育
室

を
そ
れ
ぞ
れ
60
平
方
㍍
、

早
朝
延
長
保
育
室
、
遊
戯

室
、
図
書
室
の
ほ
か
職
員

の
更
衣
室
や
休
憩
室
等
。

主
な
業
務
内
容
は
、
現

況
調
査
や
概
算
工
事
費
・

建
築
積
算
工
事
費
の
提

示
、
工
事
計
画
の
検
討
、

基
本
・
実
施
設
計
業
務
、

解
体
見
直
し
設
計
業
務
な

ど
。プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
時
点
で

の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
、設
計
６
月
30
日
ま
で
、

解
体
が
７
月
～
９
年
２

月
、
建
設
が
３
月
～
11
年

１
月
を
予
定
し
て
お
り
、

開
園
は
11
年
３
月
頃
。

旧学校給食センター（大字河西）旧学校給食センター（大字河西）

に
お
い
て
、
市
民
・
事
業

者
等
の
交
流
の
場
の
創
出

に
向
け
た
新
た
な
空
間
の

整
備
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
で
は
、
職
住
近

接
・
合
一
を
意
識
し
た
空

間
再
編
と
し
て
、
生
駒
駅

南
側
に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
創
出

し
て
い
く
こ
と
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

同
業
務
は
、
市
民
や
起

業
・
創
業
者
を
含
む
事
業

活
動
と
交
流
の
場
を
創
出

す
る
た
め
「
イ
コ
マ
ド
」

の
機
能
を
拡
張
し
、
セ
イ

セ
イ
ビ
ル
１
階
に
新
た
な

交
流
の
拠
点
を
整
備
す
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
整
備
に
係
る
実
施
設

計
及
び
そ
の
工
事
監
理
を

行
う
も
の
。

対
象
施
設
で
あ
る
生
駒

セ
イ
セ
イ
ビ
ル
は
元
町
１

丁
目
６
番
12
号
に
位
置

し
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
建
物
面
積

７
３
４
１
・
６
平
方
㍍
。

今
回
の
整
備
対
象
と
な
る

の
は
１
階
Ａ
区
画
の
約
１

７
０
平
方
㍍
と
Ｂ
区
画
の

約
30
平
方
㍍
。

主
な
業
務
は
１
階
Ａ
区

画
内
デ
ザ
イ
ン
等
作
成
業

務
（
①
意
匠
デ
ザ
イ
ン
の

作
成
②
１
階
Ａ
・
Ｂ
区
画

の
備
品
の
選
定
提
案
業

務
）
や
実
施
設
計
業
務
。

ョ
ン
を
促
進
し
相
互
理
解

す
る
こ
と
で
、
業
務
完
了

後
も
持
続
可
能
な
地
域
・

民
間
事
業
者
等
を
主
体
と

し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
活
動
の
定
着
を
図
る
こ

と
が
目
的
。
業
務
の
対
象

と
な
る
の
は
右
京
１
丁
目

他
。主

な
業
務
内
容
は
、
エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

運
営
支
援
や
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
作
成
支
援
、
社
会

実
験
の
企
画
・
運
営
、
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織

の
持
続
可
能
な
運
営
モ
デ

ル
構
築
支
援
、情
報
発
信
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、

各
年
度
の
取
組
報
告
、
検

証
、
次
年
度
計
画
の
ほ
か

総
括
報
告
な
ど
。

社
会
実
験
は
今
年
11
月

開
始
予
定
で
、
高
の
原
第

一
自
転
車
駐
車
場
跡
地

（
約
６
２
０
平
方
㍍
） 

及

び
（
仮
称
）
街
角
ハ
ウ
ス

建
設
予
定
地
（
約
１
０
０

平
方
㍍
）
周
辺
で
数
ヵ
月

単
位
の
実
施
を
想
定
。
な

お
、
駅
前
広
場
で
の
社
会

実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
整
備
工
事
の
支
障
と

な
ら
な
い
範
囲
と
す
る
。

月
31
日
。

今
回
の
業
務
は
、
民
間

の
活
用
や
こ
ど
も
園
化
も

含
め
た
公
立
保
育
所
等
の

整
備
等
の
検
討
を
行
い
、

同
市
に
お
け
る
公
立
保
育

所
等
の
在
り
方
や
再
編
成

計
画
及
び
個
別
施
設
計
画

の
策
定
を
求
め
る
も
の
。

業
務
の
対
象
と
な
る
の

は
保
育
所
や
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
等
の
14
施
設
。
主

な
業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

▽
計
画
準
備
・
資
料
収

集
整
理
＝
業
務
実
施
計
画

書
（
業
務
内
容
、
業
務
工

程
表
、
業
務
実
施
体
制
）

を
提
出
。

▽
公
立
保
育
所
等
の
状

況
整
理
＝
公
立
保
育
所
等

の
現
状
把
握
及
び
整
理
並

び
に
各
種
将
来
推
計
の
整

理
を
す
る
た
め
、
公
立
保

育
所
等
及
び
民
間
保
育
所

等
の
デ
ー
タ
整
理
や
学
校

再
編
計
画
に
お
け
る
幼
稚

園
デ
ー
タ
の
把
握
、
令
和

９
年
度
～
18
年
度
ま
で
の

10
年
間
の
各
施
設
の
児
童

数
等
の
推
移
及
び
将
来
推

計
を
実
施
。

▽
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
＝
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
や
報
告
書
を

作
成
。

▽
民
間
意
向
調
査
の
実

施
＝
公
立
保
育
所
等
の
民

間
移
行
に
関
し
て
、
市
内

で
民
間
保
育
所
等
の
新
規

開
設
の
意
向
等
を
把
握
す

る
た
め
、
調
査
を
約
50
施

設
に
対
し
て
実
施
。

▽
検
討
委
員
会
等
の
開

催
運
営
支
援
＝
検
討
会
議

（
外
部
有
識
者
を
含
む
）

を
開
催
す
る
に
当
た
り
、

会
議
資
料
の
作
成
及
び
議

事
録
（
要
旨
）
の
作
成
や

会
議
へ
の
出
席
、
必
要
に

応
じ
た
資
料
説
明
及
び
質

疑
に
対
す
る
回
答
等
の
支

援
を
行
う
。

▽
住
民
合
意
形
成
支
援

＝
地
域
住
民
の
多
様
な
意

見
や
考
え
方
を
調
整
し
、

地
域
住
民
の
意
思
決
定
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め

の
手
法
提
案
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
て
説
明
資
料
の

作
成
及
び
議
事
録（
要
旨
）

の
作
成
、
説
明
会
へ
の
出

席
及
び
質
疑
に
対
す
る
回

答
等
の
支
援
を
行
う
。

▽
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
支
援
。

▽
幼
保
再
編
計
画
策
定

支
援
＝
幼
保
再
編
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
、
仕
様
書

記
載
の
内
容
の
検
討
や
助

言
、
提
案
及
び
策
定
支
援

を
行
う
。

域
福
祉
課
題
及
び
対
策
に

関
す
る
内
容
に
つ
い
て
新

た
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

ま
た
、
同
市
で
は
計
画

策
定
の
過
程
を
重
要
視
し

単
に
計
画
を
策
定
す
る
だ

け
で
な
く
計
画
策
定
を
通

し
て
市
民
や
各
種
団
体
の

関
係
者
に
計
画
の
意
義
を

十
分
に
理
解
し
て
も
ら

い
、
計
画
策
定
後
の
実
務

へ
と
繋
げ
る
と
こ
ろ
ま
で

を
含
め
て
計
画
策
定
作
業

と
考
え
て
い
る
。

同
業
務
は
、
単
に
市
の

現
状
を
把
握
及
び
整
理
し

市
民
等
の
参
画
機
会
を
設

け
意
見
を
集
約
し
計
画
に

記
載
す
る
だ
け
で
な
く
、

計
画
策
定
後
の
取
組
に
繋

が
る
計
画
内
容
を
盛
込
む

業
務
を
進
め
て
い
く
た

め
、
豊
富
な
経
験
及
び
高

度
な
専
門
知
識
を
有
す
る

事
業
者
に
策
定
業
務
の
一

部
を
委
託
す
る
も
の
。

主
な
業
務
内
容
は
計
画

策
定
準
備
及
び
計
画
策
定

方
針
の
作
成
支
援
、
同
市

の
現
状
及
び
地
域
課
題
等

整
理
業
務
支
援
、
福
祉
と

そ
の
他
分
野
と
の
連
携
に

お
け
る
一
体
的
支
援
の
提

案
及
び
計
画
へ
の
活
用
支

援
、
市
民
等
の
参
画
に
関

す
る
業
務
支
援
、
関
係
団

体
等
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
に
係
る
支
援
業

務
、
計
画
骨
子
案
の
策

定
・
計
画
案
の
策
定
支
援

等
。
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（ 仮 称 ）市 民 交 流 施 設 整 備（ 仮 称 ）市 民 交 流 施 設 整 備 アドバイザリー・アドバイザリー・
基 本 計 画 策 定基 本 計 画 策 定

民間の専門性や創意工夫を反映民間の専門性や創意工夫を反映五

條

市

市
を
象
徴
す
る
施
設
へ

市
を
象
徴
す
る
施
設
へ

複
合
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定

複
合
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定

香 芝 市

認
定
こ
ど
も
園
整
備
基
本
計
画
策
定

認
定
こ
ど
も
園
整
備
基
本
計
画
策
定

５
施
設
を
対
象
に

５
施
設
を
対
象
に

御 所 市

香
芝
市
は
「
香
芝
市
複

合
施
設
整
備
基
本
計
画
策

定
業
務
」
を
佐
藤
総
合
計

画
関
西
オ
フ
ィ
ス
に
委
託

し
て
進
め
て
い
る
。
委
託

期
間
は
３
月
31
日
。

同
業
務
は
、
旧
香
芝
市

モ
ナ
ミ
ホ
ー
ル
や
市
中
央

公
民
館
及
び
市
ふ
た
か
み

文
化
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の

集
約
化
及
び
多
機
能
化
を

図
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
安
心
し
て
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
場
、
生

涯
学
習
及
び
地
域
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
場
及

び
地
域
の
人
々
の
郷
土
を

大
切
に
す
る
思
い
が
込
め

ら
れ
た
同
市
を
象
徴
す
る

場
と
な
る
複
合
施
設
を
整

備
す
る
た
め
の
基
本
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
が
目

的
。
主
な
業
務
内
容
は
次

の
通
り
。

▽
事
業
目
的
等
の
整
理

＝
事
業
に
関
す
る
こ
れ
ま

で
の
経
緯
や
関
連
計
画
、

現
地
条
件
及
び
複
合
施
設

の
特
性
等
を
踏
ま
え
、
事

業
目
的
等
を
整
理
。

▽
計
画
を
策
定
す
る
に

当
た
っ
て
の
条
件
等
の
整

理
＝
前
記
の
内
容
を
踏
ま

え
、
整
備
予
定
地
の
現
地

踏
査
を
実
施
し
、
並
び
に

既
存
施
設
の
資
料
、
敷
地

条
件
及
び
法
規
制
条
件
等

の
計
画
を
策
定
す
る
に
当

た
っ
て
の
条
件
等
を
整

理
。▽

市
民
等
へ
の
意
向
調

査
＝
近
隣
市
町
村
を
含
め

同
種
及
び
類
似
施
設
等
の

利
用
状
況
を
把
握
し
、
本

複
合
施
設
の
利
用
に
対
す

る
需
要
を
調
査
す
る
た
め

に
、
市
民
や
複
合
施
設
の

宇

陀

市

面会・マッチング機会の創出など面会・マッチング機会の創出など
企 業 誘 致 促 進 業 務企 業 誘 致 促 進 業 務

五
條
市
は「（
仮
称
）五

條
市
市
民
交
流
施
設
整
備

事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・

御
所
市
は
「
御
所
市
北

部
認
定
こ
ど
も
園
整
備
基

本
計
画
策
定
業
務
」
を
ト

ー
マ
ツ
に
委
託
し
て
進
め

宇
陀
市
は
「
令
和
７
年

度
宇
陀
市
企
業
誘
致
促
進

業
務
」
を
キ
ョ
ウ
エ
イ
ア

ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

に
委
託
し
て
進
め
て
い

る
。
委
託
期
間
は
３
月
18

日
。同

市
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
や
未
利
用
の
公

有
地
等
へ
の
企
業
進
出
を

促
進
し
、
賑
わ
い
と
交
流

を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
労
働

者
の
掘
り
起
こ
し
、
若
年

層
の
労
働
の
幅
を
広
げ
る

環
境
づ
く
り
や
都
会
か
ら

の
労
働
者
の
受
け
入
れ
場

所
の
確
保
に
よ
り
、
市
内

で
の
雇
用
促
進
や
関
係
人

口
増
加
に
よ
る
地
域
の
活

利
用
が
見
込
ま
れ
る
団
体

等
へ
の
意
向
調
査
を
実
施

及
び
整
理
。

▽
施
設
整
備
方
針
の
決

定
＝
市
民
等
へ
の
意
向
調

査
及
び
「
香
芝
市
複
合
施

設
整
備
基
本
構
想
」
を
踏

ま
え
、
基
本
計
画
に
お
い

て
改
め
て
施
設
整
備
方
針

を
決
定
す
る
。

▽
導
入
機
能
及
び
規
模

の
検
討
＝
複
合
施
設
に
導

入
す
る
機
能
及
び
規
模
を

整
理
。
ま
た
、
市
役
所
来

庁
者
の
た
め
の
駐
車
場
整

備
検
討
地
及
び
立
体
駐
車

場
整
備
予
定
地
に
つ
い
て

も
、
必
要
な
規
模
を
併
せ

て
検
討
す
る
。

▽
設
備
の
配
置
等
の
検

討
＝
施
設
の
整
備
に
当
た

り
、
設
備
の
配
置
、
間
取

り
及
び
動
線
を
検
討
す

る
。
な
お
、
設
備
の
配
置

や
間
取
り
及
び
動
線
の
検

討
に
当
た
っ
て
は
、
市
役

所
の
周
辺
の
公
共
施
設
等

の
動
線
及
び
出
入
口
の
道

路
交
通
環
境
を
踏
ま
え
都

市
計
画
法
、
建
築
基
準
法

等
に
準
拠
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
建
築
確
認

申
請
上
の
敷
地
設
定
等
を

含
め
て
検
討
す
る
。

▽
概
算
事
業
費
の
検
討

＝
複
合
施
設
の
整
備
に
お

け
る
概
算
事
業
費
を
検

討
。
概
算
事
業
費
の
算
出

に
当
た
っ
て
は
、
積
算
単

価
の
根
拠
を
明
確
化
す
る

と
と
も
に
工
事
の
段
階
別

の
工
程
表
等
を
作
成
し
、

仮
設
工
事
、
解
体
工
事
等

も
踏
ま
え
た
概
算
事
業
費

を
算
出
。

▽
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
の

作
成
＝
設
備
の
配
置
、
間

取
り
及
び
動
線
の
検
討
に

お
い
て
選
定
さ
れ
た
案
に

基
づ
き
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ

パ
ー
ス
を
作
成
す
る
。

▽
事
業
手
法
及
び
運
営

方
式
の
検
討
＝
想
定
さ
れ

る
事
業
手
法
を
抽
出
す
る

と
と
も
に
、
各
事
業
手
法

の
メ
リ
ッ
ト
及
び
デ
メ
リ

ッ
ト
等
を
比
較
し
最
適
な

事
業
手
法
を
検
討
。
事
業

手
法
の
選
定
に
お
い
て

は
、
施
設
の
用
途
や
管
理

区
分
ご
と
に
運
営
方
式
の

検
討
を
行
う
。

▽
土
地
収
用
法
に
よ
る

事
業
認
定
の
支
援
＝
複
合

施
設
整
備
予
定
地
及
び
香

芝
市
役
所
来
庁
者
の
た
め

の
駐
車
場
整
備
検
討
地
に

お
い
て
、
市
が
土
地
収
用

法
に
よ
る
事
業
認
定
を
行

う
に
当
た
り
、
当
該
事
業

認
定
の
手
続
が
完
了
す
る

ま
で
の
間
、
必
要
な
説
明

会
の
開
催
や
申
請
書
類
の

作
成
等
の
支
援
を
行
う
。

配置検討図配置検討図

基
本
計
画
策
定
業
務
」
を

図
書
館
総
研
・
Ｔ
Ｒ
Ｃ
共

同
事
業
体
（
東
京
都
文
京

区
）
に
委
託
し
て
進
め
て

い
る
。
委
託
期
間
10
年
３

月
24
日
。
想
定
す
る
施
設

規
模
は
４
７
０
０
平
方
㍍
。

同
市
で
は
「
中
心
市
街

地
の
活
性
化
・
に
ぎ
わ
い

創
出
の
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ

き
、
旧
イ
オ
ン
五
條
店
敷

地
に
民
間
商
業
施
設
と
合

築
ま
た
は
併
設
し
「（
仮

称
）
五
條
市
市
民
交
流
施

設
市
民
交
流
施
設
」
の
整

備
を
行
う
。
市
民
交
流
施

設
は
、
中
心
市
街
地
に
お

け
る
市
民
の
交
流
や
広
域

的
な
集
客
を
生
み
、
同
市

の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
核
と

な
る
重
要
な
役
割
を
担
う

施
設
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

同
業
務
で
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
理
念
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
得
ら
れ
た
市

民
の
意
見
を
基
礎
と
し

て
、
民
間
の
専
門
性
や
創

意
工
夫
を
十
分
に
反
映
し

た
施
設
整
備
を
行
う
た

め
、 

一
連
の
業
務
を
担
う

事
業
者
を
選
定
す
る
。
な

お
、
設
計
関
連
業
務
に
運

営
の
視
点
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
施
設
の
利
用
価

値
や
満
足
度
を
最
大
限
に

高
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
指
す
方
針
。

施
設
機
能
と
し
て
は
、

図
書
館
や
子
ど
も
の
遊
び

広
場
、ホ
ー
ル
の
他
、ス
ー

パ
ー
等
の
民
間
商
業
施
設

等
を
想
定
し
て
い
る
。
主

な
業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

▽
施
設
コ
ン
セ
プ
ト
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
提
案
・

助
言
＝
①
施
設
コ
ン
セ
プ

ト
の
検
討
②
サ
ー
ビ
ス
内

容
の
検
討
③
関
連
事
業
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

▽
施
設
の
機
能
や
規
模

等
に
関
す
る
施
設
計
画
等

へ
の
提
案
、
助
言
＝
①
整

備
方
針
及
び
諸
室
規
模
の

検
討
②
平
面
プ
ラ
ン
へ
の

助
言
③
基
本
計
画
の
策
定

④
基
本
設
計
、
実
施
設
計

の
検
討
⑤
機
能
相
関
図
の

検
討
。

▽
設
備
計
画
等
の
提

案
・
助
言
＝
①
設
備
・
備

品
等
の
検
討
②
備
品
等
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
検
討
。

て
い
る
。
委
託
期
間
は
３

月
31
日
。
対
象
と
な
る
の

は
御
所
幼
児
園
、
秋
津
幼

児
園
、
石
光
保
育
所
、
幸

町
保
育
所
、
小
林
保
育
所

（
休
所
中
）。
主
な
業
務
内

容
は
次
の
通
り
。

▽
計
画
準
備
・
資
料
収

集
＝
業
務
実
施
計
画
書
の

作
成
・
提
出
。
ま
た
、 

必

要
な
資
料
に
つ
い
て
貸
与

を
受
け
資
料
の
収
集
整
理

を
行
う
。

▽
計
画
の
概
要
作
成
。

▽
上
位
計
画
及
び
関
連

計
画
の
整
理
＝
教
育
・
保

育
に
関
連
す
る
上
位
関
連

計
画
を
把
握
し
整
理
と
り

ま
と
め
。

▽
職
員
、
市
民
等
意
向

調
査
の
実
施
＝
対
象
施
設

の
職
員
を
対
象
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
２
回
以
上
開

催
し
企
画
や
運
営
、
意
見

集
約
・
整
理
と
り
ま
と
め

を
行
い
計
画
に
反
映
す

る
。
ま
た
、
市
内
未
就
園

保
護
者
及
び
対
象
施
設
在

園
児
の
保
護
者
に
対
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
。
調
査
票
の
設

計
、配
布
や
集
計
・
分
析
、

調
査
結
果
の
と
り
ま
と
め

を
行
う
。

▽
対
象
施
設
の
現
状
と

課
題
の
整
理
＝
対
象
施
設

に
含
ま
れ
る
就
園
前
児
童

の
推
移
や
将
来
推
計
を
行

う
。
ま
た
、
対
象
施
設
の

概
要
や
利
用
状
況
、
定
員

充
足
率
、
職
員
数
、
通
所

状
況
に
つ
い
て
把
握
し
整

理
し
、
現
状
把
握
の
結
果

を
踏
ま
え
課
題
を
整
理
す

る
。▽

整
備
候
補
地
の
検

証
。▽

整
備
方
針
の
検
討
＝

対
象
施
設
統
合
後
に
お
け

る
定
員
数
や
保
育
士
・
保

育
教
諭
数
の
設
定
を
行
う

と
と
も
に
、
施
設
整
備
の

方
針
を
検
討
し
明
ら
か
に

す
る
。

▽
整
備
基
本
計
画
の
検

討
＝
①
基
本
計
画
プ
ラ
ン

の
検
討
②
構
造
・
設
備
に

関
す
る
検
討
③
外
構
に
関

す
る
検
討
。

▽
管
理
運
営
計
画
の
検

討
。▽

概
算
事
業
費
の
検

討
。▽

整
備
事
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
課
題
の
整
理
＝
基

本
計
画
策
定
後
～
開
園
に

至
る
ま
で
の
整
備
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
検
討
。

▽
基
本
計
画
書
の
作
成

＝
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
「（
仮
称
）
御

所
市
北
部
認
定
こ
ど
も
園

整
備
基
本
計
画
」
と
概
要

版
を
作
成
し
て
提
出
。

▽
庁
内
検
討
会
議
の
運

営
支
援（
計
４
回
程
度
）。

性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

同
業
務
は
、
多
様
な
特

徴
を
持
つ
市
内
の
地
域
資

源
活
用
や
課
題
解
決
に
繋

げ
る
た
め
、
受
託
者
の
持

つ
誘
致
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
で
地
域
に
根
差
し
た
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
と

地
域
経
済
や
地
元
産
業
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
企

業
誘
致
が
目
的
。
主
な
業

務
内
容
は
次
の
通
り
。

▽
企
業
へ
の
情
報
提

供
、
進
出
検
討
企
業
と
の

面
会
・
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会

の
創
出
＝
進
出
を
検
討
す

る
企
業
や
働
く
場
所
に
と

ら
わ
れ
な
い
企
業
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
、
宇
陀
市
と

の
面
会
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機

会
を
創
出
す
る
た
め
の
誘

致
活
動
を
行
う
。

▽
視
察
ツ
ア
ー
の
開
催
。

▽
大
都
市
と
宇
陀
市
内

で
の
企
業
対
応
の
代
行
＝

進
出
検
討
企
業
に
対
す
る

対
応
デ
ス
ク
を
特
定
の
大

都
市（
東
京
都
特
別
区
部
、

大
阪
市
、
名
古
屋
市
、
横

浜
市
、京
都
市
、札
幌
市
、

福
岡
市
）
及
び
宇
陀
市
内

に
常
設
し
、
必
要
に
応
じ

た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

▽
誘
致
支
援
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
実
施
＝
誘
致
に
係

る
不
明
点
や
懸
念
点
を
な

く
し
、
効
率
的
な
業
務
遂

行
と
効
果
的
な
誘
致
活
動

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、

契
約
月
か
ら
月
１
回
以
上

の
宇
陀
市
と
の
定
例
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
対
面
ま
た
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。

▽
宇
陀
市
へ
の
企
業
進

出
に
係
る
マ
ッ
チ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
＝
同
市
へ

の
進
出
に
関
心
の
あ
る
企

業
に
対
し
、
進
出
に
関
す

る
基
本
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や

企
業
に
よ
る
進
出
後
の
事

例
を
紹
介
。
企
業
と
市
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
と

な
る
対
面
形
式
の
イ
ベ
ン

ト
を
特
定
の
大
都
市
（
東

京
都
特
別
区
部
、大
阪
市
、

名
古
屋
市
、
横
浜
市
、
京

都
市
、札
幌
市
、福
岡
市
）

の
い
ず
れ
か
で
委
託
期
間

中
に
１
回
実
施
す
る
。



（第三種郵便物認可） 建 設 新 報 2026年(令和８年)１月１日(木) (32)

小
・
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修

小
・
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修

橿 原 市

水
使
用
量
の
削
減
な
ど
環
境
へ
の
配
慮

水
使
用
量
の
削
減
な
ど
環
境
へ
の
配
慮

生

駒

市 公共空間整備に向けた骨子案策定支援等公共空間整備に向けた骨子案策定支援等

元町１丁目・本町他が対象元町１丁目・本町他が対象
跡
地
活
用
方
針
等
の
検
討
な
ど

跡
地
活
用
方
針
等
の
検
討
な
ど

大和郡山市

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
策
定

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
策
定

大
和
郡
山
市
は
「
大
和

郡
山
市
公
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
策
定
業
務
」
を

地
域
計
画
建
築
研
究
所

に
委
託
し
て
進
め
て
い

る
。
委
託
期
間
は
２
月
28

日
。生

駒
市
は「
生
駒
駅
周

辺
エ
リ
ア
の
公
共
空
間
整

備
に
向
け
た
骨
子
案
策
定

支
援
等
業
務
」を
市
浦
ハ
ウ

ジ
ン
グ
＆
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

委
託
し
て
進
め
て
い
る
。委

託
期
間
は
３
月
20
日
。

同
業
務
は
「
居
心
地
が

良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち

な
か
」を
実
現
す
る
た
め
、 

過
年
度
に
実
施
し
た
社
会

橿
原
市
は「
橿
原
市
小
・

中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
改

修
工
事
（
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル

ド
改
修
）」
を
松
吉
組
・

徳
本
建
築
設
計
事
務
所
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
代
表
松

吉
組
）
に
委
託
し
て
進
め

て
い
る
。
契
約
上
の
工
期

同
市
で
は
、
平
成
21
年

度
よ
り
国
土
交
通
省
の

「
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
策
定
指
針
」に
則
り
、

公
営
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
の

状
況
の
把
握
と
建
物
の
計

画
的
な
維
持
管
理
、
長
寿

命
化
へ
の
考
え
方
と
実
施

方
針
等
を
定
め
る
「
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る
。
平
成

28
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

現
行
計
画
で
は
、
片
桐
東

団
地
や
霞
ヶ
丘
団
地
、
南

谷
団
地
へ
の
建
替
集
約
化

の
方
針
や
市
営
住
宅
等
の

維
持
管
理
計
画
を
作
成

し
、
実
施
し
て
来
た
が
計

画
期
間
が
令
和
７
年
度
で 

終
了
と
な
る
。

同
業
務
は
計
画
期
間
の

終
了
を
踏
ま
え
、
現
行
計

画
の
現
状
分
析
・
評
価
、

市
営
住
宅
の
現
況
把
握
と

課
題
等
の
整
理
、
長
寿
命

化
の
基
本
方
針
や
団
地
別

の
活
用
方
法
、計
画
改
善
・

修
理
方
針
。
建
替
事
業
や

用
途
廃
止
後
の
跡
地
活
用

方
針
等
の
検
討
、
庁
内
検

討
会
議
の
支
援
を
実
施
し

令
和
８
年
度
～
17
年
度
を

計
画
期
間
と
す
る
次
期
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
が
目

的
。対

象
範
囲
は
、
市
全
域

の
同
市
が
管
理
す
る
公
営

住
宅
等
の
全
て
で
、
公
営

住
宅
17
団
地
３
３
４
戸
、

改
良
住
宅
３
団
地
１
８
８

戸
。

実
験
や
庁
内
Ｗ
Ｇ
で
の
検

討
を
基
に
、
関
連
す
る
調

査
や
社
会
実
験
、
地
域
住

民
・
事
業
者
等
と
の
協
議

な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
公

共
空
間
整
備
の
実
現
可
能

性
を
高
め
「
生
駒
駅
周
辺

エ
リ
ア
再
整
備
骨
子
案
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
る
こ

と
が
目
的
。

業
務
範
囲
は
元
町
１
丁

目
・
本
町
他
で
、
こ
れ
ま

で
に
実
施
し
た
社
会
実
験

や
検
討
、
第
６
次
生
駒
市

総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
Ａ
Ｐ
Ｆ

に
て
策
定
さ
れ
た
「
生
駒

駅
南
口
み
ら
い
ビ
ジ
ョ

ン
」
な
ど
上
位
・
関
連
計

画
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

業
務
を
実
施
す
る
。
主
な

業
務
内
容
次
の
通
り
。

【
現
況
等
調
査
・
検
証
】

▽
交
通
量
等
の
調
査 

・

検
証
＝
生
駒
駅
南
口
ロ
ー

タ
リ
ー
及
び
主
要
な
通
り

な
ど
の
再
整
備
に
あ
た

り
、
生
駒
駅
周
辺
に
お
い

て
交
通
量
調
査
や
駅
前
再

整
備
に
係
る
事
例
収
集
・

調
査
、
関
連
施
策
の
調
査

を
行
う
。

▽
生
駒
駅
北
口
案
内
サ

イ
ン
の
設
置
・
検
証
＝
生

駒
駅
周
辺
地
区
に
お
い
て

「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た

く
な
る
ま
ち
な
か
」を
実
現

す
る
た
め
、来
街
者
の
回

遊
性
を
高
め
る
案
内
サ
イ

ン
の
設
置
・
検
証
を
行
う
。

▽
社
会
実
験
の
実
施 

・

検
証
＝
い
こ
み
な
エ
リ
ア

の
滞
留
性
・
回
遊
性
向
上

の
た
め
の
主
要
な
通
り
の

空
間
整
備
に
向
け
、
必
要

な
社
会
実
験
の
企
画
・
実

施
を
行
う
と
と
も
に
、
課

題
整
理
や
効
果
検
証
を
行

う
。【生

駒
駅
周
辺
エ
リ
ア

再
整
備
骨
子
案
の
検
討
支

援
】▽

ロ
ー
タ
リ
ー
利
用
者

等
の
意
向
調
査
＝
ロ
ー
タ

リ
ー
や
道
路
の
利
用
者
、

関
係
者
な
ど
を
対
象
に
複

数
案
の
パ
ー
ス
な
ど
を
比

較
検
討
で
き
る
ア
ン
ケ
ー

ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を

実
施
す
る
。

▽
生
駒
駅
周
辺
エ
リ
ア

再
整
備
骨
子
案
の
検
討
支

援
＝
ロ
ー
タ
リ
ー
利
用
者

等
の
意
向
調
査
」及
び（
意

見
交
換
の
運
営
支
援
」
で

の
意
見
を
踏
ま
え
、
記
載

事
項
の
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
生
駒
駅
周
辺
エ
リ
ア
再

整
備
骨
子
案
を
作
成
。

【
意
見
交
換
の
運
営
支

業務範囲業務範囲

は
３
月
18
日
。

市
立
小
学
校
及
び
中
学

校
の
ト
イ
レ
の
既
設
和
式

大
便
器
を
洋
式
大
便
器
に

更
新
す
る
も
の
。
こ
れ
に

よ
り
、
児
童
や
生
徒
が
日

常
的
に
使
用
す
る
ト
イ
レ

空
間
に
お
け
る
学
校
教
育

活
動
に
適
し
た
良
好
な
環

境
の
確
保
と
快
適
な
学
習

環
境
を
提
供
す
る
為
、
洋

式
大
便
器
設
置
率
50
％
以

上
に
到
達
さ
せ
る
。
ま

た
、
水
使
用
量
の
削
減
な

ど
環
境
へ
の
配
慮
等
を
同

時
に
達
成
す
る
こ
と
が
目

的
。事

業
の
対
象
と
な
る

小
・
中
学
校
を
工
事
の
調

整
、資
材
の
確
保
そ
の
他
、

配
置
人
員
等
か
ら
工
区
分

け
。
市
内
北
エ
リ
ア
を
Ａ

工
区
、
南
エ
リ
ア
を
Ｂ
工

区
と
し
た
。
８
年
度
に
整

備
す
る
の
は
鴨
公
小
学

校
、
真
菅
小
学
校
、
香
久

山
小
学
校
の
３
校
。
各
学

校
と
の
協
議
に
よ
り
卒
業

式
等
の
行
事
の
た
め
に
、

ト
イ
レ
の
場
所
に
よ
っ
て

は
早
期
の
部
分
使
用
を
求

め
る
可
能
性
が
あ
る
。

契
約
公
表
後
の
主
な
ス

ケ
ー
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
施

工
完
了
期
限
が
３
月
18

日
。
洋
式
化
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｘ

Ｉ
Ｌ
和
洋
改
修
工
法
」
ま

た
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
和
洋
リ

モ
デ
ル
工
法
」
に
よ
り
施

工
。
主
な
業
務
の
範
囲
は

次
の
通
り
。

▽
簡
易
設
計
業
務
＝
①

施
設
の
ト
イ
レ
改
修
工
事

の
簡
易
設
計
図
の
作
成
②

施
設
の
ト
イ
レ
改
修
工
事

に
必
要
な
各
種
調
査
③
次

年
度
以
降
の
別
途
計
画
と

の
整
合
④
施
設
と
の
協
議

⑤
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

業
務
⑥
そ
の
他
こ
れ
ら
を

実
施
す
る
上
で
必
要
な
関

連
業
務
。

▽
ト
イ
レ
改
修
工
事
＝

①
施
設
の
ト
イ
レ
改
修
工

事
の
施
工
②
近
隣
対
策
、

対
応
③
施
設
と
の
施
工
に

係
る
日
程
調
整
及
び
協
議

④
施
設
の
ト
イ
レ
改
修
工

事
に
必
要
な
許
認
可
等
の

手
続
（
関
係
機
関
と
の
協

議
申
請
等
の
手
続
）
⑤
セ

ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
業
務

⑥
そ
の
他
こ
れ
ら
を
実
施

す
る
上
で
必
要
な
関
連
業

務
。▽

工
事
監
理
業
務
＝
①

工
事
監
理
業
務
②
セ
ル
フ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
業
務
③
そ

の
他
こ
れ
ら
を
実
施
す
る

上
で
必
要
な
関
連
業
務
。

援
】生

駒
駅
周
辺
エ
リ
ア
再

整
備
骨
子
案
の
検
討
に
あ

た
り
、
多
様
な
主
体
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

会
議
な
ど
意
見
交
換
の
運

営
を
支
援
す
る
。
意
見
交

換
の
実
施
に
際
し
、
資
料

作
成
や
資
料
説
明
等
の
運

営
補
助
、
意
見
の
整
理
・

助
言
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
な
ど
必
要
な
支
援
を

行
い
、
意
見
を
生
駒
駅
周

辺
エ
リ
ア
再
整
備
骨
子
案

に
反
映
す
る
。

「
居
心
地
が
良
く

「
居
心
地
が
良
く

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」実
現
へ

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」実
現
へ

市
が
管
理
す
る
公
営
住
宅
等
の
全
て
が
対
象

市
が
管
理
す
る
公
営
住
宅
等
の
全
て
が
対
象
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葛 城 市

民
間
施
設
の
誘
致
を
目
的
に
実
施

民
間
施
設
の
誘
致
を
目
的
に
実
施

當
麻
複
合
施
設
周
辺
エ
リ
ア
活
用

當
麻
複
合
施
設
周
辺
エ
リ
ア
活
用

生
涯
学
習
の
推
進・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

生
涯
学
習
の
推
進・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

８
年
度
～
９
年
度
に
施
工
監
理
業
務

８
年
度
～
９
年
度
に
施
工
監
理
業
務

健
康
増
進
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業

健
康
増
進
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業

学
校
給
食
Ｃ
設
計
施
工
監
理

学
校
給
食
Ｃ
設
計
施
工
監
理

御 所 市

田原本町

桜

井

市

遺跡を活かしたまちづくりを遺跡を活かしたまちづくりを
まちづくり基本構想策定支援まちづくり基本構想策定支援

計画地位置図計画地位置図

葛
城
市
は「
葛
城
市（
仮

称
）
當
麻
複
合
施
設
周
辺

エ
リ
ア
活
用
事
業
」
を
市

民
生
活
協
同
組
合
な
ら
コ

ー
プ
に
委
託
し
て
進
め
て

い
る
。
既
存
施
設
解
体
工

事
に
は
、
令
和
９
年
４
月

以
降
に
着
手
す
る
予
定
。

複
合
施
設
は
、
當
麻
文

化
会
館
を
全
面
改
修
し
當

麻
文
化
会
館
や
當
麻
図
書

館
及
び
當
麻
庁
舎
の
機
能

を
集
約
し
た
施
設
と
し

て
、
令
和
８
年
度
の
供
用

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

同
市
で
は
、
旧
當
麻
庁

舎
跡
地
と
當
麻
図
書
館
及

び
當
麻
庁
舎
跡
地
に
、
複

合
施
設
及
び
農
村
広
場
利

用
者
に
必
要
な
駐
車
場
や

防
球
フ
ェ
ン
ス
等
の
整

備
。
ま
た
、
民
間
施
設
を

誘
致
す
る
た
め
今
回
の
エ

リ
ア
活
用
事
業
を
実
施
す

る
。計

画
地
は
竹
内
長
尾
89

―
１
他
で
敷
地
面
積
１
万

２
０
１
５
平
方
㍍
。
主
な

施
設
設
備
の
条
件
は
次
の

通
り
。

▽
民
間
施
設
＝
①
地
域

の
に
ぎ
わ
い
や
交
流
を
創

出
す
る
施
設
、
複
合
施
設

と
の
連
携
が
図
れ
る
施
設
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

が
図
ら
れ
る
施
設
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
使
い
や

す
い
施
設
等
に
す
る
こ
と

②
市
は
民
間
施
設
に
お
け

る
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
を
期
待

し
て
い
る
た
め
、
設
定
の

是
非
を
検
討
す
る
こ
と
③

民
間
施
設
用
地
は
、解
体
・

撤
去
せ
ず
に
残
置
す
る
既

存
施
設
や
工
作
物
、
植
栽

等
を
含
め
善
良
な
管
理
者

の
注
意
義
務
を
も
っ
て
管

理
す
る
こ
と
④
外
観
や
外

構
は
、
複
合
施
設
や
市
の

歴
史
・
風
土
、
周
辺
環
境

に
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
と

す
る
こ
と
―
な
ど
。

▽
市
の
駐
車
場
＝
駐
車

場
は
、計
画
地
と
農
村
広

場
の
２
ヵ
所
と
し
、地
上
平

面
駐
車
で
１
０
５
台（
普

御
所
市
は
「
御
所
市
健

康
増
進
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
事
業
」
を
Ｋ
Ｇ
Ｆ
Ａ
グ

ル
ー
プ
（
代
表
：
鍜
治
田

工
務
店
、
構
成
員
：
ゴ
セ

ケ
ン
、
福
本
設
計
、
ア
ク

ア
テ
ィ
ッ
ク
）
に
委
託
し

て
進
め
て
い
る
。
事
業
期

間
は
令
和
20
年
９
月
30
日
。

同
市
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ

交
流
拠
点
と
し
て
の
環
境

整
備
」
を
施
策
と
し
て
掲

げ
て
お
り
、
現
在
は
市
の

体
育
施
設
は
屋
外
型
中
心

で
あ
る
た
め
天
候
に
か
か

わ
ら
ず
利
用
で
き
、
健
康

づ
く
り
や
生
涯
学
習
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
資
す
る
健

田
原
本
町
は
「
田
原
本

町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設

計
施
工
監
理
業
務
」
を
綜

企
画
設
計
に
委
託
し
て
進

め
て
い
る
。
委
託
期
間
は

９
年
６
月
30
日
。

同
町
で
は
、
給
食
施
設

の
自
校
方
式
を
採
用
し
て

お
り
、
各
学
校
に
給
食
室

を
併
設
し
て
い
る
。
し
か

桜
井
市
は
「
纒
向
遺
跡

周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
基

本
構
想
策
定
支
援
業
務
」

を
地
域
計
画
建
築
研
究
所

大
阪
事
務
所
に
委
託
し
て

進
め
て
い
る
。
委
託
期
間

は
３
月
31
日
。

同
業
務
は
、史
跡
纒
向

遺
跡
交
流
館（
仮
称
）基
本

計
画
に
掲
げ
る
史
跡
纒
向

遺
跡
交
流
館（
仮
称
）を
核

と
し
て
、遺
跡
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
べ
く

隣
接
す
る
駅
前
広
場
の
設

置
及
び
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
等
も
併
せ
て
検
討
。

史
跡
活
用
の
利
便
性
向
上

や
纏
向
地
域
の
ま
ち
づ
く

通
乗
用
車
85
台
、軽
乗
用

車
20
台
）以
上
で
事
業
者

が
提
案
す
る
駐
車
マ
ス
を

整
備
。ま
た
、駐
車
場
の
う

ち
、１
０
０
平
方
㍍
程
度

を
駐
車
場
利
用
以
外
に
イ

ベ
ン
ト
等
で
利
用
で
き
る
エ

リ
ア
と
し
て
計
画
。カ
ラ
ー

舗
装
等
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
の

利
用
に
配
慮
し
た
舗
装
に

す
る
と
と
も
に
、各
種
イ
ベ

ン
ト
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
対
応
し

た
屋
外
コ
ン
セ
ン
ト
や
給

排
水
設
備
を
整
備
す
る
。

▽
農
村
広
場
（
防
球
フ

ェ
ン
ス
等
を
含
む
）
＝
農

村
広
場
南
側
に
、
地
上
平

面
駐
車
場
と
し
て
、
普
通

乗
用
車
60
台
以
上
で
事
業

者
が
提
案
す
る
駐
車
マ
ス

を
整
備
。
駐
車
場
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
境
界
と
な
る
駐

車
場
北
側
に
は
高
さ
12
㍍

の
防
球
フ
ェ
ン
ス
を
、
駐

車
場
東
側
に
は
高
さ
２
㍍

の
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す

る
。
あ
わ
せ
て
農
村
広
場

東
面
に
高
さ
12
㍍
の
防
球

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。

事業用地事業用地

康
増
進
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
こ

と
。
市
民
意
識
調
査
に
お

い
て
、
市
の
弱
み
と
し
て

娯
楽
の
場
（
憩
い
の
場
や

公
園
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
）

が
少
な
い
と
い
う
項
目
が

挙
げ
ら
れ
、
健
康
増
進
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
「
生
涯
学
習

の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
」
の
た
め
の
施
策
と
し

て
健
康
増
進
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
整
備
す
る
方
針
。

同
事
業
は
、ス
ポ
ー
ツ
振

興
や
健
康
増
進
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
や
地
域

活
性
化
な
ど
の
推
進
、ひ
い

て
は
同
市
が
目
指
す
将
来

都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
、

健
康
増
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
の
拠
点
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
す
も
の
。

同
施
設
の
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
は「
自
然
と
調
和
し
、

周
辺
環
境
に
溶
け
込
み
な

が
ら
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
誰
も
が
安
心
・

安
全
・
快
適
に
利
用
で
き

る
、
健
康
増
進
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
の
拠
点
づ
く

り
」。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

健
康
増
進
、
福
祉
向
上
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

地
域
活
性
化
の
５
点
を
施

設
の
基
本
方
針
と
し
、
事

業
者
は
こ
れ
ら
を
十
分
に

踏
ま
え
た
施
設
と
す
る
。

事
業
者
が
行
う
業
務
は

設
計
・
建
設
業
務
の
ほ
か
、

事
前
調
査
や
工
事
監
理
、

周
辺
対
策
、
竣
工
検
査
な

ど
。
設
計
・
建
設
は
10
年

６
月
ま
で
、
開
業
準
備
期

間
が
維
持
管
理
・
運
営
事

業
者
提
案
日
～
10
年
９

月
、
供
用
開
始
日
が
10
月

１
日
。

主
な
諸
室
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
や
多
目
的

室
、
25
㍍
×
６
コ
ー
ス
を

有
す
る
プ
ー
ル
の
ほ
か
、

シ
ャ
ワ
ー
を
含
む
ド
ラ
イ

ス
ペ
ー
ス
、
脱
衣
室
等
。

ス
タ
ッ
フ
用
の
更
衣
室
や

プ
ー
ル
監
視
室
・
救
護
室

等
を
設
け
た
合
計
１
５
０

０
平
方
㍍
程
度
と
な
る
。

施
設
外
構
は
車
椅
子
優

先
駐
車
区
画
や
大
型
バ
ス

の
駐
車
が
可
能
と
な
る
よ

う
計
画
す
る
駐
車
場
、
送

迎
者
用
の
乗
降
場
等
を
設

け
る
予
定
。

り
の
充
実
の
た
め
に
、地
域

振
興
や
観
光
振
興
等
様
々

な
角
度
か
ら
地
元
人
口
流

出
を
防
ぎ
、関
係
人
口
の

増
加
を
図
り
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
て
、基
本
構

想
を
策
定
す
る
も
の
。主
な

業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

▽
対
象
地
区
の
現
況
と

課
題
把
握
。

▽
課
題
解
決
の
方
法
性

と
基
本
構
想
の
策
定
＝
①

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
と

目
標
②
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
方
針
③
ま
ち
づ
く

り
構
想
図
④
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
化
に
向
け
て
。

▽
実
施
す
べ
き
取
り
組

み
と
地
域
に
も
た
ら
す
波

及
効
果
＝
設
置
す
る
史
跡

纒
向
遺
跡
交
流
館（
仮
称
）

や
環
境
を
整
備
す
る
周
遊

ル
ー
ト
の
移
動
に
利
用
し

た
公
共
交
通
機
関
及
び
周

遊
先
の
宿
泊
・
食
事
・
土

産
等
各
施
設
が
も
た
ら
す

波
及
効
果
。

▽
そ
の
他
必
要
な
業
務

＝
①
本
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
必
要
と
な
る
打
合

せ
、
協
議
等
②
受
注
者
が

提
案
す
る
効
果
的
な
事
項

（
独
自
提
案
）
③
庁
内
会

議
に
係
る
補
助
④
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
実
施
に

係
る
補
助
⑤
必
要
な
市
役

所
内
の
協
議
調
整
に
か
か

る
資
料
作
成
及
び
補
助
。

し
、
半
数
以
上
の
給
食
施

設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
調
理
員
の
健
康
や
食

材
の
安
全
性
か
ら
早
急
に

空
調
設
備
の
設
置
が
必
要
。

厨
房
機
器
も
20
年
を
超
え

て
使
用
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
更
新
が
必
要
な
状

況
。
今
回
の
設
計
施
工
監

理
業
務
は
、
小
学
校
を
対

象
と
し
た
調
理
・
配
送
等

を
行
う
共
同
調
理
場
（
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
を
整

備
す
る
も
の
。
９
年
度
中

の
供
用
開
始
を
目
指
し
て

７
年
度
に
設
計
業
務
、
８

年
度
～
９
年
度
に
施
工
監

理
業
務
を
行
う
。

敷
地
は
旧
田
原
本
町
立

東
幼
稚
園
敷
地（
大
字
伊

与
戸
１
９
３
番
地
１
他
）

で
、敷
地
面
積
約
５
０
０

０
平
方
㍍
。施
設
条
件
は

Ｓ
造
１
階
若
し
く
は
２
階

建
で
延
べ
床
面
積
２
０
０

０
平
方
㍍
程
度
。耐
震
安

全
性
は
構
造
体
Ⅱ
類
建
築

非
構
造
部
材
Ｂ
類
建
築
設

備
乙
類
、外
構
工
事
１
式

ド
ラ
イ
方
式
の
施
設
と
す

る
。必
要
諸
室
は
、給
食
エ

リ
ア
や
事
務
・
来
客
用
エ

リ
ア
、そ
の
他
エ
リ
ア
別
に

そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
る
。

概
算
工
事
費
は
約
20
億

円
込
で
、
８
年
３
月
ま
で

に
基
本
設
計
及
び
実
施
設

計
、
８
年
６
月
～
９
年
６

月
に
施
工
監
理
・
建
設
工

事
を
予
定
。
主
な
業
務
範

囲
は
設
計
業
務
（
①
一
般

業
務〈
基
本
・
実
施
設
計
〉

②
追
加
業
務
〈
建
築
積
算

や
電
気
設
備
積
算
、
透
視

図
の
作
成
等
〉）、
監
理
業

務
（
①
設
計
内
容
の
意
図

伝
達
及
び
工
事
監
理
に
関

す
る
業
務
②
工
事
監
理
に

関
す
る
そ
の
他
の
業
務
③

追
加
業
務
〈
関
連
工
事
の

調
整
、
完
成
図
の
確
認

等
〉）。
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総
合
的
な
調
査
を
実
施

総
合
的
な
調
査
を
実
施

桜

井

市

明
日
香
村

エリアの現況把握や課題整理などエリアの現況把握や課題整理など

機能充実を目指して機能充実を目指して

駅南口広場再整備基本計画策定支援駅南口広場再整備基本計画策定支援

飛 鳥 駅 前 整 備 計 画 策 定飛 鳥 駅 前 整 備 計 画 策 定

管
理
の
引
継
ぎ
を
目
的
に

管
理
の
引
継
ぎ
を
目
的
に

ク
リ
ー
ン・オ
ア
シ
ス
等
包
括
業
務

ク
リ
ー
ン・オ
ア
シ
ス
等
包
括
業
務

五 條 市五 條 市

な
ら
１
０
０
年
会
館
改
修
基
本
計
画

な
ら
１
０
０
年
会
館
改
修
基
本
計
画

改
修
必
要
箇
所
の
精
査
、課
題
の
抽
出
等

改
修
必
要
箇
所
の
精
査
、課
題
の
抽
出
等

奈
良
市
は
「
な
ら
１
０

０
年
会
館
改
修
基
本
計
画

策
定
支
援
業
務
委
託
」
を

安
井
・
デ
ィ
ー
デ
ィ
ー
テ

ィ
ー
・
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
Ｊ
Ｖ
に
委
託
し
て

進
め
て
い
る
。
委
託
期
間

は
３
月
31
日
。

同
業
務
は
、な
ら
１
０

０
年
会
館
に
つ
い
て
館
全

体
の
現
況
を
総
合
的
に
調

査
し
、建
築
面
や
設
備
面

等
の
改
修
必
要
箇
所
の
精

査
、課
題
の
抽
出
等
を
行

奈 良 市奈 良 市明
日
香
村
は
「
飛
鳥
駅

前
整
備
計
画
策
定
業
務
委

託
」
を
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
に
委
託
し

て
進
め
て
い
る
。
委
託
期

間
は
３
月
27
日
。

飛
鳥
駅
前
は
、
道
の
駅

五
條
市
は「
ク
リ
ー
ン
・

オ
ア
シ
ス
等
包
括
業
務
委

託
」
を
テ
ス
コ
に
委
託
し

て
進
め
て
い
る
。
契
約
期

間
は
10
年
３
月
31
日
。

同
業
務
は
、
同
市
が
包

基
本
条
件
の
整
理
な
ど

基
本
条
件
の
整
理
な
ど

小
学
校
跡
地
等
活
用
検
討

小
学
校
跡
地
等
活
用
検
討

王 寺 町王 寺 町王
寺
町
は
「
王
寺
町
小

学
校
跡
地
活
用
及
び
体
育

館
指
定
避
難
所
活
用
検
討

業
務
委
託
」
を
ア
ト
ラ
ス

ワ
ー
ク
ス
に
委
託
し
て
進

め
て
い
る
。
委
託
期
間
は

３
月
31
日
。

同
町
で
は
令
和
５
年
度

に
、王
寺
北
小
学
校
は
緑
地

公
園
や
利
用
者
駐
車
場
な

ど
を
整
備（
体
育
館
は
体
育

施
設
や
地
域
の
指
定
避
難

所
と
し
て
継
続
利
用
）。王

寺
小
学
校
に
つ
い
て
は
、イ

ベ
ン
ト
広
場
や
利
用
者
駐

車
場
な
ど
を
整
備
す
る
今

後
の
方
針
を
示
し
た
。

６
年
度
に
は
庁
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
、

王
寺
北
小
学
校
に
つ
い
て

は
民
間
事
業
者
の
活
力
を

導
入
し
た
福
祉
系
施
設
の

整
備
及
び
体
育
館
を
地
域

の
指
定
避
難
所
と
し
て
継

桜
井
市
は
「
桜
井
駅
南

口
広
場
再
整
備
基
本
計
画

策
定
支
援
業
務
委
託
」
を

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
に
委
託
し
て
進
め

て
い
る
。
委
託
期
間
は
９

年
３
月
５
日
。

同
業
務
は
、こ
れ
ま
で
地

区
内
で
策
定
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
計
画
等

の
趣
旨
や
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推

進
事
業
の
実
施
結
果
か
ら

見
え
る
地
区
及
び
駅
前
広

場
空
間
に
お
け
る
課
題
を

踏
ま
え
、調
査
・
検
討
を
行

い
つ
つ
桜
井
駅
南
口
広
場
の

再
整
備
を
行
う
た
め
の
基

本
計
画
策
定
が
目
的
。

公
告
時
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
案
で
は
基
本
計
画
の
策

定
業
務
を
令
和
８
年
度
ま

で
と
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

う
も
の
。適
切
な
施
設
の
維

持
管
理
を
通
じ
て
、今
後
と

も
継
続
し
て
利
用
も
ら
う

た
め
、な
ら
１
０
０
年
会

館
改
修
基
本
計
画
の
策
定

を
行
う
こ
と
が
目
的
。主
な

業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

▽
施
設
・
設
備
等
の
現

況
調
査
＝
①
施
設
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
調
査
②
現
況
調

査
③
事
例
分
析
。

▽
施
設
改
修
の
検
討
に

関
す
る
支
援
業
務
＝
施
設

の
現
況
を
確
認
し
た
う
え

で
、
施
設
改
修
の
考
え
方

に
つ
い
て
検
討
。
受
注
者

は
各
項
目
及
び
そ
の
他
の

事
項
に
お
い
て
市
の
検
討

過
程
に
参
加
し
、
必
要
な

情
報
や
デ
ー
タ
を
収
集
・

整
理
し
た
う
え
で
提
供
す

る
な
ど
の
支
援
を
行
う
。

▽
な
ら
１
０
０
年
会
館

改
修
基
本
計
画
（
案
の
作

成
＝
「
な
ら
１
０
０
年
会

館
改
修
基
本
計
画（
案
）」

の
作
成
を
行
い
提
出
。
提

出
後
に
市
か
ら
修
正
の
指

示
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
対
応
を
す
る
。

飛
鳥
を
中
心
に
飛
鳥
観
光

の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ま
た
は

「
明
日
香
ま
る
ご
と
博
物

館
」
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と

し
て
、
観
光
情
報
や
交
通

環
境
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
飛
鳥
駅
前

交
差
点
を
中
心
と
す
る
渋

滞
、
あ
す
か
夢
販
売
所
の

出
入
口
の
安
全
性
と
い
っ

た
様
々
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
８
年

に
は
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮

都
」
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
を
目
指
し
て
お
り
、
９

年
に
は
宿
泊
施
設
の
開
業

に
よ
り
、
今
後
来
訪
者
が

増
加
す
る
見
込
み
か
ら
、

機
能
充
実
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
同
業
務
で
は
飛
鳥
駅

前
の
課
題
を
整
理
・
解
決

し
、
周
辺
を
含
め
た
機
能

充
実
を
図
る
た
め
に
、
基

本
計
画
を
策
定
す
る
。
主

な
業
務
内
容
は
次
の
通

り
。▽

必
要
な
与
条
件
の
整

理
＝
①
法
規
制
の
整
理
②

現
地
調
査
と
課
題
整
理
③

利
用
状
況
の
把
握
・
整
理

（
鉄
道
駅
や
公
共
交
通
機

関
利
用
、
直
売
所
売
上
等

の
利
用
状
況
を
把
握
・
整

理
）。▽整

備
計
画
の
策
定
＝

①
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
の
決

定
（
飛
鳥
駅
前
、
あ
す
か

夢
販
売
所
、
民
間
施
設
の

各
エ
リ
ア
が
一
体
と
な
っ

た
飛
鳥
駅
前
整
備
の
コ
ン

セ
プ
ト
決
定
や
コ
ン
セ
プ

ト
が
分
か
り
や
す
い
イ
メ

ー
ジ
図
を
作
成
等
）
②
飛

鳥
駅
前
エ
リ
ア
の
整
備

③
あ
す
か
夢
販
売
所
エ

リ
ア
の
整
備
（
あ
す
か
夢

販
売
所
及
び
周
囲
の
駐
車

場
の
必
要
性
を
含
め
、
整

備
案
を
作
成
、
現
在
存
在

し
て
い
る
民
間
施
設
を
含

め
て
整
備
案
を
作
成
等
）

④
民
間
施
設
エ
リ
ア
の
整

備
⑤
整
備
・
管
理
手
法

の
検
討
。

▽
概
算
事
業
費
の
算
出

＝
①
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

の
算
出
②
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
検
討
。

▽
「
飛
鳥
駅
前
の
機
能

充
実
等
に
関
す
る
検
討

会
」
の
資
料
作
成
。

▽
そ
の
他
＝
打
合
せ
協

議
、照
査
、報
告
書
作
成
。

メ
ン
ト
を
８
年
度
末
に
実

施
す
る
予
定
。
主
な
業
務

内
容
は
次
の
通
り
。

▽
計
画
準
備
＝
対
象
区

域
内
で
の
既
存
計
画
に
基

づ
き
、整
備
の
目
的
や
位
置

づ
け
を
整
理
。ま
た
、業
務

実
施
方
針
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
検
討
な
ど
業
務
の
全
体

計
画
の
立
案
を
行
う
。

▽
桜
井
駅
南
口
及
び
周

辺
エ
リ
ア
の
現
況
把
握
＝

①
桜
井
駅
南
口
及
び
周
辺

エ
リ
ア
の
現
況
を
調
査
、

地
区
の
社
会
経
済
動
向
を

把
握
②
交
通
実
態
の
把
握
。

▽
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
状
況
の
整
理
＝
上
位
関

連
計
画
等
に
記
載
さ
れ
て

い
る
計
画
及
び
調
査
結

果
、
駅
周
辺
施
設
の
利
用

状
況
等
に
つ
い
て
整
理
。

▽
今
後
の
動
向
に
関
す

る
把
握
＝
整
理
し
た
取
り

組
み
状
況
の
今
後
及
び

「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に

向
け
た
動
き
に
つ
い
て
把

握
。▽

整
備
に
向
け
た
課
題

整
理
。

▽
整
備
の
方
針
検
討
＝

①
整
備
の
基
本
方
針
②
必

要
規
模
の
算
出
③
施
設
配

置
の
検
討
④
基
本
方
針
案

の
絞
り
込
み
。

▽
報
告
書
の
作
成
。

続
利
用
。
王
寺
小
学
校
は

商
業
施
設
や
将
来
的
な
町

役
場
庁
舎
移
転
の
候
補
地

と
し
て
検
討
を
進
め
る
と

い
う
活
用
方
針
を
策
定
。

同
業
務
は
、
王
寺
北
小
学

校
跡
地
及
び
王
寺
小
学
校

跡
地
の
活
用
方
法
並
び
に

王
寺
北
小
学
校
体
育
館
の

指
定
避
難
所
と
し
て
の
活

用
方
法
検
討
が
目
的
。

対
象
と
な
る
跡
地
の
概

要
は
王
寺
北
小
学
校
（
舟

戸
３
丁
目
７
番
18
号
）
敷

地
面
積
約
２
万
８
０
０
平

方
㍍
、
王
寺
小
学
校
（
本

町
２
丁
目
６
番
16
号
）
敷

地
面
積
約
１
万
６
０
１
５

平
方
㍍
。
主
な
業
務
内
容

次
の
通
り
。

▽
王
寺
北
小
学
校
体
育

館
＝
①
課
題
の
整
理
及
び

対
応
策
の
検
討
②
指
定
避

難
所
と
し
て
の
必
要
機
能

の
検
討
③
事
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
検
討
。

▽
王
寺
北
小
学
校
跡
地

＝
①
跡
地
活
用
方
法
の
検

討
②
事
業
手
法
の
導
入
可

能
性
調
査
（
事
業
手
法
の

整
理
や
事
業
ス
キ
ー
ム
の

検
討
、
民
間
事
業
者
の
参

入
意
向
調
査
な
ど
）。

▽
王
寺
小
学
校
跡
地
＝

王
寺
小
学
校
跡
地
に
係
る

こ
れ
ま
で
の
町
に
お
け
る

検
討
経
緯
、
活
用
方
針
、

王
寺
小
学
校
跡
地
に
お
け

る
法
令
の
規
制
等
、
王
寺

北
小
学
校
跡
地
活
用
を
検

討
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基

本
条
件
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、
類
似
事
例
等
を
参

考
に
整
備
方
針
や
導
入
機

能
等
を
複
数
案
検
討
し
た

後
に
、
参
入
可
能
性
の
あ

る
民
間
事
業
者（
候
補
者
）

を
選
抜
。

括
業
務
委
託
し
て
い
る
五

條
市
ク
リ
ー
ン
・
オ
ア
シ

ス
及
び
み
ど
り
園
最
終
処

分
場
浸
出
水
処
理
施
設
の

管
理
を
安
定
し
て
継
続
さ

せ
る
た
め
委
託
す
る
も

の
。対

象
と
な
る
施
設
は
ク

リ
ー
ン
・
オ
ア
シ
ス
（
し

尿
処
理
施
設
）
と
み
ど
り

園
（
浸
出
水
処
理
施
設
）

の
２
施
設
。
主
な
業
務
内

容
は
次
の
通
り
。

▽
ク
リ
ー
ン
・
オ
ア
シ

ス
＝
①
し
尿
、
浄
化
槽
汚

泥
の
受
入
業
務
②
運
転
操

作
監
視
業
務
③
保
守
点
検

業
務
④
設
備
点
検
等
業
務

⑤
計
画
修
繕
業
務
⑥
水
質

検
査
業
務
⑦
清
掃
業
務
⑧

除
草
業
務
⑨
水
槽
の
清
掃

⑩
投
入
槽
清
掃
汚
泥
、
貯

留
槽
清
掃
汚
泥
の
運
搬
費

の
支
払
い
代
行
業
務
⑪
清

掃
汚
泥
処
分
費
の
支
払
い

代
行
業
務
⑫
脱
水
汚
泥
管

理
及
び
運
搬
処
分
費
の
支

払
い
代
行
業
務
⑬
し
渣
運

搬
費
の
支
払
い
代
行
業
務

⑭
物
品
等
調
達
管
理
業
務

⑮
機
械
警
備
業
務
⑯
リ
ン

の
管
理
⑰
見
学
者
対
応
業

務
⑱
多
目
的
広
場
維
持
管

理
業
務
。

▽
み
ど
り
園
＝
①
巡
回

点
検
業
務
②
運
転
操
作
監

視
業
務
③
保
守
点
検
業
務

④
薬
注
設
備
の
薬
品
調
合

と
溶
解
及
び
薬
品
の
残
量

管
理
⑤
処
理
工
程
の
水
質

管
理
⑥
脱
水
汚
泥
及
び
清

掃
汚
泥
の
搬
出
。



本年も何卒宜しくお願い申し上げます　1月1日

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）(35) 2026年(令和８年)１月１日(木)

心と技術で明日を築く

本 社
〒５４３-０００２
奈 良 本 店
〒６３５-０８２２

大 阪 市 天 王 寺 区 上 汐 ４ － ５ － ２ ６
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ６ － ６ ７ ７ ２ － ８ ２ ０ １
北 葛 城 郡 広 陵 町 大 字 平 尾 １ １ － １
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ５ － ５ ５ － １ １ ５ １

U R L　h t t p s : / / w w w . m u r a m o t o . c o . j p /

代 表 取 締 役 社 長 久 米 生 泰
常務執行役員　本店長 南 條 秀 和

【本社・本店】 〒635-0065　大和高田市東中2-12-25
TEL. 0745-53-5558　FAX. 0745-53-6771
ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ.ｋｋ-ｎａｋａｇａｗａ.ｃｏ.ｊｐ/

【主要取扱商品】
●住宅設備機器 ●配管資材 ●建築資材
●空調機器 ●機械・電動工具
●ＯＡ機器、家電 ●太陽光発電システム 等
【事業所】
奈良支店・東大阪支店・北大阪支店
南大阪支店・泉南支店・センチュリ記念館

より豊かな人間環境を目指して･･･

人々の暮らしのまわりで
　　私たちの取り扱い製品は活躍しています。
より良い住まいと暮らし
　　より豊かな人間環境の創造に貢献する。
　　　　それが私たちのテーマです。

代表取締役 長 尾 正 己

奈 良 県 北 葛 城 郡 広 陵 町 大 字 平 尾 １ １ － １
ＴＥＬ（０７４５）５５－６６７１　ＦＡＸ（０７４５）５５－２６７８
橿 原 合 材 セ ン タ ー： 奈 良 県 橿 原 市 曲 川 町 ６ － １ － １
ＴＥＬ（０７４４）２２－１０２５　ＦＡＸ（０７４４）２２－１５１６
支 　 店  ：  大 阪 支 店工事成績優秀企業

近畿地方整備局

2025

 <エネルギー・環境・情報> 設備の未来を拓く
あ す

本　　店　　大阪市北区本庄東２－３－４１
〒５３１－８５５０　ＴＥＬ ０６－６３７５－６０００

奈良支店　　奈 良 市 大 安 寺 ６ － ２０ － ８
〒６３０－８１３３　ＴＥＬ ０７４２－６２－８７８１
ht tps : / /www.k inden .co . j p

自然にやさしい良好な環境めざす自然にやさしい良好な環境めざす

〒639-2316 奈良県御所市西寺田 480
0745-62-1730TEL 0745-62-5057FAX西寺田砕石場

〒639-2277 奈良県御所市室 1193-1
0745-62-5053TEL 0745-62-5057FAX

本 　 　 社

〒638-0841 奈良県吉野郡大淀町今木 471-1今木採石場

代表取締役 西 本 正 昭

代表取締役社長 佐 々 岡 　 均

総 合 建 設 業
豊かな地域社会を創出

鳳隆建設株式会社
宇 陀 市 大 宇 陀 五 津 ２ ５ － １
☎ （ ０ ７ ４ ５ ） ８ ３ － １ ３ ６ ４ ㈹
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ５ ） ８ ３ － ０ ８ ５ ６

本 社

総 合 建 設 業

代表取締役 畠 山 龍 晃

五 條 市 西 吉 野 町 和 田 ４ １ ５ － １ ２
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ７ ） ３ ２ － ０ １ ０ ４
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ７ ） ３ ２ － ０ １ ０ ６

〒６３７－０１１６

畠山建設株式会社

ISO.9001・14001
土木元請・本社認証取得

MSA-QS-4216
MSA-ES-1418

総 合 建 設 業

代表取締役 大 西 誠 二
〒６３４－０８１７　奈良県橿原市寺田町１１３－１
ＴＥＬ：０７４４－３５－１３３６　ＦＡＸ：０７４４－３５－３７０２
〒６３９－２１５４　奈良県葛城市兵家１４４１－４
ＴＥＬ：０７４５－４８－７７０７　ＦＡＸ：０７４５－４８－６８８１
メールアドレス：daiko-kensetu@leto.eonet.ne.jp
h t t p s : / / d a i k o k e n s e t s u . j p /

■ 関 西 支 店

■ 本 　 　 社

将来世代へ継ぐ懸け橋を守る

ダイコー建設株式会社

総合解体業・建設業

TEL.0745-44-3754
FAX.0745-44-3756E-mail:nishikawagumi322@basil.ocn.ne.jp

〒639-2257 奈良県御所市小殿222番地の2

URL    　h t t p s : / / w w w . m a t u d a - d n k . c o . j p

総 合 設 備 工 事 　 設 計 ／ 施 工
（電気・計装・通信情報・太陽光発電・防災・防犯・空調・給排水・衛生）

本 社
通信・情報事業部
大 阪 支 店
奈 良 支 店
四日市営業所

（〒635-0064）
（〒635-0067）
（〒556-0022）
（〒630-8441）
（〒510-0064）

大 和 高 田 市 栄 町 4 番 3 3 号
大和高田市春日町2丁目4番28号
大阪市浪速区桜川4丁目8番1号
奈良市神殿町698番地の3
四日市市新正1丁目11番17号

電話 0745（52）1115〔代〕　FAX 0745（23）7720
電話 0745（23）1113〔代〕　FAX 0745（23）1116
電話 06（6562）1200〔代〕　FAX 06（6562）2345
電話 0742（61）5781〔代〕　FAX 0742（61）0965
電話 059（359）1550〔代〕　FAX 059（359）1552

本　社　・　本　店
通信・情報事業部　大阪支店
奈良支店　四日市営業所

Q 4 6 0 8 E 2 1 1 9
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総 合 建 設 業

代表取締役 鈴 川 福 守

香 芝 市 尼 寺 １ － ６ － １
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ５ ） ７ ６ － ８ ２ ５ ５
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ５ ） ７ ８ － ４ ４ ４ ３

代表取締役社長 弓 場 雅 之

田原建設株式会社

奈 良 県 五 條 市 二 見 一 丁 目 １ 番 ４ 号
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ７ ─ ２ ２ ─ ３ ５ ９ １
和 歌 山 県 橋 本 市 東 家 １ ─ ３ ６ ７ ─ ５
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ３ ６ ─ ３ ２ ─ ８ １ １ ７
ht t p s : / / t a h a r a k e n s e t s u . c o . j p /

本 社

和歌山支店

総合建設業・一級建築士事務所

奈 良 県 五 條 市 田 園 １ － １ ９ － ８
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ７ － ２ ４ － ０ ０ ９ ０
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ７ － ２ ２ － ３ ０ ２ ０

〒６３７－００９３

代表取締役 奥 田 信 広

オ ク シ ン
総 合 建 設 業

株式会社

エクステリア、物置、施工販売

総 合 建 設 業

代表取締役 西 田 吾 一
〒６３７－００３５五條市霊安寺町２１５７番地の２
ＴＥＬ（０７４７）２４－５９０１
ＦＡＸ（０７４７）２４－５９０２
E - m a i l n i s h i y o s h i @ k c n . j p
URL h t t p s : / / n i s h i y o s h i . c om/MSA-QS-4569

MSA-ES-1883
MSA-SS-435

香 　 芝 　 市 　 上 　 中 　 ５ 　 ９
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ５ ） ７ ７ － ３ ８ ３ ２
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ５ ） ６ １ － ７ ７ ７ ９

総 合 建 設 業
土木・舗装工事一式

代表取締役 柳 原 伸 光

　 柳 原 組株式会社

■本　　社：

■営　業　所：

〒６３７-００１４　奈良県五條市住川町９１番地の５
ＴＥＬ.０７４７－２３－５１１１　ＦＡＸ.０７４７－２３－５１１８
h t t p : / / w w w . m o r i o k a g u m i . c o m
Ｅ- m a i l：ｍｏｒｉｏｋａ＠ｆｉｎｅ.ｏｃｎ.ｎｅ.ｊｐ
東 京 ・ 大 阪 ・ ベ ト ナ ム

100年先、またその先へ 未来を創造する

代表取締役 川 田 昌 宏
株式会社　森 岡 組

ISO 9001/14001 認証取得

奈 良 県 生 駒 市 西 松 ヶ 丘 ２ ５ － ３ １
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ３ ） ７ ４ － ３ ７ ３ ２
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ３ ） ７ ４ － ３ ７ ５ ６

総 合 建 設 業

代 表 者 松 井 正 樹

松 井 建 設

〒６３９－０２２６ 香 芝 市 五 位 堂 ３ 丁 目 ５ ９ ０ － ２
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ５ ） ７ ６ － ５ ５ ７ ７ ㈹
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ５ ） ７ ８ － ２ ２ １ ４

島田工業株式会社
代表取締役会長 島 田 敏 弘
代表取締役社長 島 田 健 司

金属製建具・シャッター・パーテーション・ガラス

総 合 建 設 業

大 和 郡 山 市 矢 田 町 ４ ６ ８ ５
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ３ ） ５ ２ － ４ ９ ０ ４
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ３ ） ５ ２ － ４ ９ ０ ６

田 中 組株式会社

代表取締役 田 中 正 昭

「安さ」「安全」を兼ね揃えた新基準の土留工法
Industrial  method  that  achieves
safety  and  low  price  at  the  same  time KR 工法

※特許工法

奈良県大和郡山市井戸野町124－２
TEL：0743－53－4182　FAX：0743－52－5530
ＵＲＬ https://www.kurahara.co.jp

〒639-1104

ISO 9001/14001/45001 認証取得

代 表 取 締 役 倉 原 　 　 定

豊かな生活の創造をめざして

総 合 建 設 業

和光建設株式会社

MSA-ES-1842
MSA-QS-4820

代表取締役 中 野 惠 司

仲野水道設備㍿
許可・登録　 奈良県知事許可（特－4）830号

〒6 3 0－0 2 5 1 奈 良 県 生 駒 市 谷 田 町 ８ ０ ８ 番 地
ＴＥＬ０７４３－７４－６８００㈹
ＦＡＸ０７４３－７５－３５９９　

h t t p : / / w w w . n a k a n o - s u i d o u . c o m

《創業67年》信頼と実績
リフォーム工事・給排水衛生空調設備工事
水道本管工事・下水切り替え工事・水回り修理 

大 和 郡 山 市 宮 堂 町 ９ ２ 番 地 の ４
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ３ ） ５ ６ － ６ ０ ８ ７
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ３ ） ５ ６ － ６ ０ ９ ２

代 表 者 藤 本 倫 男

ア イ フ ル 産 業
アルミ住宅建材、販売・施工

空調設備工事 屋外照明設備工事

トンネル設備工事 電気通信工事

防災設備工事 交通安全施設工事

本 社： 〒６３７‒００３８  五條市野原東５‒３‒２５

０７４７‒２３‒５６５６ＦＡＸ：
０７４７‒２２‒５６５３ＴＥＬ：

MS
CM024

認証範囲：電気設備工事の施工

MSA-QS-4479
MSA-ES-1645

株式会社 五 伸
代表取締役 鹿 間 弘 之

給排水衛生設備・消火設備・空調換気設備

〒６３９－１０５８
奈良県大和郡山市矢田町５７４５－３

ＴＥＬ０７４３－５３－９７６７
ＦＡＸ０７４３－５３－９７６８



旧年中は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます

本年も一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます

　　令和8年１月１日

奈良市西ノ京町 1 0 1－1（㈱桝谷設計内）
☎（0742）34－2356　FAX（0742）34－3218
h t t p s : / / w w w . n a r a s e t u . c o m /

事務局

一般社団法人奈良県設備設計事務所協会
会長　辻　 昭

会員一同

謹賀新年謹賀新年
一般社団法人奈良県設備設計事務所協会
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旧年中は格別のご厚情を賜り有り難く厚く御礼申し上げます
本年も一層のご理解ご支援を賜りますようお願い申し上げます
旧年中は格別のご厚情を賜り有り難く厚く御礼申し上げます
本年も一層のご理解ご支援を賜りますようお願い申し上げます

令和８年　元旦令和８年　元旦

理事長　磯　田　龍　治

奈良県生コンクリート工業組合 事 務 局
〒633-0017

TEL0744－49－2285 FAX0744－49－2286
技術センター TEL0744－49－2287 FAX0744－49－2286

桜 井 市 慈 恩 寺 ８ １ ９ － １

㈱今西組　十津川生コン工場

㈱ＷＥＳＴコーポレーション

㈲コーシンコーポレーション
山 政 生 コ ン 奈 良 工 場

㈱サンコーレミテック

五 條 生 コ ン ㈱

御所生コンクリート㈱

さ く ら 生 コ ン ㈱

㈱ 大 　 　 紀

天 川 コ ン ス ト

㈱ 中 谷 工 業

奈 良 生 駒 生 コ ン ㈱

㈱フジ建生コンクリート

藤 村 商 事 ㈱

㈱ 吉 田 建 材 生 コ ン

㈱吉田生コンクリート

奈 良 レ ミ コ ン ㈱

〒637-1103 吉野郡十津川村上野地362－2

〒630-8441 奈 良 市 神 殿 町 6 8 3

㈱ ウ エ ヒ ラ

㈱ 関 　 　 鉄

㈱ 北 山 開 発

〒634-0072 橿 原 市 醍 醐 町 3 3 8 － 1

〒639-2126 葛 城 市 南 花 内 2 5 2 － 1

〒639-3806 吉 野郡下北山村下池原 8 5 5

〒635-0816 北 葛 城 郡 広 陵 町 中 2 6 8 － 1

〒637-0002 五 條 市 三 在 町 1 4 2 1

〒639-2244 御 所 市 柏 原 1 4 2 6

〒630-2223 山辺郡山添村三ヶ谷シヨト1320－2

〒639-3324 吉 野 郡 吉 野 町 香 束 5

〒638-0041 吉 野 郡 下 市 町 下 市 2 0 1 8

〒638-0315 吉 野 郡 天 川 村 澤 原 4 8 － 1

〒639-3701 吉野郡上北山村河合3 7 7－ 1

〒630-0135 生 駒 市 南 田 原 町 7 8 3

〒639-1039 大 和 郡 山 市 椎 木 町 3 1 1 － 4

〒633-2113 宇 陀 市 大 宇 陀 下 竹 1 9 0 － 1

〒637-1213 吉 野 郡 十 津 川 村 野 尻 2 4 6

〒639-3441 吉 野 郡 吉 野 町 矢 治 3 8 5

〒630-8422 奈 良 市 横 井 7 － 5 0 9 － 3

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）(37) 2026年(令和８年)１月１日(木)



本年も何卒宜しくお願い申し上げます　1月1日

（第三種郵便物認可） 建 設 新 報 (38)2026年(令和８年)１月１日(木)

代表取締役 西 岡 浩 之
総合建設業・産廃中間処理・収集運搬・リサイクル資材販売

信頼と実績  明日の街づくりに貢献する

〒６３３－２１０３ 奈良県宇陀市大宇陀野依２７６の１
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ５ ― ８ ３ ― ０ ３ ３ ０
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ５ ― ８ ３ ― ２ ８ １ ０

総 合 建 設 業

代表取締役 岡 田 　 満

岡 田 工 務 店㍿

〒633－2138 宇 陀 市 大 宇 陀 白 鳥 居 ４ ４
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ５ ） ８ ３ － １ ５ ７ ３
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ５ ） ８ ３ － ３ ３ ８ ２
h t t p s : / / w w w . o k a d a k o m u t e n . n e t /

弊社ホームページは
こちらから

奈良県宇陀市室生大野３１３６-２
ＴＥＬ 0745-92-3533
ＦＡＸ 0745-92-3537
E-mail :sanki@kcn.jp

〒633-0315

代 表 取 締 役 笹 尾 　 保

総 合 建 設 業

株式会社 三 貴 工 業

奈良県宇陀市榛原比布８１７－１
ＴＥＬ０７４５－８２－４１７９㈹
ＦＡＸ０７４５－８２－１６８５　
Ｅ - m a i l : h a i c o n @ k c n . j p

〒６３３－０２３５

代表取締役 岡 本 　 浩

榛原コンクリート工業㍿

道路・水路は生活者を支える動脈　信頼に基づく確かな製品
日本産業規格表示認証工場　奈良県リサイクル認定製品
コンクリート二次製品製造販売、土木資材一式販売

旧年中は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます旧年中は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます
本年も会員一同一層の精進をして参る所存ですので本年も会員一同一層の精進をして参る所存ですので
何卒倍旧のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます何卒倍旧のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます

公益社団法人奈良県測量設計業協会
奈良市二条大路南一丁目２番１１号　第二松岡ビル３０２号
ＴＥＬ０７４２－３２－４１００　ＦＡＸ０７４２－３２－４１０１
URL http://www.nasokyo.jp E-mail nasoku@world.ocn.ne.jp

〈事務局〉

（50音順）

私たちは高度な技術の習得に努め 県土整備推進に貢献しています私たちは高度な技術の習得に努め 県土整備推進に貢献しています私たちは高度な技術の習得に努め 県土整備推進に貢献しています私たちは高度な技術の習得に努め 県土整備推進に貢献しています
Ａ Ｃ 設 計 企 画 ㈱

Ｉ Ｔ 測 量

㈱ Ｎ Ｇ Ｃ

㈱ ア リ オ ン

㈱ ア ル プ ス

㈱井上測量設計事務所

井 前 建 設 ㈱

㈱エイコー測量設計事務所

㈱ 奥 本 測 量 設 計

㈱ コ ー ダ 技 研

五 洋 設 計 ㈱

㈱ 三 栄 測 量 設 計

サ ン デ ィ ス ト ㈱

㈱シードコンサルタント

親 光 ㈱

㈱すぎた測量設計事務所

ス キ ャ ド ロ ン ㈱

㈱ セ イワ コン サ ル

㈱ 清 和

㈱大門測量設計事務所

太洋エンジニアリング㈱

㈱大和測量設計事務所

タ ク ミ 測 量 ㈱

㈱ タ ケ ダ 技 研

㈱谷本測量設計事務所

天 理 技 研 ㈱

㈱ 西 奈 良 測 技

㈱ノア技術コンサルタント

㈱ 原 田 測 量

古 川 測 量 ㈱

㈱ 本 田 測 量 設 計

㈱ 松 嶋 測 量

水野測量設計事務所

三輪測量設計事務所㈱

㈲ 森 本 測 量 社

㈲ ヤ マ ウ ラ

㈱ヨシノコンサルタント

㈱ ラ イ ト

㈲和州測量設計事務所

㈱ ワ ー ク

㈱ ワ タ ベ 測 量

☎（０７４５）７８－９８０１

☎（０７４５）６６－１８９４

☎（０７４2）93－9811

☎（０７４３）５７－２５５１

☎（０７４６）３２－１５４５

☎（０７４５）８２－０２７７

☎（0744）47－7388

☎（０７４５）７８－８１１０

☎（０７４２）６１－２５５０

☎（０７４５）６６－２００５

☎（０７４２）３４－７７９３

☎（０７４３）７３－０８８０

☎（０７４５）２２－７２７９

☎（０７４２）３３－２７５５

☎（０７４７）２０－００２１

☎（０７４６）５４－０７４７

☎（０７４４）２７－３０９７

☎（０７４５）４５－０７１０

☎（０７４７）２５－１３２３

☎（０７４５）８２－１６２６

☎（０７４２）３３－６６６０

☎（０７４４）２０－１５６１

☎（0746）32－0232

☎（０７４４）２3－2728

☎（０７４７）５２－４９９３

☎（０７４３）６３－２２６８

☎（０７４２）４８－１６５４

☎（０７４４）４５－３３００

☎（０７４７）５２－７６７３

☎（０７４５）８２－０１９８

☎（０７４２）３４－６６３８

☎（０７４５）６２－７７２１

☎（０７４７）５２－８８１５

☎（０７４５）４２－００３８

☎（０７４5）66－2022

☎（０７４４）４２－７８２８

☎（０７４６）３２－８９３５

☎（０７４５）３３－３４７０

☎（０７４５）２２－８０１０

☎（０７４7）２6－１189

☎（０７４５）２３－１８７３

香芝市下田西2－348－1－2

御 所 市 伏 見 ３ ８ ８

奈 良 市 左 京 1 － 1 3 － 2 5

生駒郡安堵町岡崎538－1

吉野郡吉野町六田1264－2

宇陀市榛原山辺三1 3 9 6

桜井市大字初瀬4 5 7 3－1

香芝市磯壁 2－ 1 0 9 0 － 3 0

奈良市東九条町1014－148

御 所 市 朝 妻 2 7 1 － 1

奈 良 市 大 宮 町 6 － 3 － 7

生駒市山崎町12－13（幸前第2ビル）

大和高田市神楽3－3－1 3

奈 良 市 芝 辻 町 2 － 1 0 － 6

五 條 市 霊 安 寺 町 1 6 4 1

吉野郡川上村北和田2 8

橿 原 市 久 米 町 5 4 0 － 3

生駒郡平群町西宮2－6－21

五 條 市 下 之 町 6 5

宇陀市榛原比布1 1 7 8－1

奈良市大宮町6－7－3（新大宮第5ビル4F）

橿原市内膳町1－1－22（K&Kビル2F）

吉野郡吉野町大字上市245

橿 原 市 曽 我 町 5 4 9

吉野郡下市町阿知賀1084

天理市田井庄町 5 6 9 － 1

奈 良 市 中 町 2 4 9 1 － 1

桜 井 市 川 合 2 7 2 － 4

吉 野 郡 大 淀 町 桧 垣 本 2 0 9 3－1 2 8

宇陀市榛原萩原1 9 4 7－1

奈良市法華寺町1－5（奈良バイパスビル3F）

御 所 市 三 室 6 8 0

吉野郡下市町善城1 0 7 0

磯城郡川西町結崎390－17

御 所 市 大 字 林 2 4 3

桜 井 市 粟 殿 1 0 3 0 － 1

吉 野 郡 吉 野 町 平 尾 4 2－2（ K ビ ル ）

生駒郡三郷町立野南3－4－1

大和高田市北本町7－2 2

五 條 市 岡 口 １ － 9 － 2 4

大和高田市礒野北町１５－３

宇 陀 市 榛 原 天 満 台 東 ３ － １ ６ － ７
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ５ － ８ ２ － ５ ８ ９ ７
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ５ － ８ ２ － ０ ９ ８ ８

行政書士平櫛法務事務所
無料相談・講習会受付中（お気軽にご相談下さい）

あ な た の 街 の 法 律 家

ファイナンシャルプランナー　終活アドバイザー
行政書士  宅地建物取引士  福祉住環境コーディネーター平 櫛 恵 美 子

終活相談に関する講座も随時お受けしております

経営事項申請、指名願、収集運搬、建設業許可、遺言、相続手続など
YouTube 平櫛行政書士事務所 検索
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奈良市大宮町２－５－７奈良県建築士会館
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ４ － ８ ８ ５ ０
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ４ － ８ ８ ８ ６

〒６３０－８１１５事務局

会　長 中 西 治 夫

奈良県建築士事務所協会
一般社団法人

奈良市大宮町2－5－7（奈良県建築士会館）
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ０ － ３ １ １ １
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ３ － ４ ３ ３ ３

一　　般
社団法人奈良県建築士会

会 　 長 中 尾 七 隆

天 理 市 東 井 戸 堂 町 ４ １ ２ － １ ０
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ３ ） ６ ３ － ０ ８ ０ ０
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ３ ） ８ ４ － ８ ２ ２ ８

事 務 局

奈 良 県 支 部

一　般
社団法人日本塗装工業会

支 部 長 林 秀 典

奈 良 市 法 華 寺 町 ２ １ ２ － ３
ＴＥＬ（０７４２）３３－２８８１
ＦＡＸ（０７４２）３３－２８８３

事 務 局
〒630 - 8 0 0 1

空気と水で地域社会に貢献する

会　長 森 村 彰 博

奈良県空調衛生工業協会
一般社団法人

大 和 郡 山 市 北 郡 山 町 ６ ９ ５ － ２ ０
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ３ ） ５ ３ － ２ ３ ４ ３

組 合 長 倉 原 　 定

大和郡山市建設業組合

確かな水、繋ぎ続けて郷土に貢献

橿原市上下水道協同組合
理 事 長 山下 善一

地元工事店としての誇りを胸に、
郷土橿原のさらなる発展に尽力してまいります。

〒634-0075 奈良県橿原市小房町８の30番地　☎0744-24-5028
Mail：beautiful.w@proof.ocn.ne.jp

㈱ 米 田
沢 設 備 工 事 ㈱
㈱ 島 田 水 道 設 備
㈱ Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ
㈱ 創 造 工 舎
㈱ 田 中 設 備
大 東 建 設 ㈱
東 輝 設 備

謹賀新年
旧年中は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます
本年も会員一同一層の精進をして参る所存ですので

何卒倍旧のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます

㈱ 博 電 工 業
長 谷 川 設 備
平 田 水 道 工 業 所
福田電気水道商会
㈲ 松 下 設 備 工 業
㈱ 松 本 組
㈱吉田水道工業所
㈱ 冷 熱 技 研

令和８年１月１日

119.5×154.5mm　C×3

共同精版印刷株式会社  奈良ぶら事業部
TEL. 0742－33－1221

奈良の観光情報まとめサイト

検索
奈良ぶら

NARABURA

HP
X

（旧Twitter）

会 　 頭 佐 藤  進

橿 原 市 久 米 町 ６ ５ ２ ― ２
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ４ ） ２ ８ ― ４ ４ ０ ０
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ４ ） ２ ８ ― ４ ４ ３ ０

橿原商工会議所

なら建築住宅センター
一般財団法人

理 事 長 伊伏 堅太郎
奈良市大森町５７－３（奈良県農協会館５Ｆ）
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ２ － ２ ７ － ６ ５ ０ １
大和高田市大字大中１６－４（竹村ビル６Ｆ）
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ５ － ２ １ － ５ ７ ２ １

本 店
〒６３０－８１３１
中 和 支 店
〒６３５－００９５

奈 良 市 林 小 路 町 ８ 番 １ 号
（ ニ ッ セ イ 奈 良 若 草 ビル）

T E L （ ０ ７ ４ ２ ） ２ ２ － ８ ０ ９ ３

奈良支店
西日本建設業保証㍿

支店長 尾木 佐知夫

近畿支部奈良地域会
The Japan Institute of Architects

公　益
社団法人日本建築家協会

〒630－8115 奈良市大宮町２－５－７（奈良県建築士会館）
TEL/06 -6229 -3371　FAX/06 -6229 -3374（近畿支部）

事務局

地 域 会 長 山本光良
副地域会長 中元綱一
副地域会長 金井　亮
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設計　監理

大和郡山市北郡山町１５８－６ 大和第３ビル
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ３ ） ５ １ － ０ ２ ８ ６
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ３ ） ５ １ － ０ ２ ８ ７

きれいな街を創造する

主 宰 井 上 慶 治

所　在　地
奈良県奈良市三条本町１番８６－４号
大阪府大阪市天王寺区上本町6丁目6番2号
大阪府堺市堺区南瓦町1番2 0号
兵庫県神戸市東灘区御影３丁目２番１１－２号
京都府木津川市梅美台２丁目７番地１５
京 都 府 綾 部 市 駅 前 通 3 3 番 地

電話番号
０７４２－３０－５６５５
06－6881－0670
072－242－3460
０７８－８２１－５０６６
０７７４－７３－３４４９
0773－45－3583

本 社
大阪営業所
堺 営 業 所
兵庫営業所
京都営業所
中丹営業所

郵便番号
６３０－８１２２
543－0001
590－0078
６５８－００４７
６１９－０２１５
623－0066

インテコ株式会社

建設コンサルタント／測量／地質調査・土質調査
土壌汚染対策法に基づく指定調査機関／リフォーム

人々の快適で安心な暮らしを支える。
地域のお客様に愛される。
良質なサービス提供に日々 努力する企業に。

〒 6 3 4 - 0 0 0 6 　 橿 原 市 新 賀 町 2 3 5 - 6 　 橋 本ビ ル３階
T E L（ 0 7 4 4 ）2 4 - 6 5 3 7 　 F A X（ 0 7 4 4 ）2 4 - 6 5 4 9
E - m a i l ： H Q L 0 3 3 4 1 @ n i f t y . c o m

代表取締役

構造設計一級建築士 / 一級建築士 / 建築構造士

中 西 治 夫

株式会社　中西構造設計
構造設計 ・ 監理

代表取締役 永 井 亮 祐

建築、開発設計、監理

永井設計事務所株式会社

北 葛 城 郡 広 陵 町 み さ さ ぎ 台 ８ － １ ７
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ５ ） ５ ５ － ６ ８ ６ ８
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ５ ） ５ ５ － ６ ８ ６ ９

企画・設計・監理

代表取締役 大 倉 孝 之
取 締 役 大 倉 克 之

オークラ設計株式会社

桜 井 市 大 字 外 山 ３ １ ６ － １
☎ （ ０ ７ ４ ４ ） ４ ２ － １ １ ２ ２ ㈹
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ４ ） ４２－ ０ ０ ７ ７
夜 間 ☎ （ ０ ７ ４ ４ ） ４２－ ２ ６ ０ ６

建築企画・設 計・監 理

代表取締役 岩 﨑 　 健

奈 良 市 法 蓮 町 1 0 4 6 番 地 の 2
☎ （ ０ ７ ４ ２ ） ㉒ ２ ２ ８ ３ ㈹
F A X （ ０ ７ ４ ２ ） ㉔ ５ ０ １ １

本 社

株式
会社岩崎建築設計事務所

庄 田 尚 代
所 長

副 所 長

小 林 曉 男

一級建築士事務所 奈良県知事登録 第2022（よ）77号

奈 良 県 葛 城 市 南 道 穂 １ ５ ０ － ３
ＴＥＬ．０７４５（６９）５９１５㈹
ＦＡＸ．０７４５（６９）４１１４　
U R L http ://www.iwagishi .co . jp
E-mail i n f o @ i w a g i s h i . c o . j p

〒６３９－２１４３

代表取締役 岩 岸 雅 浩

岩岸設計一級建築士事務所

株式会社

建 築 設 計 ・ 工 事 監 理

〒６３０－８００３ 奈良市佐紀町１番地 ヴァンクール城田ビル３F
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ３ － ５ ５ ８ ５ ㈹
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ２ ） ３ ５ － ４ １ ８ ６ 　
U R L w w w . s h i r o t a - s e k k e i . c o . j p

取 締 役 会 長 城 田 全 康
代表取締役社長 城 田 全 嗣

城田設計株式会社

総合建設コンサルタント

〒６３２－００７１ 天理市田井庄町５６９－１
ＴＥＬ（０７４３）�２２６８
ＦＡＸ（０７４３）�５２７６
大阪・奈良・橿原・兵庫

本　社

営業所

代表取締役 手 塚 明 宏

天理技研株式会社
QC03J0121

奈良県橿原市北八木町１－１－８（橿原中央ビル）
☎ （ ０ ７ ４ ４ ） ㉓ ７ ７ １ ７ ㈹
Ｆ Ａ Ｘ（ ０ ７ ４ ４ ） ㉔ ３ ２ ５ ２
奈 良 県 天 理 市 兵 庫 町 ３ ０ ７
☎ （ ０ ７ ４ ３ ） � ３ ３ １ ３

本 社
〒６３４－０００５

天理営業所
〒６３２－００４４

建築設計・監理・測量・土木設計

代表取締役 前 川 浩 二

代表取締役社長 辻　　和祥
代表取締役会長 辻　　 昭

株式会社 辻建築設備研究所
建築設備設計・監理

〒634-0831 奈良県橿原市曽我町１０３３－４２
ＴＥＬ：０７４４－２４－４０１３
ＦＡＸ：０７４４－２４－４０２０

奈良県設備設計事務所協会会員
二級建築士事務所・建築設備士事務所

建設コンサルタント・地質調査・測量

代表取締役 武 田 統 治

㍿英晃コンサルタント

〒６３７－０００４ 五條市今井３丁目６番４３号
Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ７ ４ ７ ） ２ ２ － ２ ３ ３ ０
Ｆ Ａ Ｘ （ ０ ７ ４ ７ ） ２ ２ － ２ ３ ０ １
E - m a i l : e i k o . c @ e i k o - c o n . j p

(公社)奈良県測量設計業協会会員

測量・設計・補償コンサルタント
国土交通省登録　測量業 第（５）-27729号　　補償コンサルタント業 補３-4549号

松嶋測量株式会社

代表取締役 松 嶋 秀 典
奈 良 県 御 所 市 三 室６８０番 地
ＴＥＬ（０７４５）６２－７７２１
ＦＡＸ（０７４５）６２－７７２９
E-mail :survey@pearl .ocn .ne . jp

〒６３９－２３０６

代表取締役 髙 杉 　 明

建 築 企 画 ・ 設 計 ・ 監 理

北和設計株式会社

奈 良 市 法 華 寺 町 １ ２ ６ － １
ＴＥＬ（０７４２）３０－４６２１
ＦＡＸ（０７４２）３０－４６２２

〒６３０－８００１

代表取締役 中 元 綱 一

総合企画 / 設計 / 監理
品質保証ISO9001認証取得

奈良市西ノ京町101－1　
TEL（0742）34－1461㈹
FAX（0742）34－3218　

〒630－8042

桝谷設計株式会社

本社奈良事務所 奈良市大宮町4丁目281-1（新大宮センタービル５F）
T E L 0 7 4 2 （ 3 4 ） 2 8 0 0 ㈹
F A X 0 7 4 2 （ 3 4 ） 2 8 7 8 　
h t t p : / / f u k u m o t o - a r c h . j p /

福本設計株式会社

代表取締役社長 小 寺 弘 泰

－ 建 築 設 計 ・ 監 理 －
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あけましておめでとうございます
私達は、今年も新しい発想で飛躍発展を目指します。

（一社）奈良電業協会は（一社）日本電設工業協会に所属し国交省他関係省庁並びに一般顧客の御指名を受け電設業を以って社会に貢献している団体です。
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市
野
原
東
五
―
三
―
二
五

奈
良
市
大
安
寺
六
―
二
―
一
三

生

駒

市

小

平

尾

町

一

五

六

七

磯
城
郡
川
西
町
結
崎
二
一
六
―
七

生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
南
二
―
五
―
二
〇

大
和
高
田
市
根
成
柿
二
三
八
―
一

橿

原

市

久

米

町

五

五

二

―

二

奈
良
市
西
木
辻
町
二
〇
〇
―
六
一

奈

良

市

南

永

井

町

四

〇

五

桜

井

市

川

合

二

六

五

―

五

大
和
郡
山
市
小
泉
町
二
四
二
八
―
一

奈
良
市
西
九
条
町
二
―
五
―
一
四

大

和

高

田

市

栄

町

四

―

三

三

奈

良

市

神

殿

町

六

九

八

―

三

御

所

市

茅

原

一

九

七

―

九

橿

原

市

葛

本

町

九

五

北

葛

城

郡

広

陵

町

沢

四

九

五

磯
城
郡
田
原
本
町
阪
手
六
五
四
―
二

奈
良
市
法
華
寺
町
二
一
三
―
一

橿

原

市

飯

高

町

二

一

五

―

一

㈱

ア

ス

カ

電

工

㈱
ウ
エ
ダ
電
機
設
備

㈱
岡
島
電
設
工
業

学
園
前
電
気
商
会

片

岡

電

氣

㈱

関

西

電

工

㈱

ク
ウ
ケ
ン
㈱
奈
良
営
業
所

㈱

五

伸

小
寺
電
業
㈱
奈
良
支
店

小
南
電
気
工
業
㈱

新
栄
電
設
工
業
㈱

㈱

太

子

電

機

タ
カ
ダ
デ
ン
キ
㈱

㈱
タ
ケ
ガ
ミ
電
気
水
道

㈱

武

部

商

会

竹

村

電

気

㈱

日
光
電
気
工
事
㈱

日

進

電

工

㈱

藤
原
電
気
工
業
㈱

松
田
電
気
工
業
㈱

松
田
電
気
工
業
㈱
奈
良
支
店

宮

原

電

気

㈱

㈱

森

電

設

工

業

㈱

倭

電

気

大
和
電
機
工
業
㈱

吉

田

機

電

㈱

㈱
和
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

☎
（
〇
七
四
二
）
四
一
―
二
一
一
一

☎
（
〇
七
四
七
）
二
二
―
三
三
三
八

☎
（
〇
七
四
三
）
八
五
―
五
六
五
二

☎
（
〇
七
四
二
）
四
四
―
五
八
五
四

☎
（
〇
七
四
三
）
五
六
―
五
一
五
一

☎
（
〇
七
四
二
）
六
一
―
二
九
五
〇

☎
（
〇
七
四
五
）
五
二
―
〇
五
五
二

☎
（
〇
七
四
七
）
二
二
―
五
六
五
三

☎
（
〇
七
四
二
）
六
二
―
一
五
九
一

☎
（
〇
七
四
三
）
七
七
―
八
二
〇
一

☎
（
〇
七
四
五
）
四
三
―
〇
一
〇
〇

☎
（
〇
七
四
五
）
七
四
―
二
九
〇
一

☎
（
〇
七
四
五
）
二
二
―
一
二
三
四

☎
（
〇
七
四
四
）
二
八
―
一
〇
一
一

☎
（
〇
七
四
二
）
二
四
―
〇
八
五
五

☎
（
〇
七
四
二
）
六
二
―
〇
八
六
一

☎
（
〇
七
四
四
）
四
三
―
〇
〇
七
一

☎
（
〇
七
四
三
）
五
四
―
一
八
〇
五

☎
（
〇
七
四
二
）
五
〇
―
三
〇
〇
〇

☎
（
〇
七
四
五
）
五
二
―
一
一
一
五

☎
（
〇
七
四
二
）
六
一
―
五
七
八
一

☎
（
〇
七
四
五
）
六
三
―
一
七
七
一

☎
（
〇
七
四
四
）
二
三
―
六
六
二
三

☎
（
〇
七
四
五
）
五
六
―
五
四
二
三

☎
（
〇
七
四
四
）
三
二
―
四
四
七
七

☎
（
〇
七
四
二
）
三
五
―
九
七
三
一

☎
（
〇
七
四
四
）
二
四
―
四
八
七
三

会
員
企
業
が
連
携
し
、

業
界
と
地
域
へ
貢
献

　

令
和
八
年
年
頭
に
当
り
、
謹
ん
で

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
当
協
会
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
棚
上

げ
さ
れ
て
い
た
民
間
設
備
投
資
が
持

続
す
る
一
方
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
・
更
新
事
業
や
防
災
・
減
災
対
策
、

２
０
２
６
年

２
０
２
６
年  

年
頭
所
感

年
頭
所
感 （一社）奈良電業協会

会長　奥村雅英

省
エ
ネ
関
連
な
ど
の
公
共
投
資

も
比
較
的
旺
盛
に
推
移
し
、
建

設
業
の
一
端
を
担
う
我
々
電
気

工
事
業
界
と
し
て
も
、
先
ず
先

ず
順
調
な
一
年
で
は
な
か
っ
た

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
下
の
円

安
や
世
界
情
勢
に
端
を
発
す
る

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
始
め
と

す
る
輸
入
物
価
の
高
止
ま
り

は
、
資
機
材
の
高
騰
を
も
た
ら

し
て
お
り
、
会
員
企
業
の
収
益

性
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
構
造
的

人
手
不
足
に
加
え
て
、
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
等
の
働
き
方

改
革
の
進
展
は
、
労
働
力
確
保

と
い
う
点
で
、
業
界
に
と
っ
て

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
一
定
の
案
件
量
が
確
保
さ

れ
た
中
で
も
決
し
て
手
放
し
で

喜
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
人
材
の
確
保
と
育

成
が
最
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
加
え
て
今
後
一
層
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
を
進
め
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
先
行
き
不
透

明
な
状
況
の
中
、
奈
良
電
業
協

会
と
し
ま
し
て
は
、
会
員
企
業

相
互
の
連
携
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
社
の
繁
栄
と
業
界
全
体

の
発
展
を
目
指
す
と
と
も
に
、

一
層
の
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
本

年
も
当
協
会
に
対
し
ま
し
て
、

一
層
の
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
八
年　

元
旦

山
地
智
道

理

事

辰
巳
和
也

理

事

川
井
守
生

理

事

中
川
茂
宣

相
談
役

竹
島
常
裕

会

長

理

事

米
田
篤
司

山
本
昭
博

副
会
長

米
川
誠
郎

副
会
長

國
岡
奈
保
也

理

事

橿
原
市
内
膳
町
四
―
四
―
五（
か
と
う
ビ
ル
三
Ｆ
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
七
四
四
）
二
〇
―
〇
三
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
七
四
四
）
二
〇
―
〇
三
〇
五

（
一
社
）
奈
良
県
解
体
工
事
業
協
会

事

務

局

㈱
ア
ズ
マ
ヤ

橿
原
市
土
橋
町
一
七
二
―
五

☎
〇
七
四
四
―
四
九
―
二
二
五
五

東
屋
雅
浩

代
表
取
締
役

㈱

竹

島

組

磯
城
郡
田
原
本
町
薬
王
寺
三
一
四
―
二

竹
島
常
裕

代
表
取
締
役

☎
〇
七
四
四
―
三
二
―
四
七
九
四

㈱

ホ

ウ

ワ

大
和
郡
山
市
横
田
町
五
九
五
―
一

北
森
康
史

代
表
取
締
役

☎
〇
七
四
三
―
五
七
―
八
〇
〇
〇

㈱

米

川

組

高
市
郡
明
日
香
村
奥
山
六
三
〇

☎
〇
七
四
四
―
五
四
―
二
一
三
九

米
川
誠
郎

代
表
取
締
役

㈱

中

川

組

橿
原
市
飯
高
町
一
一
三
―
二

☎
〇
七
四
四
―
二
五
―
八
七
八
七

中
川
茂
宣

代
表
取
締
役

森
髙
建
設
㈱

奈

良

市

柏

木

町

三

八

三

☎
〇
七
四
二
―
三
五
―
一
三
〇
〇

森
髙
美
樹

代
表
取
締
役

㈱
山
崎
産
業

北
葛
城
郡
広
陵
町
大
字
三
吉
一
七
三
一
―
一

☎
〇
七
四
五
―
五
五
―
六
八
八
〇

山
崎
和
英

代
表
取
締
役

山

本

組

㈱

大
和
高
田
市
神
楽
三
―
九
―
三 

マ
ツ
ダ
ビ
ル
二
Ｆ

山
本
昭
博

代
表
取
締
役

☎
〇
七
四
五
―
四
四
―
九
一
〇
五

㈱

西

川

組

御
所
市
小
殿
二
二
二
―
二

☎
〇
七
四
五
―
四
四
―
三
七
五
四

西
川
容
規

代
表
取
締
役

㈱

中

作

宇
陀
市
菟
田
野
古
市
場
一
四
三
八
―
三

☎
〇
七
四
五
―
八
四
―
二
三
三
〇

中
西
宏
和

代
表
取
締
役

㈲
森
川
産
業

北
葛
城
郡
広
陵
町
平
尾
六
三
九
―
三

☎
〇
七
四
五
―
五
四
―
六
五
三
〇

森
川
和
則

代
表
取
締
役

㈱

山

地

組

北
葛
城
郡
広
陵
町
百
済
一
七
一
七

山
地
智
道

代
表
取
締
役

☎
〇
七
四
五
―
六
一
―
六
七
二
八

㈱
グ
ッ
ド
ラ
イ
ズ

橿
原
市
東
池
尻
町
二
五
五
―
三

☎
〇
七
四
四
―
四
七
―
三
九
七
七

藤
井
紀
幸

代
表
取
締
役

㈱
清
一
建
設

大
和
郡
山
市
美
濃
庄
町
五
五
一
―
一

☎
〇
七
四
三
―
八
五
―
六
〇
九
一

平
瀬
一
二
三

代
表
取
締
役

㈱
國
岡
工
務
店

奈
良
市
今
在
家
町
二
五
―
一

☎
〇
七
四
二
―
二
四
―
三
六
七
二

國
岡
奈
保
也

代
表
取
締
役

㈱

オ

ク

ダ

高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥
五
一

☎
〇
七
四
四
―
三
二
―
五
四
一
四

奥
田
真
規

代
表
取
締
役

㈱
上
西
総
業

橿
原
市
曲
川
町
七
―
七
―
三
―
二

☎
〇
七
四
四
―
二
三
―
三
八
二
六

上
西
崇
史

代
表
取
締
役

関
西
解
体
技
工
㈱

葛
城
市
染
野
二
五
二
―
一

☎
〇
七
四
五
―
四
八
―
五
五
五
一

仲
田
　優
里
香

代
表
取
締
役

☎
〇
七
四
五
―
七
七
―
一
七
九
二

㈱

大

樹

北
葛
城
郡
上
牧
町
上
牧
三
一
二
七
―
三

米
田
篤
司

代
表
取
締
役

㈱

せ

き

高
市
郡
明
日
香
村
岡
三
七
九
―
一

☎
〇
七
四
四
―
五
四
―
四
五
八
五

関

　
將
之

代
表
取
締
役

㈲
ケ
ー
ウ
ィ
ン
ズ

大
和
郡
山
市
筒
井
町
六
五
六
―
一

☎
〇
七
四
三
―
五
七
―
六
〇
五
八

畑

山

庫
一

代
表
取
締
役

（
五
十
音
順
）

旧
年
中
は
格
別
の
ご
愛
顧
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
倍
旧
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　令
和
八
年
　元
旦

持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
へ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

素
か
ら
当
協
会
の
事
業
活

動
に
多
大
な
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
解
体
工
事
業
界
は

全
国
的
に
建
築
物
や
土
木

構
造
物
の
老
朽
化
が
進
み

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
60

年
程
度
を
経
る
中
で
都
市

開
発
の
進
行
、
少
子
化
に

よ
る
学
校
の
統
廃
合
、
不

要
に
な
っ
た
公
共
施
設
の

解
体
工
事
等
も
あ
り
、
法

改
正
な
ど
を
背
景
に
市
場

規
模
も
拡
大
す
る
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
２
０
２
４
年

か
ら
始
ま
っ
た
働
き
方
改

革
、人
件
費
や
資
機
材
費
、

諸
経
費
の
高
騰
や
人
手
不

足
、
ま
た
一
方
で
は
「
解

体
工
事
業
」
が
独
立
し
た

こ
と
に
よ
り
業
者
数
が
大

幅
に
増
加
し
異
業
種
か
ら

の
参
入
も
相
次
ぎ
価
格
競

争
も
厳
し
く
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　

更
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
規

制
強
化
や
廃
棄
物
の
分
別

制
度
の
向
上
、
最
近
で
は

全
国
的
に
再
生
砕
石
の
停

滞
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塊
の
受
け
入
れ
規
制
等
で

現
場
で
の
業
務
負
担
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
、（
公
社
）

全
国
解
体
工
事
業
団
体
連

合
会
の
委
員
会
で
は
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
改
正
、

労
務
費
基
準
作
成
の
検
討

等
、
国
土
交
通
省
に
要
望

し
て
お
り
ま
す
。

　

解
体
工
事
協
会
は
業
界

の
健
全
な
発
展
と
地
域
社

会
へ
の
貢
献
を
目
指
し

「
解
体
施
工
技
士
」
を
増

や
し
高
度
な
技
術
と
専
門

知
識
、
安
全
能
力
を
備
え

た
人
材
の
育
成
に
力
を
入

れ
行
政
と
連
携
し
環
境
保

全
と
環
境
経
営
が
両
立
す

る
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
を
目
指
し
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
本
年
も
関

係
各
位
の
皆
様
は
ご
指
導

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
一
社
）奈
良
県
解
体
工
事
業
協
会

  

会
　
長
　
竹
島
常
裕
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葛城市建設業協会

謹賀新年謹賀新年
新年明けましておめでとうございます
旧年中は格別のお引き立てを賜り有難く厚く御礼申し上げます
本年も建設業を通して地域社会の活性化、発展に資するよう
企業体質や経営基盤の強化に努めるため、会員一同一層の
精進を致す所存でございますので倍旧のご指導ご鞭撻のほど
お願い申し上げます

　　令和８年　　元旦
            　　　　葛城市建設業協会
　　　　　　　　　　　　　　　会　長　杉本　幸一　　会員一同

地域社会の発展に貢献します

㈱ 関 　 鉄
代表取締役 北 田 雄 大

葛城市南花内252－1／☎0745－69－3567

㈱ ヤ マ ト 建 設
代表取締役 村 田 弘 樹

葛城市竹内562／☎0745－48－4000

㈲ 西 　 建
代表取締役 西 川 　 朗

葛城市太田462－1／☎0745－48－5390

㈱ 翠 芳 園
代表取締役 植 本 芳 美

葛城市當麻390－1／☎0745－48－2157

� 井 建 設 ㈱
代表取締役 � 井 久 尚

葛城市北花内735－1－2／☎0745－69－3365

㈱ 西 島 組
代表取締役 西 島 充 雄

葛城市太田919／☎0745－48－6788

㈱ 杉 田 工 務 店
代表取締役 杉 田 好 清

葛城市新庄4／☎0 7 4 5－ 6 9－ 3 1 5 0

㈱ 北 田 組
代表取締役 北 田 　 淳

葛城市林堂94－1／☎0745－69－6008

㈱ 白 鳳 建 設
代表取締役 葛 井 啓 右

葛城市當麻589－2／☎0745－48－5220

当 麻 建 設
代 表 者 桝 井 健 一

葛城市當麻176／☎0745－48－2432

㈱ 窪 田 建 設
代表取締役 窪 田 哲 規

葛城市尺土131－1／☎0745－48－0180

花 佐 造 園 ㈱

葛城市北花内114／☎0745－69－5555
代表取締役 中 島 和 子

吉 村 土 木
代 表 者 吉 村 晃 一

葛城市染野310／☎0745－48－2259

ダ イ コ ー 建 設 ㈱
代表取締役 大 西 誠 二

葛城市兵家1441－4／☎0745－48－7707

松 村 建 設 ㈱
代表取締役 松 村 和 子

葛城市木戸195／☎0745－48－2545

㈱ 巽 造 園 土 木
代表取締役 巽　康四郎

葛城市當麻43－3／☎0745－48－2525

㈱ 松 樹 園
代表取締役 中 島 祐 史

葛城市北花内563－1／☎0745－69－6825

㈱ 生 野 建 設

葛城市北花内932／☎0745－69－2224
代表取締役 生 野 辰 幸

矢 羽 田 建 設 ㈱
代表取締役 郷 司 正 文

葛城市八川188－3／☎0745－48－5939

㈱ 中 造 園
代表取締役 中 　 邦 暁

葛城市西辻352－1／☎0745－65－2451

新 和 建 設 ㈱
代表取締役 吉 川 忠 博

葛城市長尾245－1／☎0745－48－3538

植 本 造 園

葛城市當麻205／☎0745－48－2256
代 表 者 植 本 佳 孝

会　長 杉 本 幸 一
副会長 � 井 久 尚
会　計 高 橋 泰 行

理　事 窪 田 哲 規
理　事 杉 田 好 清
理　事 吉 村 晃 一

監　事 中 島 祐 史
監　事 西 川 　 朗

㈱ 米 田 組 建 設
代表取締役 米 田 宗 弘

葛城市疋田628－1／☎0745－60－8169

㈲ 高 橋 造 園

葛城市中戸565／☎0745－69－2508
代表取締役 高 橋 泰 行

三 容 建 設 ㈱

葛城市八川131－7／☎0745－48－6708
代表取締役 杉 本 幸 一

（50音順）

事
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

９
年
春
に
は
、
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
、
庁

舎
の
機
能
を
併
せ
た
複
合

施
設
へ
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
さ
ら
に
複
合
化
の
対

象
と
な
る
當
麻
庁
舎
、
図

書
館
の
跡
地
に
は
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
整
備

を
計
画
し
て
お
り
、
利
便

性
の
向
上
と
、
地
域
の
賑

わ
い
創
出
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、地
域
の
安
全
・

安
心
を
長
期
的
に

支
え
る
基
盤
づ
く

り
と
し
て
、
受
援

施
設
の
整
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

近
年
頻
発
し
て
い

る
災
害
へ
の
備
え

を
強
化
し
、
実
効

性
の
あ
る
防
災
体

制
を
整
え
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
も
、
市
民

の
皆
様
方
の
ご
期

待
に
お
応
え
す
べ

く
、
変
わ
ら
ぬ
情

熱
を
も
っ
て
市
民

第
一
の
目
線
に
立

っ
た
市
政
運
営
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
本

市
に
対
し
ま
し
て

温
か
い
ご
支
援
、

ご
理
解
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
市
は
、
奈
良

県
北
西
部
に
位
置

し
、豊
か
な
自
然
、

歴
史
・
文
化
の
ま

ち
と
し
て
訪
れ
る

人
を
魅
了
し
続
け

て
お
り
ま
す
。
相

撲
発
祥
ゆ
か
り
の

地
で
も
あ
り
、
昨

年
開
催
さ
れ
た

「
大
阪
・
関
西
万

博
」
で
は
、『
Ｓ

Ｕ
Ｍ
Ｏ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ 

２
０
２
５
』
に
参
加

し
本
市
の
魅
力
を
広
く
世

界
に
発
信
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
民
の
皆
様
の

暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
整

備
も
着
実
に
進
め
て
お
り

ま
す
。
昨
年
１０
月
よ
り
、

當
麻
文
化
会
館
の
改
修
工 葛城市長　阿 古 和 彦

市 民 第 一 で 進 め る 市 政市 民 第 一 で 進 め る 市 政
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旧年中のご厚情に心より感謝申し上げます。
本年も一層のご愛顧の程お願い申し上げます。

令和８年　元旦
理事長　船　尾　好　平

〒６３２－００３２
奈良県天理市杣之内町３９１番地３
ＴＥＬ０７４３－６９－６６６８
ＦＡＸ０７４３－６９－６６５１
http://nara-namakyo.or.jp/

組　　合　　員

株 式 会 社 W E S Tコーポレーション
株 式 会 社 ウ エ ヒ ラ
株 式 会 社 関 　 鉄
有 限 会 社コーシンコーポレーション
五 條 生 コ ン 株 式 会 社
御 所 生 コ ン クリ ート 株 式 会 社
さ く ら 生 コ ン 株 式 会 社
株 式 会 社 サ ン コ ー レ ミ テ ッ ク
奈 良 生 駒 生 コ ン 株 式 会 社
奈 良 レ ミ コ ン 株 式 会 社
株 式 会 社 フジ 建 生 コンクリート
株 式 会 社 吉 田 生 コ ン クリ ート
株 式 会 社 吉 田 建 材 生 コ ン

郵便番号

６３０－８１１３
６３４－００７２
６３９－２１２６
６３５－０８１６
６３７－０００２
６３９－２２４４
６３０－２２２３
６３９－３３２４
６３０－０１３５
６３９－１０３９
６３３－２１１３
６３０－８４２２
６３９－３４37

電話番号

０７４２－２２－６９６６
０７４４－２４－３０７１
０７４５－６９－３５６７
０７４５－５７－３９０１
０７４７－２４－２５２５
０７４５－６５－０２２１
０７４３－８７－０３９０
０７４６－３５－９０３５
０７４３－７８－１７１０
０７４３－５６－３１２１
０７４５－８３－３３７８
０７４２－６２－３６１８
０７４６－３６－６７３２

ＦＡＸ番号

０７４２－２２－７６８５
０７４４－２２－３２１７
０７４５－６９－７５４０
０７４５－５７－３３０１
０７４７－２４－４９１０
０７４５－６５－０２２３
０７４３－８７－０５３９
０７４６－３５－９０３６
０７４３－７８－２２３６
０７４３－５６－３１２３
０７４５－８３－１２８８
０７４２－６２－３６１９
０７４６－３６－６２２３

住　　　　　所

奈良市法蓮町７４４番地の１
橿原市醍醐町３３８番地の１
葛城市南花内２５２番地の１
北葛城郡広陵町大字中２６８番１
五 條 市 三 在 町 １ ４ ２ １
御 所 市 柏 原 １ ４ ２ ６
山辺郡山添村三ヶ谷シヨト１３２０－２
吉野郡吉野町大字香束５番地
生 駒 市 南 田 原 町７８３番 地
大和郡山市椎木町３１１番地の４
宇陀市大宇陀下竹１９０－１
奈良市横井７丁目５０９番地の３
吉野郡吉野町大字南大野５１６番地の２

賛　助　会　員

株 式 会 社 今 西 組
有 限 会 社 山 水 生 コ ン
株 式 会 社 大 　 紀
天 川 コ ン ス ト
株 式 会 社 中 谷 工 業

郵便番号

６３７－１１０３
６４８－０４０２
６３８－００４１
６３８－０３１５
６３９－３７０１

電話番号

０７４６－６８－０３３１
０７３６－５３－２２４４
０７４７－５２－７８８８
０７４７－６３－０２５４
０７４６－８３－００７５

ＦＡＸ番号

０７４６－６８－０３３３
０７３６－５３－２３３２
０７４７－５２－７８８５
０７４７－６３－０４０６
０７４６－８３－０２１１

住　　　　　所

吉野郡十津川村大字上野地３６２－２
和歌山県伊都郡高野町大字東富貴７１３
吉野郡下市町大字下市２０１８
吉 野 郡 天 川 村 沢 原４８－１
吉野郡上北山村大字啞河合３７７－１
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代 表 取 締 役 檜 尾　洋 希
2025https://hinokio.co.jp

五 條 本 社

本 　 　 店
〒６３７－０４０５　奈 良 県 五 條 市 大 塔 町 宇 井 ９９ 番 地
ＴＥＬ．０７４７－３６－００４１　ＦＡＸ．０７４７－３６－０３６１

〒６３７－０００４　奈 良 県 五 條 市 今 井 ３ 丁 目 ６－３８
ＴＥＬ．０７４７－２６－００４１　ＦＡＸ．０７４７－２６－００４０

Going Beyond the Technology
― 技術のさらなる向こう側へ ―

Going Beyond the Technology
― 技術のさらなる向こう側へ ―

Going Beyond the Technology
― 技術のさらなる向こう側へ ―

橋梁、堰堤、擁壁などに代表されるコンクリート構造物に
求められる技術は、檜尾建設にとって「永遠の課題」と言
えます。
より美しく、より強く。
紙からデータへ、2Dから3Dへ、3Kから新4Kへ。
最先端技術と経験に裏付けされた技術との融合により、
さらなる品質の高みを目指してまいります。

ICTの完全内製化、BIM／CIMのフル活用などデジタル技
術において最新のトレンドを取り入れ、高精度な成果を収
めるとともに、省力化を実現しています。
これまでも奈良県内で初めてとなる技術を多種多様に取
り入れてまいりましたが、本年はさらに加速化させること
により、高品質かつ高効率な施工を目指してまいります。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
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す
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新

年
を
迎
え
、
謹
ん
で
皆
様
に
心
よ
り
の
ご
挨
拶

年
を
迎
え
、
謹
ん
で
皆
様
に
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よ
り
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ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
幸

を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
幸

多
き
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で
あ
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ま
す
よ
う
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よ
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し

多
き
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で
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ま
す
よ
う
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お
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ま
す
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上
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す
。

　

昨
年
は
国
土
交
通
省　

近
畿
地
方
整
備
局　

　

昨
年
は
国
土
交
通
省　

近
畿
地
方
整
備
局　

請
負
工
事
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績
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奈
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負
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績
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良
県
史
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初
の
１
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と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

良
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史
上
初
の
１
位
と
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こ
と
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で
き
ま
し
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。
発
注
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皆
様
や
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事
関
係
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皆
様
の
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。
発
注
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の
皆
様
や
工
事
関
係
者
の
皆
様
の
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で
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心
よ
り
感
謝

多
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で
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、
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よ
り
感
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上
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。
ま
た
、
不
断
の
努
力
に
よ
り

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
不
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の
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力
に
よ
り

絶
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ず
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に
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て
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る
弊
社
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に
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感

絶
え
ず
進
化
に
努
め
て
い
る
弊
社
社
員
に
は
感

謝
と
慰
労
以
外
の
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

謝
と
慰
労
以
外
の
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

弊
社
は
１
９
５
１
年
に
法
人
化
さ
れ
て
か

　

弊
社
は
１
９
５
１
年
に
法
人
化
さ
れ
て
か

ら
、
本
年
で

ら
、
本
年
で
7575
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
こ
ま
で

年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
こ
ま
で

の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、

の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、

様
々
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
乗
り

様
々
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
乗
り

越
え
て
き
た
経
験
と
、
そ
れ
に
裏
付
け
ら
れ
た

越
え
て
き
た
経
験
と
、
そ
れ
に
裏
付
け
ら
れ
た

技
術
の
蓄
積
は
決
し
て
嘘
を
つ
き
ま
せ
ん
。
そ

技
術
の
蓄
積
は
決
し
て
嘘
を
つ
き
ま
せ
ん
。
そ

の
経
験
は
先
進
技
術
と
の
融
合
で
大
き
な
彩
り

の
経
験
は
先
進
技
術
と
の
融
合
で
大
き
な
彩
り

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
研
鑽

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
研
鑽

を
重
ね
、
今
ま
で
以
上
の
成
果
を
皆
様
に
届
け

を
重
ね
、
今
ま
で
以
上
の
成
果
を
皆
様
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

ら
れ
る
よ
う
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

で
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

檜
尾
建
設
株
式
会
社

檜
尾
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

代
表
取
締
役
　
檜
尾
洋
希

檜
尾
洋
希

経
験
と
革
新
の
融
合
に
よ
る

経
験
と
革
新
の
融
合
に
よ
る

技
術
の
彩
り
を

技
術
の
彩
り
を
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